
                   

 

（
藪
野
直
史
作
製
・
正
規
表
現
版
） 

                  



 
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
北
原
白
秋
（
明
治
一
八
（
一
八
八
五
）
年
～
昭
和
一
七
（
一
九
四
二
）
年
）
の
処
女

詩
集
「
邪
宗
門
」
のP

D
F

縦
書
（
ル
ビ
附
）
正
規
表
現
版
で
あ
る
。 

 

使
用
底
本
は
所
持
す
る
昭
和
五
八
（
一
九
八
三
）
年
刊
の
日
本
近
代
文
学
館
刊
行
・
名
著
復
刻
全
集
編
集

委
員
会
編
・
ほ
る
ぷ
発
売
の
「
名
著
復
刻 

詩
歌
文
学
館 

紫
陽
花
セ
ッ
ト
」
内
の
、
明
治
四
二
（
一
九
一

〇
）
年
三
月
十
五
日
易
風
社
発
行
（
印
刷
は
博
文
館
印
刷
所
で
同
年
年
三
月
十
日
）
の
同
詩
集
初
版
本
を
用

い
た
。
但
し
、
加
工
用
デ
ー
タ
と
し
て
な
お
、「
青
空
文
庫
」
の
新
字
旧
仮
名
の
、
こ
ち
ら
に
あ
る
、

k
o

m
p

ass

氏
入
力
・
今
井
忠
夫
氏
校
正
に
な
る
ベ
タ
・
テ
ク
ス
ト
・
デ
ー
タ
を
加
工
用
に
使
用
さ
せ
て
貰

っ
た
。 

 

私
は
、
本
詩
集
は
近
代
詩
集
の
中
で
も
屈
指
の
美
麗
な
装
幀
（
装
幀
と
主
挿
画
は
石
井
柏
亭
。
他
に
一

作
と
彫
版
は
山
本
鼎
）
と
思
っ
て
い
る
。
四
六
判
の
角
背
上
製
表
紙
で
、
ア
ン
カ
ッ
ト
装
（
セ
ッ
ト
購
入

以
来
、
三
十
七
年
、
こ
の
本
に
関
し
て
は
現
在
も
ア
ン
カ
ッ
ト
の
ま
ま
で
あ
る
。
カ
ッ
ト
し
な
が
ら
電
子

化
す
る
）、
箱
型
包
函
入
り
で
あ
る
。
北
原
白
秋
、
満
二
十
五
の
春
の
出
版
で
あ
っ
た
。 

 

本
テ
ク
ス
ト
で
は
、
詩
篇
（
及
び
挿
入
さ
れ
た
辞
等
）
は
鑑
賞
の
便
を
考
え
て
、
贅
沢
に
、
原
則
、
一
篇

一
篇
を
改
ペ
ー
ジ
し
た
。
そ
の
た
め
、
ペ
ー
ジ
に
よ
っ
て
は
有
意
な
空
白
が
一
部
に
生
じ
て
い
る
の
で
注
意

さ
れ
た
い
。 

 

ブ
ロ
グ
版
分
割
版
（
二
〇
二
〇
年
十
一
月
二
十
三
日
完
遂
）
で
は
、
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
に
も
楽
し
ん
で
戴

く
た
め
、
底
本
の
装
幀
が
判
る
画
像
及
び
挿
絵
の
総
て
と
、
画
像
が
必
要
と
認
め
た
一
部
の
本
文
の
画
像

も
掲
げ
た
が
、
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
の
画
像
を
概
ね
、
そ
ち
ら
で
公
開
し
た
画
像
へ
リ
ン
ク
さ
せ
る
形
で

処
理
し
た
。
こ
れ
は
画
像
挿
入
に
面
倒
を
嫌
っ
た
の
で
は
な
く
、
大
型
画
像
の
場
合
、P

D
F

縦
書
版
で

は
、
却
っ
て
細
部
が
見
難
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
をH

T
M

L

に
す
る
気
は
な
い
。
そ
れ

は
単
純
に
ル
ビ
・
タ
グ
の
処
理
が
面
倒
だ
か
ら
で
あ
る
。 

 

踊
り
字
「
〱
」
は
、
縦
書
で
も
気
持
ち
が
悪
く
な
る
の
で
（
私
は
こ
の
踊
り
字
が
生
理
的
に
嫌
い
で
あ

る
）、
正
字
化
し
た
。
そ
の
点
で
の
み
正
規
表
現
で
は
な
い
の
は
お
許
し
あ
れ
。 

 

禁
欲
的
に
注
を
附
す
。
一
部
は
若
い
読
者
を
意
識
し
て
老
婆
心
で
注
し
た
箇
所
も
あ
る
。
【
二
〇
二
〇

年
十
一
月
日
公
開 

藪
野
直
史
】
］ 

   

邪 

宗 

門 

 

北
原
白
秋 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
函
（
表
）。
右
入
れ
。
画
像
面
に
の
み
平
ラ
ベ
ル
で
書
名
（
ゴ
シ
ッ
ク
）
と
作
者

（
明
朝
）
が
右
か
ら
左
に
書
か
れ
て
あ
る
。
口
の
上
部
に
は
向
こ
う
側
と
対
で
、
御
覧
の
通
り
、
本
体
を

抜
き
出
す
だ
め
の
、
対
で
釘
隠
し
の
花
形
飾
り
金
具
の
半
片
の
よ
う
に
見
え
る
カ
ッ
ト
が
入
っ
て
い
る
。

釘
隠
し
と
判
じ
た
の
は
「
門
」
に
掛
け
て
い
る
か
と
判
じ
た
か
ら
で
あ
る
。
背
と
裏
側
表
面
に
は
何
も
な

い
の
で
画
像
は
添
え
な
い
。］ 

https://www.aozora.gr.jp/cards/000106/card4850.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/photos/uncategorized/hako.jpg
https://onibi.cocolog-nifty.com/photos/uncategorized/hako.jpg
https://onibi.cocolog-nifty.com/photos/uncategorized/hako.jpg


  
 

詩
集 

邪
宗
門 

 
 

北 

原 

白 

秋 

   
 

 

邪 

宗 
門 

  
 

 

北
原
白
秋 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
表
紙
・
背
・
裏
表
紙
及
び
天
（
天
金
）。
前
の
一
行
は
背
の
（「
詩
集
」
は
右
か
ら
左

に
横
書
き
）、
後
の
二
行
は
表
紙
の
彫
字
（
手
書
き
文
字
）。
孰
れ
も
金
箔
押
し
。
聖
書
の
よ
う
な
強
い
紅

色
。
表
紙
は
中
央
に
金
箔
線
が
入
り
、
右
左
手
に
絵
の
一
部
（
ら
し
き
も
の
）
が
下
地
と
な
っ
て
い
て
、

そ
こ
に
右
か
ら
左
に
書
名
と
著
者
名
が
入
る
。
全
く
推
測
で
あ
る
が
、
こ
の
絵
は
雰
囲
気
か
ら
推
す
と
、

本
書
の
奥
附
の
前
に
あ
る
装
丁
や
挿
入
画
等
の
リ
ス
ト
の
内
、『
挿
𤲿
』
と
記
さ
れ
て
あ
る
石
井
柏
亭
の

「
澆
季
」（
げ
う
き
（
ぎ
ょ
う
き
）：
「
澆
」
は
「
軽
薄
」、「
季
」
は
「
末
」
の
意
で
、
第
一
義
は
「
道
徳

が
衰
え
て
乱
れ
た
世
・
世
の
終
わ
り
・
末
世
」
で
あ
る
）
で
あ
ろ
う
と
推
定
す
る
（
後
の
「
邪
宗
門
扉

銘
」
に
吉
田
精
一
氏
の
引
用
を
載
せ
た
が
、
そ
れ
が
私
の
推
理
を
著
し
く
支
持
し
て
呉
れ
て
い
る
）。
ま

た
、
表
紙
右
下
に
は
金
箔
押
し
で
マ
ー
ク
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
古
く
か
ら
用

い
ら
れ
て
き
た
も
の
で
、
「
Ｉ
Ｈ
Ｓ
」（
ギ
リ
シ
ャ
語
の
「
イ
エ
ス
」
＝
「ΙΗ

Σ
Ο

Υ
Σ

」
の
綴
り
字
の
最
初

の
三
文
字
で
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
シ
ン
ボ
ル
）
の
上
に
ギ
リ
シ
ャ
十
字
が
配
さ
れ
て
お
り
、
下
方
の
三

本
の
マ
ー
ク
は
、
恐
ら
く
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
広
く
言
う
「ch

i-rh
o

」（
キ
ー
・
ロ
ー
。X

とP

と
の
モ
ノ
グ

ラ
ム
。「
メ
シ
ア
」
を
ギ
リ
シ
ャ
語
で
「Χ

Ρ
ΙΣ

Τ
Ο

Σ

」（
ク
リ
ス
ト
ス
）
と
表
現
す
る
）
の
簡
略
形
と
思
わ

れ
る
。
な
お
、
後
の
「
邪
宗
門
扉
銘
」
に
吉
田
精
一
氏
の
引
用
に
よ
れ
ば
、
こ
の
マ
ー
ク
は
長
崎
の
『
南

蠻
寺
』
の
『
鐘
』
に
記
さ
れ
た
『
紋
章
』
で
あ
る
と
あ
る
。］ 

    

E
X

・L
IB

R
IS

 

 

H
K

 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
見
返
し
。
ご
覧
の
通
り
、「H

K

」
は
合
字
と
な
っ
て
い
る
が
、
表
現
出
来
な
い
。
左

の
遊
び
の
表
面
上
部
に
カ
メ
を
拝
し
た
蔵
書
票
を
模
し
た
挿
絵
。「E

X
 L

IB
R

IS

」（
エ
ク
ス
・
リ
ブ
リ

ス
）
は
「
誰
彼
の
蔵
書
か
ら
」
と
い
う
意
味
の
ラ
テ
ン
語
で
西
洋
で
流
行
っ
た
蔵
書
票
の
決
ま
り
文
句
。

「H
K

」
は
言
わ
ず
も
が
な
、
北
原
白
秋
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
。
作
者
は
先
の
リ
ス
ト
か
ら
石
井
柏
亭
で
、
標
題

を
『
エ
ツ
キ
ス
リ
ブ
リ
ス
』
と
記
し
て
あ
る
。「
エ
ツ
キ
ス
」
は
「
エ
ス
キ
ー
ス
」（
フ
ラ
ン
ス
語
：

esq
u
isse

）
で
広
く
「
ス
ケ
ッ
チ
」
の
こ
と
を
指
す
（
但
し
、
語
源
的
に
は
「
下
絵
」
の
意
で
あ
る
）。］ 

 

https://onibi.cocolog-nifty.com/photos/uncategorized/hyousise.jpg
https://onibi.cocolog-nifty.com/photos/uncategorized/ten_20201004164001.jpg
https://onibi.cocolog-nifty.com/photos/uncategorized/mikaesiasobi.jpg
https://onibi.cocolog-nifty.com/photos/uncategorized/mikaesiasobi.jpg
https://onibi.cocolog-nifty.com/photos/uncategorized/mikaesiasobi.jpg


 

邪 
 

宗 
 

門 

北 

原 

白 

秋 

著 

  

四 

十 

二 

年 

三 

月 

 

東   

京 

易 

風 

社 

版 
 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
扉
。
石
原
柏
亭
の
門
の
絵
の
中
に
以
上
が
右
か
ら
左
へ
印
刷
さ
れ
て
あ
る
。
］ 

   
 

 
 

父 

上 

に 

献 

ぐ 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
父
北
原
長
太
郎
へ
の
献
辞
。
北
原
家
は
江
戸
以
来
、
栄
え
た
商
家
（「
油
屋
」
或
い

は
「
問
屋

と

い

や

」
と
号
し
た
海
産
物
問
屋
）
で
、
当
時
は
主
に
酒
造
を
営
ん
で
い
た
。
こ
の
一
目
見
る
な
り
、

非
常
に
贅
沢
な
詩
集
（
定
価
は
一
円
。
信
頼
出
来
る
換
算
値
で
現
在
の
一
万
一
千
円
弱
相
当
の
高
価
な
一

冊
で
あ
る
）
は
、
総
て
父
か
ら
の
送
金
に
よ
る
自
費
出
版
で
あ
っ
た
。 

 

以
下
は
、
そ
の
裏
、
次
の
「
邪
宗
門
扉
銘
」（
左
ペ
ー
ジ
）
の
あ
る
右
ペ
ー
ジ
に
あ
る
。
ポ
イ
ン
ト
は
本

文
活
字
と
は
相
対
的
な
意
味
で
極
く
小
さ
い
。
再
現
は
し
て
い
な
い
が
、
改
行
は
そ
の
通
り
に
し
た
。

「
邪
宗
門
扉
銘
」
は
詩
篇
本
文
と
見
な
し
、
次
の
ペ
ー
ジ
に
送
っ
た
。］ 

      
 

 
 

父
上
、
父
上
は
は
じ
め
望
み
給
は
ざ
り
し
か
ど
も
、 

 
 

 
 

兒
は
遂
に
そ
の
生
れ
た
る
と
こ
ろ
に
あ
こ
が
れ 

 
 

 
 

て
、
わ
か
き
日
を
か
く
は
歌
ひ
つ
づ
け
候
ひ
ぬ
。 

 
 

 
 

も
は
や
も
は
や
咎
め
給
は
ざ
る
べ
し
。 

       

https://onibi.cocolog-nifty.com/photos/uncategorized/tobira_20201004163501.jpg


  
 

 
邪 

宗 

門 

扉 

銘 

 

こ
こ
過
ぎ
て
曲
節

メ
ロ
デ
ア

の
惱
み
の
む
れ
に
、 

こ
こ
過
ぎ
て
官
能
の
愉
樂
の
そ
の
に
、 

こ
こ
過
ぎ
て
神
經
の
に
が
き
魔
睡
に
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
か
く
標
題
さ
れ
た
序
詩
。「
扉
銘
」
は
「
ひ
め
い
」。
所
持
す
る
昭
和
二
八
（
一
九
五

三
）
年
新
潮
文
庫
刊
の
吉
田
精
一
「
日
本

に
っ
ぽ
ん

近
代
詩
鑑
賞 

明
治
篇
」
の
「
北
原
白
秋
」
で
、
こ
の
「
邪
宗

門
扉
銘
」
に
つ
い
て
、『
こ
れ
は
ダ
ン
テ
が
「
神
曲
」
の
地
獄
の
門
の
扉
銘
に
模
し
た
の
で
あ
ら
う
』
と

あ
り
、
ま
た
、
今
野
真
二
氏
の
論
文
「
イ
メ
ー
ジ
の
連
鎖―

詩
的
言
語
分
析
の
覚
え
書
き―

」（『
清
泉
女

子
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要
』
第
三
十
七
号
・
二
〇
一
六
年
三
月
。P

D
F

で
ダ
ウ
ン
・
ロ
ー
ド
可
能
）

の
注
（
６
）
に
、『
周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
「
邪
宗
門
扉
銘
」
は
ダ
ン
テ
『
神
曲
』「
地
獄
界
」
第
三
歌
冒

頭
を
模
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
河
村
政
敏
は
『
北
原
白
秋
の
世
界―

そ
の
世
紀
末
的
詩
境
の
考
察
』

（
一
九
九
七
年
、
至
文
堂
）
に
お
い
て
「
原
詩
を
、
当
時
愛
読
し
て
い
た
上
田
敏
の
『
詩
聖
だ
ん
て
』

（
明3

4

）
か
、
森
鷗
外
の
『
即
興
詩
人
』（
明3

5

）
か
、
い
や
、
お
そ
ら
く
は
そ
の
双
方
に
学
ん
だ
の
で

あ
ろ
う
」（
二
十
九
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。『
詩
聖
だ
ん
て
』
に
は
「
わ
れ
過
ぎ
て
、
歎
の
ま
ち
に
、
わ
れ

過
ぎ
て
、
と
は
の
悩
に
、
わ
れ
過
ぎ
て
ほ
ろ
び
の
民
に
」（
二
二
〇
頁
）
と
あ
り
、『
即
興
詩
人
』
に
は

「
こ
ゝ
す
ぎ
て 

う
れ
へ
の
市
に 

こ
こ
す
ぎ
て 

歎
の
淵
に 

こ
ゝ
す
ぎ
て 

浮
か
ぶ
時
な
き 

群
に

社 

人
は
入
る
ら
め
」（
上
巻
八
十
頁
）
と
あ
る
。「
邪
宗
門
扉
銘
」
に
つ
い
て
、
河
村
政
敏
（
一
九
九

七
）
は
「
い
う
ま
で
も
な
く
、『
神
曲
』―

「
地
獄
界
」
第
三
歌
冒
頭
の
パ
ロ
デ
ィ
で
あ
る
。
い
ず
れ
パ

ロ
デ
ィ
で
あ
る
か
ら
、「
曲
節
の
悩
み
」「
官
能
の
愉
楽
」「
神
経
の
に
が
き
魔
睡
」
な
ど
と
い
っ
た
と
こ

ろ
で
、
特
別
な
意
味
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
要
す
る
に
そ
う
し
た
語
感
を
借
り
て
、
感
覚
的
・
官
能
的

な
頽
唐
世
界
へ
の
志
向
を
語
っ
た
ま
で
で
あ
っ
た
」（
二
十
六
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。「
特
別
な
意
味
が
あ

る
わ
け
で
は
な
く
」「
語
感
を
借
り
て
」「
語
っ
た
ま
で
で
あ
っ
た
」
は
い
ず
れ
も
河
村
政
敏
の
評
価
が
か

な
ら
ず
し
も
た
か
く
は
な
い
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
あ
る
い
は
石
丸
久
は
「
北
原
白
秋
に
お
け
る
象
徴
意
識

―

と
く
に
『
邪
宗
門
』
系
列
の
場
合―

」（
一
九
八
三
年
、
早
稲
田
大
学
『
国
文
学
研
究
』
七
十
九
号
）

に
お
い
て
、「
邪
宗
門
扉
銘
」
に
つ
い
て
「
絢
爛
た
る
詞
宴
の
謳
い
あ
げ
に
す
ぎ
な
か
っ
た
」
と
述
べ
、

さ
ら
に
「
無
思
想
性
」
と
い
う
表
現
も
使
う
。「
特
別
な
意
味
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
」
と
通
う
み
か
た

は
、
白
秋
の
同
時
代
に
も
な
さ
れ
て
い
た
。
木
下
杢
太
郎
は
「
明
治
末
年
の
南
蛮
文
学
」
に
お
い
て
、

「
北
原
白
秋
君
、
長
田
秀
雄
君
の
家
な
ど
に
集
り
夜
は
鴻
の
巣
と
い
ふ
小
さ
い
西
洋
料
理
屋
な
ど
に
行

き
、
ひ
る
ま
の
う
ち
に
読
ん
だ
も
の
を
醗
酵
さ
せ
て
家
に
か
へ
つ
て
詩
に
作
り
ま
し
た
。
然
し
わ
た
く
し

は
寧
ろ
材
料
を
集
め
る
方
で
、
ど
う
も
う
ま
く
そ
れ
が
詩
に
醗
酵
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
北
原
白
秋
君
は

そ
ん
な
語
彙
を
不
思
議
な
織
物
に
織
り
上
げ
ま
し
た
。
白
秋
君
の
詩
に
は
思
想
的
連
絡
が
な
く
、
所
謂
言

葉
の
サ
ラ
ド
と
い
ふ
も
の
で
、
我
々
は
之
を
刺
繍
の
裏
面
の
紋
様
に
た
と
へ
ま
し
た
。
か
う
い
ふ
風
な
わ

け
で
わ
れ
わ
れ
の
南
蛮
趣
味
は
学
問
的
で
も
、
考
証
的
で
も
、
ま
た
純
粋
の
も
の
で
も
な
く
、
専
ら
語
彙

の
集
積
で
し
た
。
是
れ
は
当
時
日
本
に
紹
介
せ
ら
れ
た
パ
ル
ナ
シ
ア
ン
の
詩
、
サ
ム
ボ
リ
ス
ト
の
詩
か
ら

も
暗
示
を
受
け
た
わ
け
で
す
。
上
田
敏
氏
の
『
海
潮
音
』、
蒲
原
有
明
氏
の
『
春
鳥
集
』
が
わ
れ
わ
れ
に

https://seisen.repo.nii.ac.jp/?action=pages_view_main&active_action=repository_view_main_item_detail&item_id=892&item_no=1&page_id=25&block_id=29


大
き
な
影
響
を
与
へ
ま
し
た
。
も
一
つ
は
フ
ラ
ン
ス
の
印
象
派
に
対
す
る
わ
れ
わ
れ
の
偏
愛
が
、
そ
の
流

儀
を
詩
の
上
で
表
現
せ
し
め
た
と
い
ふ
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。
南
蛮
紅
毛
趣
味
、
江
戸
浮
世
絵
趣
味
、
印

象
派
の
様
式―

さ
う
い
ふ
も
の
が
わ
れ
わ
れ
の
南
蛮
文
学
の
基
本
調
で
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に

は
「
思
想
的
連
絡
が
な
」
い
「
言
葉
の
サ
ラ
ド
」
と
い
う
表
現
が
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
木
下
杢
太
郎
の

発
言
な
ど
が
影
響
を
与
え
て
い
る
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
稿
者
は
、
詩
に
「
特
別
な
意
味
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
い
う
「
み
か
た
」
も
さ
ま
ざ
ま
な
「
み
か
た
」
の
中
の
一
つ
の
「
み
か
た
」
に
す
ぎ
な
い
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
』
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
こ
ら
で
本
詩
集
の
南
蛮
趣
味
の
震
源
の
正

体
を
明
か
し
て
お
く
と
、
吉
田
氏
の
前
掲
書
に
、
明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）
年
夏
、
『
與
謝
野
寬
を
中
心

に
、
新
詩
社
同
人
、
白
秋
・
杢
太
郞
・
長
田
秀
雄
・
吉
井
勇
等
の
催
ほ
し
た
九
州
旅
行
に
於
て
、
彼
等
は

切
支
丹
伴
天
連
の
遺
跡
を
見
て
長
崎
か
ら
天
草
に
わ
た
つ
て
、
東
西
文
明
の
奇
妙
な
混
淆
の
あ
と
に
深
く

感
動
し
た
。
南
蠻
の
異
聞
、
ギ
ヤ
マ
ン
、
香
料
、
異
酒
、
奇
鳥
、
更
紗
等
は
、
何
れ
も
彼
等
の
詩
的
感
激

の
對
象
で
あ
つ
た
。
杢
太
郞
の
「
長
崎
ぶ
り
」「
棧
留
縞
」「
あ
ま
く
さ
」
等
の
詩
は
、
白
秋
の
邪
宗
門
中

「
天
草
雜
詠
」
の
名
の
下
に
收
め
た
十
一
篇
の
詩
と
共
に
、
こ
の
旅
行
の
收
穫
で
あ
つ
た
。
詩
集
「
邪
宗

門
」
の
題
名
も
亦
こ
ゝ
か
ら
來
た
。
の
み
な
ら
ず
こ
の
旅
行
が
當
時
の
學
界
の
機
運
と
相
ま
つ
て
、
杢
太

郞
に
切
支
丹
の
文
學
や
歷
史
に
關
す
る
硏
究
熱
を
そ
ゝ
ら
せ
、
或
は
彼
自
身
及
び
吉
井
勇
等
の
數
々
の
切

支
丹
に
取
材
し
た
戲
曲
の
生
產
と
な
り
、
下
つ
て
は
芥
川
龍
之
介
の
同
種
の
佳
作
を
日
本
文
壇
に
殘
す
機

緣
を
な
し
た
。（
こ
の
旅
行
を
四
十
一
年
夏
と
、
木
下
杢
太
郞
自
身
が
「
食
後
の
唄
」
序
や
、
又
改
造
社

の
日
本
文
學
講
座
に
書
い
て
ゐ
る
の
は
思
ひ
誤
ま
り
で
あ
る
。
そ
れ
に
從
つ
て
論
を
立
て
て
ゐ
る
人
も
あ

る
の
で
、
こ
の
機
會
に
注
意
し
て
置
く
。）
明
洽
末
期
の
學
界
に
於
け
る
南
蠻
熱
も
、
か
や
う
な
時
代
精

神
の
所
產
だ
つ
た
と
い
へ
よ
う
』。『
以
上
の
簡
粗
な
說
明
に
よ
つ
て
、「
邪
宗
門
」
の
興
味
や
志
向
が
ど

こ
に
あ
つ
た
か
を
知
る
に
足
り
る
で
あ
ら
う
。「
邪
宗
門
」
は
裝
幀
に
於
て
も
異
樣
な
美
し
さ
を
も
つ
て

ゐ
た
。
血
の
や
う
な
赤
ク
ロ
ー
ス
に
南
蠻
寺
鈍
鉦
の
紋
章
を
金
で
押
し
、
一
方
に
外
光
に
狂
つ
た
蝮
・
毒

草
・
麝
香
猫
及
び
禽
獸
歡
樂
の
更
紗
模
樣
を
は
ぎ
わ
け
た
、「
不
可
思
議
に
し
て
一
種
莊
嚴
な
る
怪
し

さ
」（「
邪
宗
門
」
三
版
本
例
言
）
を
も
つ
て
ゐ
た
』
と
あ
る
の
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
］ 

              



 
詩
の
生
命
は
暗
示
に
し
て
單
な
る
事
象
の
說
明
に
は
非
ず
。 

か
の
筆
に
も
言
語
に
も
言
ひ
盡
し
難
き
情

趣
の
限
な
き
振
動
の
う
ち
に
幽
か
な
る
心
靈
の
欷
歔
を
た
づ
ね
、
縹
渺
た
る
音
樂
の
愉
樂
に
憧
が
れ
て
自

己
觀
想
の
悲
哀
に
誇
る
、
こ
れ
わ
が
象
徵
の
本
旨
に
非
ず
や
。 

さ
れ
ば
我
ら
は
神
秘
を
尙
び
、
夢
幻
を

歡
び
、
そ
が
腐
爛
し
た
る
頽
唐
の
紅
を
慕
ふ
。 

哀
れ
、
我
ら
近
代
邪
宗
門
の
徒
が
夢
寢
に
も
忘
れ
難
き

は
靑
白
き
月
光
の
も
と
に
欷
歔
く
大
理
石
の
嗟
嘆
也
。 

暗
紅
に
う
ち
濁
り
た
る
埃
及
の
濃
霧
に
苦
し
め

る
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
の
瞳
也
。 

あ
る
は
ま
た
落
日
の
な
か
に
笑
へ
る
ロ
マ
ン
チ
ツ
シ
ユ
の
音
樂
と
幼
兒
磔

殺
の
前
後
に
起
る
心
狀
の
悲
し
き
叫
也
。 

か
の
黃
臘
の
腐
れ
た
る
絕
間
な
き
痙
攣
と
、
ヸ
オ
ロ
ン
の
三

の
絃
を
擦
る
嗅
覺
と
、
曇
硝
子
に
う
ち
噎
ぶ
ウ
ヰ
ス
キ
イ
の
鋭
き
神
經
と
、
人
間
の
腦
髓
の
色
し
た
る
毒

艸
の
匂
深
き
た
め
い
き
と
、
官
能
の
魔
睡
の
中
に
疲
れ
歌
ふ
鶯
の
哀
愁
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
仄
か
な
る

角
笛
の
音
に
逃
れ
入
る
緋
の
天
鵞
絨
の
手
觸
の
棄
て
難
さ
よ
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
自
序
。
標
題
は
な
い
。
ポ
イ
ン
ト
は
や
は
り
ご
く
小
さ
い
。
句
点
の
後
は
有
意
な
字

空
け
が
あ
る
の
で
、
見
か
け
の
印
象
通
り
に
、
空
け
て
お
い
た
。 

「
尙
び
」
は
「
た
ふ
と
び
」
と
読
む
。「
貴
ぶ
」
に
同
じ
い
。 

「
夢
寢
」「
む
し
ん
」
と
音
読
み
し
て
お
く
。 

「
欷
歔
く
」「
す
す
り
な
く
」。
前
の
方
は
音
で
「
き
き
よ
」（
現
代
仮
名
遣
「
き
き
ょ
」）。 

「
埃
及
」
は
「
え
じ
ぷ
と
」
エ
ジ
プ
ト
で
あ
る
が
、
本
文
詩
篇
内
で
同
単
語
に
平
仮
名
で
ル
ビ
を
振
っ
て

い
る
の
で
、
か
く
示
し
た
。 

「
黃
臘
」「
わ
う
ら
ふ
」（
お
う
ろ
う
）
或
い
は
「
く
わ
う
ら
ふ
」（
こ
う
ろ
う
）
で
、
蜜
蜂
の
巣
か
ら
製

し
た
黄
色
の
蜜
蠟
の
こ
と
。
巣
を
加
熱
し
て
圧
搾
し
、
水
中
で
煮
沸
し
て
製
す
る
。
無
味
無
臭
で
、
化
粧

品
原
料
・
艷
出
し
剤
・
蠟
燭
・
ク
レ
ヨ
ン
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
。
腐
る
も
の
で
は
な
い
そ
れ
が
「
腐
れ
た

る
絕
間
な
き
痙
攣
」
を
す
る
と
い
う
非
常
に
捩
じ
れ
た
表
現
は
、
奇
異
乍
ら
、
思
わ
ず
は
っ
と
さ
せ
、
以

下
に
雪
崩
れ
る
対
句
表
現
の
眩
暈
（
但
し
、
順
位
理
解
し
易
い
比
喩
と
な
っ
て
い
る
）
の
強
烈
な
効
果
を

最
初
か
ら
意
図
さ
せ
て
お
り
、
小
憎
ら
し
い
確
信
犯
で
あ
る
。 

「
噎
ぶ
」「
む
せ
ぶ
」。 

「
天
鵝
絨
」「
び
ろ
う
ど
」。
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
「v

elu
d
o

」
や
ス
ペ
イ
ン
語
「v

ellu
d

o

」
由
来
。
近
世
、

西
洋
か
ら
渡
来
し
た
特
殊
な
織
り
方
に
よ
っ
て
光
沢
に
富
む
滑
ら
か
な
表
面
を
出
し
た
織
物
。
ベ
ル
ベ
ッ

ト
（
英
語
：v

elv
et

）。
近
代
に
至
る
ま
で
知
ら
れ
た
作
家
で
も
「
び
ら
う
ど
」
と
書
く
こ
と
が
あ
る
が
、

あ
の
歴
史
的
仮
名
遣
は
誤
り
で
あ
る
。 

「
手
觸
」「
て
ざ
は
り
」。
］ 

  

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
自
序
の
見
開
き
の
左
ペ
ー
ジ
に
あ
る
石
井
柏
亭
の
挿
絵
。
リ
ス
ト
に
よ
れ
ば
、『
幼

兒
磔
殺
』（
や
う
じ
た
く
さ
つ
）。
無
論
、
こ
れ
は
神
の
子
で
あ
る
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
ア
ナ
グ
ラ
ム
で

あ
る
。
右
ペ
ー
ジ
に
あ
る
自
序
も
添
え
て
お
い
た
。］ 

  

https://onibi.cocolog-nifty.com/photos/uncategorized/youjitakusatu.jpg


 
昔

む
か
し

よ
り
い
ま
に
渡わ

た

り
來く

る
黑く

ろ

船ふ
ね

緣え
ん

が
つ
く
れ
ば
鱶ふ

か

の
餌ゑ

と
な
る
。
サ
ン
タ
マ
リ
ヤ
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

『
長
崎
ぶ
り
』 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
幼
兒
磔
殺
」
の
絵
の
裏
に
当
た
る
と
こ
ろ
に
記
さ
れ
て
い
る
。
詩
文
は
中
央
に
二

行
で
記
さ
れ
て
あ
る
が
、
こ
こ
は
ブ
ラ
ウ
ザ
の
不
具
合
や
、
そ
も
そ
も
が
繋
げ
て
読
ま
れ
る
べ
き
も
の
で

あ
る
の
で
、
特
異
的
に
原
本
に
従
わ
ず
に
、
か
く
示
し
た
。
底
本
に
は
何
も
書
か
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ

の
小
唄
を
北
原
白
秋
の
作
と
思
っ
て
読
ん
で
い
る
人
が
多
い
と
思
う
の
だ
が
、
こ
れ
は
江
戸
中
期
の
歌
謡

集
で
あ
る
秀

松

軒

し
ゅ
う
し
ょ
う
け
ん

の
編
に
な
る
室
町
末
期
か
ら
江
戸
の
元
禄
に
至
る
ま
で
に
流
行
歌
謡
を
集
成
し
た

「
松
の
葉
」（
元
禄
一
六
（
一
七
〇
三
）
年
刊
。
当
時
の
上
方
で
伝
承
・
演
奏
さ
れ
て
い
た
三
味
線
歌
曲

の
歌
詞
を
分
類
・
集
成
し
た
も
の
）
の
第
一
巻
の
「
葉
手

は

で

」
の
「
四 

長
崎
」
に
載
る
小
唄
で
あ
る
。
所

持
す
る
一
九
三
一
年
岩
波
文
庫
刊
の
藤
田
德
太
郎
校
註
「
松
の
葉
」
に
は
、 

 
 

 

＊ 

○
昔
よ
り
今
に
渡
り
來く

る
黑く

ろ

船ふ
ね

、
緣え

ん

が
盡
く
れ
ば
鱶ふ

か

の
餌ゑ

と
な
る
、
さ
ん
た
ま
り
や 

 
 

 

＊ 

と
載
る
。 

 

以
下
、「
例
言
」
と
な
る
が
、
切
れ
る
の
で
、
次
の
ペ
ー
ジ
に
送
っ
た
。］ 

                     



 
例 

 
言 

一
、
本
集
に
收
め
た
る
六
章
約
百
二
十
篇
の
詩
は
明
治
三
十
九
年
の
四
月
よ
り
同
四
十
一
年
の
臘
月
に
至

る
、
卽
最
近
三
年
間
の
所
作
に
し
て
、
集
中
の
大
半
は
殆
昨
一
年
の
努
力
に
成
る
。 

就
中
『
古
酒
』
中

の
「
よ
ひ
や
み
」「
柑
子
」「
晚
秋
」
の
類
最
も
舊
く
し
て
『
魔
睡
』
中
に
載
せ
た
る
「
室
内
庭
園
」「
曇

日
」
の
二
篇
は
そ
の
最
も
新
し
き
も
の
な
り
。 

一
、
予
が
眞
に
詩
を
知
り
初
め
た
る
は
僅
に
此
の
二
三
年
の
事
に
屬
す
。 

さ
れ
ば
此
の
間
の
前
後
に
作

ら
れ
た
る
種
々
の
傾
向
の
詩
は
皆
予
が
初
期
の
試
作
た
る
を
免
れ
ず
。 

從
て
本
集
の
編
纂
に
際
し
て
は

特
に
自
信
あ
る
代
表
作
物
の
み
を
精
査
し
、
少
年
時
の
長
篇
五
六
及
そ
の
後
の
新
舊
作
七
十
篇
の
餘
は
遺

憾
な
く
割
愛
し
た
り
。 

こ
の
外
百
篇
に
近
き
『
斷
章
』
と
『
思
出
』
五
十
篇
の
著
作
あ
れ
ど
も
、
紙
數

の
制
限
上
、
こ
れ
ら
は
他
の
新
し
き
機
會
を
待
ち
て
出
版
す
る
の
已
む
な
き
に
到
れ
り
。 

一
、
予
が
象
徵
詩
は
情
緖
の
諧
樂
と
感
覺
の
印
象
と
を
主
と
す
。 

故
に
、
凡
て
豫
が
據
る
所
は
僅
か
な

れ
ど
も
生
れ
て
享
け
得
た
る
自
己
の
感
覺
と
刺
戟
苦
き
神
經
の
悅
樂
と
に
し
て
、
か
の
初
め
よ
り
情
感
の

妙
な
る
震
慄
を
無
み
し
只
冷
か
な
る
思
想
の
槪
念
を
求
め
て
强
ひ
て
詩
を
作
爲
す
る
が
如
き
を
嫌
忌
す
。 

さ
れ
ば
予
が
詩
を
讀
ま
む
と
す
る
人
に
し
て
、
之
に
理
知
の
闡
明
を
尋
ね
幻
想
な
き
思
想
の
骨
格
を
求
め

む
と
す
る
は
謬
れ
り
。 

要
す
る
に
予
が
最
近
の
傾
向
は
か
の
内
部
生
活
の
幽
か
な
る
振
動
の
リ
ズ
ム
を

感
じ

ヽ

ヽ

そ
の
儘
の
調
律
に
奏
で
い
で
ん
と
す
る
音
樂
的
象
徵
を
專
と
す
る
が
故
に
、
そ
が
表
白
の
方
法
に
於

て
も
槪
ね
か
の
新
し
き
自
由
詩
の
形
式
を
用
ゐ
た
り
。 

一
、
或
人
の
如
き
は
此
の
如
き
詩
を
嗤
ひ
て
甚
し
き
跨
張
と
云
ひ
、
架
空
な
る
空
想
を
歌
ふ
も
の
と
做
せ

ど
も
、
予
が
幻
覺
に
は
自
ら
眞
に
感
じ
た
る
官
能
の
根
抵
あ
り
。 

且
、
人
の
天
分
に
は
そ
れ
そ
れ
自
ら

な
る
相
違
あ
り
、
强
ひ
て
自
己
の
感
覺
を
尺
度
と
し
て
他
を
律
す
る
は
謬
な
る
べ
し
。 

一
、
本
來
、
詩
は
論
ふ
べ
き
き
は
の
も
の
に
は
あ
ら
ず
。 

嘗
て
幾
多
の
譏
笑
と
非
議
と
謂
れ
な
き
誤
解

と
を
蒙
り
た
る
に
も
拘
ら
ず
、
予
の
單
に
創
作
に
の
み
執
し
て
、
一
語
も
こ
れ
に
答
ふ
る
所
な
か
り
し

は
、
些
か
自
己
の
所
信
に
安
じ
た
れ
ば
な
り
。 

一
、
終
に
、
現
時
の
予
は
文
藝
上
の
如
何
な
る
結
社
に
も
與
ら
ず
、
又
、
如
何
な
る
黨
派
の
力
を
も
恃
む

所
な
き
事
を
明
に
す
。 

要
は
只
こ
れ
ら
の
羈
絆
と
掣
肘
と
を
放
れ
て
、
予
は
予
が
獨
自
な
る
個
性
の
印

象
に
奔
放
な
る
可
く
、
自
由
な
ら
ん
こ
と
を
欲
す
る
も
の
な
り
。 

一
、
尙
、
本
集
を
世
に
公
に
す
る
事
を
得
た
る
所
以
の
も
の
は
、
こ
れ
一
に
蒲
原
有
明
、
鈴
木
皷
村
兩
氏

の
深
厚
な
る
同
情
に
依
る
、
こ
こ
に
謹
謝
す
。 

  
 

明
治
四
十
二
年
一
月 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

著 
 

者 
 

識 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
や
は
り
標
題
を
除
く
本
文
は
有
意
に
ポ
イ
ン
ト
が
小
さ
い
。
序
と
同
じ
く
句
点
の
後

は
有
意
な
字
空
け
が
あ
る
の
を
再
現
し
た
。
底
本
で
は
柱
の
「
一
」
が
頭
抜
け
て
以
下
は
一
字
下
げ
で
あ

る
が
、
再
現
し
て
い
な
い
。 

「
明
治
三
十
九
年
」
一
九
〇
六
年
。 



「
臘
月
」
十
二
月
の
異
称
。
中
国
で
、
冬
至
（
陰
暦
十
一
月
中
）
の
後
の
第
三
の
戌
（
い
ぬ
）
の
日
に
、

猟
の
獲
物
の
獣
肉
を
供
え
て
先
祖
百
神
を
祀
る
祭
り
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
現
行
で
は
そ
の
旧
年
と
新

年
を
「
繋
ぎ
合
わ
せ
る
月
」
の
原
義
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。 

「
殆
」「
ほ
と
ん
ど
」。 

「
昨
一
年
」「
を
と
と
し
」
と
読
ん
で
お
く
。 

「
百
篇
に
近
き
『
斷
章
』
と
『
思
出
』
五
十
篇
の
著
作
あ
れ
ど
も
、
紙
數
の
制
限
上
、
こ
れ
ら
は
他
の
新

し
き
機
會
を
待
ち
て
出
版
す
る
の
已
む
な
き
に
到
れ
り
」
こ
れ
は
二
年
後
の
第
二
詩
集
「
思
ひ
出
」（
明

治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
六
月
東
雲
堂
書
店
刊
）
と
し
て
世
に
出
た
。
私
は
こ
の
ブ
ロ
グ
・
カ
テ
ゴ
リ

「
北
原
白
秋
」
で
既
に
「
北
原
白
秋 

抒
情
小
曲
集 

お
も
ひ
で 

（
初
版
原
拠
版
）」
と
し
て
全
篇
の
電

子
化
注
を
完
了
し
て
い
る
。 

「
無
み
し
」「
な
み
し
」。
無
い
も
の
と
し
て
無
視
し
。 

「
闡
明
」「
せ
ん
め
い
」。
明
瞭
で
な
か
っ
た
道
理
や
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。 

「
教
義
を
闡
明
す
る 

「
跨
張
」
マ
マ
。
誇
張
。
誤
字
か
誤
植
か
或
い
は
思
い
込
み
の
慣
用
か
は
判
別
出
来
な
い
。 

「
謬
」「
あ
や
ま
り
」
と
訓
じ
て
お
く
。 

「
論
ふ
」「
あ
げ
つ
ら
ふ
」。 

「
譏
笑
」「
き
せ
う
」（
き
し
ょ
う
）
謗そ

し

り
笑
う
こ
と
。
嘲

あ
ざ
け

り
笑
う
こ
と
。 

「
非
議
」「
誹
議
」
と
も
書
く
。
論
じ
て
非
難
す
る
こ
と
。
譏そ

し

る
こ
と
。 

「
安
じ
」「
や
す
ん
じ
」。 

「
羈
絆
」「
き
は
ん
」。「
牛
馬
を
繋
ぐ
」
の
意
か
ら
、
足
手
纏

あ

し

で
ま

と

い
と
な
る
身
辺
の
物
事
。 

「
掣
肘
」「
せ
い
ち
う
」（
せ
い
ち
ゅ
う
）。
脇
か
ら
干
渉
し
て
人
の
自
由
な
行
動
を
妨
げ
る
こ
と
。「
呂
氏

春
秋
」
の
「
審
応
覧
」
の
「
具
備
篇
」
に
出
る
、
孔
子
の
門
人
の
宓
子
賤
（
ふ
く 

し
せ
ん 
生
没
年
未

詳
）
は
あ
る
村
の
長
官
と
な
っ
た
が
、
魯
の
役
人
二
人
が
や
っ
て
き
て
文
書
を
書
こ
う
と
す
る
と
、
肘
を

押
さ
え
て
邪
魔
を
し
、「
お
前
た
ち
は
上
手
く
字
が
書
け
な
い
」
と
役
人
を
謗
っ
た
。
以
上
の
報
告
を
聞

い
た
魯
の
君
王
は
「
こ
れ
は
宓
が
彼
の
村
を
治
め
る
の
を
私
に
邪
魔
さ
れ
た
く
な
い
こ
と
を
示
し
た
も
の

だ
」
と
悟
っ
た
と
い
う
故
事
に
基
づ
く
。 

「
蒲
原
有
明
」
本
邦
の
象
徴
主
義
詩
人
の
一
人
と
し
て
知
ら
れ
る
蒲
原
有
明
（
か
ん
ば
ら
あ
り
あ
け 

明

治
八
（
一
八
七
五
）
年
（
戸
籍
上
は
翌
年
）
～
昭
和
二
七
（
一
九
五
二
）
年
）
。
私
は
ブ
ロ
グ
・
カ
テ
ゴ

リ
「
蒲
原
有
明
」
で
「
有
明
集
」
（
初
版
・
正
規
表
現
版
）
の
電
子
化
注
を
終
え
て
い
る
。 

「
鈴
木
皷
村
」（
こ
そ
ん 

明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
～
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
）
は
箏
曲
家
で
日
本

画
家
。
宮
城
県
生
ま
れ
。
本
名
は
映て

る

雄お

。
陸
軍
時
代
に
箏
曲
・
洋
楽
を
学
ん
だ
。
与
謝
野
鉄
幹
・
晶
子
夫

妻
・
薄
田
泣
菫
・
北
原
白
秋
ら
と
交
流
し
、
彼
ら
の
詩
に
新
形
式
の
歌
を
作
曲
し
て
、
新
箏
曲
を
提
唱
、

「
京
極
流
」
を
名
乗
っ
た
。
日
本
音
楽
史
に
詳
し
か
っ
た
が
、
晩
年
は
大
和
絵
の
古
土
佐
に
専
念
し
た
。

別
号
で
那な

智ち

俊と
し

宣の
ぶ

と
も
称
し
た
。
著
作
に
「
日
本
音
楽
の
話
」、
作
曲
に
「
紅
梅
」
な
ど
が
あ
る
。 

「
明
治
四
十
二
年
」
一
九
〇
九
年
。］ 
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魔 
 

睡 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
パ
ー
ト
標
題
。
左
ペ
ー
ジ
。
石
井
柏
亭
の
絵
。
こ
の
裏
に
、
以
下
の
長
田

な

が

た

秀
雄
の
私

が
「
散
文
詩
」
と
称
し
た
文
章
が
中
央
に
七
行
で
載
る
。
ポ
イ
ン
ト
は
小
さ
い
。
繋
が
っ
た
内
容
で
あ
る

か
ら
、
底
本
を
再
現
せ
ず
、
ベ
タ
で
流
し
た
。
句
点
の
後
の
有
意
な
字
間
は
再
現
し
た
。］ 

  

余
は
内
部
の
世
界
を
熟
視
め
て
居
る
。 

陰
鬱
な
死
の
節
奏
は
絕
え
ず
快
く
響
き
渡
る…

…

と
神
經
は
一

齊
に
不
思
議
の
舞
踏
を
は
じ
め
る
。 
す
す
り
な
く
黑
き
薔
薇
、
歌
う
た
ふ
硝
子
の
イ
ン
キ
壺
、
誘
惑
の

色
あ
ざ
や
か
な
猫
眼
石
の
腕
環
、
笑
ひ
つ
づ
け
る
空
眼
の
老
女
等
は
こ
ま
か
く
し
な
や
か
な
舞
踏
を
い
つ

ま
で
も
つ
づ
け
る
。 

余
は
一
心
に
熟
視
め
て
居
る…

…

い
つ
か
余
は
朱
の
房
の
つ
い
た
長
い
剱
と
な
つ

て
渠
等
の
内
に
舞
踏
つ
て
ゐ
る…

…
…

 
 

 
 

長
田
秀
雄 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
長
田
秀
雄
（
明
治
一
八
（
一
八
八
五
）
年
～
昭
和
二
四
（
一
九
四
九
）
年
）
は
劇
作

家
・
詩
人
。
東
京
神
田
生
ま
れ
。
医
師
で
あ
っ
た
父
の
跡
を
継
げ
ず
に
、
中
学
時
代
か
ら
詩
作
を
始
め
、

同
級
の
木
下
杢
太
郎
と
と
も
に
「
新
詩
社
」
を
経
て
、「
パ
ン
の
会
」
を
設
立
、『
ス
バ
ル
』
や
『
屋
上
庭

園
』
に
詩
と
戯
曲
を
発
表
し
て
い
た
が
、
明
治
四
三
（
一
九
一
〇
）
年
発
表
の
戯
曲
「
歓
楽
の
鬼
」
が
自

由
劇
場
で
上
演
さ
れ
、
劇
作
家
の
地
位
を
築
い
た
。
イ
プ
セ
ン
の
影
響
が
顕
著
で
あ
る
が
、
大
正
四
（
一

九
一
五
）
年
に
は
チ
ェ
ー
ホ
フ
的
な
味
わ
い
を
持
っ
た
「
飢
渇
」
を
発
表
、
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
に

は
全
五
幕
か
ら
成
る
大
作
史
劇
「
大
仏
開
眼

か
い
げ
ん

」
に
仏
師
公
麻
呂
と
恋
人
葛
城
郎
女

か
つ
ら
ぎ
の
い
ら
つ
め

を
主
人
公
に
し
た
政
治

と
芸
術
の
葛
藤
を
描
き
、
好
評
を
得
た
（
以
上
は
平
凡
社
「
世
界
大
百
科
事
典
」
に
拠
っ
た
）。
な
お
、

こ
の
引
用
が
本
詩
集
へ
の
書
き
下
ろ
し
な
の
か
、
既
存
の
詩
篇
の
援
用
な
の
か
は
、
長
田
秀
雄
を
全
く
読

ん
だ
こ
と
が
な
い
私
に
は
よ
く
判
ら
な
い
。
以
下
、
切
れ
る
の
で
、
次
の
ペ
ー
ジ
に
送
っ
た
。］ 
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［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
次
の
本
文
本
格
巻
頭
の
詩
篇
「
邪
宗
門
秘
曲
」
前
に
あ
る
挿
絵
。
見
開
き
で
右
ペ
ー

ジ
に
あ
り
、
左
ペ
ー
ジ
が
「
邪
宗
門
秘
曲
」（
ノ
ン
ブ
ル
「
一
」）
の
第
一
連
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
本
文

体
裁
を
見
て
戴
く
た
め
に
、
後
者
も
含
め
た
見
開
き
画
像
を
示
し
た
。］ 

   
 

邪 

宗 

門 

秘 
曲 

 

わ
れ
は
思
ふ
、
末
世

ま

つ

せ

の
邪
宗

じ
や
し
ゆ
う

、
切
支
丹

き

り

し
た

ん

で
う
す
の
魔
法

ま

ほ

ふ

。 

黑く
ろ

船ふ
ね

の
加
比

か

ひ

丹た
ん

を
、
紅
毛

こ
う
ま
う

の
不ふ

可か

思し

議ぎ

國こ
く

を
、 

色い
ろ

赤あ
か

き
び
い
ど
ろ
を
、
匂

に
お
ひ

鋭と

き
あ
ん
じ
や
べ
い
い
る
、 

南
蠻

な
ん
ば
ん

の
棧
留
縞

さ
ん
と
め
じ
ま

を
、
は
た
、
阿
刺
吉

あ

ら

き

、
珍
酡

ち

ん

た

の
酒
を
。 

 

目ま

見み

靑
き
ド
ミ
ニ
カ
び
と
は
陀
羅
尼

だ

ら

に

誦ず

し
夢
に
も
語
る
、 

禁
制

き
ん
せ
い

の
宗
門

し
ゆ
う
も
ん

神し
ん

を
、
あ
る
は
ま
た
、
血
に
染
む
聖
磔

く

る

す

、 

芥け

子し

粒つ
ぶ

を
林
檎
の
ご
と
く
見
す
と
い
ふ
欺
罔

け

れ

ん

の
器

う
つ
は

、 

波
羅
葦
僧

は

ら

い

そ

の
空そ

ら

を
も
覗の

ぞ

く
伸の

び
縮ち

ゞ

む
奇き

な
る
眼
鏡

め

が

ね

を
。 

 

屋い
へ

は
ま
た
石
も
て
造
り
、
大
理
石

な

め

い

し

の
白
き
血
潮

ち

し

ほ

は
、 

ぎ
や
ま
ん
の
壺つ

ぼ

に
盛
ら
れ
て
夜よ

と
な
れ
ば
火
點と

も

る
と
い
ふ
。 

か
の
美は

し
き
越
歷
機

え

れ

き

の
夢
は
天
鵝
絨

び

ろ

う

ど

の
薰

く
ゆ
り

に
ま
じ
り
、 

珍め
づ

ら
な
る
月
の
世
界
の
鳥と

り

獸
け
も
の

映
像

う
つ

す
と
聞
け
り
。 

 

あ
る
は
聞
く
、
化
粧

け

は

ひ

の
料し

ろ

は
毒
草

ど
く
さ
う

の
花
よ
り
し
ぼ
り
、 

腐く
さ

れ
た
る
石
の
油

あ
ぶ
ら

に
𤲿ゑ

が

く
て
ふ
麻
利
耶

ま

り

や

の
像ざ

う

よ
、 

は
た
羅
甸

ら

て

ん

、
波
爾
杜
瓦
爾

ほ

る

と

が

る

ら
の
橫よ

こ

つ
づ
り
靑
な
る
假
名

か

な

は 

美う
つ

く
し
き
、
さ
い
へ
悲
し
き
歡
樂

く
わ
ん
ら
く

の
音ね

に
か
も
滿
つ
る
。 

 

い
ざ
さ
ら
ば
わ
れ
ら
に
賜た

ま

へ
、
幻
惑

げ
ん
わ
く

の
伴
天
連

ば

て

れ

ん

尊
者

そ
ん
じ
や

、 

百
年

も
ゝ
と
せ

を
刹
那

せ

つ

な

に
縮ち

ゞ

め
、
血
の
磔

は
り
き

脊せ

に
し
死
す
と
も 

惜を

し
か
ら
じ
、
願
ふ
は
極
秘

ご

く

ひ

、
か
の
奇く

し
き

紅
く
れ
な
ゐ

の
夢
、 

善
主
麿

ぜ

ん

す
ま

ろ

、
今
日

け

ふ

を
祈

い
の
り

に
身み

も
靈た

ま

も
薰く

ゆ

り
こ
が
る
る
。 

四
十
一
年
八
月 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
波
爾
杜
瓦
爾
」
の
「
ほ
る
と
が
る
」
の
ル
ビ
の
「
ほ
」
は
マ
マ
。
ま
た
、
こ
の

「
瓦
」
の
活
字
は
、
漢
字
字
形
自
由
共
有
サ
イ
ト
「
グ
リ
フ
ウ
ィ
キ
」
の
「
瓦
」
の
異
体
字
の
こ
れ
で
あ

る
が
、
表
示
出
来
な
い
の
で
、
通
常
の
字
で
示
し
た
。
以
下
で
は
こ
の
「
瓦
」
の
異
体
字
注
は
附
さ
な

い
。 

https://onibi.cocolog-nifty.com/photos/uncategorized/jyasyuumonhikyoku1.jpg
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一
箇
所
だ
け
老
婆
心
乍
ら
、
注
し
て
お
く
と
、
第
四
連
最
終
行
の
あ
る
「
さ
い
へ
」
は
連
語
「
然
言

さ

い

へ

ど
」
の
接
続
助
詞
「
ど
」
を
カ
ッ
ト
し
た
も
の
で
、「
そ
う
は
言
っ
て
も
」
の
意
。
本
詩
集
の
基
本
律
の

一
つ
で
あ
る
五
・
七
調
定
型
詩
に
合
わ
せ
る
た
め
の
仕
儀
で
あ
る
。 

 

さ
て
、
本
篇
に
つ
い
て
は
先
の
吉
田
精
一
氏
に
鑑
賞
が
非
常
に
優
れ
て
い
る
。
や
や
長
い
が
、
鑑
賞
文

の
後
半
部
分
を
引
用
す
る
。
本
篇
の
引
用
部
に
初
版
と
は
や
や
表
記
の
異
な
る
箇
所
が
あ
る
の
は
マ
マ
で

あ
る
。
既
に
お
判
り
か
と
思
う
が
、
吉
田
氏
の
当
該
原
本
は
正
字
正
仮
名
で
あ
る
。 

 
 

 

《
引
用
開
始
》 

 

第
一
聯
は 

 
 

わ
れ
は
思
ふ
末
世
の
邪
宗
、
切
支
丹
で
う
す
の
魔
法
。 

が
先
づ
切
れ
る
。
そ
れ
が
以
下
の
四
聯
迄
の
主
題
と
な
る
。
こ
の
主
題
を
樣
々
な
形
象
に
よ
つ
て
演
繹
し

た
の
が
第
四
聯
迄
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。「
で
う
す
」
は
「
で
い
う
す
」「
天
有
主
」「
天
主
」
等
と
も
書

か
れ
る
。
神
を
意
味
す
る 

D
eu

s 

と
い
ふ
ラ
テ
ン
語
で
あ
り
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
も
同
じ
。
日
本
の
切
支

丹
文
獻
に
頻
出
す
る
語
で
あ
る
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。 

 
 

黑
船
の
加
比
丹

か

ひ

た

ん

を
、
紅
毛
の
不
可
思
議
國
を
、 

 
 

色
赤
き
び
い
ど
ろ
を
、
匂
鋭と

き
あ
ん
じ
や
べ
い
い
る 

 
 

南
蠻
の
棧
留
縞
を
、
は
た
阿
刺
吉

あ

ら

き

、
珍
酡

ち

ん

た

の
酒
を
。 

は
何
れ
も
聯
想
の
赴
く
ま
ゝ
に
、
眼
に
し
、
耳
に
、
又
舌
に
訴
へ
る
南
蠻
傳
來
の
品
を
並
べ
た
の
で
あ
る

が
、「
黑
船
の
加
比
丹
」（
ス
ペ
イ
ン
語
の 

C
ap

itain
 

オ
ラ
ン
ダ
語
の 

K
ap

itein
 

か
ら
「
紅
毛
」
と
い
ふ

聯
想
を
起
し
、「
色
赤
き
び
い
ど
ろ
」
か
ら
「
あ
ん
じ
や
べ
い
い
る
」
の
深
紅
色
の
色
合
ひ
を
引
き
出
し

て
ゐ
る
の
は
自
然
で
あ
る
。
且
つ
黑
と
赤
と
の
色
彩
の
强
烈
な
對
比
を
見
の
が
せ
な
い
。
あ
ん
じ
や
べ
い

い
る
は
蘭
名 

A
n
jeb

ier 

和
漢
三
才
圖
繪
に
「
阿
無
之
也
閉
伊
流
」
と
あ
り
、
今
日
の
カ
ア
ネ
エ
シ
ョ
ン

の
こ
と
で
あ
る
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
所
持
す
る
原
本
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、「
卷
九
十
四
之
末
」
の
「
二
」

に
あ
る
「
瞿
麥
」（
音
「
ク
バ
ク
」）
の
項
（
和
名
を
「
と
こ
な
つ
」「
な
で
し
こ
」「
せ
き
ち
く
」
と
添
え

る
）
の
項
の
一
番
最
後
に
、『
阿
蘭
陀
石
竹 

株
・
莖
、
大
き
く
、
葉
、
硬こ

は

く
、
鼻
花
も
亦
、
大
き
に
、
數

品
有
り
【
阿
無
之
也

ア

ン

シ

ヤ

閉
伊
流
名
と
名
づ
く
。】』（
原
文
訓
点
附
漢
文
）
と
あ
っ
た
。］。
も
と
お
ら
ん
だ
せ
き

ち
く
と
も
云
つ
た
。
つ
ゞ
い
て
「
棧
留
縞
」（
印
度
東
岸
の
サ
ン
ト
メ 

S
an

 T
o
m

e 

か
ら
渡
來
し
た
い
は
ゆ

る
た
う
ざ
ん
、
縞
織
の
厚
く
美
し
い
絹
布
、
多
く
は
赤
又
は
淺
黃
を
交
へ
た
縞
）
か
ら
、
阿
刺
吉

あ

ら

き

（A
rak

）、
珍
酡
（V

in
h
o
-tin

to

）
の
如
き
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
よ
り
渡
來
し
た
と
い
ふ
古
渡
り
の

洋
酒
の
名
を
列
擧
し
て
ゐ
る
。
珍
酡
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
赤
葡
萄
酒
の
名
、
阿
刺
吉
は
オ
ラ
ン
ダ
の
火
酒
の

類
で
、
吉
井
勇
の
歌
な
ど
に
も
愛
用
さ
れ
て
ゐ
る
。
の
棧
留
縞
も
亦
當
時
の
頽
唐
詩
人
の
情
を
刺
激
し
、

詩
材
と
な
つ
た
こ
と
が
多
い
。
い
づ
れ
も
内
容
以
外
に
、
語
感
の
美
し
さ
が
詩
趣
を
そ
ゝ
つ
た
の
で
あ

る
。 

 

か
や
う
な
感
覺
に
訴
へ
る
物
象
よ
り
し
て
、
所
謂
切
支
丹
伴
天
連
の
徒
が
元
龜
天
正
の
間
渡
來
し
て
新

宗
を
ひ
ろ
め
た
時
代
の
お
ど
ろ
き
を
第
二
聯
に
於
て
再
現
す
る
。
聯
想
の
自
然
な
發
展
と
い
ふ
べ
き
で
あ

ら
う
。 

 
 

目
見

ま

み

ド
ミ
ニ
カ
び
と
は
陀
羅
尼
誦ず

し
夢
に
も
語
る
、 

 
 

禁
制
の
宗
門
神
を
、
あ
る
は
ま
た
、
血
に
染
む
聖
磔

く

る

す

、 

 
 

芥
子
粒
を
林
檎
の
ご
と
く
見
す
と
い
ふ
欺
罔

け

れ

ん

の
器

う
つ
は

、 



 
 

波
羅
葦
僧

は

ら

い

そ

の
空
を
も
覗
く
伸
び
縮
む
奇
な
る
眼
鏡
を
。 

 
ド
ミ
ニ
カ
び
と
は 

D
o
m

in
icain

 

で
、
聖
ど
み
に
く
派
の
聖
職
者
を
さ
す
。
所
謂
耶
蘇
會
（
ゼ
ス
イ
ツ

ト
）
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「J

esu
it

」。
ジ
ェ
ス
イ
ッ
ト
は
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
こ
と
で
、
ジ
ェ
ズ
イ
ッ
ト
教
団
、

即
ち
イ
エ
ズ
ス
会
の
異
称
で
あ
る
。 

］
へ
の
對
立
者
で
あ
ら
う
。
陀
羅
尼
は
陀
羅
尼
呪
の
略
。
佛
語
で
呪

文
の
意
味
だ
が
、
キ
リ
ス
ト
敎
に
轉
用
し
た
。「
陀
羅
尾
誦
し
夢
に
も
語
る
」
は
「
目
見

ま

み

靑
き
」
と
對
し

て
い
か
に
エ
キ
ゾ
テ
ィ
ッ
ク
な
表
現
で
あ
る
。「
夢
に
も
語
る
」
の
對
象
は
「
禁
制
の
宗
門
神
」
に
つ
い

で
、「
血
に
染
む
聖
磔

く

る

す

」「
け
れ
ん
の
器
」「
奇
な
る
眼
鏡
」
で
あ
る
。
は
聖
磔
こ
の
場
十
字
架
の
こ
と
。

あ
と
の
二
行
は
顯
微
鏡
と
望
遠
鏡
を
い
つ
た
も
の
。
波
羅
葦
僧 

P
araiso

 

（
ポ
語
）
卽
ち
天
國
で
、
切
支

丹
文
獻
に
は
常
に
見
え
、
そ
の
實
例
は
枚
擧
に
遑
が
な
い
。「
世
界
と
ぱ
ら
い
そ
と
は
誠
に
天
地
の
懸
隔

也
。（
略
）
爰
は
聖
人
、
凡
夫
の
假
屋
也
。
か
し
こ
は
善
人
と
天
人
の
本
國
也
。
爰
は
後
悔
と
ぺ
に
て
ん

し
や
の
所
也
。
か
し
こ
は
快
樂
悅
び
の
所
也
（
ぎ
や
・
ど
・
べ
か
ど
る
、
上
、
第
八
）「『
パ
ラ
イ
ソ
』
ト

云
ハ
、
日
本
ノ
言
葉
ニ
ナ
ラ
バ
極
樂
ト
云
心
ニ
テ
侍
」（
妙
貞
問
答
下
卷
）
な
ど
と
あ
る
。
こ
の
聯
の
參

考
と
し
て
伴
天
連
オ
ル
ガ
ン
チ
ノ
の
、
織
田
信
長
に
謁
見
し
た
時
の
記
述
を
あ
げ
て
置
く
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
、
底
本
で
は
全
体
が
二
字
下
げ
。
前
後
を
一
行
空
け
た
。］ 

 

南
蠻
國
の
大
王
、
宇
留
岸

ウ

ル

ガ

ン

に
宣
ふ
樣
は
、
我
國
今
度
貴
僧
に
賴
み
、
日
本
に
渡
て
、
破
天
聯
の
法
を
弘

め
、
日
本
人
を
歸
伏
さ
せ
、
其
後
に
大
軍
を
以
て
、
日
本
を
攻
め
隨
へ
、
我
等
領
に
な
し
た
き
望
也
。
彼

國
小
國
と
申
せ
ど
も
、
神
國
仁
義
の
國
な
れ
ば
、
中
々
通
例
の
事
に
て
は
、
歸
伏
せ
ま
じ
。
隨
分
と
道
術

を
以
て
、
人
を
な
づ
け
給
ふ
べ
し
。
日
本
の
國
へ
捧
物
を
遣
は
し
申
す
べ
し
と
て
、
七
種
の
寶
物
を
用
意

し
た
り
。
第
一
に
七
十
五
里
を
一
目
に
見
る
遠
目
鏡
、
第
二
は
芥
子
を
玉
子
の
如
く
見
す
る
近
眼
鏡
、
第
三

は
猛
虎
の
皮
、
第
四
は
四
十
五
丈
四
方
當
辭
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
意
味
不
明
。］
な
き
鐡
砲
、
第
五
は
伽
羅

百
斤
、
第
六
は
八
疊
釣
の
蚊
帳
、
た
ゝ
め
ば
一
寸
八
分
の
手
箱
に
入
る
、
弟
七
は
こ
ん
た
つ
と
い
ふ
四
十

二
粒
の
珠
數
、
紫
金
に
て
作
り
、
四
二
國
を
表
し
た
り
。（
切
支
丹
宗
門
來
朝
日
記
） 

  

そ
れ
に
し
て
も
こ
の
後
の
二
行
の
詞
つ
か
ひ
は
巧
緻
で
あ
る
。
よ
く
當
時
の
人
の
驚
歎
の
情
を
う
つ
し

得
て
ゐ
る
。 

 

第
三
聯
の 

 

屋い
へ

は
ま
た
石
も
て
造
り
、
大
理
石

な

め

い

し

の
白
き
血
潮
は
、 

 

ぎ
や
ま
ん
の
壺
に
盛
ら
れ
て
夜
と
な
れ
ば
火
點と

も

る
と
い
ふ
。 

の
「
大
理
石

な

め

い

し

の
白
き
血
潮
」
は
服
部
謳
香
氏
說
の
率
う
に
白
色
の
液
體
の
燃
料
で
あ
ら
う
か
。「
ぎ
や
ま

ん
」
は
オ
ラ
ン
ダ
語
の 

D
iam

an
t 

の
訛
で
、
元
來
は
金
剛
石

だ
い
あ
も
ん
ど

で
あ
る
が
、
轉
用
さ
れ
て
硝
子
の
意
に
用
ゐ

ら
ゐ
る
。
こ
ゝ
で
も
そ
れ
で
あ
ら
う
。
（「
大
理
石
の
白
き
血
湖
」
は
石
油
の
こ
と
だ
ら
う
。） 

 

か
の
美は

し
き
越
歷
機

え

れ

き

の
夢
は
天
鵝
絨

び

ろ

う

ど

の
薰

く
ゆ
り

に
ま
じ
り
、 

 

珍
ら
な
る
月
の
世
界
の
鳥
獸
映
像

う

つ

す
と
聞
け
り
。 

「
越
歷
機
」
は
え
れ
き
て
る 

E
lectriciteit 

の
訛
で
、
電
氣
の
意
味
で
あ
る
。
こ
の
時
分
に
え
れ
き
の
あ

る
は
ず
は
な
い
が
、
或
は
幻
燈
機
を
さ
し
た
も
の
で
も
あ
ら
う
か
。
す
べ
て
第
三
聯
は
弟
二
聯
を
う
け
て

好
奇
の
眼
と
耳
に
映
る
奇
怪
さ
を
誇
張
し
た
い
ひ
方
で
表
現
し
て
ゐ
る
。 

 

第
匹
聯
に
入
る
と
、
更
に
不
可
思
議
の
こ
と
を
敍
し
つ
ゝ
、
視
野
を
轉
じ
た
。 



 
あ
る
は
聞
く
、
化
粧

け

は

ひ

の
料し

ろ

は
毒
草
の
花
よ
り
し
ぼ
り
、 

 
腐
れ
た
る
石
の
油
に
𤲿
く
て
ふ
摩
利
耶
の
像
よ
。 

 

「
毒
草
の
花
よ
り
し
ぼ
る
」
化
粧
料
と
は
、
蘆
薈
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ロ
ク
ワ
イ
（
ロ
カ
イ
）」
で
単

子
葉
植
物
綱
キ
ジ
カ
ク
シ
目
ス
ス
キ
ノ
キ
科
ツ
ル
ボ
ラ
ン
亜
科
ア
ロ
エ
属 

A
lo

e 

の
ア
ロ
エ
の
こ
と
。］、
麝

香
の
た
ぐ
ひ
を
さ
す
の
で
あ
ら
う
。
蘆
薈
を
化
粧
に
用
ゐ
た
こ
と
は
舊
約
聖
書
に
見
え
る
。「
腐
れ
た
る

石
の
油
」
に
よ
る
繪
と
は
、
油
繪
具
の
類
を
さ
す
か
。
當
時
の
油
繪
は
鉛
を
原
料
に
し
、
白
土
、
白
蠟

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
び
や
く
ら
う
」（
び
ゃ
く
ろ
う
）。
イ
ボ
タ
蠟
。
イ
ボ
タ
ノ
キ
（
水
蠟
樹
。
疣
取
木
。

キ
ク
亜
綱
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
目
モ
ク
セ
イ
科
イ
ボ
タ
ノ
キ
属
イ
ボ
タ
ノ
キ 

L
ig

u
stru

m
 o

b
tu

sifo
liu

m

）
に
群

生
す
る
イ
ボ
タ
ロ
ウ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
（
半
翅
目
同
翅
（
ヨ
コ
バ
イ
）
亜
目
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
上
科
カ
タ
カ
イ
ガ

ラ
ム
シ
科E

riceru
s 

属
イ
ボ
タ
ロ
ウ
ム
シ
（
イ
ボ
タ
ロ
ウ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
／
イ
ボ
タ
ロ
ウ
カ
タ
カ
イ
ガ
ラ

ム
シ
と
も
）E

riceru
s p

ela

）
が
分
泌
す
る
も
の
を
加
工
し
た
も
の
で
、
化
粧
品
や
医
薬
品
（
軟
膏
基
剤
）・

光
沢
剤
・
蠟
燭
な
ど
に
古
く
か
ら
利
用
さ
れ
て
き
た
。］
な
ど
を
混
じ
た
も
の
と
い
ふ
。 

 

は
た
羅
甸

ら

て

ん

、
波
爾
杜
瓦
爾

ほ

る

と

が

る

ら
の
橫
つ
づ
り
靑
な
る
假
名
は 

 

美
し
き
、
さ
い
へ
悲
し
き
歡
樂
の
音ね

に
か
も
滿
つ
る
。 

 

こ
の
二
行
で
感
覺
の
交
響
を
こ
ゝ
み
よ
う
と
し
て
ゐ
る
。
西
洋
文
字
に
「
靑
な
る
」（
或
は
靑
イ
ン
キ

で
書
か
れ
て
ゐ
る
爲
と
も
解
さ
れ
る
）
と
感
じ
、
そ
の
音
を
「
歡
樂
の
音
」
と
き
く
の
は
か
な
り
大
膽
な

表
現
と
い
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
し
か
し
「
美
く
し
き
、
さ
い
へ
悲
し
き
歡
樂
」
に
こ
そ
近
代
邪
宗
門
の
徒

の
憧
憬
が
こ
も
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
突
飛
な
表
現
も
、
毒
草
の
化
粧
料
、
腐
つ
た
油
の
繪
具
と
並

べ
て
來
た
だ
け
に
目
立
つ
て
を
か
し
く
な
い
。 

 

最
終
聯
に
入
つ
て
、
詩
想
は
は
つ
き
り
と
限
定
さ
れ
る
。 

 

い
ざ
さ
ら
ば
わ
れ
ら
に
賜
へ
、
幻
惑
の
伴
天
油
尊
者
、 

 

百
年
を
刹
那
に
縮
め
、
血
の
磔
脊

は
り
き

に
し
死
す
と
も
、 

 

惜
し
か
ら
じ
、
願
ふ
は
極
祕
、
か
の
奇
し
き
紅
の
夢
。
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
は
り
き
」
の
ル
ビ
は
上
記

の
通
り
で
マ
マ
。
但
し
、「
脊
」
の
ル
ビ
を
排
し
た
だ
け
で
ル
ビ
が
下
方
へ
進
出
し
た
だ
け
で
、
誤
り
で
は

あ
る
ま
い
。］ 

 

伴
天
連
は
ポ
語 

P
ad

re 

の
訛
で
師
父
の
意
。
は
あ
て
れ
と
も
訓
じ
る
。「
天
草
本
平
家
物
語
拔
書
」
に

は
パ
ー
ド
レ
と
あ
る
。
百
年
の
生
命
を
刹
那
に
ち
ゞ
め
、
キ
リ
ス
ト
の
如
く
、
又
日
本
の
邪
宗
門
の
徒
の

如
く
、
血
の
十
字
架
を
背
に
し
て
死
な
う
と
も
、「
願
ふ
は
極
祕
」
自
然
、
天
地
の
極
祕
を
啓
示
さ
れ

「
奇
し
き

紅
く
れ
な
ゐ

の
夢
」
を
わ
れ
ら
に
賜
へ
よ
、
さ
す
れ
ば
生
命
を
賭
す
る
も
惜
し
か
ら
じ
、
と
祈
願
す

る
。「
願
ふ
は
極
祕
」
は
、
こ
の
詩
の
主
題
で
あ
り
、「
極
祕
」
は
作
者
に
よ
つ
て
「
奇
し
き

紅
く
れ
な
ゐ

の
夢
」

と
觀
ぜ
ら
れ
る
。 

 

善
主
麿

ぜ

ん

す
ま

ろ

、
今
日
を
祈
に
身
も
靈た

ま

も
薰く

ゆ

り
こ
が
る
る
。 

 

善
主
磨
は
普
通
ゼ
ス
ス
（Jesu

s

）
又
は
ゼ
ス
・
キ
リ
ス
ト
（Jeu

s C
h
risto

）
と
よ
ば
れ
が
、
善
主
麿
と

い
ふ
名
も
散
見
す
る
。「
身
も
靈た

ま

も
薰
り
こ
が
る
る
」
に
は
、
は
げ
し
い
憧
憬
と
共
に
、
密
室
も
し
く
は

神
前
に
立
ち
く
ゆ
る
香
煙
の
ゆ
ら
め
き
の
如
き
が
想
像
さ
れ
る
。「
幻
惑
の
伴
天
連
尊
者
」
と
い
ふ
語
と

對
應
し
て
、
幻
想
と
奇
異
に
陶
醉
せ
ん
と
す
る
靑
年
の
心
情
を
巧
み
に
表
現
し
た
。 

 

一
篇
を
通
觀
し
て
見
る
に
、
聯
想
が
聯
想
を
よ
び
、
神
祕
を
も
と
め
る
幻
想
が
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に

展
開
し
て
ゐ
る
の
が
特
色
で
あ
る
。
豐
富
な
語
彙
に
よ
る
形
象
の
複
誰
雜
多
岐
な
こ
と
と
、
語
法
・
措
辭



の
自
然
で
巧
妙
な
こ
と
は
、
白
秋
の
長
所
と
し
て
誰
に
も
認
め
ら
れ
る
所
で
あ
る
が
、
こ
の
詩
に
於
て
も

そ
れ
が
目
立
つ
。
古
語
を
多
用
し
な
が
ら
も
、
泣
菫
に
見
え
る
や
う
な
擬
古
の
弊
が
な
い
。
一
刀
一
拜
を

偲
ば
せ
る
苦
行
の
影
も
見
え
ず
、
斧
鑿

ふ

さ

く

の
痕あ

と

を
と
ゞ
め
な
い
で
流
れ
る
や
う
に
快
適
な
リ
ズ
ム
は
、
有
明

の
詩
と
全
く
反
對
で
あ
る
。
ま
さ
に
鳥
が
歌
ふ
や
う
に
歌
つ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
こ
の
二
家
の
理
知
的
な
の

に
對
し
て
、
白
秋
の
詩
が
感
覺
的
で
あ
り
、
官
能
的
で
あ
る
か
ら
で
も
あ
る
。
象
徵
詩
と
し
て
見
れ
ば
、

視
念
象
徵
の
一
體
と
も
見
ら
れ
得
る
が
、
必
ら
ず
し
も
さ
う
見
な
く
て
も
よ
い
。
形
式
的
に
い
へ
ば
外
形

と
内
容
と
の
層
面
の
大
い
さ
の
違
ふ
時
、
と
く
に
内
容
が
外
形
に
勝
つ
場
合
を
ふ
つ
う
象
徵
と
よ
ぶ
。
内

容
的
に
は
理
念
の
世
界
を
描
い
て
超
理
念
の
姿
と
こ
ゝ
ろ
を
内
包
す
る
所
に
象
徵
が
あ
る
。
む
し
ろ
超
理

念
に
住
し
て
理
念
の
世
界
を
眺
め
る
所
に
象
徵
が
あ
る
。
と
す
れ
ば
白
秋
詩
は
眞
の
象
徵
詩
と
よ
ば
れ
る

べ
き
で
な
く
、
外
面
的
な
感
覺
・
官
能
が
、
そ
の
精
神
的
内
包
に
對
し
て
過
重
で
あ
り
過
多
で
あ
る
の
だ

か
ら
、
感
覺
詩
、
官
能
詩
と
よ
ぶ
べ
き
で
、
こ
の
詩
も
亦
そ
の
範
圍
に
屬
せ
し
め
て
よ
い
。 

 

た
ゞ
こ
の
詩
に
於
て
は
白
秋
の
缺
㸃
と
い
ふ
べ
き
言
葉
の
上
す
べ
り
が
わ
り
あ
ひ
に
感
ぜ
ら
れ
な
い
。

そ
れ
だ
け
の
精
神
的
重
味
を
に
な
は
ぬ
形
象
が
羅
列
さ
れ
る
と
、
と
か
く
言
葉
が
浮
き
、
浮
華
な
官
能
と

神
經
が
徒
ら
に
舞
ひ
踊
る
の
だ
が
、
こ
の
詩
に
は
さ
う
し
た
弊
も
少
い
。
形
象
の
萬
華
鏡
と
も
い
ふ
べ

く
、
あ
と
か
ら
あ
と
か
ら
と
く
り
出
さ
れ
る
新
奇
な
事
物
・
内
容
は
、
讀
者
に
眩
暈
を
か
ん
じ
さ
せ
る
や

う
に
、
ち
ら
ち
ら
し
す
ぎ
る
所
は
あ
る
が
、
そ
れ
が
こ
の
詩
の
主
題
、
邪
宗
門
と
い
ふ
特
異
な
詩
趣
と
相

俟
つ
て
、
一
種
奇
怪
な
幻
想
を
生
か
し
て
ゐ
る
。
こ
の
意
味
で
こ
れ
は
白
秋
の
長
所
を
打
つ
て
一
丸
と
な

し
た
趣
き
が
あ
り
、「
邪
宗
門
」
中
の
絕
墻
唱
た
る
の
み
な
ら
ず
、
白
秋
の
初
期
の
詩
中
の
一
代
表
作
だ

と
信
じ
る
の
で
あ
る
。
且
つ
先
に
も
の
べ
た
や
う
に
近
代
切
支
丹
文
學
の
一
樣
相
と
し
て
、
さ
う
し
た
種

類
の
一
名
作
と
し
て
も
、
文
化
史
的
意
義
を
見
出
す
の
で
あ
る
。 

 

前
に
ふ
れ
た
や
う
に
當
時
南
蠻
趣
味
や
南
蠻
文
學
は
文
人
詩
人
の
み
な
ら
ず
學
者
を
も
刺
激
し
、
村
上

直
次
郞
を
先
達
と
し
て
、
新
村
出
、
上
田
敏
等
に
數
々
の
勞
作
を
殘
さ
し
め
て
ゐ
る
。
白
秋
の
詩
が
、
ど

れ
ほ
ど
の
南
蠻
趣
味
を
基
礎
に
し
て
よ
ま
れ
た
か
は
疑
は
し
い
。
山
田
孝
雄
の
「
太
平
記
拔
書
」
新
村
の

「
ぎ
や
、
ど
、
ぺ
か
ど
る
」
以
下
「
懺
悔
綠
」、「
ど
ち
り
な
、
き
り
し
た
ん
」、「
金
句
集
」、「
平
家
物
語

抄
」
等
の
紹
介
は
「
邪
宗
門
」
出
版
以
後
で
あ
り
、
パ
ヂ
エ
ス
の
「
日
本
切
支
丹
宗
門
史
」
も
ま
だ
飜
譯

な
く
、
そ
れ
ら
の
書
物
は
容
易
に
入
手
し
が
た
か
つ
た
。
ク
ラ
ッ
セ
の
「
日
本
西
敎
史
」
は
あ
つ
た
が
、

浩
瀚
な
あ
の
書
を
白
秋
が
讀
破
し
た
か
ど
う
か
。
要
す
る
に
こ
の
詩
は
多
く
長
崎
、
天
草
の
矚
目
風
景
、

そ
の
他
の
些
細
な
知
識
に
刺
激
さ
れ
て
成
つ
た
空
想
の
產
物
に
ほ
か
な
る
ま
い
。
さ
う
し
た
意
味
で
も
白

秋
の
こ
の
詩
は
、
か
う
し
た
南
蠻
趣
味
、
文
學
の
先
縱
と
し
て
注
意
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

勿
論
文
學
作
品
と
し
て
は
さ
や
う
な
文
化
史
的
な
意
味
よ
り
も
、
頽
唐
精
神
の
興
味
と
志
向
を
語
る
も

の
と
し
て
、
い
は
ゆ
る
頽
唐
派
の
藝
術
の
一
代
表
作
と
し
て
の
意
味
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
。
た
ゞ
さ
う

し
た
時
代
の
背
景
に
於
て
見
る
と
き
、
こ
の
詩
の
情
趣
が
一
層
よ
く
理
解
さ
れ
る
こ
と
と
思
ふ
。 

 
 

 

《
引
用
終
了
》 

吉
田
先
生
の
こ
れ
に
屋
上
屋
は
要
ら
ぬ
と
思
う
。］ 

    



  
 

 

室 

内 

庭 

園 
 

晚
春

を
そ
は
る

の
室む

ろ

の
内う

ち

、 

暮
れ
な
や
み
、
暮
れ
な
や
み
、
噴
水

ふ
き
あ
げ

の
水
は
し
た
た
る…

…
 

そ
の
も
と
に
あ
ま
り
り
す

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

赤あ
か

く
ほ
の
め
き
、 

や
は
ら
か
に
ち
ら
ぼ
へ
る
ヘ
リ
オ
ト
ロ
オ
ブ
。 

わ
か
き
日
の
な
ま
め
き
の
そ
の
ほ
め
き
靜し

づ

こ
こ
ろ
な
し
。 

 

盡つ

き
せ
ざ
る
噴
水

ふ
き
あ
げ

よ…
…
…
…
…

 

黃き

な
る
實み

の
熟う

る
る
草
、
奇
異

き

ゐ

の
香
木

か
う
ぼ
く 

そ
の
空
に
は
る
か
な
る
硝
子

が

ら

す

の
靑
み
、 

外

光

ぐ
わ
い
く
わ
う

の
そ
の
な
ご
り
、
鳴
け
る

鶯
う
ぐ
ひ
す

、 

わ
か
き
日
の
薄
暮

く
れ
が
た

の
そ
の
し
ら
べ
靜し

づ

こ
こ
ろ
な
し
。 

 

い
ま
、
黑く

ろ

き
天
鵝
絨

び

ろ

う

ど

の 

に
ほ
ひ
、
ゆ
め
、
そ
の
感
觸

さ

は

り…
…
…
…

噴
水

ふ
き
あ
げ

に
縺も

つ

れ
た
ゆ
た
ひ
、 

う
ち
濕し

め

る
革か

は

の
函は

こ

、
饐す

ゆ
る
褐
色

か
ち
い
ろ 

そ
の
空
に
暮
れ
も
か
か
る
空
氣

く

う

き

の
吐
息

と

い

き…
…

 

わ
か
き
日
の
そ
の
夢
の
香か

の
腐
蝕

ふ
し
よ
く

靜し
づ

こ
こ
ろ
な
し
。 

 

三さ
ん

層か
い

の
隅す

み

か
、
さ
は 

腐く
さ

れ
た
る
黃
金

わ
う
ご
ん

の
緣ふ

ち

の
中う

ち

、
自
鳴
鐘

と

け

い

の
刻き

ざ

み…
…

 

も
の
な
べ
て
惱な

や

ま
し
さ
、
盲し

ひ
し
少
女

を

と

め

の 

あ
た
た
か
に
匂

に
ほ
ひ

ふ
か
き
感
覺

か
ん
か
く

の
ゆ
め
、 

わ
か
き
日
の
そ
の
靄
に
音ね

は
響ひ

ゞ

く
、
靜し

づ

こ
こ
ろ
な
し
。 

晚お
そ

春は
る

の
室む

ろ

の
内う

ち

、 

 

暮
れ
な
や
み
、
暮
れ
な
や
み
、
噴
水

ふ
き
あ
げ

の
水
は
し
た
た
る…

…
 

そ
の
も
と
に
あ
ま
り
り
す

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

赤
く
ほ
の
め
き
、 

甘
く
、
ま
た
ち
ら
ぼ
ひ
ぬ
、
ヘ
リ
オ
ト
ロ
オ
ブ
。 

わ
か
き
日
は
暮く

る
れ
ど
も
夢
は
な
ほ
靜し

づ

こ
こ
ろ
な
し
。 

四
十
一
年
十
二
月 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
本
篇
は
私
の
所
持
す
る
後
代
の
選
集
類
（
二
冊
所
有
）
で
表
記
に
異
同
が
見
ら
れ
、
し

か
も
そ
れ
ら
に
ま
た
バ
ラ
つ
き
が
あ
る
。
例
え
ば
長
い
リ
ー
ダ
の
ド
ッ
ト
数
が
九
或
い
は
八
で
あ
っ
た
り
、

第
二
連
の
二
行
目
の
最
後
に
読
点
が
あ
っ
た
り
（「
香
木
、」）
な
か
っ
た
り
す
る
。
こ
れ
ら
は
読
ん
だ
り
、

詠
じ
た
り
す
る
に
大
き
な
変
化
は
起
こ
ら
ぬ
が
、
特
異
点
は
最
後
の
二
連
分
で
、
本
詩
集
と
異
な
り
、
そ
の



二
冊
で
は
、
第
四
連
末
の
「
晚
春
の
室
の
内
、」
の
一
行
が
な
く
、
そ
れ
が
最
終
連
の
第
一
行
に
配
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
本
詩
集
で
は
、
連
構
成
を
持
つ
詩
篇
で
、
連
の
終
行
を
読
点
で
終
わ
っ
て
、
次

連
が
あ
る
と
い
う
の
は
少
な
い
（
な
い
わ
け
で
は
な
く
、「
ほ
の
か
に
ひ
と
つ
」
な
ど
に
認
め
ら
れ
る
）。
ま

た
、
こ
の
第
四
連
が
六
行
で
、
最
終
連
が
四
行
と
い
う
の
は
、
前
の
三
連
が
総
て
五
行
で
あ
る
の
と
、
バ
ラ

ン
ス
が
悪
い
こ
と
に
容
易
に
気
づ
く
。
ま
た
、
詩
篇
内
の
詩
想
と
朗
読
の
際
の
内
在
律
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
切

れ
を
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
第
一
連
と
最
終
連
が
対
句
的
に
完
全
呼
応
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
外
形

上
の
リ
ズ
ム
を
わ
ざ
と
崩
す
こ
と
で
変
奏
が
行
わ
れ
て
い
る
可
能
性
を
排
除
出
来
な
い
、
と
い
う
よ
り
も
、

寧
ろ
、
コ
ー
ダ
に
於
い
て
、
そ
う
し
た
意
外
な
ブ
レ
イ
ク
を
持
っ
て
来
る
方
が
、
朗
読
の
余
韻
は
よ
り
高
ま

る
と
も
私
は
思
う
の
で
あ
る
。
な
お
、
奇
異

き

ゐ

の
ル
ビ
は
マ
マ
。 

「
あ
ま
り
り
す
」
単
子
葉
植
物
綱
キ
ジ
カ
ク
シ
目
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
科
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
亜
科
ヒ
ッ
ペ
ア
ス
ト
ル
ム

連
ヒ
ッ
ペ
ア
ス
ト
ル
ム
亜
連
ヒ
ッ
ペ
ア
ス
ト
ル
ム
属 

H
ip

p
ea

stru
m

 

の
ア
マ
リ
リ
ス
（
英
語
：

A
m

ary
llis

）
類
。
原
種
は
中
南
米
・
西
イ
ン
ド
諸
島
に
約
九
十
種
あ
る
が
、
古
く
か
ら
数
百
種
類
の
園
芸

品
種
が
作
り
出
さ
れ
、
現
在
も
そ
の
数
は
増
え
続
け
て
い
る
。
学
名
の
「
ヒ
ッ
ペ
ア
ス
ト
ラ
ム
」
は
ギ
リ

シ
ア
語
で
「
騎
士
」
の
意
味
の
「h

ip
p
eo

s

」（
ヒ
ッ
ペ
オ
ス
）
と
「
星
」
の
意
の
「astro

n

」
（
ア
ス
ト
ロ

ン
）
に
由
来
す
る
。「A

m
ary

llis

」 

は
旧
属
名
で
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
や
ロ
ー
マ
の
詩
に
登
場
す
る
羊
飼
い

の
名
「
ア
マ
リ
リ
ス
」
か
ら
取
ら
れ
て
い
る
。 

学
名
上
の
園
芸
品
種
の
総
称
は
「
ヒ
ッ
ペ
ア
ス
ト
ル

ム
・
ヒ
ブ
リ
ド
ゥ
ム
」（H

ip
p
ea

stru
m

 ×
 h

yb
rid

u
m

）。
日
本
に
は
江
戸
末
期
に
、
キ
ン
サ
ン
ジ
コ
（
金
山

慈
姑
）H

ip
p
ea

stru
m

 p
u
n
iceu

m

、
ジ
ャ
ガ
タ
ラ
ズ
イ
セ
ン
（
咬
吧
水
仙
）H

ip
p
ea

stru
m

 reg
in

a
e

、
ベ
ニ

ス
ジ
サ
ン
ジ
コ
（
紅
筋
山
慈
姑
）H

ip
p
ea

stru
m

 vitta
tu

m

の
三
種
が
渡
来
し
て
い
る
（
以
上
は
ウ
ィ
キ
の

「
ア
マ
リ
リ
ス
」
を
参
考
と
し
た
が
、
最
後
の
二
種
の
学
名
な
ど
は
独
自
に
確
認
し
た
）。 

「
ヘ
リ
オ
ト
ロ
オ
ブ
」
ヘ
リ
オ
ト
ロ
ー
プ
（H

elio
tro

p
e

）
は
、
ム
ラ
サ
キ
科
キ
ダ
チ
ル
リ
ソ
ウ
属 

H
elio

tro
p
iu

m
 

の
植
物
の
総
称
で
あ
る
が
、
特
に
そ
の
代
表
種
で
あ
る
被
子
植
物
門
双
子
葉
植
物
綱
ム
ラ

サ
キ
目
ム
ラ
サ
キ
科
キ
ダ
チ
ル
リ
ソ
ウ
属
キ
ダ
チ
ル
リ
ソ
ウ 

H
elio

tro
p
iu

m
 a

rb
o
rescen

s 

を
指
す
こ
と
が

多
い
。
学
名
は
ギ
リ
シ
ャ
語
の
「h

elio
s

」（
太
陽
）
＋
「tro

p
e

」（
向
く
）
で
、「
太
陽
に
向
か
う
」
の

意
。
ペ
ル
ー
原
産
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
園
芸
家
が
一
七
五
七
年
に
パ
リ
に
種
子
を
送
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中

心
に
世
界
各
国
に
広
ま
っ
た
。
本
邦
に
は
明
治
時
代
に
入
っ
た
。
ヘ
リ
オ
ト
ロ
ー
プ
に
は
約
二
百
五
十
種

が
あ
る
と
さ
れ
る
。
和
名
で
は
他
に
「
香
水
草
」「
匂
ひ
紫
」
の
異
名
が
あ
る
。
バ
ニ
ラ
の
よ
う
な
甘
い

香
り
が
す
る
が
、
そ
の
度
合
い
は
品
種
に
よ
っ
て
異
な
り
、
花
の
咲
き
始
め
の
時
期
に
香
り
、
開
花
後
は

香
り
が
薄
く
な
っ
て
し
ま
う
特
徴
が
あ
る
（
以
上
は
ウ
ィ
キ
の
「
ヘ
リ
オ
ト
ロ
ー
プ
」
に
拠
っ
た
）。 

「
天
鵝
絨
」
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
「velu

d
o

」
や
ス
ペ
イ
ン
語
「vellu

d
o

」
由
来
。
近
世
、
西
洋
か
ら
渡
来

し
た
特
殊
な
織
り
方
に
よ
っ
て
光
沢
に
富
む
滑
ら
か
な
表
面
を
出
し
た
織
物
。］ 

       

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%9E%E3%83%AA%E3%83%AA%E3%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%9E%E3%83%AA%E3%83%AA%E3%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%9E%E3%83%AA%E3%83%AA%E3%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%9E%E3%83%AA%E3%83%AA%E3%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%98%E3%83%AA%E3%82%AA%E3%83%88%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%83%97


  
 

 

陰 

影 

の 

瞳 
 

夕
ゆ
ふ
べ

と
な
れ
ば
か
の
思

お
も
ひ

曇
硝
子

く
も
り
が
ら
す

を
ぬ
け
い
で
て
、 

廢す
た

れ
し
園そ

の

の
な
ほ
甘あ

ま

き
と
き
め
き
の
香か

に
顫ふ

る

へ
つ
つ
、 

は
や
饐す

え
萎な

ゆ
る
芙
蓉
花

ふ

よ

う
く

わ

の
腐く

さ

れ
の
紅あ

か

き
も
の
か
げ
と
、 

縺も
つ

れ
て
や
ま
ぬ
秦
皮

と
ね
り
こ

の
陰
影

い
ん
え
い

に
こ
そ
ひ
そ
み
し
か
。 

 

如
何

い

か

に
呼よ

べ
ど
も
靜し

づ

ま
ら
ぬ
瞳

ひ
と
み

に
絕た

え
ず
淚
し
て
、 

歸か
へ

る
と
も
せ
ず
、
密ひ

そ

や
か
に
、
は
た
、
果は

て

し
な
く
見
入

み

い

り
ぬ
る
。 

そ
こ
と
も
わ
か
ぬ
森
か
げ
の
欝

憂

メ
ラ
ン
コ
リ
ア

の
薄
闇

う
す
や
み

に
、 

ほ
の
か
に
の
こ
る
噴
水

ふ
き
あ
げ

の
靑
き
ひ
と
す
ぢ…

…
 

四
十
一
年
十
月 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
秦
皮
」
日
本
原
産
種
で
あ
る
シ
ソ
目
モ
ク
セ
イ
科
ト
ネ
リ
コ
属
ト
ネ
リ
コ 

F
ra

xin
u
s ja

p
o
n
ica

。
ウ
ィ
キ
の
「
ト
ネ
リ
コ
」
他
よ
り
引
く
。『
和
名
の
由
来
は
、
本
種
の
樹
皮
に
付
着

し
て
い
る
イ
ボ
タ
ロ
ウ
ム
シ
』（
半
翅
目
同
翅
（
ヨ
コ
バ
イ
）
亜
目
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
上
科
カ
タ
カ
イ
ガ
ラ

ム
シ
科E

riceru
s 

属
イ
ボ
タ
ロ
ウ
ム
シ
（
イ
ボ
タ
ロ
ウ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
／
イ
ボ
タ
ロ
ウ
カ
タ
カ
イ
ガ
ラ
ム

シ
と
も
）E

riceru
s p

ela

：
本
州
以
南
の
日
本
各
地
及
び
中
国
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
広
く
分
布
す
る
。
♀
は
成

熟
す
る
と
、
直
径
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
球
形
状
に
な
り
、
体
色
は
緑
黄
褐
色
で
小
黒
斑
紋
が
散
る
。

♂
は
幼
虫
時
に
枝
に
群
生
し
て
白
色
の
蠟
物
質
を
分
泌
、
虫
体
と
そ
れ
ら
が
寄
生
し
た
枝
は
そ
の
蠟
に
よ

っ
て
包
ま
れ
る
。
子
は
こ
の
蝋
塊
中
で
蛹
と
な
り
、
成
虫
に
な
っ
て
出
現
す
る
際
に
は
、
体
長
三
ミ
リ
メ

ー
ト
ル
で
、
細
長
い
透
明
な
翅は

ね

を
有
す
る
。
一
年
に
一
回
発
生
し
て
成
虫
で
越
冬
、
五
月
頃
に
数
千
個
の

卵
を
産
み
、
卵
は
六
月
に
孵
化
す
る
。
ト
ネ
リ
コ
の
他
、
庭
木
と
し
て
好
ま
れ
る
イ
ボ
タ
ノ
キ
・
ネ
ズ
ミ

モ
チ
な
ど
に
寄
生
し
て
被
害
を
与
え
る
。
雄
の
分
泌
し
た
蠟
塊
は
古
く
か
ら
「
戸
辷

と
す
べ
り

」「
い
ぼ
た
蠟
（
虫

白
蠟
）」
と
よ
ば
れ
、
蠟
燭
や
丸
薬
の
外
装
・
織
物
の
艷
出
し
・
止
血
剤
な
ど
に
用
い
ら
れ
、
本
邦
で
は

福
島
県
会
津
地
方
が
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
「
会
津
蠟
」
と
呼
ば
れ
た
）
が
分
泌
す
る
蠟
物
質
『（
イ
ボ

タ
ロ
ウ
：
い
ぼ
た
蝋
）
に
あ
り
、
動
き
の
悪
く
な
っ
た
敷
居
の
溝
に
こ
の
白
蝋
を
塗
っ
て
滑
り
を
良
く
す

る
こ
と
か
ら
）』「
戸
に
塗
る
木
（
ト
・
ニ
・
ヌ
ル
・
キ
）」『
と
さ
れ
た
の
が
、
や
が
て
転
訛
し
て
「
ト
ネ

リ
コ
」
と
発
音
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
』。『
日
本
原
産
種
で
あ
り
、
東
北
地
方

か
ら
中
部
地
方
に
か
け
て
の
温
暖
な
山
地
に
自
生
』
す
る
が
、『
街
路
樹
や
園
芸
樹
と
し
て
各
地
に
植
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
』。
花
期
は
五
～
六
月
頃
。『
木
材
と
し
て
の
ト
ネ
リ
コ
は
弾
力
性
に
優
れ
、
野

球
の
バ
ッ
ト
や
建
築
資
材
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
』。『
樹
皮
は
民
間
薬
で
は
止
瀉
薬
と
し
て
、
結
膜
炎
時
の

洗
浄
剤
と
し
て
用
い
ら
れ
る
』。『
新
潟
県
で
は
古
く
か
ら
水
田
の
周
囲
な
ど
に
並
木
と
し
て
植
え
ら
れ
、

刈
り
取
っ
た
イ
ネ
を
架
け
て
乾
燥
さ
せ
る
「
は
ざ
木
（
は
ざ
き
・
は
ざ
ぎ
）」
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
同

じ
米
産
地
の
富
山
県
で
も
同
様
の
使
わ
れ
方
を
し
、「
ハ
サ
」
と
呼
ば
れ
る
。
ト
ネ
リ
コ
は
田
園
風
景
を

決
定
づ
け
て
い
た
が
、
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。「
ト
ネ
リ
コ
は
一
本
だ
け
で
は
役
立
た
な
い
、

何
本
も
並
ん
で
い
る
か
ら
役
に
立
つ
」
と
い
っ
た
教
訓
と
し
て
も
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
』。
リ
ン
ク

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%88%E3%83%8D%E3%83%AA%E3%82%B3


先
に
も
書
か
れ
て
あ
る
が
、
北
欧
神
話
で
宇
宙
を
支
え
る
「
世
界
樹
」
と
し
て
「
ユ
グ
ド
ラ
シ
ル
」（
古
ノ

ル
ド
語
：Y

g
g
d

ra
sill

）
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
本
種
と
同
じ
ト
ネ
リ
コ
属
の
、
別
種
セ
イ
ヨ
ウ
ト
ネ
リ

コ
（
ト
ネ
リ
コ
属
セ
イ
ヨ
ウ
ト
ネ
リ
コ F

ra
x
in

u
s ex

celsio
r

）
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
ま
ず
い

こ
と
に
本
邦
で
は
大
抵
、
こ
の
神
話
を
紹
介
す
る
際
し
て
、
単
に
「
ト
ネ
リ
コ
」
と
訳
さ
れ
て
き
た
た
め

に
、
狭
義
の
真
正
の
「
ト
ネ
リ
コ
」
を
北
欧
原
産
と
誤
認
し
て
し
ま
い
、「
ト
ネ
リ
コ
」
が
本
邦
原
産
種
で

あ
る
こ
と
を
知
ら
ぬ
人
が
多
い
よ
う
に
私
に
は
思
わ
れ
る
の
で
一
言
附
言
し
て
お
き
た
い
。
］ 

                                



  
 

赤 

き 

僧 

正 
 

邪
宗

じ
や
し
ゆ
う

の
僧
ぞ
彷
徨

さ

ま

よ

へ
る…

…

瞳
据す

ゑ
つ
つ
、 

黃
昏

た
そ
が
れ

の
藥
草
園

や
く
さ
う
ゑ
ん

の
外

光

ぐ
わ
い
く
わ
う

に
浮
き
い
で
な
が
ら
、 

赤
々

あ
か
あ
か

と
毒
の
ほ
め
き
の
恐
怖

お

そ

れ

し
て
、
顫ふ

る

ひ
戰

を
の
ゝ

く 

陰
影

い
ん
え
い

の
そ
こ
は
か
と
な
き
お
ぼ
ろ
め
き 

ま
へ
に
、
う
し
ろ
に…

…

さ
は
あ
れ
ど
、
月
の
光
の 

水み

の
面も

な
る
葦あ

し

の
わ
か
芽め

に
顫ふ

る

ふ
時
。 

あ
る
は
、
靄
ふ
る
遠
方

を
ち
か
た

の
窓
の
硝
子

が

ら

す

に 

ほ
の
靑
き
ソ
ロ
の
ピ
ア
ノ
の
咽む

せ

ぶ
時
。 

瞳
据す

ゑ
つ
つ
身
動

み

じ

ろ

か
ず
、
長
き
僧
服

そ
う
ふ
く 

爛ら
ん

壞ゑ

す
る
暗
紅
色

あ
ん
こ
う
し
よ
く

の
に
ほ
ひ
し
て
た
だ
暮
れ
な
や
む
。 

 

さ
て
在
る
は
、
曩さ

き

に
吸す

ひ
た
る 

H
ach

isch

ハ

シ

ツ

シ

ユ

の
毒
の
め
ぐ
り
を
待
て
る
に
か
、 

あ
る
は
劇は

げ

し
き
歡
樂

く
わ
ん
ら
く

の
後
の
魔
睡

ま

す

ゐ

や
忍
ぶ
ら
む
。 

手
に
持
つ
は
黑
き

梟
ふ
く
ろ
う 

爛
々

ら
ん
ら
ん

と
眼め

は
光
る…

…
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

そ
の
す
そ
に
蟋
蟀

こ
ほ
ろ
ぎ

の
啼
く…

…
 

四
十
一
年
十
二
月 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
梟
」
の
「
ふ
く
ろ
う
」
の
ル
ビ
は
マ
マ
。
歴
史
的
仮
名
遣
は
「
ふ
く
ろ
ふ
」
が
正

し
い
。 

「
曩さ

き

に
」「
先
に
」
に
同
じ
い
。
今
よ
り
前
に
。
以
前
に
。
但
し
、
事
実
上
の
今
日
の
近
い
時
間
の
意
で

は
あ
る
ま
い
。 

「H
ach

isch

ハ

シ

ツ

シ

ユ

」
は
フ
ラ
ン
ス
語
の
綴
り
で
、
音
写
す
る
な
ら
、「
ア
シ
ュ
シ
ュ
」。
英
語
綴
り
で
は

「h
ash

ish

・h
ash

eesh

」
で
、
音
写
は
「
ハ
ッ
シ
ッ
シ
ュ
・
ハ
シ
シ
・
ハ
シ
シ
ュ
」
な
ど
。
所
謂
、「
大

麻
」（
バ
ラ
目
ア
サ
（
麻
）
科
ア
サ
属
ア
サ 

C
a
n
n
a
b
is sa

tiva

。
カ
ン
ナ
ビ
ス
・
サ
テ
ィ
バ
。
英
名
も 

C
an

n
ab

is

。
因
み
に
、
御
存
じ
の
こ
と
と
思
う
が
、
種
小
名
は
、
稲
＝
単
子
葉
植
物
綱
イ
ネ
目
イ
ネ
科
イ

ネ
亜
科
イ
ネ
属
イ
ネ 

O
ryza

 sa
tiva

 

の
そ
れ
と
同
じ
だ
が
、
こ
れ
は
ラ
テ
ン
語
の
動
詞
「sero

」（
セ
ロ

ー
：
種
を
ま
く
）
の
形
容
詞
形
「
栽
培
さ
れ
た
」
の
意
で
、
多
く
の
栽
培
植
物
の
種
小
名
に
用
い
ら
れ
て

い
る
）
の
   
株
が
分
泌
す
る
樹
脂
か
ら
作
る
麻
薬
。
狭
義
に
は
、
大
麻
の
葉
を
煙
草
の
よ
う
に
吸
う
の
が

マ
リ
フ
ァ
ナ
（m

arih
u
an

a

・m
ariju

an
a

。
ス
ペ
イ
ン
語
「m

ariju
an

a

」
由
来
）
で
、
こ
ち
ら
は
一
般
に
そ

の
樹
脂
を
固
め
た
も
の
を
称
す
る
。
因
み
に
、
小
学
館
「
日
本
国
語
大
辞
典
」
は
「
ハ
シ
ッ
シ
ュ
」
の
見

出
し
で
載
せ
、
音
写
タ
イ
プ
の
幾
つ
か
を
挙
げ
た
後
、『「
マ
リ
フ
ァ
ナ
」
に
同
じ
』
と
し
て
、
名
誉
な
こ

と
に
、
本
篇
の
こ
の
一
行
が
例
文
の
筆
頭
に
出
て
い
る
。 

「
魔
睡

ま

す

ゐ

」
の
読
み
は
マ
マ
。「
睡
」
は
「
す
い
」
で
よ
い
］ 



  
 

 
W

H
IS

K
Y

. 
 

夕
暮

ゆ
ふ
ぐ
れ

の
も
の
あ
か
き
空そ

ら

、 

そ
の
空そ

ら

に
百
舌

も

ず

啼な

き
し
き
る
。 

W
h
isk

y

ウ

イ

ス

キ

イ

の
罎び

ん

の
列れ

つ 

冷ひ
や

や
か
に
拭ふ

く
少
女

を

と

め

、 

見
よ
、
あ
か
き
夕
暮

ゆ
ふ
ぐ
れ

の
空そ

ら

、 

そ
の
空そ

ら

に
百
舌

も

ず

啼な

き
し
き
る
。 

四
十
一
年
十
一
月 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
百
舌

も

ず

」
本
邦
産
種
の
代
表
は
ス
ズ
メ
目
ス
ズ
メ
亜
目
モ
ズ
科
モ
ズ
属
モ
ズ
亜
種
モ

ズ 
L

a
n
iu

s b
u
cep

h
a
lu

s b
u
cep

h
a
lu

s

。
博
物
誌
は
私
の
「
和
漢
三
才
圖
會
第
四
十
三 

林
禽
類 

鵙
（
も

ず
） 

（
モ
ズ
）」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
私
の
好
き
な
鳥
、
好
き
な
鳴
き
声
。］ 

                        

http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/10/post-8e4f.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/10/post-8e4f.html


  
 

 

天
鵝
絨
の
に
ほ
ひ 

 

や
は
ら
か
に
腐
れ
つ
つ
ゆ
く
暗や

み

の
室む

ろ

。 

そ
の
片
隅

か
た
す
み

の
薄う

す

あ
か
り
、
背

そ
び
ら

に
う
け
て 

天
鵝
絨

び

ろ

う

ど

の
赤あ

か

き
ふ
く
ら
み
う
ち
か
つ
ぎ
、 

に
ほ
ふ
と
も
な
く
在あ

る
と
な
く
、
蹲

う
づ
く

み
居
れ
ば
。 

 

暮
れ
て
ゆ
く
夏
の
思
と
、
日
向
葵

ひ

ぐ

る

ま

の 

凋し
を

れ
の
甘
き
香か

も
ぞ
す
る
。…

…

あ
あ
見
ま
も
れ
ど 

お
も
む
ろ
に
惱な

や

み
ま
じ
ろ
ふ
色
の
陰
影

か

げ 

そ
れ
と
も
わ
か
ね…

…

熱
病

ね
つ
び
や
う

の
闇
の
を
の
の
き…

…
 

 H
ach

isch

ハ

シ

ツ

シ

ユ

か
、
酢す

か
、
茴
香
酒

ア

ブ

サ

ン

か
、
く
る
ほ
し
く 

溺お
ぼ

れ
し
あ
と
の
日
の
疲
勞

つ

か

れ…
…

縺も
つ

れ
ち
ら
ぼ
ふ 

W
ag

n
er

ワ

グ

ネ

ル

の
戀
慕

れ

ん

ぼ

の
樂が

く

の
音ね

の
ゆ
ら
ぎ 

耳
か
た
ぶ
け
て
う
ち
透す

か
し
、
在あ

り
は
在あ

れ
ど
も
。 

 

そ
れ
ら
み
な
素
足

す

あ

し

の
も
と
の
く
ら
が
り
に 

爛
壞

ら

ん

ゑ

の
光
放は

な

つ
と
き
、
そ
の
か
な
し
み
の 

腐く
さ

れ
た
る
曲

き
よ
く

の
綠

み
ど
り

を
如
何

い

か

に
せ
む
。 

君
を
思
ふ
と
の
た
ま
ひ
し
ゆ
め
の
言
葉

こ

と

ば

も
。 

 

わ
か
き
日
の
赤あ

か

き
な
や
み
に
織
り
い
で
し 

に
ほ
ひ
、
い
ろ
、
ゆ
め
、
お
ぼ
ろ
か
に
嗅か

ぐ
と
な
け
れ
ど
、 

も
の
や
は
に
暮
れ
も
か
ぬ
れ
ば
、
わ
が
こ
こ
ろ 

天
鵝
絨

び

ろ

う

ど

深
く
ひ
き
か
つ
ぎ
、
今
日

け

ふ

も
淚
す
。 

四
十
一
年
十
二
月 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
本
詩
篇
の
秘
蹟
の
鑰か

ぎ

は
第
四
連
終
わ
り
の
「
君
を
思
ふ
と
の
た
ま
ひ
し
ゆ
め
の
言
葉

こ

と

ば

も
」
に
あ
る
。
こ
れ
は
「
抒
情
小
曲
集 

お
も
ひ
で
」
の
自
序
「
わ
が
生
ひ
た
ち
」
や
、
同
詩
集
の
「
た

ん
ぽ
ぽ
」
に
詠
み
込
ま
れ
た
、
愛
す
る
友
人
中
島
鎭
夫
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
特
に
必
要
不
可
欠
と
思

わ
れ
る
の
で
、「
た
ん
ぽ
ぽ
」
に
注
し
た
も
の
を
再
掲
す
る
。 

 
 

 

＊ 

 

所
持
す
る
書
籍
で
は
こ
れ
が
如
何
な
る
人
物
か
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
複
数
の
ネ
ッ
ト
記
事
を
並
べ
て

み
る
こ
と
で
や
っ
と
判
明
し
た
。
以
下
は
リ
ン
ク
先
以
外
の
信
頼
出
来
る
資
料
も
参
考
に
し
て
あ
る
。
彼

は
白
秋
の
親
友
で
中
島
鎭
夫
（
な
か
じ
ま
し
ず
お
（
し
づ
を
） 

明
治
一
九
（
一
八
八
六
）
年
五
月
九
日

～
明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
二
月
十
三
日
）
の
こ
と
で
あ
る
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
は
白
雨

は

く

う

。
享
年
十
九
（
満

http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/06/post-da2b72.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/06/post-53ebcf.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/06/post-53ebcf.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/06/post-53ebcf.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/06/post-53ebcf.html


十
七
歳
）。
中
学
に
入
学
し
た
白
秋
は
級
友
と
回
覧
雑
誌
を
作
っ
て
歌
作
・
詩
作
に
い
そ
し
み
、
後
期
に

は
校
内
で
文
学
会
を
組
織
し
て
新
聞
『
硯
香
』
小
説
や
論
説
な
ど
も
書
い
た
が
、
低
能
教
育
の
弊
風
を
非

難
す
る
内
容
の
一
文
が
学
当
局
の
忌
諱
に
触
れ
、
問
題
と
な
っ
た
り
し
た
。
そ
の
交
流
の
中
で
も
最
も
親

し
か
っ
た
の
が
中
島
鎭
夫
で
あ
っ
た
。
左
大
臣
光
永
氏
の
「
北
原
白
秋 

朗
読
」
の
本
篇
の
解
説
に

『「
白
秋
」「
白
雨
」、
ど
ち
ら
も
ペ
ン
ネ
ー
ム
に
「
白
」
の
字
が
つ
い
て
ま
す
が
、
こ
れ
は
彼
ら
文
学
仲

間
の
連
帯
の
証
で
し
た
』
。『
中
島
青
年
は
み
ず
か
ら
文
芸
部
を
発
足
し
、
生
徒
の
』
八
『
割
近
く
が
部
員

に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
行
動
力
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
』。『
と
こ
ろ
が
中

島
青
年
が
ト
ル
ス
ト
イ
の
『
復
活
』
を
回
し
読
み
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
普
段
か
ら
文
芸
部
を
よ
く
思
わ
な

い
教
師
か
ら
難
癖
を
つ
け
ら
れ
、
退
学
に
追
い
込
ま
れ
ま
す
』。『
当
時
』（
明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）

年
）『
は
日
露
戦
争
に
突
入
し
た
年
で
、
ロ
シ
ア
文
学
を
愛
好
し
て
い
る
だ
け
で
非
難
の
対
象
に
な
っ
た

の
で
す
』。『
中
島
青
年
は
こ
の
疑
い
に
名
誉
を
傷
つ
け
ら
れ
、
自
ら
の
潔
白
を
証
明
す
る
た
め
、
短
刀
で

喉
を
突
い
て
自
刃
し
ま
し
た
』。『
中
島
青
年
は
死
に
際
し
て
自
分
の
ぶ
ん
も
文
学
の
志
を
遂
げ
て
く
れ
と

白
秋
に
遺
書
を
遺
し
ま
す
』。『
一
番
の
親
友
を
失
っ
た
白
秋
の
心
中
は
想
像
す
る
に
あ
ま
り
あ
り
ま
す
。

白
秋
は
そ
の
気
持
ち
を
「
林
下
の
黙
想
」
と
い
う
詩
に
託
し
て
「
文
庫
」
に
投
稿
』、『
こ
の
詩
は
審
査
員

に
絶
賛
さ
れ
』、
明
治
三
七
年
四
月
号
に
『
全
文
掲
載
さ
れ
ま
す
』。『
そ
し
て
こ
の
年
、
白
秋
は
中
学
を

中
退
し
、
父
に
内
緒
で
上
京
。
本
格
的
に
文
学
の
道
を
歩
み
始
め
た
の
で
し
た
』
と
あ
る
。
ま
た
、「
西

日
本
新
聞
社
」
公
式
サ
イ
ト
内
の
「
日
本
が
ロ
シ
ア
に
宣
戦
布
告
を
し
た
３
日
後
の
こ
と…

」
と
い
う
記

事
は
、『
日
本
が
ロ
シ
ア
に
宣
戦
布
告
を
し
た
』
三
『
日
後
の
こ
と
。
現
在
の
福
岡
県
柳
川
市
で
』
十
七

『
歳
の
文
学
少
年
が
命
を
絶
っ
た
。
中
島
鎮
夫
（
し
ず
お
）、
ペ
ン
ネ
ー
ム
は
白
雨
（
は
く
う
）。
後
に
国

民
的
詩
人
と
な
る
北
原
白
秋
の
大
親
友
で
あ
る
』。『
白
秋
の
回
想
に
よ
る
と
、
鎮
夫
は
神
童
肌
の
少
年

で
、
語
学
に
堪
能
だ
っ
た
。
英
語
に
加
え
独
学
で
ロ
シ
ア
語
も
勉
強
し
て
い
た
こ
と
か
ら
「
露
探
」（
ロ

シ
ア
の
ス
パ
イ
）
の
ぬ
れ
ぎ
ぬ
を
着
せ
ら
れ
る
。
汚
名
に
耐
え
き
れ
ず
、
親
戚
の
家
の
押
し
入
れ
で
、
喉

を
短
刀
で
突
い
た
。「
あ
な
た
を
思
っ
て
い
る
」
と
の
遺
書
を
白
秋
に
残
し
て
』
早
朝
に
逝
っ
た
の
で
あ

っ
た
。『
教
室
で
鎮
夫
の
死
を
知
っ
た
白
秋
は
ぽ
ろ
ぽ
ろ
泣
い
て
駆
け
つ
け
』、『
友
の
遺
骸
を
板
に
乗

せ
、
タ
ン
ポ
ポ
が
咲
く
野
道
を
家
ま
で
運
ん
だ
』
と
あ
る
。
サ
イ
ト
「
ブ
ッ
ク
・
バ
ン
」
の
「【
文
庫
双

六
】
自
死
し
た
親
友
を
悼
む
白
秋
の
悲
し
み―

―

川
本
三
郎
」
に
は
、『
白
秋
は
鎮
夫
を
愛
し
て
い
た
。

「
二
人
は
肉
交
こ
そ
な
か
っ
た
が
、
殆
ど
同
性
の
恋
に
堕
ち
て
い
た
か
も
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
、
日
ま
し
に

親
密
に
な
っ
た
」
と
の
ち
に
回
想
し
て
い
る
』
と
も
あ
る
。
日
露
戦
争
の
明
治
天
皇
の
「
露
國
ニ
對
ス
ル

宣
戰
ノ
詔
勅
」
が
正
式
な
宣
戦
布
告
で
、
こ
れ
は
明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
二
月
十
日
で
あ
っ
た
（
事

実
上
の
開
戦
は
こ
の
二
日
前
の
同
年
二
月
八
日
の
旅
順
港
に
あ
っ
た
ロ
シ
ア
旅
順
艦
隊
に
対
す
る
日
本
海

軍
駆
逐
艦
の
奇
襲
攻
撃
（
旅
順
口
攻
撃
）
で
あ
っ
た
が
、
当
時
は
攻
撃
開
始
の
前
に
宣
戦
布
告
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
国
際
法
の
規
定
が
な
か
っ
た
）。 

 
 

 

＊ 

友
の
屈
辱
の
自
刃
か
ら
既
に
四
年
、
し
か
し
、
白
秋
の
悲
し
み
は
癒
え
て
い
な
い
。
天
鵞
絨
の
塊
り
が―

―

そ
れ
を
被
っ
た
少
年
の
ま
ま
の
白
秋
が―

―

今
も―

―

酒
蔵
の
隅
で―

―

哀
し
く
慄
え
て
い
る…

…
…

…
 「

天
鵝
絨
」
先
の
「
室
内
庭
園
」
に
既
出
既
注
。 

「
蹲

う
づ
く

み
居
れ
ば
」「
う
づ
く
み
」
と
あ
る
以
上
、「
ゐ
れ
ば
」
で
は
な
く
「
を
れ
ば
」
で
あ
る
。 

https://hakusyu.net/Entry/132/
https://www.nishinippon.co.jp/item/n/444376/
https://www.nishinippon.co.jp/item/n/444376/
https://www.nishinippon.co.jp/item/n/444376/
https://www.nishinippon.co.jp/item/n/444376/
https://www.bookbang.jp/review/article/536670
https://www.bookbang.jp/review/article/536670
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/10/post-87ec5e.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/10/post-87ec5e.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/10/post-87ec5e.html


「H
ach

isch
ハ

シ

ツ

シ

ユ

」
先
の
「
赤
き
僧
正
」
に
既
出
既
注
。 

「
茴
香
酒

ア

ブ

サ

ン

」ab
sin

th
e 

で
、
フ
ラ
ン
ス
語
。
音
写
す
る
な
ら
「
ア
プ
サ
ァ
ン
ト
」。
古
く
か
ら
フ
ラ
ン
ス
・

ス
イ
ス
・
チ
ェ
コ
・
ス
ペ
イ
ン
な
ど
を
中
心
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
で
ニ
ガ
ヨ
モ
ギ
（
双
子
葉
植
物
綱
キ
ク

亜
綱
キ
ク
目
キ
ク
科
キ
ク
亜
科
ヨ
モ
ギ
属
ニ
ガ
ヨ
モ
ギ 

A
rtem

isia
 a

b
sin

th
iu

m

）・
ア
ニ
ス
（
英
語 

an
ise

。
双
子
葉
植
物
綱
セ
リ
目
セ
リ
科
ミ
ツ
バ
グ
サ
属
ア
ニ
ス 

P
im

p
in

ella
 a

n
isu

m

）・
ウ
イ
キ
ョ
ウ

（
セ
リ
科
ウ
イ
キ
ョ
ウ
属
ウ
イ
キ
ョ
ウ 

F
o
en

icu
lu

m
 vu

lg
a
re

）
な
ど
を
中
心
に
複
数
の
ハ
ー
ブ
や
ス
パ

イ
ス
を
主
成
分
と
し
て
作
ら
れ
て
き
た
ア
ル
コ
ー
ル
度
の
高
い
（
四
十
～
八
十
九%

）
薬
草
系
リ
キ
ュ
ー

ル
の
一
つ
。
元
は
ギ
リ
シ
ア
語
の
「
ヨ
モ
ギ
」
を
意
味
す
る
「
ア
プ
シ
ン
シ
オ
ン
」
に
由
来
す
る
。 

「W
ag

n
er

ワ

グ

ネ

ル

」
ド
イ
ツ
の
作
曲
家
で
「
楽
劇
王
」
の
異
名
を
持
つ
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ワ
ー
グ

ナ
ー
（W

ilh
elm

 R
ich

ard
 W

ag
n
er 

一
八
一
三
年
～
一
八
八
三
年
）
。 

「
戀
慕
の
樂
音
」
私
は
ワ
ー
グ
ナ
ー
に
冥
い
が
、
一
応
は
Ｃ
Ｄ
で
持
っ
て
は
い
る
「
ト
リ
ス
タ
ン
と
イ
ゾ

ル
デ
」（T

rista
n
 u

n
d
 Iso

ld
e

：
全
三
幕
。
一
八
五
七
年
か
ら
一
八
五
九
年
に
か
け
て
作
曲
。
初
演
は
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
の
バ
イ
エ
ル
ン
宮
廷
歌
劇
場
で
一
八
六
五
年
六
月
十
日
）。
本
歌
劇
は
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
伝
説

の
一
つ
で
あ
る
騎
士
ト
リ
ス
タ
ン
と
彼
の
伯
父
マ
ル
ク
の
王
妃
イ
ゾ
ル
デ
の
悲
恋
を
描
い
た
も
の
で
、
ワ

ー
グ
ナ
ー
の
そ
れ
は
『
至
高
の
愛
の
究
極
的
な
賛
美
で
あ
る
』
と
ウ
ィ
キ
の
「
ト
リ
ス
タ
ン
と
イ
ゾ
ル
デ

（
楽
劇
）」
と
あ
る
。
作
劇
経
緯
に
は
ワ
ー
グ
ナ
ー
自
身
の
不
倫
事
件
も
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
そ
こ
で

判
る
。 

「
も
の
や
は
に
」
こ
れ
は
恐
ら
く
「
も
の
柔や

は

に
」
で
あ
ろ
う
。「
も
の
」
は
接
頭
語
で
漠
然
と
し
た
様
態

を
指
す
そ
れ
で
、
一
般
的
に
は
「
何
ん
と
な
く
」
と
訳
す
が
、
漠
然
と
し
た
現
実
世
界
の
時
空
間
に
対
す

る
感
覚
意
識
の
対
象
物
全
体
を
指
し
、
そ
れ
が
実
は
朦
朧
と
し
て
い
て
、
ま
さ
に
天
鵞
絨
の
よ
う
に
柔
ら

か
な
捉
え
難
い
こ
と
を
表
象
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
？ 

暮
れ
る
こ
と
も
出
来
か
ね
て
い
る
と
い
う
の

は
、
現
実
の
午
後
の
逢
魔
が
時
に
近
い
境
界
的
時
空
間
を
示
し
つ
つ
、
同
時
に
そ
れ
は
「
わ
が
こ
こ
ろ
」

に
も
投
影
さ
れ
て
、
時
自
体
が
擬
人
化
さ
れ
て
「
暮
れ
か
」
ね
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
こ
そ
「
も

の
」
柔
ら
か
な
天
鵞
絨
を
「
ひ
き
か
つ
」
い
で
、「
今
日
も
淚
す
」
る
し
か
な
い
の
で
あ
る
、
と
私
は
読

む
。
大
方
の
御
叱
正
を
俟
つ
。］ 

             

http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/10/post-6707a5.html
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%88%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%B3%E3%81%A8%E3%82%A4%E3%82%BE%E3%83%AB%E3%83%87_(%E6%A5%BD%E5%8A%87)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%88%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%B3%E3%81%A8%E3%82%A4%E3%82%BE%E3%83%AB%E3%83%87_(%E6%A5%BD%E5%8A%87)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%88%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%B3%E3%81%A8%E3%82%A4%E3%82%BE%E3%83%AB%E3%83%87_(%E6%A5%BD%E5%8A%87)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%88%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%B3%E3%81%A8%E3%82%A4%E3%82%BE%E3%83%AB%E3%83%87_(%E6%A5%BD%E5%8A%87)


  
 

 

濃 
 

霧 
 

濃
霧

の

う

む

は
そ
そ
ぐ…

…

腐く
さ

れ
た
る
大
理

だ

い

り

の
石
の 

生な
ま

く
さ
く
吐
息

と

い

き

す
る
か
と
蒸
し
暑
く
、 

は
た
、
冷ひ

や

や
か
に
官
能

く
わ
ん
の
う

の
疲つ

か

れ
し
光―

 

月
は
な
ほ
夜よ

の
氛
圍
氣

ふ

ん

ゐ

き

の
朧

お
ぼ
ろ

な
る
恐
怖

お

そ

れ

に
懸か

ゝ

る
。 

 

濃
霧

の

う

む

は
そ
そ
ぐ…

…

そ
こ
こ
こ
に
蟲
の
神
經

し
ん
け
い 

鋭と

く
、
甘
く
、
壓お

し
つ
ぶ
さ
る
る
嗟
嘆

な

げ

き

し
て 

飛
び
も
あ
へ
な
く
耽
溺

た
ん
で
き

の
く
る
ひ
に
ぞ
入
る
。 

薄
ら
闇
、
盲
啞

ま

う

あ

の
院ゐ

ん

の
角か

く

硝
子

が

ら

す

暗
く
か
が
や
く
。 

 

濃
霧

の

う

む

は
そ
そ
ぐ…

…

さ
な
が
ら
に
戰

を
の
ゝ

く
窓
は 

亞
刺
比
亞

ア

ラ

ビ

ヤ

の
魔
法

ま

は

ふ

の
館た

ち

の
薄
笑

う
す
わ
ら
ひ

。 

麻
痺
藥

し
び
れ
ぐ
す
り

の
酸す

ゆ
き
香か

に
日
ね
も
す
噎む

せ
て 

聾ろ
う

し
た
る
、
は
た
、
盲め

し

ひ
た
る
圓
頂
閣

ま

る

や

ね

か
、
壁
の
中
風

ち
ゆ
う
ふ
う

。 

 

濃
霧

の

う

む

は
そ
そ
ぐ…

…

甘
く
、
ま
た
、
重
く
、
く
る
し
く
、 

い
づ
く
に
か
凋し

を

れ
し
花
の
息
づ
ま
り
、 

苑そ
の

の
あ
た
り
の
泥
濘

ぬ
か
る
み

に
落
ち
し
燕
や
、 

月
の
色
半
死

は

ん

し

の
生

し
や
う

に
惱な

や

む
ご
と
た
だ
か
き
曇
る
。 

 

濃
霧

の

う

む

は
そ
そ
ぐ…

…

い
つ
し
か
に
蟲
も
盲し

ひ
つ
つ 

聾ろ
う

し
た
る
光
の
そ
こ
に
う
ち
痺し

び

れ
、 

啞
お
う
し

と
ぞ
な
る
。
そ
の
と
き
に
ひ
と
つ
の
硝
子

が

ら

す 

幽
魂

い
う
こ
ん

の
如ご

と

く
に
靑
く
お
ぼ
ろ
め
き
、
ピ
ア
ノ
鳴
り
い
づ
。 

 

濃
霧

の

う

む

は
そ
そ
ぐ…

…

數か
ず

の
、
見
よ
、
人
か
げ
う
ご
き
、 

闌ふ

く
る
夜よ

の
恐
怖

お

そ

れ

か
、
痛い

た

き
わ
な
な
き
に 

た
だ
か
い
さ
ぐ
る
手
の
さ
ば
き―

―

靈た
ま

の
彈
奏

だ
ん
そ
う

、 

盲
目

め

し

ひ

彈
き
、
啞

お
う
し

と
聾
者

ろ
う
じ
や

圓つ
ぶ

ら
眼め

に
重か

さ

な
り
覗の

ぞ

く
。 

 

濃
霧

の

う

む

は
そ
そ
ぐ…

…

聲
も
な
き
聲
の
密
語

み

つ

ご

や
。 

官
能

く
わ
ん
の
う

の
疲つ

か

れ
に
ま
じ
る
す
す
り
な
き 

靈た
ま

の
震
慄

お

び

え

の
音ね

も
甘
く
聾ろ

う

し
ゆ
き
つ
つ
、 

ち
か
き
野
に
喉の

ど

絞し

め
ら
る
る
淫た

は

れ
女め

の
ゆ
る
き
痙
攣

け
い
れ
ん

。 

 



濃
霧

の

う

む

は
そ
そ
ぐ…

…

香か

の
腐
蝕

ふ
し
よ
く

、
肉に

く

の
衰
頽

す
ヰ
た
い

、―
―

 
呼
吸

い

き

深
く
𠹭
囉
仿
謨

コ

ロ

ロ

ホ

ル

ム

や
吸
ひ
入
る
る 

朧ろ
う

た
る
暑
き
夜よ

の
魔
睡

ま

す

ゐ…
…

重
く
、
い
み
じ
く
、 

音お
と

も
な
き
盲
啞

ま

う

あ

の
院ゐ

ん

の
氛
圍
氣

ふ

ん

ゐ

き

に
月
は
し
た
た
る
。 

四
十
一
年
十
月 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
第
一
連
三
行
目
末
の
ダ
ッ
シ
ュ
一
字
分
は
マ
マ
。
第
六
連
及
び
第
八
連
に
普
通
の
二

字
分
の
ダ
ッ
シ
ュ
が
し
よ
う
さ
れ
て
お
り
（
後
者
に
は
カ
ス
レ
あ
り
）、
カ
ス
レ
さ
え
見
え
な
い
の
で
、

誤
植
か
活
字
脱
落
と
思
わ
れ
る
。 

「
氛
圍
氣
」「
雰
圍
氣
」
に
同
じ
い
が
、
実
は
こ
の
「
氛
」
に
は
「
空
中
に
漂
う
気き

・
気
配
」
以
外
に
、

「
禍
い
」
の
意
が
あ
る
。 

「
啞

お
う
し

」
言
語
発
生
が
出
来
な
い
障
碍
者
を
指
す
。
但
し
、「
お
う
し
」
の
歴
史
的
仮
名
遣
は
「
お
ふ
し
」

が
正
し
い
。
則
ち
、
こ
の
ル
ビ
は
口
語
の
仮
名
遣
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
お
し
」
は
そ
の
「
お
ふ
し
」
の

縮
約
と
さ
れ
る
。
小
学
館
「
日
本
国
語
大
辞
典
」
に
よ
れ
ば
、「
お
ふ
し
」
は
古
く
、「
古
事
記
」
に
現
わ

れ
、
平
安
時
代
の
昌
泰
年
間
（
八
九
八
年
～
九
〇
一
年
）
に
僧
の
昌
住
が
編
纂
し
た
と
さ
れ
る
現
存
す
る

最
古
の
漢
和
辞
典
で
あ
る
「
新
撰
字
鏡
」
に
『
暗 

扵
不
志
』
と
あ
り
、
そ
の
後
の
例
文
表
示
に
従
い
、

原
本
に
当
た
っ
た
、
承
平
年
間
（
九
三
一
年
～
九
三
八
年
）
に
成
立
し
た
源
順
の
辞
書
「
和
名
類
聚
鈔
」

（
二
十
巻
本
）
の
巻
第
三
の
、「
形
体
部
第
八 

病
類
第
四
十
」
に
は
、『
瘖
瘂

ヲ

フ

シ 

「
說
文
」
に
云
は
く
、

『
瘖
瘂
（
を
ふ
し
）【「
音
」「
鵶
」
の
二
音
。「
於
布
之
」。】
言
ふ
能
は
ざ
る
な
り
』（
訓
読
し
た
）
と
あ

っ
た
（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
画
像
の
こ
こ
。
右
頁
二
行
目
）。「
お
し
」
の
項
の

例
文
と
し
て
引
く
の
が
、
紫
式
部
の
「
源
氏
物
語
」（
長
保
三
（
一
〇
〇
一
）
年
以
後
の
起
筆
と
推
定
）

の
「
常
夏
」（
但
し
、
そ
こ
で
は
「
を
し
」
と
表
記
。「
和
名
類
聚
鈔
」
の
ル
ビ
も
「
を
ふ
し
」
で
あ
る

が
、「
説
文
」
の
与
え
る
は
音
「
音
」
で
あ
る
か
ら
歴
史
的
仮
名
遣
は
「
お
し
」
で
よ
い
）
で
あ
る
か

ら
、「
お
ふ
し
」→

「
お
し
」
の
成
立
は
ま
ず
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
、「
日
本
国
語
大
辞
典
」
の

載
せ
る
「
お
う
し
」
の
語
源
説
は
孰
れ
も
承
服
し
難
い
の
で
示
さ
な
い
。 

「
𠹭
囉
仿
謨

コ

ロ

ロ

ホ

ル

ム

」ch
lo

ro
fo

rm

。
ト
リ
ハ
ロ
メ
タ
ン
（trih

alo
m

eth
an

e

）
を
代
表
す
る
一
種
で
あ
る
ト
リ
ク

ロ
ロ
メ
タ
ン ( trich

lo
ro

m
eth

an
e) 

。C
H

C
l3

。
無
色
・
揮
発
性
で
、
甘
い
よ
う
な
特
有
の
臭
気
を
持
つ

液
体
。
メ
タ
ン
を
塩
素
と
反
応
さ
せ
て
生
成
す
る
。
有
機
化
合
物
の
溶
剤
フ
ロ
ン
の
原
料
と
な
り
、
以
前

は
外
科
手
術
の
吸
引
麻
酔
剤
と
し
て
使
わ
れ
た
が
、
発
癌
性
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
現
在
は
使
用
し
な

い
。］ 

        

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2574199/64


  
 

 

赤
き
花
の
魔
睡 

 

日ひ

は
眞
晝

ま

ひ

る

、
も
の
あ
た
た
か
に
光
素

エ
エ
テ
ル

の 

波
動

は

ど

う

は
甘あ

ま

く
、
ま
た
、
緩ゆ

る
く
、
戶と

に
照
り
か
へ
す
、 

そ
の
濁に

ご

る
硝
子

が

ら

す

の
な
か
に
音お

と

も
な
く
、 

𠹭
囉
仿
謨

コ

ロ

ロ

ホ

ル

ム

の
香か

ぞ
滴し

た

る…
…

毒ど
く

の
譃う

は

言ご
と…

…
 

 

遠と
ほ

く
き
く
、
電
車

で
ん
し
や

の
き
し
り…

…
 

…
…
…

棄す

て
ら
れ
し
水
藥

す
ゐ
や
く

の
ゆ
め…

…
 

 

や
は
ら
か
き
猫ね

こ

の
柔
毛

に

こ

げ

と
、

蹠
あ
な
う
ら

の 

ふ
く
ら
の
し
ろ
み
惱な

や

ま
し
く
過す

ぎ
ゆ
く
時と

き

よ
。 

窓ま
ど

の
下も

と

、
生せ

い

の
痛
苦

つ

う

く

に
只た

ゞ

赤あ
か

く
戰そ

よ

ぎ
え
た
て
ぬ
草く

さ

の
花 

亞
鉛

と

た

ん

の
管く

だ

の 

濕し
め

り
た
る
筧

か
け
ひ

の
す
そ
に…

…

い
ま
し
魔
睡

ま

す

ゐ

す…
…

 

四
十
一
年
十
二
月 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
光
素

エ
エ
テ
ル

」eth
er

。
エ
ー
テ
ル
。
古
代
ギ
リ
シ
ア
時
代
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
ま
で
の

間
、
実
に
永
く
想
定
さ
れ
続
け
た
、
全
世
界
・
全
宇
宙
を
満
た
す
一
種
の
物
質
の
名
称
。
古
代
ギ
リ
シ
ャ

の
哲
学
者
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
地
水
火
風
に
加
え
て
、「
エ
ー
テ
ル
」（「
輝
く
空
気
の
上
層
」
を
表
わ

す
言
葉
）
を
第
五
の
元
素
と
し
、
天
体
の
構
成
要
素
と
し
た
。
近
代
で
は
、
全
宇
宙
を
満
た
す
希
薄
な
物

質
と
さ
れ
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
力
学
で
は
「
エ
ー
テ
ル
」
に
対
し
、「
静
止
す
る
絶
対
空
間
」
の
存
在
が
前
提

と
さ
れ
た
。
ま
た
、
光
や
電
磁
波
の
媒
質
と
も
考
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
十
九
世
紀
末
に
「
マ
イ
ケ
ル
ソ

ン
＝
モ
ー
リ
ー
の
実
験
」
で
、「
エ
ー
テ
ル
」
に
対
す
る
地
球
の
運
動
は
見
出
さ
れ
ず
、
こ
の
結
果
か

ら
、「
ロ
ー
レ
ン
ツ
収
縮
」
の
仮
説
を
経
、
遂
に
一
九
〇
五
年
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
「
特
殊
相
対
性

理
論
」
を
提
唱
し
、「
エ
ー
テ
ル
」
の
存
在
は
否
定
さ
れ
た
（
こ
こ
ま
で
は
「
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科

事
典 

小
項
目
事
典
」
に
拠
っ
た
）。
但
し
、
現
在
で
も
擬
似
科
学
や
一
部
の
新
興
宗
教
の
中
に
「
エ
ー
テ

ル
の
亡
霊
」
が
巣
食
っ
て
蠢
い
て
い
る
。 

「
𠹭
囉
仿
謨

コ

ロ

ロ

ホ

ル

ム

」
前
篇
「
濃
霧
」
に
既
出
既
注
。 

「
水
藥

す
ゐ
や
く

」
当
時
は
「
水
」
の
音
「
ス
イ
」
の
歴
史
的
仮
名
遣
は
「
ス
ヰ
」
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
誤
り

で
は
な
い
。
但
し
、
現
在
は
中
国
の
中
古
の
音
韻
研
究
が
進
ん
だ
結
果
、
歴
史
的
仮
名
遣
で
も
「
ス
イ
」

の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
が
確
定
さ
れ
て
い
る
。
］ 

     

http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/10/post-5c7a28.html


  
 

 

麥 

の 

香 
 

嬰
兒

あ

か

ご

泣
く…

…
麥
の
香か

の
濕し

め

る
あ
な
た
に
、 

續つ
ゞ

け
泣
く…

…
や
は
ら
か
に
、
な
や
ま
し
げ
に
も
、 

香か

に
噎む

せ

び
、
香か

に
噎む

せ

び
、
あ
は
れ
ま
た
、
嬰
兒

あ

か

ご

泣
き
た
つ…

…
 

夏
の
雨
さ
と
降ふ

り
過す

ぎ
て 

新
あ
ら
た

に
も
か
を
り
蒸む

す
野
の
畑は

た

い
く
つ
濕し

め

る
あ
な
た
に
、 

赤
き
衣き

ぬ

一ひ
と

き
は
若わ

か

く
、
に
ほ
や
か
に
け
ぶ
る
搖
籃

ゆ

り

ご

や
、 

磨す
り

硝
子

が

ら

す

、
あ
る
は
窓
枠

ま
ど
わ
く

、
濡ぬ

れ
濡ぬ

れ
て
夕
日

ゆ

ふ

ひ

さ
し
そ
ふ
。 

四
十
一
年
十
二
月 

                           



  
 

 

曇 
 

日 
 

曇
日

く
も
り
び

の
空
氣

く

う

き

の
な
か
に
、 

狂く
る

ひ
い
づ
る
樟く

す

の
芽め

の
欝

憂

メ
ラ
ン
コ
リ
ア

よ…
…

 

そ
の
も
と
に
桐き

り

は
咲
く
。 

W
h

isky

ウ

イ

ス

キ

イ 

の
香か

の
ご
と
き
し
ぶ
き
、
か
な
し
み…

…
 

 

そ
こ
こ
こ
に
い
ぎ
た
な
き
駱
駝

ら

く

だ

の
寢
息

ね

い

き

、 

見
よ
、
鈍に

ぶ

き
綿
羊

め
ん
や
う

の
色
の
よ
ご
れ
に 

饐す

え
て
病や

む
藁わ

ら

の
く
さ
み
、 

そ
の
濕し

め

る
泥
濘

ぬ
か
る
み

に
花
は
こ
ぼ
れ
て 

紫
む
ら
さ
き

の
薄う

す

き
色
鋭

す
る
ど

に
な
げ
く…

…
 

は
た
、
空そ

ら

の
わ
か
葉ば

の
威
壓

ゐ

あ

つ

。 

 

い
づ
こ
に
か
、
ま
た
も
き
け
か
し
。 

餌ゑ

に
饑う

ゑ
し
ベ
リ
ガ
ン
の
け
う
と
き
叫

さ
け
び

、 

山
猫

や
ま
ね
こ

の
も
の
さ
や
ぎ
、
な
げ
く

鶯
う
ぐ
ひ
す

、 

腐く
さ

れ
ゆ
く
沼ぬ

ま

の
水
蒸む

す
が
ご
と
く
に
。 

 

そ
の
な
か
に
桐
は
散ち

る…
…

W
h
isk

y

ウ

イ

ス

キ

イ

の
强
き
か
な
し
み…

…
 

 

も
の
甘あ

ま

き
風
の
ま
た
生な

ま

あ
た
た
か
さ
、 

猥み
だ

ら
な
る
獸

け
も
の

ら
の
圍
内

か

こ

ひ

の
あ
ゆ
み
、 

の
ろ
の
ろ
と
枝え

に
下さ

が

る
な
ま
け
も
の
、
あ
る
は
、
貧ま

づ

し
く 

眼め

を
据す

ゑ
て
毛け

蟲む
し

啄つ

む
嗟
歎

な
げ
か
ひ

の
ほ
ろ
ほ
ろ
鳥て

う

よ
。 

 

そ
の
も
と
に
花
は
ち
る…

…

桐
の
む
ら
さ
き…

…
 

 

か
く
し
て
や
日
は
暮く

れ
む
、
あ
あ
ひ
と
日
。 

病
院

び
や
う
ゐ
ん

を
逃の

が

れ
來こ

し
患
者

く
わ
ん
じ
や

の
恐
怖

お

そ

れ

、 

赤
子

あ

か

ご

ら
の
眼め

の
な
や
み
、
笑わ

ら

ふ
黑
奴

く
ろ
ん
ぼ 

醉ゑ

ひ
痴し

れ
し
遊
蕩
兒

た

は

れ

を

の
縱
覽

み
ま
は
り

の
と
り
と
め
も
な
く
。 

 

そ
の
空そ

ら

に
桐き

り

は
ち
る…
…

新
あ
た
ら

し
き
し
ぶ
き
、
か
な
し
み…

…
 

 

は
た
や
、
ま
た
、
園そ

の

の
外そ

と

ゆ
く 

軍
樂

ぐ
ん
が
く

の
黑く

ろ

き
不
安

ふ

あ

ん

の
壞な

だ

れ
落
ち
、
夜よ

に
入
る
時と

き

よ
、 



や
る
せ
な
く
騷さ

や

ぎ
い
で
ぬ
る
鳥
獸

と
り
け
も
の

。 
ま
た
、
そ
の
中な

か

に
、 

狂く
る

ひ
い
づ
る
北
極
熊

ほ
つ
き
よ
く
ぐ
ま

の
氷
な
す
戰
慄

を
の
の
き

の
聲こ

ゑ

。 

 

そ
の
闇や

み

に
花
は
ち
る…

…
 
W

h
isk

y

ウ

イ

ス

キ

イ

の 

香か

の
頻
吹

し

ぶ

き…
…

桐
の

紫
む
ら
さ
き…

…
 

四
十
一
年
十
二
月 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
第
一
連
の
「W

h
isk

y

」
の
後
、
及
び
、
最
終
行
の
「W

h
isk

y

の
」
後
の
半
角
空
き
は

マ
マ
。 

「
樟
」
ク
ス
ノ
キ
目
ク
ス
ノ
キ
科
ニ
ッ
ケ
イ
属
ク
ス
ノ
キ 

C
in

n
a
m

o
m

u
m

 ca
m

p
h
o
ra

。 

「
桐
」
シ
ソ
目
キ
リ
科
キ
リ
属
キ
リ 

P
a
u
lo

w
n
ia

 to
m

en
to

sa

。
四
月
中
旬
か
ら
五
月
に
か
け
て
円
錐
花
序

に
淡
い
大
き
な
紫
色
の
花
を
円
錐
状
に
咲
か
せ
る
。
こ
の
花
の
色
や
形
は
、
私
に
は
、
ど
こ
か
奇
体
な
る

異
国
情
緒
を
感
じ
さ
せ
る
。 

「
綿
羊
」
家
畜
の
羊
（
哺
乳
綱
鯨
偶
蹄
目
ウ
シ
亜
目
ウ
シ
科
ヤ
ギ
亜
科
ヒ
ツ
ジ
属
ヒ
ツ
ジ O

vis a
ries

）
の

こ
と
。
特
に
毛
用
の
も
の
で
、
野
生
の
も
の
と
毛
質
が
異
な
り
、
一
年
中
、
毛
が
伸
び
続
け
る
。 

「
ベ
リ
ガ
ン
」P

elican
 

の
こ
と
。
後
に
出
る
同
年
八
月
作
の
詩
篇
「
蜜
の
室
」
で
は
「
ペ
リ
ガ
ン
」
で
あ

り
、
後
発
の
作
品
集
で
は
「
ペ
リ
カ
ン
」
と
し
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
は
誤
植
の
可
能
性
が
高
い
。
鳥
綱
ペ
リ

カ
ン
目
ペ
リ
カ
ン
科
ペ
リ
カ
ン
属 

P
eleca

n
u
s 

の
多
種
を
指
す
。
本
邦
で
は
、
ハ
イ
イ
ロ
ペ
リ
カ
ン 

P
eleca

n
u
s crisp

u
s

・
モ
モ
イ
ロ
ペ
リ
カ
ン 

P
eleca

n
u
s o

n
o
cro

ta
lu

s

・
ホ
シ
バ
シ
ペ
リ
カ
ン 

P
eleca

n
u
s 

p
h
ilip

p
en

sis 

が
迷
鳥
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
は
動
物
園
（
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
ま
で
い
た
と
な

る
と
、
東
京
都
恩
賜
上
野
動
物
公
園
の
可
能
性
が
高
い
と
は
思
う
）
で
飼
育
さ
れ
て
い
た
そ
れ
を
実
際
に

聴
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
以
上
の
種
以
外
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
博
物
誌
は
「
和
漢
三
才
圖
會
第

四
十
一 

水
禽
類 

鵜
鶘
（
が
ら
ん
ち
ょ
う
）〔
ペ
リ
カ
ン
〕」
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

「
山
猫
」
こ
れ
が
真
正
の
ヤ
マ
ネ
コ
で
あ
る
な
ら
ば
、
哺
乳
綱
食
肉
ネ
コ
亜
目
ネ
コ
科
ネ
コ
亜
科
ネ
コ
属

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ヤ
マ
ネ
コ 

F
elis silvestris 

か
、P

rio
n
a
ilu

ru
s 

属
ベ
ン
ガ
ル
ヤ
マ
ネ
コ 

P
rio

n
a

ilu
ru

s 

b
en

g
a
len

sis

・
イ
リ
オ
モ
テ
ヤ
マ
ネ
コ 

P
rio

n
a
ilu

ru
s b

en
g
a
len

sis irio
m

o
ten

sis

・
ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ

（
ア
ム
ー
ル
ヤ
マ
ネ
コ
）P

rio
n
a
ilu

ru
s b

en
g
a
len

sis eu
p
ta

ilu
ru

s 

の
孰
れ
か
と
な
る
が
、
実
際
に
や
は
り

動
物
園
で
聴
い
た
の
か
も
知
れ
ぬ
が
、
こ
の
場
合
は
謂
わ
ば
幻
想
の
妖
し
い
ア
イ
テ
ム
と
し
て
の
要
素
が

強
い
か
ら
、
創
作
当
時
の
上
野
動
物
園
や
見
世
物
で
、
ど
の
ヤ
マ
ネ
コ
が
飼
育
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ

る
か
を
考
証
す
る
気
は
、
私
に
は
、
あ
ま
り
生
じ
な
い
。
そ
れ
は
そ
れ
、
ネ
コ
・
フ
リ
ー
ク
の
方
の
探
求

に
お
任
せ
し
た
い
。
悪
し
か
ら
ず
。
一
応
、
私
の
「
和
漢
三
才
圖
會
卷
第
三
十
八 

獸
類 

豰
（
こ
く
） 

（
仮
想
妖
獣
？ 

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
？
／
ベ
ン
ガ
ル
ヤ
マ
ネ
コ
？
）」
を
リ
ン
ク
し
て
は
お
く
。 

「
ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
」
キ
ジ
目
ホ
ロ
ホ
ロ
チ
ョ
ウ
科
ホ
ロ
ホ
ロ
チ
ョ
ウ 

N
u

m
id

a
 m

elea
g
ris

。
ア
フ
リ
カ
に
棲

息
す
る
。
全
長
約
五
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
胴
体
は
黒
い
羽
毛
に
覆
わ
れ
（
但
し
、
家
畜
化
さ
れ
た
ホ
ロ

ホ
ロ
チ
ョ
ウ
の
羽
色
は
白
・
茶
色
・
灰
色
な
ど
様
々
）、
白
い
斑
点
が
入
る
。
頭
部
に
は
羽
毛
が
な
く
、

ケ
ラ
チ
ン
質
に
覆
わ
れ
た
骨
質
の
突
起
が
あ
る
。
ま
た
咽
頭
部
に
は
赤
や
青
の
肉
垂
が
あ
る
。
雌
雄
は
よ

く
似
て
い
る
が
、
肉
垂
と
頭
部
の
突
起
は
雄
の
方
が
大
き
い
。
草
原
や
開
け
た
森
林
等
に
生
息
し
、
昼
間

は
地
表
に
い
る
が
、
抱
卵
中
の
メ
ス
を
除
き
夜
間
は
樹
上
で
眠
る
。
群
れ
を
形
成
し
て
生
活
し
、
二
千
羽

http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/12/post-687a.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/12/post-687a.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/12/post-687a.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/12/post-687a.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/03/post-af74.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2019/03/post-af74.html


以
上
も
の
大
規
模
な
群
れ
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
横
一
列
に
な
っ
て
採
食
を
行
っ
た
り
、
雛
を
囲

ん
ん
で
天
敵
か
ら
遠
ざ
け
る
よ
う
な
形
態
を
と
る
こ
と
も
あ
る
。
繁
殖
期
に
な
る
と
、
   
は
縄
張
り
を
持

ち
、
群
れ
は
離
散
す
る
。
危
険
を
感
じ
る
と
、
警
戒
音
を
あ
げ
た
り
、
走
っ
て
逃
げ
る
が
、
短
距
離
で
あ

れ
ば
、
飛
翔
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
（
一
般
に
は
「
飛
べ
な
い
鳥
」
と
さ
れ
て
い
る
）。
和
名
は
鳴
き

声
が
「
ホ
ロ
、
ホ
ロ
」
と
聞
こ
え
る
こ
と
に
由
来
す
る
（
以
上
は
ウ
ィ
キ
の
「
ホ
ロ
ホ
ロ
チ
ョ
ウ
」
に
拠

っ
た
）。Y

o
u
T

u
b
e 

のS
to

ries O
f T

h
e K

ru
g
er 

の
「H

elm
eted

 G
u
in

eafo
w

l (N
u
m

id
a
 m

elea
g
ris) B

ird
 

C
all | S

to
ries O

f T
h
e K

ru
g
er

」
の
初
め
と
終
わ
り
の
方
の
鳴
き
声
が
そ
れ
ら
し
く
聴
こ
え
る
。
但
し
、
動

画
中
間
部
の
そ
れ
は
、
警
戒
音
と
威
嚇
音
で
、
か
な
り
強
烈
な
の
で
ボ
リ
ュ
ー
ム
は
低
め
に
し
た
方
が
よ

い
。 

「
北
極
熊
」
哺
乳
綱
食
肉
目
ク
マ
科
ク
マ
属
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ 

U
rsu

s m
a
ritim

u
s

。
］ 

                            

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9B%E3%83%AD%E3%83%9B%E3%83%AD%E3%83%81%E3%83%A7%E3%82%A6
https://www.youtube.com/watch?v=aQUyP5Fb-SE
https://www.youtube.com/watch?v=aQUyP5Fb-SE
https://www.youtube.com/watch?v=aQUyP5Fb-SE
https://www.youtube.com/watch?v=aQUyP5Fb-SE


  
 

 

秋 

の 

瞳 
 

晚お
そ

秋あ
き

の
濡ぬ

れ
に
た
る
鐵
柵

て

す

り

の
う
へ
に
、 

黃き

な
る
葉
の
河
や
な
ぎ
ほ
つ
れ
て
な
げ
く 

や
は
ら
か
に
葬
送

は
う
む
り

の
う
れ
ひ
か
な
で
て
、 

過
ぎ
ゆ
き
し T

ro
m

b
o

n
e

ト

ロ

ム

ボ

オ

ン 
い
づ
ち
い
に
け
む
。 

 

は
や
も
見
よ
、
暮
れ
は
て
し
吊つ

り

橋ば
し

の
す
そ
、 

瓦
斯

が

す

點と
も

る…
…

い
ぎ
た
な
き
馬
の
吐
息

と

い

き

や
、 

騷さ
わ

ぎ
や
み
し
曲
馬
師

チ

ヤ

リ
ネ

し

の
樂が

く

屋や

な
る
幕
の
靑
み
を 

ほ
の
か
に
も
揭か

ゝ

げ
つ
つ
、
水み

の
面も

見
る
女

を
ん
な

の
瞳

ひ
と
み

。 

四
十
一
年
十
二
月 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
本
篇
は
「
葬
送
の
う
れ
ひ
か
な
で
」
る
「T

ro
m

b
o
n
e

」（
こ
れ
は
直
後
に
呼
称
が
生

ま
れ
る
「
ジ
ン
タ
」（
明
治
中
期
に
本
邦
で
生
ま
れ
た
民
間
宣
伝
の
市
中
音
楽
隊
。
そ
の
愛
称
は
大
正
初

期
に
つ
け
ら
れ
た
）
や
「
曲
馬
師

チ

ヤ

リ
ネ

し

」
と
い
う
ハ
イ
カ
ラ
趣
味
を
横
溢
さ
せ
て
お
き
な
が
ら
、
そ
の
小
道
具

に
は
「
鐵
柵
」「
河
や
な
ぎ
」「
吊
橋
」「
水
の
面
」
を
用
い
、
近
世
ま
で
差
別
さ
れ
て
き
た
大
道
芸
人
、

「
ホ
カ
イ
ビ
ト
」「
河
原
乞
食
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
確
信
犯
で
配
し
て
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
く
て
は
な
る

ま
い
。 

「
曲
馬
師

チ

ヤ

リ
ネ

し

」
曲
馬
団
。
所
謂
、
当
時
の
日
本
に
複
数
生
ま
れ
て
い
た
サ
ー
カ
ス
風
見
世
物
興
行
を
す
る
一
座

を
指
す
総
通
称
。
小
学
館
「
日
本
大
百
科
全
書
」
の
「
サ
ー
カ
ス
」
に
よ
れ
ば
、『
日
本
に
お
け
る
近
代
サ

ー
カ
ス
の
始
ま
り
は
、
各
種
見
せ
物
が
人
気
を
博
し
て
い
た
江
戸
時
代
末
期
の
』
元
治
元
（
一
八
六
四
）

年
に
『
横
浜
の
居
留
地
内
で
興
行
さ
れ
た
リ
ズ
レ
ー
一
座
の
「
中
天
竺

ち
ゅ
う
て
ん
じ
く

舶
来
軽
業
」
を
契
機
に
し
て
、
そ

の
後
』、『
次
々
に
来
日
し
た
外
国
サ
ー
カ
ス
団
に
よ
る
影
響
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
そ
れ

ま
で
軽
業
、
足
芸
、
曲
馬
な
ど
芸
種
別
に
独
立
し
て
い
た
一
座
が
ま
と
ま
り
始
め
、
明
治
初
期
に
は
近
代

サ
ー
カ
ス
の
素
地
が
形
づ
く
ら
れ
て
い
っ
た
。
来
日
し
た
サ
ー
カ
ス
団
の
な
か
で
と
く
に
強
い
影
響
を
与

え
た
の
は
』、
明
治
一
九
（
一
八
八
六
）
年
と
三
年
後
の
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
に
『
来
日
し
た

「
チ
ャ
リ
ネ
大
曲
馬
団
」
で
あ
っ
た
。
チ
ャ
リ
ネ
と
は
、
イ
タ
リ
ア
人
キ
ア
リ
ー
ニ 

C
h
iarin

i 

に
由
来
す

る
の
で
あ
ろ
う
が
』
（「
日
経
新
聞
」
公
式
サ
イ
ト
内
の
「
軽
業
師
竹
沢
万
次
の
謎
を
追
う
＝
サ
ー
カ
ス
に
見

る
日
伯
交
流
史
＝
第
９
回
＝
チ
ャ
リ
ニ
曲
馬
団
同
行
説
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
曲
馬
団
一
座
は
『
米
国
カ
ニ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
を
本
拠
地
に
し
て
世
界
的
に
興
行
を
行
』
っ
て
い
た
『
チ
ャ
リ
ニ
・
サ
ー
カ
ス
団
』（C

irco
 

C
h

ia
rin

i

：
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
読
み
な
ら
ば
、『「
キ
ア
リ
ニ
」』
で
、『
同
サ
ー
カ
ス
の
創
立
者
』『
ジ
ゼ
ッ
ペ
・

チ
ャ
リ
ニ
』（
一
八
二
三
年
～
一
八
九
七
年
）
は
十
六
『
世
紀
か
ら
続
く
旅
芸
人
の
家
系
と
し
て
ロ
ー
マ
で

出
生
、
欧
州
、
ロ
シ
ア
で
芸
の
修
業
を
し
』、
一
八
五
〇
年
『
頃
か
ら
』、『
英
ロ
ン
ド
ン
、
米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
経
営
者
と
し
て
の
経
験
を
積
み
』、
一
八
五
六
年
に
『
キ
ュ
ー
バ
で
自
分
の
サ
ー
カ
ス
団
を
創
立
し

た
』
人
物
で
、
十
九
『
世
紀
に
お
け
る
最
も
影
響
力
を
持
っ
た
サ
ー
カ
ス
経
営
者
』
と
す
る
『
最
高
の
評

価
』
さ
え
得
た
興
行
者
で
、『
多
国
籍
な
団
員
を
抱
え
、
そ
の
当
時
に
欧
州
、
南
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
、
オ
ー

ttps://www.nikkeyshimbun.jp/2016/160223-72colonia.html?print=print
ttps://www.nikkeyshimbun.jp/2016/160223-72colonia.html?print=print


ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ン
ド
、
ア
ジ
ア
を
巡
業
し
て
回
っ
た
イ
タ
リ
ア
人
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
』
で
あ
っ
た
と
あ

り
、『
な
ん
と
日
本
に
は
』
三
『
回
も
巡
業
し
て
い
る
』
と
あ
る
。「
馬
事
文
化
財
団
」
の
作
成
に
な
る
「
横

浜
と
馬
、
競
馬
の
歴
史
」
の
「
サ
ー
カ
ス
が
や
っ
て
き
た
」
に
は
、
橋
本
周
延
画
に
な
る
「
チ
ャ
リ
ネ
大
曲

馬
御
遊
覧
ノ
図
」（
明
治
一
九
（
一
八
八
六
）
年
に
皇
居
内
吹
上
御
所
で
行
わ
れ
た
天
覧
チ
ャ
リ
ネ
曲
馬
興

行
の
錦
絵
が
載
り
、
そ
の
解
説
に
同
曲
馬
団
は
明
治
九
（
一
八
七
四
）
年
に
も
来
日
し
て
い
る
こ
と
が
判
明

し
た
。
そ
こ
に
は
元
治
元
年
の
「
中
天
竺
舶
来
軽
業
」
の
絵
も
載
っ
て
い
る
）、『
こ
れ
が
一
時
期
の
日
本
で

は
』、『
サ
ー
カ
ス
風
見
せ
物
の
代
名
詞
と
も
な
り
』、
明
治
二
十
、
三
十
『
年
代
に
は
チ
ャ
リ
ネ
を
名
の

る
一
座
も
生
ま
れ
た
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
に
』、
明
治
三
二
（
一
八
九
九
）
年
に
『
発
足
し
た
山
本
精

太
郎
の
「
日
本
の
チ
ャ
リ
ネ
一
座
」
が
あ
る
』。『
こ
う
し
て
外
国
の
影
響
下
に
サ
ー
カ
ス
的
な
興
行
形
態

が
整
え
ら
れ
て
い
く
な
か
で
、
従
来
の
日
本
の
伝
統
的
な
見
せ
物
の
一
部
は
衰
退
し
、
あ
る
も
の
は
形
を

変
え
な
が
ら
』、『
近
代
サ
ー
カ
ス
へ
と
引
き
継
が
れ
て
い
く
。
衰
退
し
た
も
の
の
代
表
に
日
本
曲
馬
（
馬

芝
居
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
曲
乗
り
よ
り
も
歌
舞
伎
（
か
ぶ
き
）
の
趣
向
を
加
え
た
見
せ
物
だ
っ
た

だ
け
に
、
ス
ピ
ー
ド
や
ス
リ
ル
が
主
軸
で
あ
る
サ
ー
カ
ス
興
行
に
マ
ッ
チ
し
な
か
っ
た
た
め
と
考
え
ら

れ
』
て
い
る
。『
わ
が
国
の
近
代
サ
ー
カ
ス
に
黄
金
時
代
を
築
く
幕
開
き
と
な
っ
た
の
は
』、
昭
和
八
（
一

九
三
三
）
年
の
「
万
国
婦
人
子
供
博
覧
会
」
を
『
記
念
し
て
来
日
し
た
ド
イ
ツ
の
ハ
ー
ゲ
ン
ベ
ッ
ク
・
サ

ー
カ
ス
団
』（C

ircu
s C

arl H
ag

en
b
eck

）『
で
あ
る
。
そ
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
加
え
、
特
等
』
四
『
円

と
い
う
当
時
と
し
て
は
破
格
の
入
場
料
に
人
々
は
仰
天
し
、
サ
ー
カ
ス
に
対
す
る
認
識
を
大
き
く
書
き
換

え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
サ
ー
カ
ス
の
哀
愁
を
代
表
す
る
『
美
し
き
天
然
』［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：Y

o
u
T

u
b
e 

の
島
倉
千
代
子
の
わ
び
さ
び
す
さ
び
氏
の
そ
れ
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
お
く
。］
と
と
も
に
有
名
な
『
サ
ー
カ

ス
の
唄う

た

』［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：Y

o
u
T

u
b
e 

の
毘
沙
門
氏
の
天
北
原
謙
二
「
サ
ー
カ
ス
の
唄
」
を
リ
ン
ク
さ

せ
て
お
く
。］
は
、
こ
の
ハ
ー
ゲ
ン
ベ
ッ
ク
来
日
記
念
歓
迎
レ
コ
ー
ド
『
来
る
来
る
サ
ー
カ
ス
』
のB

面

に
収
め
ら
れ
た
歌
で
あ
る
』。『
こ
れ
を
機
に
チ
ャ
リ
ネ
、
軽
業
団
、
曲
馬
団
を
名
の
っ
て
い
た
一
座
の
多

く
が
サ
ー
カ
ス
団
と
名
前
を
か
え
、
そ
の
数
』
三
十
『
以
上
と
い
わ
れ
た
日
本
近
代
サ
ー
カ
ス
の
黄
金
期

を
迎
え
る
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
時
に
次
々
と
解
散
に
追
い
込
ま
れ
た
。
し
か
し
、
サ
ー
カ
ス
は
戦
後
い

ち
早
く
テ
ン
ト
も
な
い
ま
ま
の
青
空
の
下
で
の
興
行
な
ど
に
よ
っ
て
復
活
し
、
ふ
た
た
び
活
況
を
呈
し

た
。
現
在
の
日
本
の
サ
ー
カ
ス
団
は
木
下
、
キ
グ
レ
、
矢
野
、
カ
キ
ヌ
マ
、
ホ
リ
デ
イ
ン
、
国
際
の
』
六

『
団
体
で
、
い
ず
れ
も
常
設
小
屋
を
も
た
ず
、
テ
ン
ト
興
行
を
続
け
て
い
る
』
と
あ
る
。
ま
た
、
英
文
で

あ
る
が
、
サ
イ
ト
「C

irco
p

ed
ia

」（
サ
ー
カ
ス
百
科
事
典
）
に
は
、
よ
り
詳
し
いC

irco
 C

h
ia

rin
i 

に
つ

い
て
の
記
載
が
あ
り
、
そ
の
中
の
記
載
か
ら
、「
チ
ャ
リ
ネ
大
曲
馬
団
」
の
英
語
の
正
式
名
は
「S

ig
n

o
r 

C
h

ia
rin

i’
s R

o
ya

l Ita
lia

n
 H

o
rse T

ro
u

p
e

」
で
、
そ
れ
が
後
に
「C

h
ia

rin
i’

s R
o
ya

l Ita
lia

n
 C

ircu
s

」

と
な
っ
た
と
書
か
れ
て
あ
っ
た
。
ま
た
、
元
治
元
年
に
来
日
し
て
、
興
行
し
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
曲
芸

師
で
サ
ー
カ
ス
興
行
主
で
あ
っ
た
リ
チ
ャ
ー
ド
・
リ
ズ
リ
ー
・
カ
ー
ラ
イ
ル
（R

ich
ard

 R
isley

 C
arlisle 

一
八
一
四
年
～
一
八
七
四
年
）
で
、
彼
の
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、
『
仰
向
き
に
寝
て
、
足
で
子
供
を
ジ
ャ
グ

リ
ン
グ
す
る
技
は
「
リ
ズ
リ
ー
・
ア
ク
ト
」（R

isley
 act

）
と
い
う
名
前
が
付
け
ら
れ
て
い
る
』
と
あ
り
、

『
横
浜
居
留
地
に
サ
ー
カ
ス
団
を
率
い
て
来
日
し
、
西
洋
式
の
サ
ー
カ
ス
を
日
本
で
始
め
て
興
行
し
』、

ま
た
、『
日
本
の
芸
人
を
組
織
し
』
て
『「
帝
国
日
本
芸
人
一
座
」（Im

p
erial Jap

an
ese T

ro
u
p
e

）
を
つ
く

り
、
ア
メ
リ
カ
の
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
』、
一
八
六
七
年
（
慶
応
三
年
）
に
一
ヶ
月
間
、『
興
行
し
た
』

と
も
あ
る
。］ 

https://www.bajibunka.jrao.ne.jp/nk150/history/detail_003.html
https://www.bajibunka.jrao.ne.jp/nk150/history/detail_003.html
https://www.youtube.com/watch?v=hH-Jra9V8PU
https://www.youtube.com/watch?v=hH-Jra9V8PU
https://www.youtube.com/watch?v=R9L9pnyOlUs
https://www.youtube.com/watch?v=R9L9pnyOlUs
http://www.circopedia.org/Giuseppe_Chiarini
http://www.circopedia.org/Giuseppe_Chiarini
http://www.circopedia.org/Giuseppe_Chiarini
http://www.circopedia.org/Giuseppe_Chiarini
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%AA%E3%83%81%E3%83%A3%E3%83%BC%E3%83%89%E3%83%BB%E3%83%AA%E3%82%BA%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%83%BB%E3%82%AB%E3%83%BC%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%83%AB


  
 

空 

に 

眞 

赤 

な 
 

空そ
ら

に
眞
赤

ま

つ

か

な
雲く

も

の
い
ろ
。 

玻
璃

は

り

に
眞
赤

ま

つ

か

な
酒さ

け

の
色い

ろ

。 

な
ん
で
こ
の
身み

が
悲か

な

し
か
ろ
。 

空そ
ら

に
眞
赤

ま

つ

か

な
雲く

も

の
い
ろ
。 

四
十
一
年
五
月 

                              



  
 

秋 

の 

を 

は 

り 
 

腐く
さ

れ
た
る
林
檎

り

ん

ご

の
い
ろ
に 

な
ほ
靑あ

を

き
に
ほ
ひ
ち
ら
ぼ
ひ
、 

水
藥

す
ゐ
や
く

の
汚し

み
し
卓

つ
く
ゑ

に 

瓦
斯
焜
爐

が

す

こ

ん

ろ

ほ
の
か
に
燃も

ゆ
る
。 

 

病
人

や
ま
う
ど

は
肌は

だ

を
を
さ
め
て 

愁う
れ

は
し
く
さ
し
ぐ
む
ご
と
し
。 

何な

ぞ
濕し

め

る
、
醫い

局
き
よ
く

の
ゆ
ふ
べ
、 

見み

よ
、
ほ
め
く
劇
藥

げ
き
や
く

も
あ
り
。 

 

色い
ろ

冴さ

え
ぬ
室む

ろ

に
は
あ
れ
ど
、 

聲こ
ゑ

た
て
て
ほ
の
か
に
燃も

ゆ
る 

瓦
斯
焜
爐

が

す

こ

ん

ろ…
…
…

空そ
ら

と
、
こ
こ
ろ
と
、 

硝
子
戶

が

ら

す

ど

に
鈍に

ば
む
さ
び
し
さ
。 

 

し
か
は
あ
れ
ど
、
寒さ

む

き
ほ
の
ほ
に 

黃き

の
入
日

い

り

ひ

さ
し
そ
ふ
み
ぎ
り
、 

朽く

ち
は
て
し
秋あ

き

の
井ﾞ

オ
ロ
ン 

ほ
そ
ぼ
そ
と
う
め
き
た
て
ぬ
る
。 

四
十
一
年
十
二
月 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
最
終
行
三
行
目
の
「
井
゛

」
は
御
覧
の
通
り
、「
井
」
に
濁
点
で
、「
ヸ
」
で
は
な

い
。
一
字
で
は
ユ
ニ
コ
ー
ド
で
も
表
記
出
来
な
い
が
、
漢
字
の
「
井
」
を
ポ
イ
ン
ト
落
ち
に
し
、
濁
点

「
゛
」
を
上
付
き
半
角
に
し
て
示
し
た
。］ 

           



  
 

十 

月 

の 

顏 
 

顏
な
ほ
赤あ

か

し…
…

う
ち
曇
り
黃き

ば
め
る
夕

ゆ
ふ
べ

、 

『
十
月

じ
ふ
ぐ
わ
つ

』
は
熱ね

つ

を
病や

み
し
か
、
疲つ

か

れ
し
か
、 

濁に
ご

れ
る
河
岸

か

し

の
磨す

り

硝
子

が

ら

す

脊せ

に
凭
り
か
か
り
、 

霧
の
中う

ち

、
入
日

い

り

ひ

の
あ
と
の
河か

は

の
面も

を
た
だ
う
ち
眺な

が

む
。 

 

そ
こ
と
な
き
櫂か

い

の
う
れ
ひ
の
音ね

の
刻き

ざ

み…
…

 

淚
の
し
づ
く…

…

頰
に
も
ま
た
ゆ
る
き
な
げ
き
や…

…
 

 

や
や
あ
り
て
麪
包

パ

ン

の
破
片

か

け

ら

を
手
に
も
取
り
、 

さ
は
冷ひ

や

や
か
に
香
嚙か

み
し
め
て
、
來き

た

る
べ
き
日
の 

味あ
ぢ

も
な
き
悲
し
き
ゆ
め
を
お
も
ふ
と
き…

…
 

 

な
ほ
も
ま
た
廉や

す

き
石
油

せ

き

ゆ

の
香か

に
噎む

せ

び
、 

腐く
さ

れ
ち
ら
ぼ
ふ
骸
炭

コ
オ
ク
ス

に
足
も
汚よ

ご
れ
て
、 

小
蒸
汽

こ

じ

や
う

き

の
灰は

ひ

ば
み
過す

ぎ
し
船
腹

ふ
な
ば
ら

に 

一ひ
と

き
は
赤あ

か

く
輝か

が

や
き
し
か
の
窻
枠

ま
ど
わ
く

を
忍
ぶ
と
き…

…
 

 

月
光

つ
き
か
げ

は
は
や
も
さ
め
ざ
め…

…

淚
さ
め
ざ
め…

…
 

十
月

じ
ふ
ぐ
わ
つ

の
暮
れ
し
片
頰

か

た

ほ

を 

ほ
の
か
に
も
う
つ
し
い
だ
し
ぬ
。 

四
十
一
年
十
二
月 

              



  
 

 

接 

吻 

の 

時 
 

薄
暮

く
れ
が
た

か
、 

日
の
あ
さ
あ
け
か
、 

晝
か
、
は
た
、 

ゆ
め
の
夜
半

よ

は

に
か
。 

 

そ
は
え
も
わ
か
ね
、
燃も

え
わ
た
る
若
き
命

い
の
ち

の
眩
暈

め
く
る
め
き

、 

赤
き
震
慄

お

び

え

の
接
吻

く
ち
つ
け

に
ひ
た
と
身み

顫ふ
る

ふ
一い

つ

刹
那

せ

つ

な

。 

 

あ
な
、
見
よ
、
靑
き
大
月

た
い
げ
つ

は
西
よ
り
の
ぼ
り
、 

あ
な
や
、
ま
た
瘧

ぎ
や
く

病や

む
終は

て

の
顫

ふ
る
ひ

し
て 

東
へ
落
つ
る
日
の
光
、 

大お
ほ

ぞ
ら
に
星
は
な
げ
か
ひ
、 

靑
く
盲め

し

ひ
し
水
面

み

の

も

に
は
藥

く
す
り

香が

に
ほ
ふ
。 

 

あ
は
れ
、
ま
た
、
わ
が
立
つ
野
邊

の

べ

の
草
は
皆
色
も
干
乾

ひ

か

ら

び
、 

折
り
伏
せ
る
人
の
骸

か
ば
ね

の
夜よ

の
う
め
き
、 

人
靈
色

ひ
と
だ
ま
い
ろ

の 

木き

の
列れ

つ

は
、
あ
な
や
、
わ
が
挽
歌

ひ
き
う
た

う
た
ふ
。 

 

か
く
て
、
は
や
落
穗

お

ち

ぼ

ひ
ろ
ひ
の
農
人

の
う
に
ん

が
寒
き
瞳
よ
。 

歡
樂

よ
ろ
こ
び

の
穗
の
ひ
と
つ
だ
に
殘の

こ

さ
じ
と
、 

は
た
、
刈
り
入
る
る
鎌
の
刄は

の
痛い

た

き
光
よ
。 

野
の
す
ゑ
に
獸

け
も
の

ら
わ
ら
ひ
、 

血
に
饐す

え
て
汽
車

き

し

や

鳴
き
過す

ぐ
る
。 

 

あ
な
あ
は
れ
、
あ
な
あ
は
れ
、 

二
人

ふ

た

り

が
ほ
か
の

靈
た
ま
し
ひ

の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
そ
の
咒
咀

の

ろ

ひ

。 

 

朝
明

あ
さ
あ
け

か
、 

死し

の
薄
暮

く
れ
が
た

か
、 

晝
か
、
な
ほ
生あ

れ
も
せ
ぬ
日
か
、 

は
た
、
い
づ
れ
と
も
あ
ら
ば
あ
れ
。 

 

わ
れ
ら
知
る
赤
き

唇
く
ち
び
る

。 

四
十
一
年
六
月 



 
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
瘧
」（
ギ
ャ
ク
）
訓
で
は
「
お
こ
り
」
と
読
む
。
古
く
か
ら
「
わ
ら
は
や
み
」
と
も

呼
ば
れ
、
毎
日
或
い
は
隔
日
に
定
期
的
な
発
熱
症
状
を
起
こ
す
病
気
を
指
す
。
現
在
の
マ
ラ
リ
ア
で
あ

る
。
古
い
と
こ
ろ
で
は
、
作
中
人
物
な
が
ら
、「
源
氏
物
語
」
の
光
源
氏
が
「
若
紫
」
の
冒
頭
、「
瘧
病

わ
ら
は
や
み

に

わ
づ
ら
ひ
た
ま
ひ
て
」
北
山
に
加
持
祈
禱
を
受
け
に
行
く
こ
と
で
知
ら
れ
、「
平
家
物
語
」
の
巻
第
六
の

「
入
道
逝
去
」
の
シ
ー
ク
エ
ン
ス
を
見
る
と
、
平
清
盛
の
死
因
も
こ
れ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
特
に
私
は
そ

の
前
の
巻
五
の
「
物
怪
（
も
つ
け
）」
で
、
清
盛
が
庭
に
無
数
の
髑
髏
の
見
る
の
は
マ
ラ
リ
ア
に
よ
る
熱

性
譫
妄
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ウ
ィ
キ
の
「
マ
ラ
リ
ア
」
に
よ
れ
ば
、
本
邦
で
は
明
治
三
六
（
一
九
〇

三
）
年
の
時
点
で
も
全
国
に
年
間
二
十
万
人
に
も
及
ぶ
土
着
性
マ
ラ
リ
ア
の
患
者
が
い
た
が
（
本
詩
篇
の

ク
レ
ジ
ッ
ト
は
明
治
四
十
一
年
で
一
九
〇
八
年
）、
そ
の
後
、
急
速
に
減
少
し
、
大
正
九
（
一
九
二
〇
）

年
に
は
九
万
人
、
昭
和
一
〇
（
一
九
三
五
）
年
に
は
五
千
人
に
激
減
し
た
。
戦
中
・
戦
後
に
は
復
員
者
に

よ
る
一
時
的
な
急
増
が
あ
っ
た
が
、
減
少
傾
向
は
続
き
、
昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
の
彦
根
市
で
の
発

症
事
例
を
最
後
に
、
土
着
マ
ラ
リ
ア
患
者
は
消
滅
し
た
と
あ
る
。
私
は
海
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し

て
い
た
同
僚
教
師
で
友
人
を
マ
ラ
リ
ア
で
失
っ
た
（「
亡
き
友
へ 

木
蔭
で―

―

永
野
広
務
に
」）。］ 

                        

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9E%E3%83%A9%E3%83%AA%E3%82%A2#%E6%97%A5%E6%9C%AC
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2006/04/post_ce28.html


  
 

 

濁 

江 

の 

空 
 

腐く
さ

れ
た
る
林
檎

り

ん

ご

の
如
き
日
の
に
ほ
ひ 

圓ま
ろ

ら
に
、
さ
あ
れ
、
光
な
く
甘あ

ま

げ
に
沈
む 

晚お
そ

春は
る

の
濁

に
ご
り

重お
も

た
き
靄
の
内う

ち

、 

ふ
と
、
カ
キ
色い

ろ

の
輕
氣
球

け

い

き
き

う

く
だ
る
け
は
ひ
す
。 

 

遠
方

を
ち
か
た

の
曇く

も

れ
る
都と

市し

の
屋
根

や

ね

の
色 

た
ゆ
げ
に
仰あ

ふ

ぐ
人
は
い
ま
鈍に

ぶ

く
も
き
か
む
、 

濁
に
ご
り

江え

の
ね
ぶ
た
き
、
あ
る
は
、
や
や
赤あ

か

き 

に
ほ
ひ
の
空
の
い
づ
こ
に
か
洩も

る
る
鐵て

つ

の
音ね

。 

 

な
や
ま
し
き
、
さ
は
江え

の
泥ど

ろ

の
沈
澱

お

ど

み

よ
り 

あ
か
る
と
も
な
き
灰
紅

く
わ
い
こ
う

の
帆
の
ふ
く
ら
み
に 

傳つ
た

へ
く
る
潜
水
夫

も
ぐ
り
の
ひ
と

が
作
業

さ

げ

ふ

に
か
、 

饐す

え
た
る
吐
息

と

い

き

そ
こ
は
か
と
水
面

み

の

も

に
黃き

ば
む
。 

 

河
岸

か

し

に
な
ほ
物
見

も

の

み

る
子
ら
は
う
づ
く
ま
り
、 

は
や
倦う

ま
し
げ
に
人
形

に
ん
ぎ
や
う

を
そ
が
手
に
泣
か
す
。 

日
暮

ひ

く

れ

ど
き
、
入
日

い

り

ひ

に
濁
る
靄も

や

の
内う

ち

、 

ま
た
、
ふ
く
ら
か
に
輕
氣
球

け

い

き
き

う

く
だ
る
け
は
ひ
す
。 

四
十
一
年
八
月 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
第
一
連
の
「
靄
」
に
ル
ビ
な
く
、
最
終
連
に
あ
る
の
は
マ
マ
。 

「
カ
キ
色
」
カ
ー
キ
色
。
英
語
「K

h
ak

i

」。
黄
色
系
の
砂
や
土
っ
ぽ
い
色
で
あ
る
が
、
特
に
軍
服
に
用
い

ら
れ
る
淡
い
茶
系
色
を
指
す
。
こ
の
英
語
は
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
で
「
土
埃
色
の
」
を
意
味
す
る
語
が
元
で
あ

る
が
、
そ
の
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
も
元
は
ペ
ル
シ
ャ
語
の
「
土
埃
」
か
ら
借
り
入
れ
た
語
で
あ
る
（
ウ
ィ
キ
の

「
カ
ー
キ
色
」
に
拠
る
）。 

「
沈
澱
（
お
ど
み
）」「
澱
（
よ
ど
）
み
」
に
同
じ
い
。
但
し
、
歴
史
的
仮
名
遣
は
「
を
ど
み
」
が
正
し
い

よ
う
で
あ
る
。］ 

       

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AB%E3%83%BC%E3%82%AD%E8%89%B2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AB%E3%83%BC%E3%82%AD%E8%89%B2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AB%E3%83%BC%E3%82%AD%E8%89%B2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AB%E3%83%BC%E3%82%AD%E8%89%B2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AB%E3%83%BC%E3%82%AD%E8%89%B2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AB%E3%83%BC%E3%82%AD%E8%89%B2


  
 

 

魔 

國 

の 

た 

そ 

が 

れ 
 

う
ち
曇く

も

る
暗
紅
色

あ
ん
こ
う
し
よ
く

の
大お

ほ

き
日
の 

魔
法

ま

は

ふ

の
國
に
病や

ま
し
げ
の
笑ゑ

み

し
て
入
れ
ば
、 

も
の
甘あ

ま

き
驢ろ

馬ば

の
鳴
く
音ね

に
も
よ
ほ
さ
れ
、 

こ
の
も
か
の
も
に
惱な

や

ま
し
き
吐
息

と

い

き

ぞ
お
こ
る
。 

 

そ
の
か
み
の
激は

げ

し
き
夢
や
忍し

の

ぶ
ら
む
。 

鬱
黃

う

こ

ん

の
百
合

ゆ

り

は
血ち

に
に
じ
む
眸

ひ
と
み

を
つ
ぶ
り
、 

人
間

に
ん
げ
ん

の
聲こ

ゑ

し
て
挑い

ど

み
、
飛
び
か
は
し 

鸚
鵡

あ

う

む

の
鳥
は
か
な
し
げ
に
翅

つ
ば
さ

ふ
る
は
す
。 

 

草
も
木
も
か
の
誘
惑

い
ざ
な
ひ

に
化な

さ
れ
つ
る 

旅
の
わ
か
う
ど
、
暮
れ
行
け
ば
心
ひ
ま
な
く 

え
も
わ
か
ぬ
毒ど

く

の
怨
言

か

ご

と

に
な
や
ま
さ
れ
、 

わ
れ
と
悲
し
き
歡
樂

く
わ
ん
ら
く

に
怕お

そ

れ
て
顫ふ

る

ふ
。 

 

日
は
沈
み
、
た
そ
が
れ
ど
き
の
空そ

ら

の
色 

靑
き
魔
藥

ま

や

く

の
薰

か
を
り

し
て
古ふ

り
つ
つ
ゆ
け
ば
、 

ほ
の
か
に
も
誘さ

そ

は
れ
來き

た

る
隊
商

カ
ラ
バ
ン

の 

鈴す
ず

鳴
る…

…

あ
は
れ
、
今
日

け

ふ

も
ま
た
恐
怖

お

そ

れ

の
豫
報

し

ら

せ

。 

 

は
と
ば
か
り
默つ

ぐ

み
戰

を
の
の

く
も
の
の
息い

き

。 

色い
ろ

天
鵝
絨

び

ろ

う

ど

を
擦す

る
ご
と
き
裳も

裾す
そ

の
ほ
か
は 

聲
も
な
く
甘
く
重お

も

た
き
靄も

や

の
闇や

み

、 

は
や
も
王
女

わ
う
ぢ
よ

の
領し

ら
す
べ
き
夜よ

と
こ
そ
な
り
ぬ
。 

四
十
一
年
八
月 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
鬱
黃

う

こ

ん

」「
鬱
金
」
は
こ
う
も
書
く
。
ウ
コ
ン
色
。
鮮
や
か
な
黄
色
。
黄
金
色

き

ん

い

ろ

。 

「
怨
言

か

ご

と

」「
託
言

か

ご

と

」。
古
語
で
「
不
平
・
愚
痴
・
恨
み
ご
と
」
の
意
が
あ
る
。］ 

       



  
 

 

蜜 

の 

室 
 

薄
暮

く
れ
が
た

の
潤う

る

み
に
ご
れ
る
室む

ろ

の
内う

ち

、 

甘
く
も
腐く

さ

る
百
合

ゆ

り

の
蜜み

つ

、
は
た
、
靄も

や

ぼ
か
し 

色
赤
き
い
ん
く
の
罎び

ん

の
か
た
ち
し
て 

ひ
そ
か
に
點と

も

る
豆
ら
ん
ぷ
息い

き

づ
み
曇
る
。 

 

『
豐
國

と
よ
く
に

』
の
ぼ
や
け
し
似
顏

に

が

ほ

生な
ま

ぬ
る
く
、 

曇く
も

硝
子

が

ら

す

の
窻
の
そ
と
外

光

ぐ
わ
い
く
わ
う

な
や
む
。 

も
の
の
本ほ

ん

、
あ
る
は
ち
ら
ぼ
ふ
日
の
な
げ
き
、 

暮
れ
も
な
や
め
る

靈
た
ま
し
ひ

の
金
字

き

ん

じ

の
に
ほ
ひ
。 

 

接
吻

く
ち
つ
け

の
長な

が

き
甘
さ
に
倦あ

き
ぬ
ら
む
。 

そ
と
手
を
ほ
ど
き
靄
の
内う

ち

さ
ぐ
る
心
地

こ

ゝ

ち

に
、 

色
盲

し
き
ま
う

の
瞳

ひ
と
み

の
女

を
ん
な

う
ら
ま
ど
ひ
、 

病や

め
る
ペ
リ
ガ
ン
い
ま
遠
き
濕
地

し

め

ぢ

に
な
げ
く
。 

 

か
か
る
と
き
、
お
ぼ
め
き
摩な

す

る V
io

lo
n

井ﾞ

オ

ロ

ン 

の 

な
や
み
の
絃い

と

の
手
觸

て
さ
は
り

の
に
ほ
ひ
の
重お

も

さ
。 

鈍に
ぶ

き
毛け

の
絨
氈

じ
ゆ
た
ん

に
甘
き
蜜み

つ

の
闇や

み 

澱お
ど

み
饐す

え
つ
つ…

…

血
の
ご
と
も
ら
ん
ぷ
は
消
ゆ
る
。 

四
十
一
年
八
月 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
息い

き

づ
み
」「
息
詰
み
」。
こ
れ
に
は
「
息
を
詰
め
て
腹
に
力
を
入
れ
る
」
の
意
と
、

「
こ
ら
え
る
・
辛
抱
す
る
」
の
意
が
あ
る
が
、「
ひ
そ
か
に
點
る
」
を
受
け
る
以
上
、
後
者
の
擬
人
法
で

あ
る
。 

「
豐
國
」
最
も
知
ら
れ
る
の
は
初
代
歌
川
豊
国
（
明
和
六
（
一
七
六
九
）
年
～
文
政
八
（
一
八
二
五
）

年
）
で
あ
る
が
（
豊
国
の
襲
名
者
は
本
詩
篇
以
前
で
は
四
代
目
ま
で
い
る
）、「
ぼ
や
け
」
た
タ
ッ
チ
の

「
似
顔
」
で
「
生
ぬ
る
」
い
感
じ
は
私
は
受
け
な
い
。「
ぼ
や
け
し
」
と
い
う
の
は
或
い
は
浮
世
絵
の
女

の
顔
の
ス
テ
ロ
タ
イ
プ
と
い
う
か
、
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
的
な
部
分
を
言
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。 

「
ペ
リ
ガ
ン
」
ペ
リ
カ
ン
。「
曇
日
」
で
既
出
既
注
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
「
ベ
リ
ガ
ン
」
と
な
っ
て
い

た
こ
と
は
注
記
済
み
で
あ
る
。 

「V
io

lo
n

井ﾞ

オ

ロ

ン

」
ル
ビ
は
御
覧
の
通
り
、「
井
」
に
濁
点
で
、「
ヸ
」
で
は
な
い
。
一
字
で
は
ユ
ニ
コ
ー
ド
で
も

表
記
出
来
な
い
が
、
漢
字
の
「
井
」
を
ポ
イ
ン
ト
落
ち
に
し
、
濁
点
「
゛
」
を
上
付
き
半
角
に
し
て
示
し

た
。 

「
絨
氈

じ
ゆ
た
ん

」
は
マ
マ
。
後
発
の
作
品
集
で
は
「
じ
ゆ
う
た
ん
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
私
は
誤
植
と
は
思
わ
な

い
。「
絨
」
に
は
「
ジ
ユ
（
ジ
ュ
）」
の
音
が
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
作
者
の
五
・
七
の
音
律
か
ら
は
「
じ
ゆ

http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/10/post-874f48.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/10/post-874f48.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/10/post-874f48.html


た
ん
（
じ
ゅ
た
ん
）」
を
選
ん
で
何
ら
お
か
し
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
朗
読
し
て
見
た
時
、
こ
の

部
分
に
「
じ
ゅ
う
た
ん
」
の
緩
み
が
入
る
の
で
は
、
頗
る
コ
ー
ダ
の
雰
囲
気
を
躓
か
せ
、
壊
す
よ
う
に
思

わ
れ
る
か
ら
で
も
あ
る
。
］ 

                                   



  
 

 

酒 

と 

煙 

草 

に 
 

酒さ
け

と
煙
草

た

ば

こ

に
う
つ
と
り
と
、 

倦う

め
る
こ
こ
ろ
を
見
ま
も
れ
ば
、 

そ
れ
と
し
も
な
き
靈た

ま

の
い
ろ 

曇く
も

り
な
が
ら
に
泣
き
い
づ
る
。 

 

な
に
か
嘆な

げ

か
む
、
う
き
う
き
と
、 

三
味

し

や

み

に
燥は

し

や
ぐ
わ
が
こ
こ
ろ
。 

な
に
か
嘆な

げ

か
む
、
さ
い
へ
、
ま
た 

靈た
ま

は
し
く
し
く
泣
き
い
づ
る
。 

四
十
一
年
五
月 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
さ
い
へ
」
既
出
既
注
で
あ
る
が
、
再
掲
し
て
お
く
と
、
第
二
連
三
行
目
の
「
さ
い

へ
」
は
連
語
「
然
言

さ

い

へ
ど
」
の
接
続
助
詞
「
ど
」
を
カ
ッ
ト
し
た
も
の
で
、「
そ
う
は
言
っ
て
も
」
の

意
。
本
詩
集
の
基
本
律
の
一
つ
で
あ
る
五
・
七
調
定
型
詩
に
合
わ
せ
る
た
め
の
仕
儀
で
あ
る
。］ 

                     



  
 

 

鈴 

の 

音 
 

日
は
赤
し
、
窓ま

ど

の
上へ

に
恐
怖

お

そ

れ

の
烏

か
ら
す 

ひ
た
默つ

ぐ

み
暮
れ
か
か
る
砂
漠

さ

ば

く

を
熟
視

み

つ

む
。 

 

今
日

け

ふ

も
ま
た
も
の
鈍に

ぶ

き
駱
駝

ら

く

だ

を
つ
ら
ね
、 

一
群

ひ
と
む
れ

の
わ
が
や
か
ら
消き

え
さ
り
ゆ
き
ぬ
。 

も
の
甘
き
鈴
の
音お

と

、
あ
あ
そ
を
聽き

け
よ
。 

 
 

か
ら
ら
、
か
ら
ら
、
ら
、
ら
、
ら…

…
 

 

暮く

れ
の
こ
る
ピ
ラ
ミ
ド
の
暗
紅
色

あ
ん
こ
う
し
よ
く

よ
。 

そ
が
空
の
う
ち
濁に

ご

る
重
き
空
氣

く

う

き

よ
。 

い
づ
こ
に
か
月
の
色
ほ
の
め
く
ご
と
し
。 

 
 

か
ら
ら
、
か
ら
ら
、
ら
、
ら
、
ら…

…
 

 

か
の
群む

れ

よ
、
靄も

や

ふ
か
く
、
い
ま
か
ひ
ろ
ぐ
る 

色
鈍に

ぶ

き
、
幽
欝

い
う
う
つ

の
毛
織

け

お

り

の
天
幕

て

ん

と

。 

駱
駝

ら

く

だ

ら
の
た
め
い
き
も
そ
こ
は
か
と
な
く
。 

 
 

か
ら
ら
、
か
ら
ら
、
ら
、
ら
、
ら…

…
 

 

も
の
靑
く
暮
れ
て
み
な
蒸
し
も
見
わ
か
ね
。 

饐す

え
温ぬ

る
む
空そ

ら

の
を
ち
、
薄う

す

ら
あ
か
り
に
、 

ほ
の
か
に
も
此
方

こ

な

た

見
る
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
の
瞳
。 

 
 

か
ら
ら
、
か
ら
ら
、
ら
、
ら
、
ら…

…
 

 

あ
は
れ
、
そ
の
靜し

づ

か
な
る
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
の
瞳
。 

あ
あ
暗
示

あ

ん

じ…
…

え
も
わ
か
ぬ
夢
の
象
徵

シ
ム
ボ
ル

。 

ま
た
く
い
ま
埃
及

え
じ
ぷ
と

の
夜よ

と
や
な
る
ら
む
。 

 
 

か
ら
ら
、
か
ら
ら
、
ら
、
ら
、
ら…
…

 

 

烏
い
ま
は
た
は
た
と
遠
く
飛
び
去
り
、 

窓ま
ど

に
た
だ
色
あ
か
き
燈
火

と
も
し
び

點と
も

る
。 

四
十
一
年
八
月 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
第
五
連
二
行
目
「
を
ち
」
は
「
遠を

ち
」。「
遠
方
」（
を
ち
か
た
（
お
ち
か
た
））。
遠

く
の
所
。
ず
っ
と
向
こ
う
の
方
。］ 

 



  
 

 

夢 

の 

奧 
 

ほ
の
か
に
も
や
は
ら
か
き
に
ほ
ひ
の
園
生

そ

の

ふ

。 

あ
は
れ
、
そ
の
ゆ
め
の
奧お

く

。
日ひ

と
夜よ

の
あ
は
ひ
。 

薄う
す

あ
か
る
空
の
色
ひ
そ
か
に
顫ふ

る

ひ 

暮
れ
も
ゆ
く
そ
の
し
ば
し
、
聲
な
く
立
て
る 

眞
白

ま

し

ろ

な
る
大
理
石

な

め

い

し

の
男

を
と
こ

の
像

す
が
た

、 

微
妙

い

み

じ
く
も
ま
た
貴あ

て

に
瞑
目

め

つ

ぶ

り
な
が
ら 

淸き
よ

ら
な
る
面お

も

の
色
か
す
か
に
ゆ
め
む
。 

 

も
の
な
べ
て
さ
は
妙た

へ

に
女

を
み
な

の
眼め

ざ
し 

あ
は
れ
そ
が
夢
ふ
か
き
空
色

そ
ら
い
ろ

し
つ
つ
、 

に
ほ
や
か
に
な
や
ま
し
の
思

お
も
ひ

は
う
る
む
。 

そ
が
な
か
に
埋う

も
れ
た
る
素そ

馨け
い

の
な
げ
き
、 

蒸む

し
甘
き
沈
丁

ぢ
ん
て
う

の
あ
る
は
刺さ

せ
ど
も 

な
に
ほ
ど
の
香か

の
痛い

た

み
身
に
し
お
ぼ
え
む
。 

わ
か
う
ど
は
聲
も
な
し
、
淸き

よ

く
、
か
な
し
く
。 

 

薄
暮

た
そ
が
れ

に
せ
き
も
あ
へ
ぬ
女

を
ん
な

の
吐
息

と

い

き 

あ
は
れ
そ
の
愁

う
れ
ひ

如な

し
、
し
ぶ
く
噴
水

ふ
き
あ
げ 

そ
こ
と
な
う
節ふ

し

ゆ
る
う
ゆ
ら
ゆ
る
な
べ
に
、 

い
つ
し
か
と
ほ
の
め
き
ぬ
月
の
光
も
。 

そ
の
空
に
、
そ
の
苑そ

の

に
、
ほ
の
の
靑
み
に 

靜
か
な
る
欷
歔

す
す
り
な
き

泣
き
も
い
で
つ
つ
、 

い
づ
く
に
か
、
さ
ま
だ
る
る
愛
慕

あ

い

ぼ

の
な
げ
き
。 

 

や
は
ら
か
き
ほ
の
熱ほ

て

る
女
の
足
音

あ

の

と 

あ
は
れ
そ
の
ほ
め
き
如な

し
、
燃も

え
も
生あ

れ
ゆ
く 

ゆ
め
に
ほ
ふ
心
音

し
ん
の
ん

の
う
つ
つ
な
き
か
な
。 

大
理
石

な

め

い

し

の
身
の
白し

ろ

み
、
面お

も

も
ほ
の
か
に
、 

ひ
ら
き
ゆ
く
そ
の
眼め

ざ
し
、
な
か
ば
閉
ぢ
つ
つ
、 

ゆ
め
の
ご
と
空
仰あ

ふ

ぎ
、
い
ま
ぞ
見
惚

み

ほ

る
る
。 

色
わ
か
き
夜よ

る

の
星
、
う
る
む

紅
く
れ
な
ゐ

。 

四
十
一
年
七
月 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
第
二
連
の
「
女
」
を
「
を
み
な
」
と
ル
ビ
し
、
第
三
連
の
そ
れ
を
「
を
ん
な
」
と

し
、
第
四
連
に
振
ら
な
い
の
は
マ
マ
。
こ
れ
で
は
第
四
連
の
そ
れ
を
ど
う
音
読
す
れ
ば
よ
い
か
、
朗
読
で



は
迷
う
。
後
の
あ
る
選
集
で
は
前
二
箇
所
を
「
を
ん
な
」
と
し
て
第
四
連
に
振
ら
な
い
。
個
人
的
に
は
し

か
し
、
幻
想
性
を
保
持
す
る
た
め
に
「
を
み
な
」
で
統
一
し
た
く
な
る
私
が
い
る
。 

「
素そ

馨け
い

」
被
子
植
物
門
双
子
葉
植
物
綱
シ
ソ
目
モ
ク
セ
イ
科
ソ
ケ
イ
属 

Ja
sm

in
u
m

 

或
い
は
狭
義
に
は
同

属
ソ
ケ
イ 

Ja
sm

in
u
m

 g
ra

n
d
iflo

ru
m

 

を
指
す
。
属
名
（
ヤ
ス
ミ
ヌ
ム
）
か
ら
判
る
通
り
、
幾
つ
か
の
種

が
例
の
強
い
芳
香
を
放
つ
花
を
持
つ
ジ
ャ
ス
ミ
ン
（
英
語
：jasm

in
e

）
類
及
び
そ
の
一
種
で
あ
る
。
南
ア

ジ
ア
の
イ
ン
ド
や
パ
キ
ス
タ
ン
の
高
地
に
自
生
す
る
が
、
本
邦
へ
は
恐
ら
く
は
種
と
し
て
の
ソ
ケ
イ
が
江

戸
後
期
に
中
国
か
ら
琉
球
を
経
て
、
薩
摩
に
伝
来
し
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
素
馨
は
漢
名
で
。
五
代
十

国
時
代
の
劉

り
ゅ
う

隠い
ん

（
八
七
四
年
～
九
一
一
年
：
晩
唐
の
節
度
使
で
後
梁
の
南
海
王
。
十
国
南
漢
の
基
礎
を
作

り
上
げ
た
）
の
侍
女
に
「
素
馨
」
と
い
う
名
の
少
女
が
お
り
、
死
ん
だ
彼
女
を
葬
っ
た
場
所
に
こ
の
素
馨

の
花
が
咲
き
、
何
時
ま
で
も
香
り
が
あ
っ
た
と
い
う
伝
説
が
由
来
と
い
う
説
が
あ
る
。 

「
沈
丁

ぢ
ん
て
う

」
双
子
葉
植
物
綱
フ
ト
モ
モ
目
ジ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ
科
ジ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ
属
ジ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ 

D
a
p
h
n
e 

o
d
o
ra

。
花
が
強
い
芳
香
を
放
つ
。
属
名
「D

a
p
h
n
e

」
は
ギ
リ
シ
ア
神
話
で
ア
ポ
ロ
ン
の
求
愛
を
拒
ん
で

月
桂
樹
に
変
じ
た
女
神
ダ
フ
ネ
に
因
み
、
種
小
名
「o

d
o
ra

」
は
「
芳
香
が
あ
る
」
の
意
で
あ
る
。
こ
こ
の

部
分
、
幻
想
の
庭
園
の
孤
独
な
青
年
像
と
そ
の
恋
の
、
心
内
の
美
妙
な
哀
し
き
葛
藤
を
、
二
つ
の
強
い
芳

香
を
発
す
る
二
種
を
掲
げ
て
拮
抗
さ
せ
、
嗅
覚
的
な
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
と
し
て
表
現
し
た
卓
抜
な
シ
ー
ク

エ
ン
ス
と
言
え
よ
う
。 

「
如な

し
」
は
特
異
な
用
法
で
一
般
的
と
は
言
え
な
い
。
通
常
な
ら
ば
現
実
の
動
作
の
「
成
し
」
で
あ
ろ
う

が
、
こ
こ
で
は
、「
あ
た
か
も
そ
う
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
す
る
」「
そ
の
よ
う
に
成
し
て
い
る
か
の
如
く

に
見
え
る
」
と
い
う
様
態
の
比
喩
的
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
出
し
、
幻
想
性
を
高
め
て
い
る
と
は
言
え
る
。 

「
そ
こ
と
な
う
節ふ

し

ゆ
る
う
ゆ
ら
ゆ
る
な
べ
に
」「
其
處
と
無
く
、
節
、
緩
く
緩
ら
ゆ
る
奈
（
那
）
邊
に
」

で
「
ど
こ
と
確
か
に
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
け
れ
ど
、
女
の
吐
息
が
、
艶
な
る
、
あ
た
か
も
あ
る
音
曲
の

節ふ
し

の
よ
う
に
、
行
き
去
り
難
く
と
ど
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
、
そ
れ
が
、
あ
の
辺
り
に
」
と
い
う
意
味
で
私

は
採
っ
た
。］ 

               



  
 

 

窓 
 

か
か
る
窓
あ
り
と
も
知
ら
ず
、
昨
日

き

の

ふ

ま
で
過す

ぎ
し
河
岸

か
は
き
し

。 

今
日

け

ふ

は
見
よ
、 

色
赤
き
花
に
日
の
照
り
、
か
な
し
く
も
依
依
兒

え

え

て

る

匂
ふ
。 

あ
は
れ
ま
た
病や

め
る 

P
ian

o

ピ

ア

ノ 

も ‥
‥

 

四
十
一
年
九
月 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
四
点
リ
ー
ダ
は
マ
マ
。 

「
依
依
兒

え

え

て

る

」
こ
の
場
合
は
、
「
赤
き
花
の
魔
睡
」
に
出
た
空
間
を
満
た
す
仮
想
物
質
と
し
て
の
「
エ
ー
テ

ル
」
で
は
な
か
ろ
う
。
そ
ち
ら
で
は
、
北
原
白
秋
は
そ
の
エ
ー
テ
ル
に
「
光
素

エ
エ
テ
ル

」
の
漢
字
を
与
え
て
い
る

か
ら
で
、
し
か
も
本
篇
は
「
か
な
し
く
も
」
そ
の
エ
ー
テ
ル
が
実
際
の
臭
気
と
し
て
「
匂
」
っ
て
く
る
の

で
あ
る
。
さ
す
れ
ば
、
彼
が
見
上
げ
た
川
岸
の
窓
と
は
病
院
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
こ
か
ら
麻
酔
剤

と
し
て
の
「
依
依
兒

え

え

て

る

」
＝ 

eth
er 

＝ 
eth

y
l eth

er

（
エ
チ
ル
・
エ
ー
テ
ル
）
の
薬
物
の
臭
い
が
漂
っ
て
く

る
の
で
あ
る
。
そ
の
推
定
の
確
信
は
続
く
終
行
の
「
あ
は
れ
ま
た
病や

め
る 

P
ian

o

ピ

ア

ノ

も‥
‥

」
に
よ
っ
て
補

完
さ
れ
て
い
る
と
私
は
思
う
。］ 

                     



  
 

 

昨
日
と
今
日
と 

 

わ
か
う
ど
の
せ
は
し
さ
よ
。 

さ
は
昨
日

き

の

ふ

世
を
も
厭
ひ
て
重
格
魯
密
母

ぢ

ゆ

う

ク

ロ

ヲ

ム

求と

め
も
泣
き
し
か
、 

今
朝

け

さ

は
は
や
林
檎
吸
ひ
つ
つ
霧
深
き
河
岸
路

か

し

ぢ

を
辿
る
。 

歌
樂
し
、
鳴
ら
す
木
履

き

ぐ

つ

に‥
‥

 

四
十
一
年
十
一
月 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
四
点
リ
ー
ダ
は
マ
マ
。 

「
重
格
魯
密
母

ぢ

ゆ

う

ク

ロ

ヲ

ム

」
重
ク
ロ
ム
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
。
二に

ク
ロ
ム
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
英
語
：so

d
iu

m
 

d
ich

ro
m

ate

）
に
同
じ
。
革
鞣な

め

し
に
用
い
ら
れ
る
無
機
顔
料
、
染
料
・
染
色
（
木
綿
・
毛
織
な
ど
の
染
色

と
捺
染
の
媒
染
）、
金
属
表
面
処
理
（
金
属
着
色
）
や
腐
食
抑
制
剤
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
る
が
、
人
体

に
は
有
害
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、「
毒
劇
物
取
締
法
」
で
劇
物
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
現
在

で
は
発
癌
性
を
持
つ
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。］ 

                       



  
わ 
か 

き 

日 
 

『
か
く
ま
で
も
、
か
く
ま
で
も
、 

わ
か
う
ど
は
悲
し
か
る
に
や
。』 

『
さ
な
り
、
女

を
み
な

、 

わ
か
き
日
に
は
、 

ま
し
て
ま
た
才さ

い

あ
る
身
に
は
。』 

四
十
一
年
十
一
月 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
標
題
位
置
が
上
が
っ
て
い
る
の
は
マ
マ
（
こ
の
標
題
位
置
の
移
動
は
以
降
の
詩
篇
で

も
頻
繁
に
見
ら
れ
る
の
で
、
以
降
は
特
に
注
さ
な
い
。
次
の
「
謀
叛
」
に
添
え
た
「
朱
の
伴
奏
」
の
底
本

画
像
を
見
ら
れ
た
い
。
本
篇
を
以
っ
て
第
一
パ
ー
ト
「
魔
睡
」
は
終
わ
っ
て
い
る
。
な
お
、
次
の
パ
ー
ト

標
題
「
朱
の
伴
奏
」
の
注
に
あ
る
リ
ン
ク
先
に
本
詩
篇
の
原
画
像
が
右
ペ
ー
ジ
に
あ
る
の
で
見
ら
れ
た

い
。］ 

                       



  
 

朱
の
伴
奏 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
パ
ー
ト
標
題
（
赤
字
で
右
か
ら
左
）
と
挿
絵
（
石
井
柏
亭
）。「
魔
睡
」
の
最
終
篇

「
わ
か
き
日
」
と
見
開
き
な
の
で
、
一
緒
に
ト
リ
ミ
ン
グ
し
た
。「
朱
」
は
「
こ
ほ
ろ
ぎ
」
に
出
る
音

「
し
ゆ
」（
し
ゅ
）
で
読
ん
で
お
く
。 

 

以
下
の
散
文
詩
は
こ
の
パ
ー
ト
標
題
ペ
ー
ジ
の
裏
に
記
さ
れ
て
あ
る
。
底
本
は
中
央
に
極
く
ポ
イ
ン
ト

落
ち
で
六
行
で
書
か
れ
て
あ
る
。
句
点
の
後
の
有
意
な
字
空
け
は
マ
マ
。］ 

  

凡
て
情
緖
也
。 

靜
か
な
る
精
舍
の
庭
に
ほ
の
め
き
い
で
て
紅
の
戰
慄
に
盲
ひ
た
る
井ﾞ

オ
ロ
ン
の
響
は
わ

が
内
心
の
旋
律
に
し
て
、
赤
き
絕
叫
の
な
か
に
ほ
の
か
に
啼
け
る
こ
ほ
ろ
ぎ
の
音
は
こ
れ
亦
わ
が
情
緖
の

一
絃
に
よ
り
て
密
か
に
奏
で
ら
る
る
愁
也
。 

な
げ
か
ひ
也
。 

そ
の
他
お
ほ
む
ね
之
に
倣
ふ
。 

                         

https://onibi.cocolog-nifty.com/photos/uncategorized/syunobansou.jpg


  
 

 

謀 
 

叛 
 

ひ
と
日
、
わ
が
精
舍

し
や
う
じ
や

の
庭に

は

に
、 

晚
秋

お
そ
あ
き

の
靜
か
な
る
落
日

い

り

ひ

の
な
か
に
、 

あ
は
れ
、
ま
た
、
薄
黃

う

す

ぎ

な
る
噴
水

ふ
き
あ
げ

の
吐
息

と

い

き

の
な
か
に
、 

い
と
ほ
の
に
井ﾞ

オ
ロ
ン
の
、
そ
の
絃い

と

の
、 

そ
の
夢
の
、
哀
愁

か
な
し
み

の
、
い
と
ほ
の
に
う
れ
ひ
泣な

く
。 

 

蠟ら
ふ

の
火
と
懺
悔

ざ

ん

げ

の
く
ゆ
り 

ほ
の
ぼ
の
と
、
廊ら

う

い
づ
る
白
き
衣

こ
ろ
も

は 

夕
暮

ゆ
ふ
ぐ
れ

に
言も

の

も
な
き
修
道
女

し
ゅ
う
ど
う
め

の
長
き
一
列

ひ
と
つ
ら

。 

さ
あ
れ
、
い
ま
、
井ﾞ

オ
ロ
ン
の
、
く
る
し
み
の
、 

刺さ

す
が
ご
と
火
の
酒
の
、
そ
の
絃い

と

の
い
た
み
泣
く
。 

 

ま
た
あ
れ
ば
落
日

い

り

ひ

の
色い

ろ

に
、 

夢
燃も

ゆ
る
、
噴
水

ふ
き
あ
げ

の
吐
息

と

い

き

の
な
か
に
、 

さ
ら
に
な
ほ
歌
も
な
き
白
鳥

し
ら
と
り

の
愁

う
れ
ひ

の
も
と
に
、 

い
と
强
き
硝
藥

せ
う
や
く

の
、
黑
き
火
の
、 

地
の
底
の
導
火

み

ち

び

燬や

き
、
井ﾞ

オ
ロ
ン
ぞ
狂
ひ
泣
く
。 

 

跳を
ど

り
來く

る
車
輌

し
や
り
や
う

の
響

ひ
び
き

、 

毒ど
く

の
彈
丸

た

ま

、
血ち

の
烟

け
む
り

、
閃ひ

ら

め
く
刄

や
い
ば

、 

あ
は
れ
、
驚
破

す

は

、
火
と
な
ら
む
、
噴
水

ふ
き
あ
げ

も
、
精
舍

し
や
う
じ
や

も
、
空
も
。 

紅
く
れ
な
ゐ

の
、
戰
慄

わ
な
な
き

の
、
そ
の
極は

て

の 

瞬
間

た
ま
ゆ
ら

の
叫
喚

さ

け

び

燬や

き
、
井ﾞ

オ
ロ
ン
ぞ
盲め

し

ひ
た
る
。 

四
十
年
十
二
月 

           



  
こ
ほ
ろ
ぎ 

 

微ほ
の

に
い
ま
こ
ほ
ろ
ぎ
啼な

け
る
。 

 

日
か
落
つ
る―

―

眼め

を
み
ひ
ら
け
ば 

朱し
ゆ

の
畏
怖

お

そ

れ

く
わ
と
照て

り
ひ
び
く
。 

内
心

な
い
し
ん

の
苦に

が

き
お
び
え
か
、 

め
く
る
め
く
痛い

た

き
日
の
色 

眼め

つ
ぶ
れ
ど
、
は
た
、
照
り
ひ
び
く
。 

 

そ
の
な
か
に
こ
ほ
ろ
ぎ
啼
け
る
。 

 

と
ど
ろ
め
く
銃
音

つ
ゝ
お
と

し
ば
し
、 

痍き
ず

つ
け
る
惡あ

く

の
う
ご
め
き 

そ
こ
こ
こ
に
、
あ
る
は
疲つ

か

れ
て 

轢し

き
な
や
む
砲
車

は
う
し
や

の
あ
へ
ぎ
、 

逃
げ
ま
ど
ふ
赤
き
も
ろ
ご
ゑ
。 

 

そ
の
な
か
に
こ
ほ
ろ
ぎ
啼
け
る
。 

 

盲め
し

ひ
、
ゆ
く
戀
の
ま
ぼ
ろ
し―

―
 

そ
の
底
に
疼う

づ

き
く
る
し
む 

肉
し
し
む
ら

の
鋭

す
る
ど

き
絕
叫

さ

け

び

、 

は
た
、
暗

く
ら
ん

き
曲

き
よ
く

の
死し

の
樂が

く 

靈
た
ま
し
ひ

ぞ
彈
き
も
連つ

れ
ぬ
る
。 

 

そ
の
な
か
に
こ
ほ
ろ
ぎ
啼
け
る
。 

 

あ
な
や
、
ま
た
呻
吟

う

め

き

は
洩も

る
る
。 

鉛
な
ま
り

め
く
首
の
あ
た
り
ゆ 

幽
界

い
う
か
い

の
呪
咀

の

ろ

ひ

か
洩
る
る
。 

寢ね

が
へ
れ
ば
血
に
染
み
顫ふ

る

ふ 

わ
が
敵

か
た
き

面お
も

ぞ
死
に
た
る
。 

 

そ
の
な
か
に
こ
ほ
ろ
ぎ
啼
け
る
。 

 

は
た
、
裂さ

く
る
赤
き
火
の
彈
丸

た

ま 



たヽ

と
笑
ふ
、
と
見
る
、
我わ

れ

燬や

き 
我
な
ら
ぬ
獸

け
も
の

の
つ
ら
ね 

眞
黑

ま

く

ろ

な
る
樂が

く

し
て
奔は

し

る
。 

執
念

し
ふ
ね
ん

の
闇
曳
き
奔は

し

る
。 

 

そ
の
な
か
に
こ
ほ
ろ
ぎ
啼
け
る
。 

 

日
や
暮
る
る
。
我
は
や
死
ぬ
る
。 

野
を
あ
げ
て
末
期

ま

つ

ご

の
あ
ら
び―

―
 

暗く
ら

き
血
の
海
に
溺お

ぼ

る
る 

赤
き
悲ひ

苦く

、
赤
き
く
る
め
き
、 

あ
あ
、
今
し
、
く
わ
と
こ
そ
狂
へ
。 

 

微ほ
の

に
な
ほ
こ
ほ
ろ
ぎ
啼な

け
る
。 

四
十
年
十
二
月 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
標
題
開
始
位
置
は
マ
マ
。
見
落
と
さ
れ
る
老
婆
心
か
ら
言
い
添
え
て
お
く
と
、
第
十

連
二
行
目
の
頭
の
字
「
た
」
は
オ
ノ
マ
ト
ペ
イ
ア
で
、
右
に
傍
点
「
ヽ
」
が
打
た
れ
て
あ
る
。］ 

                    



  
 

 

序 
 

樂 
 

ひ
と
日
、
わ
が
想

お
も
ひ

の
室む

ろ

の
日
も
ゆ
ふ
べ
、 

光
、
も
の
の
ね
、
色
、
に
ほ
ひ―

―
 

聲
な
き
沈
默

し

じ

ま 

徐
お
も
む
ろ

に
と
り
あ
つ
め
た
る
室む

ろ

の
内う

ち

、
い
と
お
も
む
ろ
に
、 

薄
暮

く
れ
が
た

の
タ
ン
ホ
イ
ゼ
ル
の
譜ふ

の
し
る
し 

な
が
め
て
人
は
ゆ
め
の
ご
と
ほ
の
か
に
な
ら
ぶ
。 

 

壁
は
み
な
鈍に

ぶ

き
愁

う
れ
ひ

ゆ
な
り
い
で
し 

象ざ
う

の
香か

の
色
ま
ろ
ら
か
に
想

お
も
ひ

鎖さ

し
ぬ
れ
、 

そ
の
隅
に
瞳
の
色
の
窓
ひ
と
つ
、
玻
璃

は

り

の
遠
見

と

ほ

み

に 

冷ひ

え
は
て
し
こ
の
世
の
ほ
か
の
夢
の
空 

か
は
た
れ
ど
き
の
薄
明

う
す
あ
か
り

ほ
の
か
に
う
つ
る
。 

 

あ
は
れ
、
見
よ
、
そ
の
か
み
の
苦
惱

な

や

み

む
な
し
く 

壁
は
い
た
み
、
圓
柱

ま
ろ
は
し
ら

熔と
ろ

け
く
づ
れ
て 

朽く

ち
は
て
し
熔
岩

ラ

ヴ

ア

に
埋う

も

る
る
ポ
ン
ペ
イ
を
、
わ
が

幻
ま
ぼ
ろ
し

を
。 

ひ
と
び
と
は
い
ま
し
ゆ
る
か
に
絃い

と

の
弓
、 

は
た
、
も
ろ
も
ろ
の
調
樂

て
う
が
く

の
器

う
つ
は

を
ぞ
執
る
。 

 

暗
み
ゆ
く
室
内

む
ろ
ぬ
ち

よ
、
暗
み
ゆ
き
つ
つ 

想
お
も
ひ

の
沈
默

し

じ

ま

重
た
げ
に
音お

と

な
く
沈
み
、 

そ
こ
と
な
き
月
か
げ
の
ほ
の
淡あ

は

く
さ
し
入
る
な
べ
に
、 

は
じ
め
ま
づ
井ﾞ

オ
ロ
ン
の
ひ
と
す
す
り
な
き
、 

鈍
色

に
び
い
ろ

長
き
衣

こ
ろ
も

み
な
瞳
を
つ
ぶ
る
。 

 

燃
え
そ
む
る
ヴ
ヱ
ス
井ﾞ

ア
ス
、
空
の
あ
な
た
に 

色
新

あ
た
ら

し
き

紅
く
れ
な
ゐ

の
火
ぞ
噴ふ

き
の
ぼ
る
。 

廢す
た

れ
た
る
夢
の
古
墟

ふ
る
つ
か

、
さ
と
あ
か
る
我わ

が

室む
ろ

の
内
、 

ひ
と
と
き
に
渦
卷

う

づ

ま

き
か
へ
す
序じ

よ

の
し
ら
べ 

管
絃
樂
部

オ

オ

ケ

ス

ト

ラ

の
う
め
き
よ
り
夜よ

に
は
入
り
ぬ
る
。 

四
十
一
年
二
月 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
第
一
連
二
行
目
の
ダ
ッ
シ
ュ
の
後
の
字
空
け
は
見
た
目
の
マ
マ
。 

「
タ
ン
ホ
イ
ゼ
ル
」「
楽
劇
王
」
の
異
名
を
持
つ
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ワ
ー
グ
ナ
ー

（W
ilh

elm
 R

ich
ard

 W
ag

n
er 

一
八
一
三
年
～
一
八
八
三
年
）
が
作
曲
し
た
、
全
三
幕
構
成
の
オ
ペ
ラ

「
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
と
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
の
歌
合
戦
」（T

a
n
n
h
ä
u
ser u

n
d

 d
er S

ä
n
g
erkrieg

 a
u

f W
a

rtb
u
rg

）



の
略
称
。
一
八
四
五
年
十
月
ド
レ
ス
デ
ン
宮
廷
歌
劇
場
。
詳
し
く
は
ウ
ィ
キ
の
「
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
」
を
参

照
さ
れ
た
い
。
因
み
に
、
私
は
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
城
に
泊
ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
。 

「
熔
岩

ラ

ヴ

ア

」lav
a

。
英
語
。
こ
の
語
の
語
源
は
ま
さ
に
「
ポ
ン
ペ
イ
」
と
関
わ
る
。
イ
タ
リ
ア
語
で
「
濁

流
」
の
意
で
、
紀
元
後
七
九
年
に
ヴ
ェ
ス
ヴ
ィ
オ
火
山
（
イ
タ
リ
ア
語
：Il m

o
n

te V
esu

v
io

：
イ
タ
リ

ア
・
カ
ン
パ
ニ
ア
州
に
あ
る
火
山
。
ナ
ポ
リ
か
ら
東
へ
約
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
ナ
ポ
リ
湾
岸
に
あ
る
）
が

噴
火
し
た
際
に
、
そ
の
溶
岩
流
を
「lav

a

」
と
呼
ん
だ
こ
と
に
基
づ
く
か
ら
で
あ
る
。 

「
ポ
ン
ペ
イ
」
ラ
テ
ン
語
で
「P

o
m

p
eii

」、
イ
タ
リ
ア
語
で
「P

o
m

p
ei

」
。
イ
タ
リ
ア
・
ナ
ポ
リ
近
郊
に
あ

っ
た
古
代
都
市
。
私
は
二
度
、
行
っ
た
。］ 

                              

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%BF%E3%83%B3%E3%83%9B%E3%82%A4%E3%82%B6%E3%83%BC


  
 

 

納 

曾 

利 
 

入
日
の
し
ば
し
、
空
は
い
ま
雲
の
震
慄

お

び

え

の
あ
か
あ
か
と 

鋭
す
る
ど

に
わ
か
く
、
は
た
、
苦に

が

く
狂
ひ
た
だ
る
る
樂が

く

の
色
。 

ま
た
、
高
窻
の
鬱
金
香

う

こ

ん
か

う

。
か
げ
に
斃た

ふ

る
る
白し

ろ

牛う
し

の 

眉
間

み

け

ん

の
い
た
み
、
憤
怒

い
き
ど
ほ
り

。
血
に
笑ゑ

む
人
が
さ
け
び
ご
ゑ
。 

  

さ
あ
れ
、
い
ま
納
曾
利

な

そ

り

の
な
げ
き…

…
 

 

鈍に
ぶ

き
思

お
も
ひ

の
灰
色

は
ひ
い
ろ

の
壁
の
家
内

や

ぬ

ち

に
、 

 

吹ふ

き
鳴
ら
す
古
き
舞
樂

ぶ

が

く

の
笙せ

う

の
節ふ

し

、 

 

納
曾
利

な

そ

り

の
な
げ
き…

…
 

  

納
曾
利

な

そ

り

の
な
げ
き
、
ひ
と
し
な
み 

 

お
ほ
ら
に
に
ほ
ふ
雅
樂
寮

う

た

れ

う

の
古
き
い
み
じ
き
日
の
愁

う
れ
ひ

、 

 

納
曾
利

な

そ

り

の
舞ま

ひ

の 

 

人
の
ゆ
め
、
鈍に

ぶ

く
も
の
う
き
足
ど
り
の
裾
ゆ
る
ら
か
に
、 

 

お
も
む
ろ
の
振ふ

り

の
み
や
び
の
舞ま

ひ

あ
そ
び
、 

 

納
曾
利

な

そ

り

の
な
げ
き…

…
 

  

く
り
か
へ
し
、
さ
は
く
り
か
へ
し
、 

 

ゆ
め
の
ご
と
後

し
り
へ

に
連つ

る
る
笙せ

う

の
節ふ

し

、 

 

笛ふ
え

の
ね
と
り
も
す
ず
ろ
か
に
、
廣ひ

ろ

き
家
内

や

ぬ

ち

に
、 

 

お
な
じ
こ
と
お
な
じ
嫋

な
よ
び

に
く
り
か
へ
し
、 

 

舞ま

へ
る
思

お
も
ひ

の 

 

倦う

め
る
思

お
も
ひ

の
に
ほ
や
か
さ
、 

 

ゆ
る
き
鞨
皷

か

つ

こ

の 

 

音ね

も
に
ぶ
く
、 

 

古ふ
る

き
納
曾
利

な

そ

り

の
舞ま

ひ

を
さ
め…

…
 

 

今い
ま

し
も
街ま

ち

の
空そ

ら

く
消き

ゆ
る
光

ひ
か
り

の
わ
な
な
き
に
、 

ほ
の
か
に
靑あ

を

く
、
な
ほ
苦に

が

く
顫ふ

る

ひ
く
づ
る
る
雲く

も

の
色い

ろ

。 

ま
た
、
浮う

き
の
こ
る
欝
金
香

う

こ

ん
か

う

。
暮く

れ
て
果は

て
た
る
白し

ろ

牛う
し

の 

聲こ
ゑ

な
き
骸

む
く
ろ

。
人ひ

と

だ
か
り
、
血ち

を
見み

て
默も

だ

す
冷
笑

ひ
や
わ
ら
ひ

。 

四
十
一
年
七
月 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
本
篇
の
第
一
連
の
終
わ
っ
た
七
八
ペ
ー
ジ
の
左
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
山
本
鼎
の
何
処

か
の
木
場
の
挿
絵
。
本
篇
第
一
連
を
含
む
見
開
き
で
示
し
た
。
山
本
鼎
（
か
な
え 

明
治
一
五
（
一
八
八

https://onibi.cocolog-nifty.com/photos/uncategorized/nasori.jpg
https://onibi.cocolog-nifty.com/photos/uncategorized/nasori.jpg


二
）
年
～
昭
和
二
一
（
一
九
四
六
）
年
は
画
家
・
版
画
家
。
愛
知
県
岡
崎
市
生
ま
れ
。
桜
井
暁
雲
に
木
口

木
版
を
学
ぶ
。
東
京
美
術
学
校
卒
業
。
明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）
年
、
本
詩
集
装
幀
を
取
り
仕
切
っ
て
い

る
石
井
柏
亭
ら
と
美
術
雑
誌
『
方
寸
』
を
創
刊
し
、
創
作
版
画
運
動
を
起
こ
し
た
。
春
陽
会
等
に
油
絵
を

発
表
す
る
と
と
も
に
、
日
本
創
作
版
画
協
会
・
日
本
版
画
協
会
創
立
の
立
役
者
と
な
り
、
日
本
近
代
版
画

の
確
立
と
普
及
に
尽
力
し
た
。
こ
の
間
、
一
九
一
九
年
か
ら
一
九
一
六
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
に
遊
学
。
帰
国

の
途
次
、
ロ
シ
ア
農
民
美
術
に
啓
発
さ
れ
、
長
野
県
上
田
近
郊
に
日
本
農
民
美
術
研
究
所
を
設
立
，
農
家

の
副
業
と
し
て
の
農
民
美
術
の
育
成
に
努
め
た
（
平
凡
社
「
世
界
大
百
科
事
典
」
に
拠
る
）。
本
作
は

「
山
本
鼎
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
」
の
こ
ち
ら
で
、
原
画
は
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
の
作
品
で
（
本
詩
集
は

明
治
四
十
二
年
三
月
十
日
印
刷
）、
十
八
・
九×

十
三
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。 

「
納
曾
利
」
雅
楽
の
な
か
の
高
麗
楽

こ

ま

が

く

の
曲
名
。「
納
蘇
利
」
と
も
書
く
。
高
麗
壱
越

こ

ま

い

ち

こ

つ

調
に
属
す
る
。
曲
の

由
来
は
明
ら
か
で
な
い
。
二
人
舞
。
二
頭
の
竜
が
舞
い
戯
れ
る
さ
ま
を
か
た
ど
っ
た
も
の
と
い
わ
れ
、

「
双

竜

舞

そ
う
り
ゅ
う
の
ま
い

」
の
別
称
も
あ
る
。
笛
の
「
小
乱
声

こ
ら
ん
じ
ょ
う

」
と
い
う
前
奏
曲
に
続
い
て
（
他
の
辞
書
等
の
記
載
を

見
る
と
、
こ
の
序
に
当
た
る
部
分
は
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、
従
っ
て
現
在
演
奏
さ
れ
る
「
序
」
は
元
来
の
本

曲
の
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
白
秋
の
本
篇
の
大
き
な
三
パ
ー
ト
の
構
成
（
中
間
部
三
連
が
総
て
一
字
下

げ
）
は
思
う
に
そ
の
序
破
急
を
模
し
た
も
の
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
）、
こ
の
曲
の
破
と
急
が
舞
わ
れ

る
。
音
楽
も
舞
い
も
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
で
変
化
に
富
ん
で
お
り
、
曲
の
構
成
が
整
っ
た
名
曲
で
あ
る
。
舞
人

は
裲
襠

り
ょ
う
と
う

装
束
（「
う
ち
か
け
」
と
も
読
み
、「
打
掛
」
と
も
書
く
。
古
代
の
武
官
の
礼
服

ら
い
ふ
く

に
用
い
ら
れ
る
衣

服
で
、
貫
頭

か
ん
と
う

衣い

の
一
種
。
長
方
形
の
布
を
二
つ
折
り
に
し
、
中
央
の
穴
に
頭
を
通
し
て
着
用
し
、
上
か
ら

帯
を
締
め
る
。
錦
で
作
ら
れ
、
縁
ど
り
が
施
さ
れ
て
い
る
。
舞
楽
の
装
束
の
裲
襠
装
束
は
金
襴
で
縁
ど
り

し
た
も
の
と
、
毛
皮
の
よ
う
な
房
飾
り
の
附
い
た
も
の
が
あ
る
）
に
、
長
く
毛
を
垂
ら
し
た
濃
い
緑
色
の

面
を
つ
け
て
、
細
長
い
銀
色
の
桴ば

ち

を
持
つ
。
正
式
に
は
左
方

さ

ほ

う

の
「
陵
王
」
と
い
う
曲
と
対
を
成
し
て
舞
わ

れ
る
。
但
し
、「
納
曾
利
」
を
一
人
で
舞
う
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
時
の
舞
い
は
別
し
て
「
落ら

く

蹲そ
ん 

」
と
呼

ぶ
。
但
し
、
春
日
大
社
に
伝
承
さ
れ
る
「
納
曾
利
」
は
一
人
舞
で
、「
落
蹲
」
の
ほ
う
が
二
人
舞
で
あ
る

（
以
上
は
主
文
を
「
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典
」
に
拠
っ
た
）。Y

o
u
T

u
b
e 

の
チ
ャ
ン
ネ
ル
「
雅

楽
」
の
「
納
曽
利
」
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
お
く
。 

「
ね
と
り
」「
音
取
」。
雅
楽
に
於
い
て
、
管
弦
合
奏
の
始
め
に
作
法
と
し
て
行
う
一
種
の
序
奏
。
楽
器
の

音
調
を
整
え
、
雰
囲
気
を
醸
成
す
る
。］ 

           

https://museum.umic.jp/yamamotokanae/works/
https://www.youtube.com/watch?v=F73GimJA7w8
https://www.youtube.com/watch?v=F73GimJA7w8
https://www.youtube.com/watch?v=F73GimJA7w8


  
 

ほ 

の 

か 

に 

ひ 

と 

つ 
 

罌
粟

け

し

ひ
ら
く
、
ほ
の
か
に
ひ
と
つ
、 

ま
た
、
ひ
と
つ…

…
 

 

や
は
ら
か
き
麥
生

む

ぎ

ふ

の
な
か
に
、 

軟
風

な
よ
か
ぜ

の
ゆ
ら
ゆ
る
そ
の
に
。 

 

薄う
す

き
日
の
暮
る
と
し
も
な
く
、 

月つ
き

し
ろ
の
顫ふ

る

ふ
ゆ
め
ぢ
を
、 

 

縺も
つ

れ
入
る
ピ
ア
ノ
の
吐
息

と

い

き 

ゆ
ふ
ぐ
れ
に
な
ぞ
も
泣
か
る
る
。 

 

さ
あ
れ
、
ま
た
ほ
の
に
生あ

れ
ゆ
く 

色
あ
か
き
な
や
み
の
ほ
め
き
。 

 

や
は
ら
か
き
麥
生

む

ぎ

ふ

の
靄
に
、 

軟
風

な
よ
か
ぜ

の
ゆ
ら
ゆ
る
胸
に
、 

 

罌
粟

け

し

ひ
ら
く
、
ほ
の
か
に
ひ
と
つ
、 

ま
た
、
ひ
と
つ…

…
 

四
十
一
年
二
月 

              



  
 

耽 

溺 
 

あ
な
悲か

な

し
、
紅あ

か

き
帆ほ

き
た
る
。 

聽き

け
よ
、
今い

ま

、
紅あ

か

き
帆ほ

き
た
る
。 

 

白
日

は
く
じ
つ

の
光
の
水
脈

み

を

に
、 

わ
が
戀
の
器き

樂が
く

の
海
に
。 

 

あ
は
れ
、
聽
け
、
光
は
噎む

せ

び
、 

海
顫
ひ
、
淸
搔

す
が
が
き

焦こ

が
れ 

眩
暈

め

く

る

め
く
悲
愁

か
な
し
み

の
極は

て

、 

苦
悶

も

だ

え

そ
ふ
歡
樂

よ
ろ
こ
び

の
せ
て 

キ
ユ
ラ
ソ
オ
の
紅あ

か

き
帆ほ

ひ
び
く
。 

 

彈ひ

け
よ
、
彈ひ

け
、
毒ど

く

の
井ﾞ

オ
ロ
ン 

吹
け
よ
、
ま
た
媚
藥

び

や

く

の
嵐
。 

あ
は
れ
歌
、
あ
は
れ

幻
ま
ぼ
ろ
し

、 

そ
の
海
に
紅あ

か

き
帆ほ

光
る
。 

 

海
の
歌
き
こ
ゆ
、
こ
の
と
き
、 

『
噫あ

ゝ

、
か
な
し
、
炎

ほ
の
ほ

よ
、
慾よ

く

よ
、 

接
吻

く
ち
つ
け

よ
。』 

 

聽
け
よ
、
ま
た
苦に

が

き
愛
着

あ
い
ぢ
や
く

、 

肉
し
ゝ
む
ら

の
お
び
え
と
恐
怖

お

そ

れ

、 

『
死
ね
よ
、
死
ね
』、
紅あ

か

き
帆ほ

響ひ
ゞ

く
、 

『
戀
よ
、
汝な

よ
。』 

 

彈ひ

け
よ
、
彈ひ

け
、
毒
の
井ﾞ

オ
ロ
ン 

吹
け
よ
、
ま
た
媚
藥

び

や

く

の
嵐
。 

 

一
瞬

ひ
と
と
き

よ
、―

―

光
よ
、
水
脈

み

を

よ
、 

 

樂が
く

の
音ね

よ―
―

酒
の
キ
ユ
ラ
ソ
オ
、 

接
吻

く
ち
つ
け

の
非
命

ひ

め

い

の
快
樂

け

ら

く

、 

毒
水

ど
く
す
ゐ

の
火
の
わ
な
な
き
よ
。 

 



狂く
る

へ
、
狂く

る

へ
、
破
滅

ほ

ろ

び

の
渚

な
ぎ
さ

、 
聽
く
は
は
や
樂が

く

の
大
極

た
い
き
よ
く

、 

狂
亂

き
や
う
ら
ん

の
日
の
光
吸す

ふ 

紅あ
か

き
帆
の
終つ

ひ

の
は
た
め
き
。 

 

死
な
む
、
死
な
む
、
二
人

ふ

た

り

は
死
な
む
。 

 

紅あ
か

き
帆ほ

き
ゆ
る
。 

紅あ
か

き
帆ほ

き
ゆ
る
。 

四
十
年
十
二
月 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
淸
搔

す
が
が
き

」
幾
つ
か
の
意
味
が
あ
る
が
、
原
義
を
当
て
る
。
和
琴

わ

ご

ん 

の
手
法
の
一
つ
で
、

全
部
の
弦
を
一
度
に
弾
い
て
、
手
前
か
ら
三
番
目
又
は
四
番
目
の
弦
の
余
韻
だ
け
を
残
す
よ
う
に
、
他
の

弦
を
左
指
で
押
さ
え
る
も
の
。 

「
キ
ユ
ラ
ソ
オ
」C

u
raçao

（
フ
ラ
ン
ス
語
）。
リ
キ
ュ
ー
ル
の
一
種
。
古
く
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
が
主
産
地

で
、
現
在
も
オ
ラ
ン
ダ
自
治
領
で
あ
る
カ
リ
ブ
海
の
ク
ラ
サ
オ
（
キ
ュ
ラ
ソ
ー
）
島
特
産
の
ビ
タ
ー
・
オ

レ
ン
ジ
の
未
熟
果
の
果
皮
を
乾
燥
さ
せ
、
基
酒
で
あ
る
ラ
ム
に
浸
出
し
た
も
の
。
フ
ラ
ン
ス
産
キ
ュ
ラ
ソ

ー
は
ブ
ラ
ン
デ
ー
を
基
酒
と
す
る
。
オ
レ
ン
ジ
色
の
オ
レ
ン
ジ
・
キ
ュ
ラ
ソ
ー
や
無
色
の
ホ
ワ
イ
ト
・
キ

ュ
ラ
ソ
ー
な
ど
が
あ
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
約
四
十
度
と
高
く
、
カ
ク
テ
ル
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
。
ブ
ル

ー
・
キ
ュ
ラ
ソ
ー
の
色
が
よ
く
知
ら
れ
る
が
、
オ
レ
ン
ジ
・
キ
ュ
ラ
ソ
ー
を
樽
熟
成
さ
せ
た
も
の
は
褐
色

を
帯
び
る
。
こ
こ
で
出
た
二
箇
所
の
そ
れ
は
、
後
者
は
そ
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
前
者
は
、
そ
の
色
を
想
像

の
航
海
す
る
帆
船
の
色
に
転
じ
た
も
の
で
あ
る
。 

「
非
命
」
天
命
で
な
く
、
思
い
が
け
な
い
災
難
で
死
ぬ
こ
と
。
横
死
。］ 

               



  
 

と 

い 

き 

 

大
空

お
ほ
そ
ら

に
落
日

い

り

ひ

た
だ
よ
ひ
、 

旅
し
つ
つ
燃
え
ゆ
く
黃き

雲ぐ
も

。 

そ
の
し
た
の
伽
藍

が

ら

ん

の
甍

い
ら
か 

半
な
か
ば

黃ぎ

に
な
か
ば
ほ
の
か
に
、 

薄
闇

う
す
や
み

に
蠟ら

ふ

の
火
に
ほ
ひ
、 

圓
柱

ま
ろ
は
し
ら

ま
た
く
暮
れ
た
る
。 

 

ほ
の
め
く
は
鳩
の
白
羽

し

ら

は

か
、 

敷
石

し
き
い
し

の
闇
に
は
ひ
と
り 

盲
め
し
ひ

の
子
ひ
た
と
膝
つ
け
、 

ほ
の
か
に
も
尺
八

し
や
く
は
ち

吹ふ

け
る
、 

あ
は
れ
、
そ
の
追
分

お
ひ
わ
け

の
ふ
し
。 

四
十
年
十
二
月 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底
本
に
は
二
箇
所
の
難
し
い
点
が
あ
る
。 

 

ま
ず
、
第
一
連
の
「
黃
」
で
あ
る
が
、
底
本
は
明
ら
か
に
「
き
」
で
は
な
く
、「
ぎ
」
と
振
っ
て
あ
る
。

現
行
の
も
の
は
、
総
て
「
き
」
で
あ
る
が
、
後
発
の
白
秋
自
身
の
編
集
に
な
る
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
ア

ル
ス
刊
の
「
白
秋
詩
集
Ⅱ
」（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
当
該
詩
篇
の
画
像
）
で
も
、
明

ら
か
に
「
ぎ
」
と
振
っ
て
い
る
。「
浅
黄
」
な
ど
で
判
る
通
り
、
本
字
は
正
規
の
音
で
は
な
い
が
、
慣
用
読

み
で
「
ぎ
」
が
存
在
す
る
以
上
、
こ
こ
は
「
き
」
と
す
る
。 

 

次
に
、
二
連
構
成
と
い
う
点
に
あ
る
。
実
は
底
本
の
初
版
本
で
は
、
こ
の
一
篇
は
見
開
き
に
印
刷
さ
れ
て

あ
り
、「
ほ
の
め
く
は
鳩
の
白
羽

し

ら

は

か
、」
以
下
が
左
ペ
ー
ジ
に
配
さ
れ
て
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
他
の
詩
篇
の
各

ペ
ー
ジ
の
開
始
位
置
を
見
て
も
、
こ
の
前
に
一
行
分
を
開
け
て
い
る
事
実
は
組
版
上
で
は
認
め
ら
れ
な
い
。

前
の
「
圓
柱

ま
ろ
は
し
ら

ま
た
く
暮
れ
た
る
。」
は
版
組
の
最
終
行
で
あ
り
、「
ほ
の
め
く
は
鳩
の
白
羽

し

ら

は

か
、」
は
版
組
の

第
一
行
相
当
な
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
、
素
直
に
版
組
を
正
規
と
し
て
と
る
な
ら
ば
、
こ
の
詩
篇
を
一
連
構
成

と
し
て
採
る
こ
と
は
極
く
尋
常
な
読
み
で
は
あ
る
（
私
は
如
何
な
る
詩
集
で
も
こ
の
検
証
を
し
て
、
行
空
け

の
有
無
を
確
認
し
て
読
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
）。
し
か
し
、
詩
想
か
ら
言
え
ば
、
こ
こ
は
や
は
り
切
れ
て

い
る
と
採
る
の
が
自
然
で
は
あ
る
し
、
先
に
示
し
た
ア
ル
ス
版
を
見
る
と
、
悩
ま
し
い
の
だ
が
、
そ
こ
で
も

改
ペ
ー
ジ
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
（
こ
こ
）、
右
下
方
の
ノ
ン
ブ
ル
と
の
間
に
他
の
ペ
ー
ジ
と
比
し
て
、
明

ら
か
に
一
行
分
の
空
け
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
さ
れ
ば
、
こ
こ
は
現
行
の
諸
詩
集
と
同
様
に
一
行

空
け
て
、
二
連
構
成
と
採
っ
た
。
こ
れ
は
本
詩
集
で
こ
の
篇
の
前
後
に
は
、
十
一
行
に
及
ぶ
連
を
作
ら
な
い

一
篇
完
結
の
詩
篇
が
見
当
た
ら
な
い
か
ら
で
も
あ
る
。
但
し
、
後
の
「
天
草
雅
歌
」
に
は
八
篇
出
現
し
、
そ

の
後
に
も
「
紅
玉
」・「
大
寺
」・「
ひ
ら
め
き
」・「
凋
落
」
の
四
篇
が
あ
る
（
孰
れ
も
十
一
行
以
上
で
、
字
下

げ
な
ど
も
な
い
も
の
の
み
を
数
え
た
）
こ
と
は
言
い
添
え
て
お
く
。
則
ち
、
絶
対
的
に
こ
こ
に
一
行
空
け
が

「
あ
る
」
と
し
て
、
こ
れ
を
問
題
に
し
な
い
こ
と
は
、
本
詩
の
原
稿
に
当
た
ら
な
い
限
り
は
、
あ
り
得
な
い

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1145830/47
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1145830/47
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1145830/48


と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
但
し
、
白
秋
は
、
本
詩
集
で
は
、
改
ペ
ー
ジ
を
強
く
意
識
し
て
、
詩
篇
の
開
始
位
置

を
ズ
ラ
し
て
い
る
事
実
も
あ
る
。
例
え
ば
、
次
の
「
黑
船
」
が
最
た
る
も
の
で
、
こ
れ
は
「
九
二
」
ペ
ー
ジ

の
見
開
き
で
始
ま
る
が
、
標
題
「
黑
船
」
の
み
が
「
九
二
」
ペ
ー
ジ
の
最
終
行
か
ら
一
行
後
相
当
の
位
置
に

あ
っ
て
、
最
終
行
は
空
け
、
則
ち
、
標
題
の
「
黑
船
」
だ
け
で
そ
の
前
の
「
九
二
」
ペ
ー
ジ
の
部
分
は
真
っ

白
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
あ
る
。
私
は
多
く
の
詩
集
の
初
版
を
見
て
き
た
が
、
こ
こ
ま
で
徹
底
し
た
も
の

は
、
そ
う
そ
う
見
ら
れ
る
仕
儀
で
は
な
い
。
脱
帽
で
あ
る
。
さ
れ
ば
こ
そ
、
こ
こ
は
二
連
構
成
と
し
て
問
題

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
私
は
納
得
し
て
い
る
と
は
言
え
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
意
地
悪
く
言
わ
せ
て
貰
え

ば
、
そ
う
し
た
詩
人
は
多
か
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
ペ
ー
ジ
数
が
有
意
に
増
大
す
れ
ば
、
金
が
か
か
る
。

白
秋
は
父
の
金
で
こ
の
贅
沢
な
詩
集
を
刊
行
し
た
。
誤
植
ま
み
れ
の
宮
澤
賢
治
の
詩
集
「
心
象
ス
ケ
ツ
チ 

春
と
修
羅
」（
リ
ン
ク
先
は
私
の
正
規
表
現
注
釈
版
。
あ
あ
っ
！ 

そ
こ
で
は
扉
の
標
題
の
そ
れ
か
ら
し
て

『
心
象
ス
ツ
チ
ケ
』
な
の
だ
！
）
を
考
え
る
時
、
私
は
何
か
悶
々
と
し
た
思
い
に
驅
ら
れ
る
の
で
あ
る
。］ 

                           

https://onibi.cocolog-nifty.com/photos/uncategorized/kurohune.jpg
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat24181431/index.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat24181431/index.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/.shared/image.html?/photos/uncategorized/2018/11/05/tbira.jpg


  
 

黑 
 

船 
 

黑く
ろ

煙
け
ぶ
り

ほ
の
に
ひ
と
す
ぢ
。…

…
 

あ
は
れ
、
日
は
血
を
吐
く
悶

も
だ
え

あ
か
あ
か
と 

濡
れ
つ
つ
淀よ

ど

む
惡あ

く

の
雲
そ
の
と
ど
ろ
き
に 

燃
え
狂
ふ
戀
慕

れ

ん

ぼ

の
樂が

く

の
斷
末
魔

だ

ん

ま
つ

ま

。 

遠
目

と

ほ

め

に
濁
る
蒼
海

わ
だ
つ
み

の
色
こ
そ
あ
か
れ
、 

黑
潮

く
ろ
し
ほ

の
水
脈

み

を

の
は
た
て
の
水
け
ぶ
り
、 

は
た
、
と
ど
ろ
擊う

つ
毒
の
砲
彈

た

ま

、
淸す

ず

し
き
喇
叭

ら

つ

ぱ

、 

薄
暮

く
れ
が
た

の
朱あ

け

の
お
び
え
の

戰
た
ゝ
か
ひ

に 

疲
れ
く
る
め
く

衰
お
と
ろ
へ

ぞ
あ
あ
音ね

を
搾し

ぼ

る
。 

 

黑く
ろ

煙
け
ぶ
り

ま
た
も
ふ
た
す
ぢ
。―

―
 

序じ
よ

の
し
ら
べ
絕た

え
つ
續
き
つ
、
い
つ
し
か
に 

黑く
ろ

き
惱

な
や
み

の
旋
律

せ
ん
り
つ

ぞ
渦う

づ

卷ま

き
起
る
。 

逃に

げ
來く

る
は
密
獵
船

み
つ
れ
う
せ
ん

の
旗
じ
る
し
、 

痍
き
ず
つ

き
噎む

せ

ぶ
血
と
汚
穢

け

が

れ

、
は
た
憤
怒

い
き
ど
ほ
り 

お
し
な
べ
て
黃
ば
み
騷
立

さ

わ

だ

つ
樂が

く

の
色
。 

空
に
は
苦に

が

き
嘲
笑

あ
ざ
け
り

に
雲
か
き
亂
れ
、 

重お
も

り
ゆ
く
煩
悶

も

だ

え

の
あ
ら
び
は
や
も
ま
た 

黑
き
恐
怖

お

そ

れ

の
は
た
た
め
き
海
よ
り
煙
る
。 

 

黑
煙
三
す
ぢ
、
五
す
ぢ
。―

―
 

幻
法

げ
ん
ぱ
ふ

の
こ
れ
や
苦く

る

し
き
脅
迫

お
び
や
か
し 

い
と
淫み

だ

ら
か
に
蒸
し
挑い

ど

む
疾
風

は

や

ち

の
も
と
に
、 

現
れ
て
眞
黑

ま

く

ろ

に
歎な

げ

く
樂が

く

の
船
、 

生な
ま

あ
を
じ
ろ
き
鱶ふ

か

の
腹
た
だ
ほ
の
ぼ
の
と
、 

暮
れ
が
て
の
赤
き
く
る
し
み
、
う
め
き
ご
ゑ
、 

血
の
甲
板

か
ふ
は
ん

の
う
へ
に
ま
た
爛た

ゞ

れ
て
叫
ぶ 

樂
慾

げ
う
よ
く

の
破
片

は

へ

ん

の
砲
彈

た

ま

ぞ
慄

わ
な
ゝ

け
る
。 

あ
あ
そ
の
空
に
は
た
た
め
く
黑
き
帆
の
か
げ
。 

 

黑
煙
終
に
七
す
ぢ
。―
―

 

吹
き
か
は
す
銀ぎ

ん

の
喇
叭
も
た
え
だ
え
に
、 

渦
卷
き
猛た

け

る
樂が

く

の
極は

て

、
蒼
海

わ
だ
つ
み

け
ぶ
り
、 

惡あ
く

の
雲
と
ど
ろ
と
ど
ろ
の
亂
擾

ら
ん
ぜ
う

に 

急
忙

あ
わ
た
ゞ

し
く
も
呪の

ろ

は
し
き
夜よ

の
た
た
ず
ま
ひ
。 



濡
れ
焙い

ぶ
る
水
無
月
ぞ
ら
の
日
の
名
殘

な

ご

り 
は
た
搔
き
濁
し
、
暗
澹

あ
ん
た
ん

と
、
あ
は
れ
黑く

ろ

船ふ
ね

、 

眞
黑
な
る
管
絃
樂

オ
オ
ケ
ス
ト
ラ

の
帆
の
響

ひ
ゞ
き 

死し

と
悔
恨

く
わ
い
こ
ん

の
闇
擾み

だ

し
壞く

づ

れ
く
づ
る
る
。 

四
十
一
年
二
月 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
前
の
「
と
い
き
」
の
注
で
示
し
た
通
り
、
冒
頭
に
標
題
と
第
一
連
の
見
開
き
原
画
像

（「
九
二
」
ペ
ー
ジ
と
「
九
三
」
ペ
ー
ジ
）
を
掲
げ
て
お
い
た
。
な
お
、
第
一
連
の
末
尾
の
リ
ー
ダ
は
か

す
れ
て
い
る
が
、
後
の
連
の
冒
頭
の
よ
う
に
ダ
ッ
シ
ュ
と
は
判
断
出
来
ず
、
六
点
リ
ー
ダ
の
ス
レ
で
あ

る
。
後
発
の
白
秋
自
身
の
編
集
に
な
る
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
ア
ル
ス
刊
の
「
白
秋
詩
集
Ⅱ
」（
国
立

国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
当
該
詩
篇
の
画
像
）
で
は
確
か
に
ダ
ッ
シ
ュ
で
は
あ
る
が
、
こ
こ

は
正
規
表
現
版
と
し
て
六
点
リ
ー
ダ
で
示
し
た
。 

「
樂
慾

げ
う
よ
く

」
こ
の
場
合
の
「
樂
」
は
「
願
う
」
の
意
で
、「
願
い
求
め
る
こ
と
・
欲
望
」
の
意
。
こ
の
音

「
ガ
ウ
（
ゴ
ウ
）」「
ゲ
ウ
（
ギ
ョ
ウ
）」
は
表
外
音
で
あ
る
が
、
呉
音
か
ら
転
じ
た
も
の
ら
し
い
（
ネ
ッ

ト
で
調
べ
る
に
根
拠
は
薄
弱
ら
し
い
）
仏
教
用
語
の
慣
用
音
で
あ
る
。］ 

                       

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1145830/48


  
 

地 
 

平 
 

あ
な
哀あ

は

れ
、
今
日

け

ふ

も
ま
た

銅
あ
か
が
ね

の
雲
を
ぞ
生
め
る
。 

あ
な
哀あ

は

れ
、
明
日

あ

す

も
亦
鈍に

ぶ

き
血
の
毒ど

く

を
や
吐
か
む
。 

 

見
る
か
ら
に
た
だ
熱あ

つ

し
、
心
は
重
し
。 

察は
か

る
だ
に
い
や
苦く

る

し
、
愁

う
れ
ひ

は
お
も
し
。 

 

か
の
靑
き
國く

に

の
あ
こ
が
れ
、 

つ
ね
に
見
る
地
平

ち

へ

い

の
は
て
に
、 

大
空

お
ほ
ぞ
ら

の
眞
晝

ま

ひ

る

の
色
と
、 

連つ

れ
て
彈ひ

く
綠

み
ど
り

ひ
と
つ
ら
。 

 

そ
の
綠

み
ど
り

琴
柱

こ

と

ぢ

に
は
し
て
、 

彈
き
な
づ
む
鳩
の
羽
の
夢
、 

幌ほ
ろ

の
星ほ

し

、
劍

つ
る
ぎ

の
な
げ
き
、 

淸
搔

す
が
が
き

は
ほ
の
か
に
薰く

ゆ
る
。 

 

さ
て
は
、
日
の
白
き
恐
怖

お

そ

れ

に 

靜
か
な
る
太
鼓

た

い

こ

の
と
ろ
ぎ
、 

晝ひ
る

領し

ら
す
神
か
拊う

た
せ
る
、 

こ
ろ
こ
ろ
と
ま
た
ゆ
る
や
か
に
。 

 

ま
た
絕
え
ず
、
吐
息

と

い

き

の
つ
ら
ね 

か
な
た
よ
り
笛
し
て
う
か
び
、 

こ
な
た
よ
り
絃い

と

し
て
消
ゆ
る
、―

―
 

ほ
の
か
な
る
夢
の
お
き
ふ
し
。 

 

し
か
は
あ
れ
、
も
の
な
べ
て
壓お

す 

南
國

な
ん
ご
く

の
熱
病
雲

ね
つ
や
み
ぐ
も

ぞ 

猥み
だ

ら
な
る
毒ど

く

の
譃
言

う
は
ご
と 

と
ど
ろ
か
に
歌
か
き
濁に

ご

す
。 

 

お
も
ふ
、
い
ま
水
に
華は

な

さ
き
、 

野の

に
赤
き
駒こ

ま

は
斃た

ふ

れ
む
。 

う
ら
う
へ
に
病や

ま
し
き
現
象

き

ざ

し 

今
日

け

ふ

も
ま
た
ど
よ
み
わ
づ
ら
ふ
。 



 
あ
な
哀あ

は

れ
、
昨き

そ

の
日
も

銅
あ
か
が
ね

の
な
や
み
か
か
り
き
。 

あ
な
哀あ

は

れ
、
明
日

あ

す

も
ま
た
鈍に

ぶ

き
血
の
濁

に
ご
り

か
か
ら
む
。 

 

聽
く
か
ら
に
た
だ
熱あ

つ

し
、
心
は
重
し
。 

思
ふ
だ
に
い
や
く
る
し
、
愁
は
重
し
。 

四
十
年
十
二
月 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
淸
搔

す
が
が
き

」「
耽
溺
」
に
既
出
既
注
で
あ
る
が
、
再
掲
す
る
。
幾
つ
か
の
意
味
が
あ
る

が
、
原
義
を
当
て
る
。
和
琴

わ

ご

ん 

の
手
法
の
一
つ
で
、
全
部
の
弦
を
一
度
に
弾
い
て
、
手
前
か
ら
三
番
目
又

は
四
番
目
の
弦
の
余
韻
だ
け
を
残
す
よ
う
に
、
他
の
弦
を
左
指
で
押
さ
え
る
も
の
。 

「
拊う

た
せ
る
」「
打
た
せ
る
」
に
同
じ
。
或
い
は
「
軽
く
叩
か
せ
る
」
の
意
で
も
あ
る
。
遠
い
雷
鳴
と
読

む
が
、
少
な
く
と
も
、
後
の
「
こ
ろ
こ
ろ
と
ま
た
ゆ
る
や
か
に
」
強
烈
に
叩
か
せ
る
よ
う
に
の
意
で
は
な

い
。］ 

                        



  
 

 

ふ 

え 

の 

ね 
 

ほ
の
か
に
見
ゆ
る
靑
き
頰ほ

、 

あ
な
、
あ
な
、
玻
璃

は

り

の
お
び
ゆ
る
。 

 

か
な
た
に
ひ
び
く
笛
の
ね
、…

…
 

靑
き
頰ほ

ほ
の
に
消
え
ゆ
く
。 

 

室む
ろ

に
も
つ
の
る
ふ
え
の
ね
、…

…
 

ふ
た
つ
の
に
ほ
ひ
盲し

ひ
ゆ
く
。 

 

き
こ
え
ず
な
り
ぬ
ふ
え
の
ね
、…

…
 

内う
ち

と
外そ

と

と
の
な
げ
か
ひ
。 

 

ま
た
し
も
見
ゆ
る
靑
き
頰ほ

。 

あ
な
、
ま
た
玻
璃

は

り

の
お
び
ゆ
る
。 

四
十
一
年
二
月 

                    



  
 

 

下
枝
の
ゆ
ら
ぎ 

 

日
は
さ
し
ぬ
、
白
楊

は
く
や
う

の
梢

こ
ず
ゑ

に
赤
く
、 

さ
は
あ
れ
ど
、
暮
れ
惑ま

ど

ふ
下
枝

し

づ

え

の
ゆ
ら
ぎ…

…
 

  
 

水み
づ

の
面も

の
や
は
ら
か
き
に
ほ
ひ
の
嘆

な
げ
き 

 
 

波
も
な
き
病や

ま
し
さ
に
、
瀞と

ろ

み
う
つ
れ
る 

 
 

晚
春

お
そ
は
る

の
窻
閉と

ざ

す
片
側
街

か
た
か
は
ま
ち

よ
、 

 
 

暮
れ
な
や
む
靄
の
内う

ち

皷
つ
づ
み

を
う
て
る
。 

  
 

い
づ
こ
に
か
、
も
の
甘
き
蜂
の
巢す

の
こ
ゑ
。 

 
 

幼
子

を
さ
な
ご

の
む
れ
は
ま
た
吹
笛

フ
ル
ウ
ト

鳴
ら
し
、 

 
 

白
楊

は
く
や
う

の
岸き

し

に
そ
ひ
曇
り
黃き

ば
め
る 

 
 

敎
會

け
う
く
わ
い

の
硝
子
窻

が

ら

す
ま

ど

な
が
め
て
く
だ
る
。 

 

日
は
の
こ
る
兩
側

も
ろ
が
は

の
梢

こ
ず
ゑ

に
あ
か
く
、 

さ
は
あ
れ
ど
、
暮
れ
惑ま

ど

ふ
下
枝

し

づ

え

の
ゆ
ら
ぎ…

…
 

  
 

ま
た
あ
れ
ば
、
公
園

こ
う
ゑ
ん

の
長
椅
子

ベ

ン

チ

に
も
た
れ
、 

 
 

か
な
た
に
は
戀
慕

れ

ん

ぼ

び
と
苦
惱

な

や

み

に
抱
く
。 

 
 

そ
の
か
げ
を
の
ど
や
か
に
嬰
兒

あ

か

ご

匍は

ひ
い
で 

 
 

鵞が

の
鳥と

り

を
捕と

ら
む
と
て
岸き

し

ゆ
落
ち
ぬ
る
。 

  
 

水
面

み

の

も

な
る
ひ
と
騷
擾

さ

や

ぎ

、
さ
あ
れ
、
こ
の
と
き
、 

 
 

驀
然

ま
し
ぐ
ら

に
急
ぎ
く
る
一
列

ひ
と
つ
ら

の
郵
便
馬
車

い
う
び
ん
ば
し
や

よ
、 

 
 

薄
闇

う
す
や
み

に
に
ほ
ひ
ゆ
く
赤
き
曇

く
も
り

の 

 
 

快
こ
こ
ろ
よ

さ
、
人
は
た
だ
街ま

ち

を
ば
な
が
む
。 

 

燈
あ
か
り

點と
も

る
、
さ
あ
れ
な
ほ
梢

こ
ず
ゑ

は
に
ほ
ひ
、 

全ま
た

く
い
ま
暮
れ
は
て
し
下
枝

し

づ

え

の
ゆ
ら
ぎ…

…
 

四
十
一
年
八
月 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
白
楊

は
く
や
う

」
後
の
「
冷
め
が
た
の
印
象
」
で
は
白
秋
「
白
楊

や
ま
な
ら
し

」
と
読
ん
で
い
る
。
こ
れ

は
音
数
律
の
関
係
上
で
の
読
み
の
違
い
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
後
に
引
用
で
示
す
よ
う
に
、
他
に
も
「
白

楊
」
を
用
い
て
「
ぽ
ぴ
ゆ
ら
」「
は
こ
や
な
ぎ
」
と
も
ル
ビ
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ま
ず
、
キ
ン
ト

ラ
ノ
オ
目
ヤ
ナ
ギ
科
ヤ
マ
ナ
ラ
シ
属
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ヤ
マ
ナ
ラ
シ
変
種
ヤ
マ
ナ
ラ
シ 

P
o
p
u
lu

s trem
u
la

 v
ar. 

sieb
o
ld

ii 

と
採
っ
て
問
題
な
い
と
思
う
。「
ヤ
マ
ナ
ラ
シ
」
は
「
山
鳴
ら
し
」
で
、
葉
が
わ
ず
か
な
風
に
も



揺
れ
て
鳴
る
こ
と
に
由
来
す
る
標
準
和
名
な
の
だ
が
（
こ
の
「
さ
ざ
め
き
」
は
本
篇
の
「
下
枝
の
ゆ
ら

ぎ
」
と
親
和
性
が
あ
り
、
ま
た
、
白
秋
好
み
で
あ
る
よ
う
に
私
は
思
う
）、
ヤ
マ
ナ
ラ
シ
は
木
製
の
箱
の

材
料
に
す
る
と
こ
ろ
「
ハ
コ
ヤ
ナ
ギ
」（
漢
字
表
記
は
「
箱
柳
」「
白
楊
」）
の
別
名
が
あ
る
。
但
し
、
白

楊
に
は
、
今
一
種
、
同
じ
ヤ
マ
ナ
ラ
シ
属
ド
ロ
ノ
キ 

P
o
p
u
lu

s su
a
veo

len
s 

の
別
名
と
し
て
も
あ
る
か

ら
、
そ
れ
を
同
定
候
補
と
挙
げ
ぬ
わ
け
に
は
ゆ
か
ぬ
。
ド
ロ
ノ
キ
は
水
分
の
多
い
土
壌
を
好
み
、
よ
く
川

岸
や
湿
地
な
ど
に
生
え
て
い
る
点
で
は
、
第
二
連
の
光
景
と
の
親
和
性
を
持
つ
と
も
言
え
る
。
但
し
、
ド

ロ
ノ
キ
は
日
本
で
は
北
海
道
か
ら
中
部
地
方
か
け
て
に
分
布
が
限
定
さ
れ
る
点
で
は
、「
邪
宗
門
」
総
体

の
空
間
的
な
漠
然
と
し
た
南
蛮
・
南
方
と
い
っ
た
属
性
と
は
、
や
や
ズ
レ
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
両

者
は
孰
れ
も
属
名
は
「
ポ
ピ
ュ
ラ
ス
」
で
あ
る
か
ら
、
言
い
換
え
だ
け
を
採
り
上
げ
る
限
り
は
、
圧
倒
的

に
ヤ
マ
ナ
ラ
シ
が
有
利
で
、
白
秋
が
熊
本
生
ま
れ
で
福
岡
の
柳
川
育
ち
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
ヤ
マ
ナ
ラ

シ
の
方
に
遙
か
に
分ぶ

が
あ
る
。
但
し
、
以
前
に
示
し
た
、
今
野
真
二
氏
の
論
文
「
イ
メ
ー
ジ
の
連
鎖―

詩

的
言
語
分
析
の
覚
え
書
き―

」（『
清
泉
女
子
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要
』
第
三
十
七
号
・
二
〇
一
六
年

三
月
。P

D
F

で
ダ
ウ
ン
・
ロ
ー
ド
可
能
）
の
最
後
に
は
（
読
み
は
ル
ビ
で
は
な
く
、
本
文
）
、『『
邪
宗

門
』
に
は
、「
白
楊
（
は
く
や
う
）」
（
下
枝
の
ゆ
ら
ぎ
・
暮
春
）
「
白
楊
（
ぽ
ぴ
ゆ
ら
）」（
月
の
出
）「
白

楊
（
や
ま
な
ら
し
）」（
冷
め
が
た
の
印
象
）「
白
楊
（
は
こ
や
な
ぎ
）」
（
赤
き
恐
怖
）
の
よ
う
に
漢
字
列

「
白
楊
」
が
し
ば
し
ば
使
わ
れ
て
い
る
。
漢
字
列
「
白
楊
」
は
』、『「
ハ
ク
ヨ
ウ
」「
ポ
ピ
ユ
ラ
」
「
ヤ
マ

ナ
ラ
シ
」「
ハ
コ
ヤ
ナ
ギ
」
と
い
っ
た
異
な
る
語
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
白
秋
の
意
識
は
語

そ
の
も
の
で
は
な
く
、
漢
字
列
側
に
あ
っ
た
よ
う
に
も
み
え
な
く
は
な
い
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
語

を
離
れ
た
漢
字
列
そ
の
も
の
が
表
現
の
手
段
で
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
』
と

記
さ
れ
て
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
「
白
楊
」
を
植
物
学
的
に
特
定
種
に
規
定
す
る
こ
と
自
体
は
、

或
い
は
詩
想
の
解
析
に
は
重
要
な
意
味
を
持
た
な
い
と
も
言
え
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
白
秋
の
詩
語
へ
の

独
特
の
フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
的
嗜
好
は
確
か
に
あ
る
。］ 

                

https://seisen.repo.nii.ac.jp/?action=pages_view_main&active_action=repository_view_main_item_detail&item_id=892&item_no=1&page_id=25&block_id=29
https://seisen.repo.nii.ac.jp/?action=pages_view_main&active_action=repository_view_main_item_detail&item_id=892&item_no=1&page_id=25&block_id=29


  
 

雨
の
日
ぐ
ら
し 

 

ち
、
ち
、
ち
、
ち
、
と
、
も
の
の
せ
は
し
く 

刻き
ざ

む
音お

と…
…

 

 

河
岸

か

し

の
そ
ば
、 

黴か
び

の
香か

の
し
め
り
も
暗
し
、 

 

か
く
て
あ
な
暮
れ
て
も
ゆ
く
か
、 

驛
遞

え
き
て
い

の
局

き
よ
く

の
長
壁

な
が
か
べ 

灰
色

は
ひ
い
ろ

に
、
暗
き
う
れ
ひ
に
、 

お
と
つ
ひ
も
、
昨
日

き

の

ふ

も
、
今
日

け

ふ

も
。 

 

さ
あ
れ
、
な
ほ
薰く

ゆ

り
の
こ
れ
る 

一
列

ひ
と
つ
ら

の
紅あ

か

き
花は

な

罌
粟

け

し 

か
た
か
げ
の
草
に
濡
れ
つ
つ
、 

う
ち
し
め
り
浮
き
も
い
で
ぬ
る
。 

 

雨
は
ま
た
く
ら
く
、
あ
か
る
く
、 

や
は
ら
か
き
ゆ
め
の
曲
節

め
ろ
で
い…

…
 

 

ち
、
ち
、
ち
、
ち
、
と
絕
え
ず
せ
は
し
く 

刻き
ざ

む
音…

…
 

角
窻
の 

玻
璃

は

り

の
く
ら
み
を 

死し

の
報
知

し

ら

せ

ひ
ま
な
く
打
電

う

て
る
。 

 

さ
て
あ
れ
ば
そ
こ
は
か
と
な
く 

出
で
も
ゆ
く 

薄
ぐ
ら
き
思

お
も
ひ

の
や
か
ら 

そ
の
步
行

あ

る

き

夜よ

に
か
入
る
ら
む
。 

 

し
ば
ら
く
は 

事
も
な
し
。 

か
か
る
日
の
雨
の
日
ぐ
ら
し
。 

 

ち
、
ち
、
ち
、
ち
、
と
も
の
の
せ
は
し
く 



刻き
ざ

む
音お

と…
…

 
さ
も
あ
れ
や
、 

雨
は
ま
た
ゆ
る
に
し
と
し
と 

暮
れ
も
ゆ
く
ゆ
め
の
曲
節

め
ろ
で
い…

…
 

 

い
づ
こ
に
か
鈴す

ゞ

の
音ね

し
つ
つ
、 

近
く
、 

は
た
、
遠
の
く
軋

き
し
り

、 

待
ち
あ
ぐ
む
郵
便
馬
車

い
う
び
ん
ば
し
や

の 

旗
の
色い

ろ

見
え
も
來
な
く
に
、 

う
ち
曇
る
馬
の
遠
嘶

と
ほ
な
き

。 

 

さ
あ
れ
、
ふ
と 

夕
日
さ
し
そ
ふ
。 

瞬
間

た
ま
ゆ
ら

の
夕
日
さ
し
そ
ふ
。 

 

あ
な
あ
は
れ
、 

あ
な
あ
は
れ
、 

泣
き
入
り
ぬ
罌
粟

け

し

の
ひ
と
つ
ら
、 

最
終

い
や
は
て

に
燃も

え
て
も
ち
り
ぬ
。 

 

日
の
光
か
す
か
に
消
ゆ
る
。 

ち
、
ち
、
ち
、
ち
、
と
も
の
の
せ
は
し
く 

刻き
ざ

む
音お

と…
…

 

雨
の
曲
節

め
ろ
で
い…

…
 

 

も
の
な
べ
て
、 

も
の
な
べ
て
、 

さ
は
入
ら
む
、
暗
き
愁
に
。 

あ
は
れ
、
ま
た
、
出
で
ゆ
き
し
思
の
や
か
ら 

歸
り
來
な
く
に
。 

 

ち
、
ち
、
ち
、
ち
、
と
も
の
の
せ
は
し
く 

刻き
ざ

む
音お

と…
…

 

雨
の
曲
節

め
ろ
で
い…

…
 

 

灰
色

は
ひ
い
ろ

の
局

き
よ
く

は
夜よ

に
に
入
る
。 

四
十
一
年
五
月 



 
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
私
の
好
き
な
半
翅
（
カ
メ
ム
シ
）
目
同
翅
（
ヨ
コ
バ
イ
）
亜
目
セ
ミ
上
科
セ
ミ
科
セ

ミ
亜
科
ホ
ソ
ヒ
グ
ラ
シ
族
ヒ
グ
ラ
シ
属
ヒ
グ
ラ
シ 

T
a
n
n
a
 ja

p
o
n
en

sis 

の
詩
。
私
は
も
う
楽
曲
を
聴
く
こ

と
が
殆
ん
ど
な
い
。
作
業
し
な
が
ら
聴
く
の
は
専
ら―

―

亡
き
ア
リ
ス
と
散
歩
し
な
が
ら
聴
い
た―

―

そ

れ
だ
。
例
え
ば―

―
Y

o
u
T

u
b
e 

のT
O

M
O

K
I N

atu
re S

o
u
n
d
s &

 L
an

d
scap

es

の
「【
睡
眠
用B

G
M

】
ひ

ぐ
ら
し
の
鳴
き
声
と
川
の
せ
せ
ら
ぎ
」―

―
 

「
驛
遞

え
き
て
い

の
局

き
よ
く

」
郵
便
局
。 

「
死し

の
報
知

し

ら

せ

ひ
ま
な
く
打
電

う

て
る
」
電
話
に
よ
る
電
報
が
開
始
さ
れ
る
の
は
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年

で
、
そ
れ
ま
で
は
郵
便
局
で
電
報
を
扱
っ
て
い
た
か
ら
、
こ
れ
は
、
或
い
は
白
秋
の
記
憶
の
幼
少
期
の
記

憶
に
基
づ
く
と
す
れ
ば
（
彼
は
明
治
一
八
（
一
八
八
五
）
年
一
月
二
十
五
日
生
ま
れ
）、
こ
の
電
報
を
打

っ
て
い
る
場
所
は
や
は
り
同
じ
「
駅
遞
局
」
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
と
私
は
思
う
。
但
し
、
こ
れ
は
言
わ

ず
も
が
な
、
実
際
の
訃
報
電
報
の
打
電
音
で
は
な
く
、
ヒ
グ
ラ
シ
の
音
を
不
吉
な
そ
れ
に
オ
ノ
マ
ト
ペ
イ

ア
と
し
た
も
の
。
そ
の
気
持
ち
は
ひ
ど
く
判
る
。］ 

                         

https://www.youtube.com/watch?v=8w7fmnmHKLQ&list=WL&index=200&t=14771s
https://www.youtube.com/watch?v=8w7fmnmHKLQ&list=WL&index=200&t=14771s
https://www.youtube.com/watch?v=8w7fmnmHKLQ&list=WL&index=200&t=14771s


  
 

 
狂 

人 

の 

音 

樂 
 

空
氣

く

う

き

は
甘
し…

…

ま
た
赤
し…

…

黃き

に…
…

は
た
、
綠

み
ど
り…

…
 

 

晚
夏

お
そ
な
つ

の
午
後
五
時
半
の
日
光

に
つ
く
わ
う

は
晷

か
げ
り

を
見
せ
て
、 

蒸
し
暑
く
噴
水

ふ

き

ゐ

に
濡ぬ

れ
て
照
り
か
へ
す
。 

瘋
癲
院

ふ
う
て
ん
ゐ
ん

の
陰い

ん

欝う
つ

に
硝
子

が

ら

す

は
光
り
、 

草
場

く

さ

ば

に
は
靑
き
飛
沫

し

ぶ

き

の
茴
香
酒

ア

ブ

サ
ン

ト

冷ひ

え
た
ち
わ
た
る
。 

 

い
ま
狂
人

き
や
う
じ
ん

の
ひ
と
群む

れ

は
空
う
ち
仰
ふ
ぎ―

 

饗
宴

き
や
う
え
ん

の
樂
器

が

く

き

と
り
ど
り
か
き
抱い

だ

き
、
自
棄

や

け

に
、
し
み
ら
に
、 

傷き
ず

つ
け
る
獸

け
も
の

の
ご
と
き
雲
の
面お

も 

ひ
た
に
怖
れ
て
色
盲

し
き
ま
う

の
幻
覺

ま
ぼ
ろ
し

を
見
る
。 

 

空
氣

く

う

き

は
重
し…

…

ま
た
赤
し…

…

黃
に…

…
…

は
た
綠

み
ど
り…

…
 

  
 

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊ 

 
 

 
 

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊ 

 

オ
ボ
イ
鳴
る…

…

ま
た
、
ト
ロ
ム
ボ
オ
ン…

…
 

狂く
る

ほ
し
き
井ﾞ

オ
ラ
の
唸

う
な
り…

…
 

 

一
人

ひ

と

り

の
酸す

ゆ
き
音ね

は
飛
び
て
怜
羊

か
も
し
か

と
な
り
、 

ひ
と
つ
は
赤
き
顏
ゑ
が
き
、
笑わ

ら

ひ
わ
な
な
く 

音ね

の
恐
怖

お

そ

れ…
…

は
た
、
ほ
の
し
ろ
き
髑
髏
舞

ど

く

ろ
ま

ひ…
…

 

 

彈ひ

け
彈ひ

け…
…

鳴
ら
せ…

…

ま
た
舞
踏

を

ど

れ…
…

 

 

セ
ロ
の
、
喇
叭

ら

つ

ぱ

の
蛇へ

び

の
香か

よ
、 

は
た
、
爛た

ゞ

れ
泣
く
井ﾞ

オ
ロ
ン
の
空
に
は
赤
子
飛
び
み
だ
れ
、 

妄
想
狂

ま
う
さ
う
き
や
う

の
め
ぐ
り
に
は
バ
ツ
ソ
の
盲
目

め

し

ひ 

小
さ
な
る
骸

色

し
か
ば
ね
い
ろ

の
呪
咀

の

ろ

ひ

し
て
逃の

が

れ
ふ
た
め
く
。 

 

彈
け
彈
け…

…

鳴
ら
せ…

…

ま
た
舞
踏

を

ど

れ…
…

 

 

ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
の
槍
尖

や
り
さ
き

よ
、 

曲
節

メ
ロ
ヂ
ア

の
ひ
ら
め
き
緩ゆ

る

く
、
ま
た
急は

や

く
、 



ア
ル
ト
歌
者

う

た

ひ

の
な
げ
か
ひ
を
暈く

ら

ま
し
な
が
ら
、 

一
列

ひ
と
つ
ら
ね

、
血
し
ほ
し
た
た
る
神
經

し
ん
け
い

の 

壁
の
煉
瓦

れ
ん
ぐ
わ

の
も
と
を
行ゆ

く…
…

 

 

彈
け
彈
け…

…
鳴
ら
せ…

…

ま
た
舞
踏

を

ど

れ…
…

、 

 

か
な
し
み
の
蛇へ

び

、
綠

み
ど
り

の
眼め 

槍や
り

に
貫ぬ

か
れ
て
ま
た
歎な

げ

く…
…

 

 

彈
け
彈
け…

…

鳴
ら
せ…

…

ま
た
舞
踏

を

ど

れ…
…

 

 

は
た
、
吹
笛

フ
ル
ウ
ト

の
香か

の
し
ぶ
き
、 

靑
じ
ろ
き
花
ど
く
だ
み
の
鋭

す
る
ど

さ
に
、 

濁
り
て
光
る
山
椒
魚

さ
ん
し
よ
う
を

、
沼ぬ

ま

の
調

し
ら
べ

に
音ね

は
瀞と

ろ

む
。 

 

彈
け
彈
け…

…

鳴
ら
せ…

…

ま
た
舞
踏

を

ど

れ…
…

 

 

傷
き
ず
つ

き
め
ぐ
る
觀
覽
車

く
わ
ん
ら
ん
し
や

、 

は
た
や
、
太
皷

た

い

こ

の
悶
絕

も
ん
ぜ
つ

に
列つ

ら

な
り
走は

し

る
槍
尖

や
り
さ
き

よ
、 

窻ま
ど

の
硝
子

が

ら

す

に
火
は
叫さ

け

び
、 

月
琴
の
雨
ふ
り
そ
そ
ぐ…

…
 

 

彈ひ

け
彈ひ

け…
…

鳴
ら
せ…

…

ま
た
舞
踏

を

ど

れ…
…

 

 

赤
き
神
經

し
ん
け
い…

…

盲め
し

ひ
し
血…

…
 

聾ろ
う

せ
る
腦
の
鑢

や
す
り

の
音ね…

…
 

 

彈
け
彈
け…

…

鳴
ら
せ…

…

ま
た
舞
踏

を

ど

れ…
…

 

  
 

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊ 

 
 

 
 

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊ 

 

空
氣

く

う

き

は
酸す

ゆ

し…
…

い
ま
靑
し…
…

黃き

に…
…

な
ほ
赤
く…

…
 

 

は
や
も
見
よ
、
日
の
入
り
が
た
の
雲
の
色 

狂
氣

き
や
う
き

の
樂が

く

の
音ね

に
つ
れ
て
波
だ
ち
わ
た
り
、 

惡
獸
の

蹠
あ
な
う
ら

の
ご
と
血
を
滴た

ら

す
。 

 



そ
が
も
と
に
噴
水

ふ

き

ゐ

の
む
せ
び 

濡
れ
濡
れ
て
薄
闇

う
す
や
み

に
入
る…

…
 

 

空
氣

く

う

き

は
重
し…

…
…

な
ほ
赤
し…

…
…

黃き

に…
…
…

ま
た
綠

み
ど
り…

…
…

 

 

い
つ
し
か
に
蒸
汽

じ
よ
う
き

の
鈍に

ぶ

き
船
腹

ふ
な
ば
ら

の 

ご
と
く
に
光
り
か
ぎ
ろ
ひ
し
瘋
癲
院

ふ
う
て
ん
ゐ
ん

も
暮
れ
ゆ
け
ば
、 

た
だ
冷ひ

え
し
ぶ
く
茴
香
酒

ア

ブ

サ
ン

ト

、
鋭

す
る
ど

き
玻
璃

は

り

の
す
す
り
な
き
。 

 

草
場

く

さ

ば

の
赤
き
一
群

ひ
と
む
れ

よ
、
眼め

を
を
の
の
か
し
、 

躍を
ど

り
泣
き
彈ひ

き
た
だ
ら
か
す
歡
樂

く
わ
ん
ら
く

の 

は
て
し
も
あ
ら
ぬ
色
盲

し
き
ま
う

の
ま
ぼ
ろ
し
の
ゆ
め…

…
 

午
後
の
七
時
の
印
象

い
ん
し
や
う

は
か
く
て
夜よ

に
入
る
。 

 

空
氣
は
苦に

が

し…
…

は
や
暗く

ら

し…
…

黃き

に…
…

な
ほ
靑
く…

…
 

四
十
一
年
九
月 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
か
な
り
の
通
常
と
異
な
る
点
や
不
審
点
が
あ
る
。 

・
第
一
パ
ー
ト
第
三
連
一
行
目
の
ダ
ッ
シ
ュ
一
字
分
は
マ
マ
（
後
の
自
身
の
編
に
な
る
昭
和
三
（
一
九
二

八
）
年
ア
ル
ス
版
「
白
秋
詩
集
Ⅱ
」
で
は
通
常
の
二
字
分
あ
る
）。 

・
第
一
パ
ー
ト
第
四
連
（
最
終
行
）「
空
氣
は
重
し…

…

ま
た
赤
し…

…

黃
に…
…
…
は
た
綠…

…

」
の

「
黃
に
」
の
後
の
リ
ー
ダ
九
点
は
マ
マ
。
前
記
ア
ル
ス
版
で
は
こ
の
詩
篇
に
限
ら
ず
、
殆
ん
ど
の
詩
篇
の
リ

ー
ダ
が
八
点
で
統
一
さ
れ
て
あ
る
。 

・
第
二
パ
ー
ト
第
二
連
三
行
目
の
「
音ね

の
恐
怖

お

そ

れ‥
‥

は
た
、
ほ
の
し
ろ
き
髑
髏

ど

く

ろ

舞ま
ひ…

…

」
の
四
点
リ
ー
ダ
は

マ
マ
。
実
は
「
恐
怖
」
の
後
に
は
有
意
な
半
角
空
き
が
あ
る
の
だ
が
、
こ
れ
は
再
現
し
な
か
っ
た
。
半
角
分

が
二
点
リ
ー
ダ
の
脱
活
字
と
採
れ
る
と
言
わ
れ
る
方
が
い
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
「
そ
う
か

も
知
れ
な
い
」
し
、「
そ
う
で
は
な
く
て
半
角
空
け
て
あ
る
」
と
い
う
可
能
性
が
限
り
な
く
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
何
故
か
と
言
う
と
、
本
篇
に
限
ら
ず
、
実
は
、
不
規
則
な
字
空
け
が
、
一
々
挙
げ
て
い
る
と
き
り
が
な

い
ほ
ど
に
、
本
詩
集
に
は
多
数
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ら
総
て
が
白
秋
の
指
示
や
意
図
に
よ
る
も

の
と
は
、
実
は
、
到
底
、
思
え
な
い
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
植
字
ミ
ス
で
済
ま
さ
れ
る

か
と
い
う
と
、
実
は
前
記
の
後
発
の
ア
ル
ス
版
で
は
、
こ
の
空
き
が
も
っ
と
頻
繁
に
随
所
に
見
ら
れ
る
と
い

う
事
実
が
あ
る
の
で
あ
る
（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
こ
ち
ら
を
見
ら
れ
た
い
）。
単

に
こ
う
し
た
植
字
の
バ
ラ
つ
き
を
彼
自
身
が
全
く
問
題
に
し
な
か
っ
た
だ
け
だ
と
考
え
る
の
が
自
然
で
は
あ

ろ
う
が
、
ル
ビ
に
異
様
に
凝
り
、
連
構
成
に
も
拘
っ
て
い
る
白
秋
に
し
て
、
そ
こ
だ
け
が
杜
撰
と
い
う
の

は
、
寧
ろ
、
考
え
難
い
気
も
す
る
。
し
か
し
、
そ
こ
ま
で
忠
実
に
再
現
す
る
と
、
実
は
寧
ろ
、
読
む
際
の
音

律
上
の
躓
き
、
障
害
に
な
る
ば
か
り
で
、
実
は
何
の
有
益
な
効
果
も
な
い
よ
う
に
私
に
は
見
ら
れ
る
の
で
あ

る
。 

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1145830/55


・
第
三
パ
ー
ト
第
四
連
単
独
一
行
の
「
空
氣
は
重
し…

…
…

な
ほ
赤
し…

…
…

黃
に…

…
…

ま
た
綠
（
み
ど

り
）…

…
…

」
の
リ
ー
ダ
が
総
て
九
点
な
の
は
マ
マ
。
ア
ル
ス
版
は
他
と
同
じ
八
点
で
あ
る
。 

「
瘋
癲
院
」
精
神
病
院
。 

「
茴
香
酒

ア

ブ

サ
ン

ト

」ab
sin

th
e 

で
、
フ
ラ
ン
ス
語
。
音
写
す
る
な
ら
「
ア
プ
サ
ァ
ン
ト
」。
古
く
か
ら
フ
ラ
ン
ス
・

ス
イ
ス
・
チ
ェ
コ
・
ス
ペ
イ
ン
な
ど
を
中
心
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
で
ニ
ガ
ヨ
モ
ギ
（
双
子
葉
植
物
綱
キ
ク

亜
綱
キ
ク
目
キ
ク
科
キ
ク
亜
科
ヨ
モ
ギ
属
ニ
ガ
ヨ
モ
ギ 

A
rtem

isia
 a

b
sin

th
iu

m

）・
ア
ニ
ス
（
英
語 

an
ise

。
双
子
葉
植
物
綱
セ
リ
目
セ
リ
科
ミ
ツ
バ
グ
サ
属
ア
ニ
ス 

P
im

p
in

ella
 a

n
isu

m

）・
ウ
イ
キ
ョ
ウ

（
セ
リ
科
ウ
イ
キ
ョ
ウ
属
ウ
イ
キ
ョ
ウ 

F
o
en

icu
lu

m
 vu

lg
a
re

）
な
ど
を
中
心
に
複
数
の
ハ
ー
ブ
や
ス
パ

イ
ス
を
主
成
分
と
し
て
作
ら
れ
て
き
た
ア
ル
コ
ー
ル
度
の
高
い
（
四
十
～
八
十
九%

）
薬
草
系
リ
キ
ュ
ー

ル
の
一
つ
。
元
は
ギ
リ
シ
ア
語
の
「
ヨ
モ
ギ
」
を
意
味
す
る
「
ア
プ
シ
ン
シ
オ
ン
」
に
由
来
す
る
。 

「
オ
ボ
イ
」
管
楽
器
の
オ
ー
ボ
エ
（
英
語
：o

b
o
e

）。 

「
井ﾞ

オ
ラ
」
弦
楽
器
の
ヴ
ィ
オ
ラ
（
英
語
：vio

la
）。 

「
バ
ツ
ソ
」
バ
ッ
ソ
（
イ
タ
リ
ア
語
：b

asso

）。
最
低
音
の
バ
ス
の
こ
と
。 

「
月
琴

げ
つ
き
ん

」（
げ
っ
き
ん
）
は
中
国
の
リ
ュ
ー
ト
系
の
撥
弦
楽
器
で
、
満
月
の
よ
う
な
円
形
の
共
鳴
胴
に
短

い
首
、
琴
杵

ち
ん
が
ん

を
持
つ
。
弦
数
は
時
代
や
国
に
よ
っ
て
異
な
る
が
概
ね
二
弦
か
ら
四
弦
。
弦
を
親
指
以
外
の

指
先
で
押
さ
え
つ
け
て
弾
片
（
ピ
ッ
ク
）
で
弦
を
弾
い
て
音
を
出
す
。
共
鳴
孔
は
無
い
。
演
奏
時
は
椅
子

に
座
り
な
が
ら
月
琴
を
腿
の
上
に
置
き
、
胴
を
自
分
の
体
か
ら
少
し
離
し
て
弾
く
。
胴
内
に
不
安
定
な
金

具
が
仕
込
ん
で
あ
り
、
そ
れ
を
振
っ
た
り
、
叩
い
て
音
を
鳴
ら
す
、
鳴
り
胴
と
呼
ば
れ
る
機
構
を
備
え
た

も
の
も
あ
る
。
起
源
は
阮
咸
琵
琶
や
阮
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
よ
く
わ
か
っ
て
い

な
い
。
日
本
の
明
清
楽
で
も
使
わ
れ
る
が
、
明
楽
の
「
月
琴
」
が
棹
の
長
い
「
阮
咸
」
で
あ
る
の
に
対

し
、
清
楽
の
「
月
琴
」
は
胴
の
丸
い
円
形
胴
の
月
琴
で
あ
り
、
両
者
は
全
く
別
の
楽
器
で
あ
る
。
明
楽
は

清
楽
に
押
さ
れ
て
早
く
に
衰
退
し
た
こ
と
も
あ
り
、
日
本
で
単
に
「
月
琴
」
と
言
え
ば
、
清
楽
で
使
う
月

琴
を
指
す
。
参
照
し
た
ウ
ィ
キ
の
「
月
琴
」
に
よ
れ
ば
、『
清
楽
の
月
琴
は
長
崎
経
由
で
中
国
か
ら
輸
入

さ
れ
た
が
、
ほ
ど
な
く
日
本
国
内
で
も
模
倣
製
作
さ
れ
、
清
楽
以
外
の
俗
曲
の
演
奏
に
も
用
い
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
江
戸
時
代
か
ら
幕
末･

明
治
期
に
か
け
て
大
い
に
流
行
し
、
演
歌
師
や
法
界
屋
、
更
に
は

瞽
女
等
に
も
演
奏
さ
れ
た
』。『
司
馬
遼
太
郎
の
歴
史
小
説
』「
竜
馬
が
ゆ
く
」
の
『
中
で
、
坂
本
龍
馬
の

妻
・
お
龍
』（
り
ょ
う
）『
が
つ
ま
弾
く
描
写
が
あ
る
（
現
在
の
知
名
度
の
高
さ
は
そ
れ
に
よ
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
）。
し
か
し
日
清
戦
争
』（
明
治
二
七
（
一
八
九
四
）
年
七
月
か
ら
翌
年
に
か
け
て
起
こ
っ
た
。
当

時
、
白
秋
は
満
九
～
十
歳
）『
時
に
「
敵
性
楽
器
」
と
さ
れ
て
か
ら
は
廃
れ
た
』
と
あ
る
。
リ
ン
ク
先
で

実
物
の
画
像
が
見
ら
れ
る
。 

「

蹠
あ
な
う
ら

」
こ
の
「
蹠
」（
音
は
「
セ
キ
・
シ
ャ
ク
」。
こ
の
漢
字
も
ル
ビ
の
「
あ
な
う
ら
」
も
「
足
の
裏
」
の

意
。「
あ
」
が
「
足
」、「
な
」
は
所
有
の
格
助
詞
「
の
」）
は
底
本
で
は
、「
庶
」
の
部
分
が
、「
鹿
」
の

「
比
」
の
代
わ
り
に
「
从
」
を
入
れ
た
奇
体
な
字
体
で
あ
る
。
漢
字
字
形
自
由
共
有
サ
イ
ト
「
グ
リ
フ
ウ
ィ

キ
」
の
「
蹠
」
の
異
体
字
に
も
な
い
。
最
も
近
い
の
は
こ
れ
で
あ
る
。
表
記
出
来
な
い
こ
と
を
正
直
示
し
て

「
※
」
で
や
る
こ
と
も
考
え
た
が
、
そ
れ
は
如
何
に
も
詩
全
体
の
雰
囲
気
を
壊
す
の
で
、
こ
こ
は
現
行
の
正

字
で
あ
る
こ
れ
で
示
し
た
。
な
お
、
上
記
ア
ル
ス
版
「
白
秋
詩
集
Ⅱ
」
で
は
「
蹠
」
を
使
用
し
て
い
る
。］ 

  

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9C%88%E7%90%B4
https://glyphwiki.org/wiki/u8e60
https://glyphwiki.org/wiki/u8e60
https://glyphwiki.org/wiki/u8e60
https://glyphwiki.org/wiki/u8e60
https://glyphwiki.org/wiki/zihai-103338


  
 

風 

の 

あ 

と 
 

夕
日

ゆ

ふ

ひ

は
な
や
か
に
、 

こ
ほ
ろ
ぎ
啼な

く
。 

あ
は
れ
、
ひ
と
日
、
木
の
葉
ち
ら
し
吹
き
荒す

さ

み
た
る
風
も
落
ち
て
、 

夕
日

ゆ

ふ

ひ

は
な
や
か
に
、 

こ
ほ
ろ
ぎ
啼
く
。 

四
十
一
年
八
月 

                             



  
 

月 

の 

出 
 

ほ
の
か
に
ほ
の
か
に
音
色

ね

い

ろ

ぞ
搖ゆ

る
。 

か
す
か
に
ひ
そ
か
に
に
ほ
ひ
ぞ
鳴
る
。 

し
み
ら
に
列
立

な

み

た

つ
わ
か
き
白
楊

ぽ
ぴ
ゆ
ら

、 

そ
の
葉
の
く
ら
み
に
こ
こ
ろ
顫ふ

る

ふ
。 

 

ほ
の
か
に
ほ
の
か
に
吐
息

と

い

き

ぞ
搖
る
。 

か
す
か
に
ひ
そ
か
に
雫

し
づ
く

ぞ
鳴
る
。 

あ
ふ
げ
ば
ほ
の
め
く
ゆ
め
の
白
楊

ぽ
ぴ
ゆ
ら

、 

愁
う
れ
ひ

の
水み

の
面も

を
櫂か

い

は
す
べ
る
。 

 

吐
息

と

い

き

の
を
の
の
き
、
君
が
眼め

ざ
し 

や
は
ら
に
縺も

つ

れ
て
た
ゆ
た
ふ
と
き
、 

光
の
ひ
と
す
ぢ―

―

顫ふ
る

ふ
白
楊

ぽ
ぴ
ゆ
ら 

文
月

ふ

づ

き

の
香
爐

か

う

ろ

に
濡
れ
て
け
ぶ
る
。 

 

さ
て
し
も
ゆ
る
け
く
に
ほ
ふ
夢
路

ゆ

め

ぢ

、 

し
た
た
り
し
た
た
る
櫂か

い

の
し
づ
く
、 

薄
ら
に
沁し

み
ゆ
く
月
の
で
し
ほ 

ほ
の
か
に
わ
れ
ら
が
小
舟

を

ふ

ね

ぞ
ゆ
く
。 

 

ほ
の
め
く
接
吻

く
ち
つ
け

、
か
ら
む
頸

う
な
じ

、 

い
づ
れ
か
戀
慕

れ

ん

ぼ

の
吐
息

と

い

き

な
ら
ぬ
。 

夢
見
て
よ
り
そ
ふ
わ
れ
ら
、
白
楊

ぽ
ぴ
ゆ
ら

、 

水
上

み
な
か
み

透す

か
し
て
こ
こ
ろ
顫ふ

る

ふ
。 

四
十
一
年
二
月 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
白
楊

ぽ
ぴ
ゆ
ら

」「
下
枝
の
ゆ
ら
ぎ
」
の
私
の
「
白
楊

は
く
や
う

」
の
注
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

 

本
篇
を
以
っ
て
「
朱
の
伴
奏
」
は
終
わ
っ
て
い
る
。］ 

       

http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/10/post-180f68.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/10/post-180f68.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/10/post-180f68.html


  
 

外
光
と
印
象 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
パ
ー
ト
標
題
と
石
井
白
亭
の
絵
。］ 

  

近
世
佛
國
繪
畫
の
鑑
賞
者
を
わ
か
き
旅
人
に
た
と
へ
ば
や
。
も
と
よ
り 

W
atteau

 

の
羅
曼
底
、C

o
ro

t 

の
敍
情

詩
は
唯
微
か
に
そ
の
お
ぼ
ろ
げ
な
る
記
憶
に
殘
れ
る
の
み
。
や
や
暗
き 

F
o

n
tain

eb
leau

 

の
森
よ
り
曇
れ
る
道

を
巴
里
の
市
街
に
出
づ
れ
ば 

S
ein

e 
の
河
、
そ
が
上
の
船
、
河
に
臨
め
る 

C
afé 

の
、
皆
「
刹
那
」
の
如
く
し

る
く
明
か
な
る 

M
an

et 

の
陽
光
に
輝
き
わ
た
れ
る
に
驚
く
な
ら
む
。
そ
は 

V
elazq

u
ez 

の
灰
色
よ
り
俄
に
現

れ
い
で
た
る
午
后
の
日
な
り
き
。
あ
は
れ
日
は
や
う
や
う
暮
れ
て
ぞ
ゆ
く
。
金
綠
に
紅
薔
薇
を
覆
輪
に
し
た
り

け
む 

M
o

n
et 

の
波
の
面
も
靑
み
ゆ
き
、
靑
み
ゆ
き
、
ほ
の
か
に
な
つ
か
し
く
は
た
悲
し
き 

C
afin

 

の
夕
は
來

る
。
燈
の
薄
黃
は 

W
h

istler 

の
好
み
の
色
と
ぞ
。
月
出
づ
。P

issarro
 

の
あ
を
き
衢
を 

V
erlain

e 

の
白
月
の
賦

な
ど
口
荒
み
つ
つ
過
ぎ
ゆ
く
は
誰
が
家
の
子
ぞ
や
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

太
田
正
雄 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
上
は
前
の
本
パ
ー
ト
表
題
の
裏
（
右
ペ
ー
ジ
）
に
記
さ
れ
て
あ
る
。
底
本
で
は
極

く
ポ
イ
ン
ト
が
小
さ
い
。
な
お
、
ブ
ラ
ウ
ザ
の
表
示
字
の
フ
ォ
ン
ト
の
大
き
さ
や
に
よ
っ
て
は
、
フ
ラ
ン
ス

語
の
単
語
が
行
末
か
ら
次
行
に
か
か
る
場
合
、
或
い
は
、
同
様
に
句
読
点
が
そ
う
な
る
場
合
、
自
動
的
に
送

ら
れ
て
空
間
が
生
ず
る
が
、
そ
の
よ
う
な
字
空
き
は
存
在
し
な
い
の
で
注
意
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
但
し
、
フ

ラ
ン
ス
語
の
前
後
に
は
底
本
の
見
た
目
に
似
る
よ
う
に
半
角
分
の
字
空
け
を
施
し
て
あ
る
。
太
田
正
雄
と

は
詩
人
（
劇
作
・
翻
訳
も
よ
く
し
た
）
に
し
い
て
美
術
史
や
切
支
丹
史
研
究
家
で
あ
り
、
ま
た
医
学
者

（
皮
膚
科
学
）
で
も
あ
っ
た
木
下
杢
太
郎
（
明
治
一
八
（
一
八
八
五
）
年
～
昭
和
二
〇
（
一
九
四
五
）

年
）
の
本
名
で
あ
る
。
而
し
て
彼
の
手
に
成
る
、
こ
の
「
外
光
と
印
象
」
パ
ー
ト
へ
の
序
文
で
あ
る
。 

「W
atteau

」
ジ
ャ
ン
＝
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
ヴ
ァ
ト
ー
（Jean

-A
n
to

in
e W

atteau 

一
六
八
四
年
～
一
七
二

一
年
）
は
ロ
コ
コ
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
で
、「
シ
テ
ー
ル
島
へ
の
船
出
」（L

'em
b
a
rq

u
em

en
t p

o
u
r 

C
yth

ère

：
第
一
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
：
一
七
一
七
年
）
や
「
ジ
ル
」（G

illes

：
一
七
一
八
年
～
一
七
一
九
年
）

で
知
ら
れ
る
。 

「
羅
曼
底
」
恐
ら
く
は
「
ろ
ま
ん
ち
つ
く
」（
歴
史
的
仮
名
遣
）
或
い
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
原
音
に
近
づ
け

る
な
ら
ば
、「
ロ
マ
ン
テ
イ
ク
（
ロ
マ
ン
テ
ィ
ク
）」
と
読
ん
で
い
る
。
英
語
な
ら
「ro

m
an

tic

」
で
あ
る

が
、
こ
こ
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
「ro

m
an

tiq
u
e

」。
こ
こ
は
、
空
想
好
き
な
、
夢
見
が
ち
な
「
わ
か
き
旅
人
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
但
し
、
北
原
白
秋
自
身
は
後
に
出
る
詩
篇
「
羅
曼
底
の
瞳
」
で
は
高
い
確
率
で

「
ロ
マ
ン
チ
ツ
ク
」
と
読
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
そ
れ
に
倣
う
必
要
は
な
い
。 

「C
o
ro

t

」
十
九
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
で
「
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
」（É

co
le d

e B
a

rb
izo

n

：
自
然
主
義
的
・

写
実
主
義
的
一
団
）
の
一
人
で
次
世
代
の
「
印
象
派
」
と
の
橋
渡
し
を
し
た
画
家
ジ
ャ
ン
＝
バ
テ
ィ
ス

ト
・
カ
ミ
ー
ユ
・
コ
ロ
ー
（Jean

-B
ap

tiste C
am

ille C
o
ro

t 

一
七
九
六
年
～
一
八
七
五
年
）
。
私
が
真
っ

先
に
思
い
浮
か
べ
る
の
は
晩
年
の
「
青
い
服
の
婦
人
」（L

a
 d

a
m

e en
 b

leu

：
一
八
七
四
年
）
。 

https://onibi.cocolog-nifty.com/photos/uncategorized/gaikoutoinsyou.jpg


「F
o
n
tain

eb
leau

 

の
森
」
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
ブ
ロ
ー
の
森
（F

o
rêt d

e F
o
n

tain
eb

leau

：
フ
ォ
レ
・
ド
・
フ
ォ

ン
テ
ー
ヌ
ブ
ロ
ー
）。
パ
リ
南
東
郊
外
の
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
ブ
ロ
ー
市
街
の
西
側
一
帯
に
広
が
る
二
百
五
十

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
広
大
な
森
。
こ
こ
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）。 

「S
ein

e 

の
河
」
セ
ー
ヌ
川
（la S

ein
e

）。 

「M
an

et

」
十
九
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
で
「
印
象
派
」
の
先
駆
者
と
さ
れ
る
エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
・
マ
ネ

（É
d
o
u
ard

 M
an

et 
一
八
三
二
年
～
一
八
八
三
年
）。
絵
画
界
に
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
巻
き
起
こ
し
た
「
草

上
の
昼
食
」（L

e D
éjeu

n
er su

r l'h
erb

e

：
一
八
六
二
年
～
一
八
六
三
年
。
但
し
、
初
題
は
「
水
浴
」（L

e 

B
a
in

）。
一
八
六
七
年
に
画
家
自
身
が
改
題
し
た
）
と
「
オ
ラ
ン
ピ
ア
」（O

lym
p
ia

：
一
八
六
三
年
）
が
彼

の
代
表
作
と
さ
れ
る
。 

「V
elazq

u
ez

」
バ
ロ
ッ
ク
期
、
ス
ペ
イ
ン
絵
画
の
黄
金
時
代
で
あ
っ
た
十
七
世
紀
を
代
表
す
る
巨
匠
デ
ィ

エ
ゴ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
・
デ
・
シ
ル
バ
・
イ
・
ベ
ラ
ス
ケ
ス
（D

ieg
o
 R

o
d
ríg

u
ez d

e S
ilv

a y
 V

elázq
u
ez 

一

五
九
九
年
～
一
六
六
〇
年
）。
先
の
エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
・
マ
ネ
は
彼
の
こ
と
を
「
画
家
の
中
の
画
家
」

（p
ein

tre d
es p

ein
tres

）
と
呼
ん
だ
。 

「M
o
n
et

」「
印
象
派
」
を
代
表
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ
（C

lau
d
e M

o
n

et 

一
八
四
〇

年
～
一
九
二
六
年
）。
代
表
作
「
印
象
・
日
の
出
」（Im

p
ressio

n
, so

leil leva
n
t

：
一
八
七
二
年
）
が
「
印

象
派
」
の
名
の
由
来
と
な
っ
た
こ
と
は
と
み
に
有
名
。 

「C
afin

」
画
家
の
名
ら
し
い
が
、
不
詳
。
但
し
、
島
内
裕
子
氏
の
論
文
『「
舞
踏
会
」
に
お
け
る
ロ
テ
ィ
と

ヴ
ァ
ト
ー
の
位
相
』（『
放
送
大
学
研
究
年
報
』
十
二
。
一
九
九
四
年
。P

D
F

で
ダ
ウ
ン
・
ロ
ー
ド
可
能
）

で
、
本
篇
全
部
を
掲
げ
（
そ
こ
で
は
島
内
氏
は
本
引
用
を
詩
集
「
邪
宗
門
」
の
『「
外
光
と
印
象
」
と
題

さ
れ
た
三
一
編
の
白
秋
の
詩
に
付
け
ら
れ
た
木
下
杢
太
郎
の
序
文
』
と
規
定
し
て
お
ら
れ
る
）、『
本
論
か

ら
は
や
や
逸
れ
る
が
』
と
前
置
き
さ
れ
た
上
で
、『
こ
こ
に
出
て
く
る
何
人
も
の
画
家
の
名
前
や
ヴ
ェ
ル

レ
ー
ヌ
の
よ
う
な
詩
人
は
、
よ
く
知
ら
れ
た
芸
術
家
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
た
だ
ひ
と
り
、C

afin

と
い
う

人
物
だ
け
が
未
詳
で
あ
る
、
と
い
う
点
に
関
し
て
』、『
一
言
述
べ
て
お
き
た
い
』
と
さ
れ
、『
現
在
は
忘

れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
て
も
、
当
時
は
よ
く
知
ら
れ
た
芸
術
家
だ
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。
杢
太
郎
の
書

き
方
だ
け
か
ら
は
、
こ
の
人
物
が
画
家
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
ヴ
ェ
ル
レ
ー
ヌ
の
よ
う
な
詩
人
で
あ
る

の
か
も
不
明
瞭
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
ほ
の
か
に
な
つ
か
し
く
は
た
悲
し
きC

afin

の
夕
は
来
る
」

と
い
う
表
現
か
ら
、
少
な
く
と
も
、
こ
の
芸
術
家
の
世
界
が
、
夕
暮
に
象
徴
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
だ

け
は
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
を
手
が
か
り
と
し
て
、
杢
太
郎
の
翻
訳
し
た
』『
リ
ヒ
ヤ
ル
ド
・
ム
ウ
テ
ル

著
』『
『
十
九
世
紀
仏
国
絵
画
史
』
を
読
ん
で
ゆ
く
と
、
次
の
よ
う
な
箇
所
が
あ
る
』
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス

の
風
景
画
家
ジ
ャ
ン
＝
シ
ャ
ル
ル
・
カ
ザ
ン
（J

ea
n

-C
h

a
rles C

a
zin

 

一
八
四
〇
年
～
一
九
〇
一
年
）
に

つ
い
て
の
記
載
部
分
を
引
用
さ
れ
た
後
、『
こ
の
カ
ザ
ン
と
い
う
画
家
に
つ
い
て
の
記
述
と
、
先
の
序
文

のC
afin

の
記
述
に
は
共
通
性
が
見
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
カ
ザ
ン
は
、
白
昼
の
明
る
い
絵
を
描
か
ず
、

夕
方
か
ら
夜
の
ほ
の
暗
い
絵
を
描
い
た
と
い
う
。「
聖
書
的
風
景
画
」
と
い
う
こ
と
ば
や
、
星
空
の
夜
を

特
に
好
ん
だ
と
い
う
記
述
は
、
や
や
杢
太
郎
の
序
文
と
イ
メ
ー
ジ
の
違
い
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る

が
、
全
体
の
書
き
方
か
ら
感
じ
ら
れ
る
カ
ザ
ン
の
画
題
や
画
風
は
、
杢
太
郎
が
言
う
と
こ
ろ
の
「
ほ
の
か

に
な
つ
か
し
く
は
た
悲
し
き
」
と
い
う
雰
囲
気
と
か
な
り
近
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え

る
と
、『
邪
宗
門
』
序
文
のC

afin

は
、
あ
る
い
は
、
こ
の
ム
ウ
テ
ル
の
美
術
論
に
出
て
く
る
カ
ザ
ン
の
こ

と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
カ
ザ
ンC

azin

とC
afin

は
、
綴
り
が
よ
く
似
て
い
る
の
で
、
誤
植
さ
れ
た
の

https://www.google.com/maps/place/For%C3%AAt+de+Fontainebleau/@48.4174282,2.6139369,12z/data=!4m13!1m7!3m6!1s0x47e5ed5fb374762d:0x3654eceb85a7dd84!2z44OV44Kp44Os44O744OJ44O744OV44Kp44Oz44OG44O844OM44OW44Ot44O8!3b1!8m2!3d48.4193165!4d2.6329993!3m4!1s0x47e5f388bb380cc1:0x958623403845ce01!8m2!3d48.4192898!4d2.633028


で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
わ
た
し
の
推
測
で
あ
る
。
従
来
こ
の
点
に
つ
い
て
は
注
意
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
よ
う
な
の
で
、
本
論
か
ら
は
逸
れ
た
が
気
付
い
た
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
に
書
い
た
』
と
あ
る
。
私
は
こ

の
見
解
に
全
面
的
に
賛
同
す
る
。
ジ
ャ
ン
＝
シ
ャ
ル
ル
・
カ
ザ
ン
は
彼
の
日
本
語
版
ウ
ィ
キ
（
但
し
、
か

な
り
不
備
が
あ
る
の
で
、
仏
文
ウ
ィ
キ
そ
の
他
を
参
照
に
し
て
追
記
し
た
。
継
ぎ
接
ぎ
だ
ら
け
な
の
は
そ

の
た
め
で
あ
る
）
に
よ
れ
ば
、『
パ
＝
ド
＝
カ
レ
ー
県
』（P

as-d
e-C

alais

）
『
の
サ
メ
ー
ル
（S

am
er

）
で

生
ま
れ
た
』。
一
八
四
六
年
に
『
家
族
と
ブ
ロ
ー
ニ
ュ
＝
シ
ュ
ル
＝
メ
ー
ル
』（B

o
u

lo
g
n
e-su

r-M
er

：
フ
ラ

ン
ス
北
部
の
ド
ー
バ
ー
海
峡
沿
岸
）『
に
移
っ
た
』。
一
八
六
二
年
、
二
十
二
歳
の
時
、『
パ
リ
に
出
て
』、

『
工
芸
学
校
で
オ
ラ
ー
ス
・
ル
コ
ッ
ク
・
ド
・
ボ
ワ
ボ
ー
ド
ラ
ン
』（H

o
race L

eco
q

 d
e B

o
isb

au
d

ran

）

『
に
学
ん
だ
』。
一
八
六
三
年
の
『「
落
選
展
」
』（
フ
ラ
ン
ス
で
公
式
の
サ
ロ
ン
の
審
査
員
に
よ
っ
て
落
選

さ
せ
ら
れ
た
作
品
を
集
め
た
展
覧
会
。
特
に
こ
の
一
八
六
三
年
の
展
覧
会
を
指
す
こ
と
が
多
い
。
落
選
作

に
は
先
の
マ
ネ
の
「
草
上
の
昼
食
」
や
、
後
に
出
る
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
の
「
白
の
少
女
」
が
含
ま
れ
て
い

た
）『
に
出
展
し
て
い
る
』。
一
八
六
三
年
か
ら
一
八
六
八
年
ま
で
エ
ミ
ー
ル
・
ト
レ
ラ
（É

m
ile T

rélat

）

が
『
校
長
を
務
め
る
私
立
の
建
築
学
校
（É

co
le S

p
éciale d

'A
rch

itectu
re

）
で
絵
を
教
え
た
』。
一
八
六
八

年
に
画
家
・
版
画
家
で
あ
っ
た
マ
リ
ー
・
ク
ラ
リ
ス
・
マ
ル
ゲ
リ
ッ
タ
・
ギ
エ
（M

arie C
larisse 

M
arg

u
erite G

u
illet 

一
八
四
四
年
～
一
九
二
四
年
）
と
『
結
婚
し
た
』。
一
八
六
八
年
に
は
『
ト
ゥ
ー

ル
』（T

o
u
rs

：
フ
ラ
ン
ス
の
中
部
）『
の
美
術
館
の
学
芸
員
に
任
じ
ら
れ
、
美
術
館
の
絵
画
学
校
の
校
長
も

務
め
た
』。『
普
仏
戦
争
の
後
、
混
乱
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
を
離
れ
』、
一
八
七
〇
年
代
の
初
め
に
、
ア
ル

フ
ォ
ン
ス
・
ル
グ
ロ
』（A

lp
h
o
n
se L

eg
ro

s

）『
と
彫
刻
家
の
ジ
ュ
ー
ル
・
ダ
ル
ー
』（Ju

les D
alo

u

）『
と

イ
ギ
リ
ス
に
渡
り
、
イ
ギ
リ
ス
で
美
術
学
校
を
開
こ
う
と
し
た
が
』、『
こ
れ
は
成
功
し
な
か
っ
た
。
イ
ギ

リ
ス
で
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア&

ア
ル
バ
ー
ト
博
物
館
』（V

icto
ria an

d
 A

lb
ert M

u
seu

m
）『
で
工
芸
品
を
研
究

し
、
磁
器
の
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
を
し
た
』。
一
八
七
四
年
に
『
イ
ギ
リ
ス
を
離
れ
、
イ
タ
リ
ア
、
オ
ラ
ン

ダ
を
旅
し
て
フ
ラ
ン
ス
に
戻
っ
た
』。
一
八
七
六
年
に
「
サ
ロ
ン
・
ド
・
パ
リ
」（S

alo
n
 d

e P
aris

）『
に
出

展
し
た
。
パ
＝
ド
＝
カ
レ
ー
県
の
ブ
ロ
ー
ニ
ュ
＝
シ
ュ
ル
＝
メ
ー
ル
』（B

o
u
lo

g
n
e-su

r-M
er

）『
に
居
を
構

え
、
宗
教
的
な
題
材
や
歴
史
画
も
描
い
た
が
パ
＝
ド
＝
カ
レ
ー
県
の
風
景
を
主
に
描
い
た
。
パ
リ
の
パ
ン

テ
オ
ン
の
ピ
エ
ー
ル
・
ピ
ュ
ヴ
ィ
ス
・
ド
・
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
』（P

ierre P
u

v
is d

e C
h
av

an
n

es 

一
八
二
四

年
～
一
八
九
八
年
）『
の
未
完
の
装
飾
画
を
完
成
さ
せ
た
』。『
パ
リ
の
工
芸
学
校
で
同
窓
で
あ
っ
た
オ
ー

ギ
ュ
ス
ト
・
ロ
ダ
ン
』（F

ran
ço

is-A
u
g
u
ste-R

en
é R

o
d
in

 

一
八
四
〇
年
～
一
九
一
七
年
）『
の
友
人
で
、

ロ
ダ
ン
の
彫
刻
』「
カ
レ
ー
の
市
民
」（L

es B
o
u
rg

eo
is d

e C
a
la

is

：
ロ
ダ
ン
の
著
名
な
彫
刻
の
一
つ
。
一

八
八
八
年
完
成
。「
百
年
戦
争
」
時
の
一
三
四
七
年
に
イ
ギ
リ
ス
海
峡
に
於
け
る
フ
ラ
ン
ス
側
の
重
要
な

港
カ
レ
ー
が
一
年
以
上
に
亙
っ
て
イ
ギ
リ
ス
軍
に
包
囲
さ
れ
て
い
た
「
カ
レ
ー
包
囲
戦
」
の
出
来
事
に
基

づ
い
て
作
ら
れ
た
も
の
）
『
一
人
の
ウ
ス
タ
シ
ュ
・
ド
・
サ
ン
・
ピ
エ
ー
ル
』（E

u
stach

e d
e S

ain
t 

P
ierre

：
カ
レ
ー
市
の
指
導
者
の
一
人
）『
の
像
の
モ
デ
ル
を
務
め
た
』
と
あ
る
。 

「W
h
istler

」
ア
メ
リ
カ
の
画
家
・
版
画
家
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ア
ボ
ッ
ト
・
マ
ク
ニ
ー
ル
・
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー

（Jam
es A

b
b
o
tt M

cN
eill W

h
istler 

一
八
三
四
年
～
一
九
〇
三
年
）。
主
に
ロ
ン
ド
ン
で
活
動
し
た
。

「
印
象
派
」
の
画
家
た
ち
と
同
世
代
で
あ
る
が
、
そ
の
色
調
や
画
面
構
成
な
ど
に
は
浮
世
絵
を
始
め
と
す

る
日
本
美
術
の
影
響
が
濃
く
、「
印
象
派
」
と
も
伝
統
的
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
も
一
線
を
画
し
た
独
自
の
絵

画
世
界
を
展
開
し
た
。「
落
選
展
」
に
出
た
「
白
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
第
一
番
：
白
の
少
女
」（S

ym
p
h
o
n
y in

 

W
h
ite, N

o
. 1

: T
h
e W

h
ite G

irl

：
一
八
六
二
年
）
が
よ
く
知
ら
れ
る
。
こ
こ
で
杢
太
郎
が
想
起
し
て
い
る

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B8%E3%83%A3%E3%83%B3%EF%BC%9D%E3%82%B7%E3%83%A3%E3%83%AB%E3%83%AB%E3%83%BB%E3%82%AB%E3%82%B6%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B8%E3%83%A3%E3%83%B3%EF%BC%9D%E3%82%B7%E3%83%A3%E3%83%AB%E3%83%AB%E3%83%BB%E3%82%AB%E3%82%B6%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B8%E3%83%A3%E3%83%B3%EF%BC%9D%E3%82%B7%E3%83%A3%E3%83%AB%E3%83%AB%E3%83%BB%E3%82%AB%E3%82%B6%E3%83%B3


の
は
、
恐
ら
く
「
青
と
金
の
ノ
ク
タ
ー
ン
：
オ
ー
ル
ド
・
バ
タ
ー
シ
ー
・
ブ
リ
ッ
ジ
」（N

o
ctu

rn
e: B

lu
e 

a
n
d
 G

o
ld

 - O
ld

 B
a
ttersea

 B
rid

g
e

：
一
八
七
二
年
～
一
八
七
五
年
頃
）
で
あ
ろ
う
。 

「P
issarro

」「
印
象
派
」
の
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
カ
ミ
ー
ユ
・
ピ
サ
ロ
（C

am
ille P

issarro 

一
八
三
〇
年
～

一
九
〇
三
年
）。
田
園
風
景
画
を
好
ん
だ
。 

「V
erlain

e 

の
白
月
の
賦
」
フ
ラ
ン
ス
「
象
徴
派
」
の
詩
人
ポ
ー
ル
・
マ
リ
ー
・
ヴ
ェ
ル
レ
ー
ヌ
（P

au
l 

M
arie V

erlain
e 

一
八
四
四
年
～
一
八
九
六
年
）
の
「
白
き
月
影
」
な
ど
と
訳
さ
れ
る
詩
集
「
優
し
き

歌
」（L

a
 B

o
n
n
e C

h
a
n
so

n
：
一
八
七
〇
年
刊
）
の
中
の
一
篇
（L

a
 lu

n
e b

la
n
ch

e…

）
の
こ
と
。
原
文
は

フ
ラ
ン
ス
の
サ
イ
ト
の
こ
ち
ら
を
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
川
路
柳
虹
訳
「
ヴ
ェ

ル
レ
ー
ヌ
詩
抄
」（
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
白
日
社
刊
）
の
中
の
そ
れ
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
お
く
（
左
ペ

ー
ジ
の
「
Ⅲ
」
と
あ
る
詩
篇
）。
］ 

                            

https://www.poetica.fr/poeme-532/paul-verlaine-la-lune-blanche/
https://www.poetica.fr/poeme-532/paul-verlaine-la-lune-blanche/
https://www.poetica.fr/poeme-532/paul-verlaine-la-lune-blanche/
https://www.poetica.fr/poeme-532/paul-verlaine-la-lune-blanche/
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/954194/75
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/954194/75


  
 

冷
め
が
た
の
印
象 

 

あ
わ
た
だ
し
、
旗
ひ
る
が
へ
し
、 

朱し
ゆ

の
色
の
驛
遞
馬
車

え
き
て
い
ぐ
る
ま

跳を
ど

り
ゆ
く
。 

 

曇
日

く
も
り
び

の
色
な
き
街ま

ち

は 

淸
水

し

み

づ

さ
す
石
油

せ

き

ゆ

の
噎

む
せ
び

、 

轢し

か
れ
泣
く
停
車
場

て

い

し
や

ば

の
鈴す

ゞ

、
溝み

ぞ

の
毒ど

く

、 

晝
の
三
味

し

や

み

、
鑢

や
す
り

磨す

る
歌
、 

茴
香
酒

ア

ブ

サ

ン

の
靑
み
泡
だ
つ
火
の
叫

さ
け
び

、 

絕
え
ず
眩く

る

め
く
白
楊

や
ま
な
ら
し

、
遂
に
疲
れ
て 

マ
ン
ド
リ
ン
奏か

な

で
わ
づ
ら
ふ
風
の
群む

れ

、 

あ
な
あ
は
れ
、
そ
の
か
げ
に
乞
食

か

た

ゐ

ゆ
き
か
ふ
。 

 

く
わ
と
來
り
、
燃も

え
ゆ
く
旗
は 

死
に
墮お

つ
る
、
夏
の
光
の
う
し
ろ
か
げ
。 

 

灰
色
の
亞
鉛

と

た

ん

の
屋
根
に
、 

靑
銅

せ
い
ど
う

の
擬
寶
珠

ぎ

ぼ

し

ゆ

の
錆さ

び

に
、 

ま
た
寒
き
萬
象

も
の
み
な

の
愁

う
れ
ひ

の
う
へ
に
、 

爛た
ゞ

れ
彈ひ

く
猩
紅
熱

し
や
う
こ
う
ね
つ

の
火
の
調

し
ら
べ

、 

狂
氣

き
や
う
き

の
色
と
冷さ

め
が
た
の
疲
勞

つ

か

れ

に
、
今
は 

ひ
た
嘆な

げ

く
、
悔く

い

と
、
惱

な
や
み

と
、
戰
慄

を
の
ゝ
き

と
。 

 

あ
か
あ
か
と
ひ
ら
め
く
旗
は 

猥み
だ

ら
な
る
そ
の
最
終

い
や
は
て

の
夏
の
曲

き
よ
く

。 

 

あ
な
あ
は
れ
、
あ
な
あ
は
れ
、 

あ
な
あ
は
れ
、
光
消
え
さ
る
。 

四
十
年
十
一
月 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
驛
遞
馬
車
」
郵
便
馬
車
。 

「
茴
香
酒

ア

ブ

サ

ン

」「
天
鵝
絨
の
に
ほ
ひ
」
の
私
の
注
を
参
照
。 

「
白
楊

や
ま
な
ら
し

」「
下
枝
の
ゆ
ら
ぎ
」
の
私
の
「
白
楊

は
く
や
う

」
の
注
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

「
猩
紅
熱

し
や
う
こ
う
ね
つ

」（
し
ょ
う
こ
う
ね
つ
）
溶
血
性
連
鎖
球
菌
に
よ
っ
て
起
こ
る
感
染
症
。
咽
喉
が
痛
み
、
急
に

高
熱
を
出
し
、
全
身
に
発
疹
が
現
わ
れ
る
。
小
児
に
多
く
、
治
療
に
は
ペ
ニ
シ
リ
ン
が
有
効
。
以
前
は

「
法
定
伝
染
病
」・「
学
校
伝
染
病
」
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
ペ
ニ
シ
リ
ン
で
治
療
す
れ
ば
軽
症
で
治
る
こ

http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/10/post-58357d.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/10/post-58357d.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/10/post-58357d.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/10/post-180f68.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/10/post-180f68.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/10/post-180f68.html


と
が
多
い
こ
と
か
ら
、「
溶
連
菌
感
染
症
」
と
い
う
病
名
で
在
宅
治
療
を
行
う
の
が
普
通
と
な
り
、
現
在

で
は
猩
紅
熱
と
い
う
病
名
で
法
的
な
規
制
は
受
け
な
い
（
小
学
館
「
大
辞
泉
」
に
拠
っ
た
）。］ 

                                    



  
 

赤 
 

子 
 

赤
子
啼
く
、 

 
 

急は
や

き
瀨せ

の
中う

ち

。 

 

壁
重
き
女
囚

ぢ
よ
し
う

の
牢
獄

ひ

と

や

、 

鐵て
つ

の
門も

ん

、 

淫い
ん

慾よ
く

の
蛇
の
紋
章

も
ん
し
や
う 

く
わ
と
お
び
え
、 

水
に
、
落
日

い

り

ひ

に 

照
り
か
へ
し
、 

 

黃
ば
む
ひ
と
と
き
。 

 

赤
子

あ

か

ご

啼な

く
、 

 
 

急は
や

き
瀨せ

の
中う

ち

。 

四
十
一
年
六
月 

                     



   
 

暮 
 

春 
 

ひ
り
あ
、
ひ
す
り
あ
。 

し
ゆ
ツ
、
し
ゆ
ツ…

…
 

 

な
や
ま
し
、
河
岸

か

し

の
日
の
ゆ
ふ
べ
、 

日
の
光
。 

 

ひ
り
あ
、
ひ
す
り
あ
。 

し
ゆ
ツ
、
し
ゆ
ツ…

…
 

 

眼
科

が
ん
く
わ

の
窓ま

ど

の
磨す

り

硝
子

が

ら

す

、
し
ど
ろ
も
ど
ろ
の 

白
楊

は
く
や
う

の
温ぬ

る

き
吐
息

と

い

き

に
く
わ
と
ば
か
り
、 

も
の
あ
た
た
か
に
、
く
る
ほ
し
く
、
や
は
く
、
ま
ぶ
し
く
、 

蒸
し
淀よ

ど

む
夕
日

ゆ

ふ

ひ

の
光
。 

黃き

の
ほ
め
き
。 

 

ひ
り
あ
、
ひ
す
り
あ
。 

し
ゆ
ツ
、
し
ゆ
ツ…

…
 

 

な
や
ま
し
、
ま
た
も 

い
づ
こ
に
か
、 

な
や
ま
し
、
あ
は
れ
、 

音ね

も
妙た

へ

に 

紅あ
か

き
嘴は

し

あ
る
小
鳥
ら
の
ゆ
る
き
さ
へ
づ
り
。 

 

ひ
り
あ
、
ひ
す
り
あ
。 

し
ゆ
ツ
、
し
ゆ
ツ…

…
 

 

は
た
、
大
河

お
ほ
か
は

の
饐す

え
濁に

ご

る
、
河
岸

か

し

の
ま
ぢ
か
を 

ぎ
ち
ぎ
ち
と
病や

ま
し
げ
に
と
ろ
ろ
ぎ
め
ぐ
る 

灰
色

は
ひ
い
ろ

黃き

ば
む
小
蒸
汽

こ

じ

よ
う

き

の
温ぬ

る
く
、
ま
ぶ
し
く
、 

ま
た
ゆ
る
く
と
ろ
ぎ
噴ふ

く
湯
氣

ゆ

げ 

い
ま
懈た

ゆ
く
、 

ま
た
絕
え
ず
。 

 



ひ
り
あ
、
ひ
す
り
あ
。 

し
ゆ
ツ
、
し
ゆ
ツ…

…
 

 

い
ま
病
院

び
や
う
ゐ
ん

の
裏
庭

う
ら
に
は

に
、
煉
瓦
の
も
と
に
、 

白
楊

は
く
や
う

の
し
ど
ろ
も
ど
ろ
の
香か

の
か
げ
に
、 

窓
の
硝
子

が

ら

す

に
、 

ま
じ
ま
じ
と
日
向

ひ

な

た

求も
と

む
る
病
人

や
ま
う
ど

は
目め

も
惱な

や

ま
し
く 

見
ぞ
夢
む
、
暮
春

ぼ
し
ゆ
ん

の
空
と
、
も
の
の
ね
と
、 

水
と
、
に
ほ
ひ
と
。 

 

ひ
り
あ
、
ひ
す
り
あ
。 

し
ゆ
ツ
、
し
ゆ
ツ…

…
 

 

な
や
ま
し
、
た
だ
に
や
は
ら
か
に
、
く
ら
く
、
ま
ぶ
し
く
、 

ま
た
懈た

ゆ
く
。 

 

ひ
り
あ
、
ひ
す
り
あ
。 

し
ゆ
ツ
、
し
ゆ
ツ…

…
 

四
十
一
年
三
月 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
し
ゆ
ツ
、
し
ゆ
ツ…

…

」
の
「
ツ
」
は
明
ら
か
に
ポ
イ
ン
ト
が
落
ち
て
右
方
に
打
た

れ
て
、
明
白
な
促
音
表
記
が
な
さ
れ
て
あ
る
よ
う
に
し
か
見
え
な
い
。
し
か
し
、
実
際
に
は
「
狂
人
の
音

樂
」
で
使
用
さ
れ
た
「
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
」
の
促
音
表
記
は
明
白
な
右
肩
小
文
字
の
そ
れ
で
あ
り
、
こ
れ
は
そ

れ
と
比
較
す
る
な
ら
ば
、
促
音
表
記
の
小
さ
な
「
ツ
」
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
「
狂
人
の

音
樂
」
の
直
前
に
あ
る
平
字
の
促
音
で
な
い
「
バ
ツ
ソ
」
の
「
ツ
」
と
同
じ
活
字
な
の
で
あ
る
。
私
の
言
っ

て
い
る
意
味
が
判
ら
な
い
方
の
た
め
に
、
画
像
で
示
す
。
ま
ず
、
本
篇
「
暮
春
」
の
冒
頭
部
（「
ツ
」
の

部
分
に
赤
い
矢
印
を
附
し
た
。
次
も
同
じ
）。 

★ 次
に
同
サ
イ
ズ
で
ス
キ
ャ
ン
し
た
「
狂
人
の
音
樂
」
の
「
バ
ツ
ソ
」
と
「
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
」
の
現
わ
れ
る

部
分
。 

★ 次
に
、「
暮
春
」
の
「
し
ゆ
ツ
」
の
「
ツ
」
を
ト
リ
ミ
ン
グ
し
て
示
す
。 

★ 次
に
同
サ
イ
ズ
で
ス
キ
ャ
ン
し
た
「
狂
人
の
音
樂
」
の
「
バ
ツ
ソ
」
の
「
ツ
」
を
示
す
。 

★ 御
覧
の
通
り
、
同
じ
ポ
イ
ン
ト
の
活
字
「
ツ
」
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
こ
れ
は
例
え
ば
、
後
発
の
昭
和
三

（
一
九
二
八
）
年
の
自
身
の
編
に
成
る
「
白
秋
詩
集
Ⅱ
」
で
、
先
の
「
狂
人
の
音
樂
」
の
平
字
の
「
バ
ツ

ソ
」
の
「
ツ
」
と
「
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
」
の
「
ツ
」
を
比
較
し
て
見
る
（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ

http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/10/post-52962d.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/10/post-52962d.html
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1145830/56
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1145830/56
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1145830/56


ク
シ
ョ
ン
の
画
像
。
左
ペ
ー
ジ
中
央
と
左
ペ
ー
ジ
後
ろ
か
ら
三
行
目
）
と
、
後
者
が
明
ら
か
に
や
や
小
さ

な
別
の
活
字
の
「
ツ
」
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
で
明
ら
か
で
あ
る
。
而
し
て
、
こ
の
後
発
の
そ
ち
ら
の
「
暮

春
」
の
「
ツ
」
と
、
前
に
示
し
た
同
じ
後
発
の
「
狂
人
の
音
樂
」
の
「
バ
ツ
ソ
」（
同
前
。
左
ペ
ー
ジ
中

央
）
の
「
ツ
」
の
両
者
を
拡
大
し
て
比
較
し
て
見
て
も
、
誠
に
残
念
な
こ
と
に
、
同
じ
大
き
さ
の
「
ツ
」
で

あ
る
こ
と
が
判
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
私
は
見
た
目
上
の
印
象
を
大
事
に
し
た
い
。
そ
こ
で
、
本

篇
で
は
「
ツ
」
の
ポ
イ
ン
ト
を
落
し
た
。
な
お
、
現
行
詩
集
類
に
見
る
「
暮
春
」
の
「
し
ゆ
ツ
」
の

「
ツ
」
は
促
音
で
は
な
い
も
の
が
殆
ん
ど
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

 

さ
て
、
こ
の
「
ひ
り
あ
、
ひ
す
り
あ
。」「
し
ゆ
ツ
、
し
ゆ
ツ…

…

」
は
非
常
に
手
の
込
ん
だ
（
或
る
意

味
で
「
や
や
意
地
の
悪
い
」
と
評
し
て
も
よ
い
）
オ
ノ
マ
ト
ペ
イ
ア
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
無
心
に
読
ん

だ
時
は
、
誰
も
が
「
こ
の
音
は
何
だ
ろ
う
？
」
と
惑
う
と
思
わ
れ
る
。
第
六
連
ま
で
読
ん
で
、「
こ
れ

は
、
こ
の
『
小
鳥
ら
』
の
囀
り
か
し
ら
？
」
と
一
瞬
、
思
う
の
だ
が
、
に
し
て
は
、
何
か
気
に
障
る
厭
な

印
象
が
、
囀
り
と
は
思
わ
れ
な
い
。
そ
れ
が
、
第
八
連
に
来
て
、
実
は
そ
れ
は
眼
科
医
院
の
傍
ら
を
流
れ

る
川
、
或
い
は
白
秋
の
故
郷
柳
川
の
運
河
を
行
き
来
す
る
小
蒸
汽
船
の
立
て
る
発
動
機
の
音
（
或
い
は
そ

の
船
の
運
航
に
付
随
す
る
水
切
音
な
ど
を
含
む
）
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
こ
ま
で
不
明
に
眩
暈
さ

れ
て
少
し
憎
く
な
る
ま
で
に
味
な
用
法
な
の
で
あ
る
。 

「
白
楊

は
く
や
う

」「
下
枝
の
ゆ
ら
ぎ
」
の
私
の
「
白
楊

は
く
や
う

」
の
注
を
参
照
さ
れ
た
い
。］ 

                      

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1145830/62
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噴 

水 

の 

印 

象 
 

噴
水

ふ
き
あ
げ

の
ゆ
る
き
し
た
た
り
。―

―
 

霧
し
ぶ
く
苑そ

の

の
奧
、
夕
日

ゆ

ふ

ひ

の
光
、 

水
盤

す
ゐ
ば
ん

の
黃き

な
る
さ
ざ
め
き
、 

な
べ
て
、
い
ま 

も
の
あ
ま
き
嗟
嘆

な
げ
か
ひ

の
色
。 

 

噴
水

ふ
き
あ
げ

の
病や

め
る
し
た
た
り
。―

―
 

い
づ
こ
に
か
病
兒

び
や
う
じ

啼な

き
、
ゆ
め
は
し
た
た
る
。 

そ
こ
こ
こ
に
接
吻

く
ち
つ
け

の
音お

と

。 

空
は
、
は
た
、 

暮
れ
か
か
る
夏
の
わ
な
な
き
。 

 

噴
水

ふ
き
あ
げ

の
甘
き
し
た
た
り
。―

―
 

そ
が
も
と
に
痍き

ず

つ
け
る
女
神

ぢ
よ
じ
ん

の
瞳
。 

は
た
、
赤
き
眩
暈

く
る
め
き

の
中う

ち

、 

冷ひ
や

み
入
る 

銀ぎ
ん

の
節ふ

し

、
雲
の
と
ど
ろ
き
。 

 

噴
水

ふ
き
あ
げ

の
暮
る
る
し
た
た
り
。―

―
 

く
わ
と
ぞ
蒸む

す
日
の
お
び
え
、
晚ば

ん

夏か

の
さ
け
び
、 

濡
れ
黃
ば
む
憂
欝
症

ヒ

ス

テ
リ

イ

の
ゆ
め 

靑
む
、
あ
な 

し
と
し
と
と
夢
は
し
た
た
る
。 

四
十
一
年
七
月 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
憂
欝
症

ヒ

ス

テ
リ

イ

」
こ
の
ル
ビ
は
意
味
上
の
そ
れ
と
漢
字
の
単
語
と
の
乖
離
が
あ
っ
て
い
た

だ
け
な
い
。「
憂
欝
症
」
の
示
す
「
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
」
と
、
ル
ビ
の
「
ヒ
ス
テ
リ
ー
」
の
孰
れ
を
意
味
で

採
る
か
で
迷
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
私
は
前
者
の
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
の
意
味
で
採
る
べ
き
と
は
思
う
。

な
お
、「
ヒ
ス
テ
リ
ー
」
は
ド
イ
ツ
語
の 

H
y
sterie 

で
あ
る
が
、
元
は
「
子
宮
」
を
意
味
す
る
ギ
リ
シ
ャ

語
か
ら
生
ま
れ
た
語
で
、
古
代
ロ
ー
マ
に
於
い
て
は
女
性
の
様
々
な
病
気
の
原
因
と
し
て
の
子
宮
に
、
因

果
関
係
に
求
め
た
こ
と
に
由
来
す
る
も
の
の
、
現
在
の
身
体
的
障
害
を
示
す
ヒ
ス
テ
リ
ー
と
は
一
致
し
な

い
。］ 

   



 
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
詩
篇
群
「
顏
の
印
象 

六
篇
」
の
冒
頭
。
石
井
柏
亭
の
挿
絵
と
と
も
に
。
ご
覧
に
通

り
、「
六
篇
」
の
文
字
は
ポ
イ
ン
ト
落
ち
で
や
や
右
寄
り
で
あ
る
。 

 

以
下
、「
顏
の
印
象
」
六
篇
は
纏
め
て
電
子
化
し
、
各
篇
の
間
は
三
行
空
け
た
。
こ
れ
は
、
各
篇
が
総

て
、
右
ペ
ー
ジ
始
ま
り
に
整
除
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
標
題
の
字
下
げ
が
、「A

」
の
み
三
字
下
げ

で
、
後
は
総
て
四
字
下
げ
で
あ
る
の
も
マ
マ
で
あ
る
。］ 

   
 

顏 

の 

印 

象 

六 

篇 

  
 

 

Ａ 
 

精 

舍 

 

う
ち
沈
む
廣
額

ひ
ろ
び
た
ひ

、
夜よ

の
ご
と
も
凹く

ぼ

め
る
眼

ま
な
こ―

―
 

い
や
深
く
、
い
や
重
く
、
泣
き
し
づ
む
靈

た
ま
し

の
精
舍

し
や
う
じ
や

。 

そ
れ
か
、
實げ

に
聲
も
な
き
秦
皮

と
ね
り
こ

の
森
の
ひ
ま
よ
り 

熟
視

み

つ

む
る
は
暗く

ら

き
池
、
谷
そ
こ
の
水
の
を
の
の
き
。 

 

い
づ
こ
に
か
薄
日

う

す

ひ

さ
し
、
き
し
り
こ
き
り

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

斑
鳩

い
か
る
が

な
げ
く 

寂
寥

さ
み
し
ら

や
、
空
の
色
な
ほ
紅あ

け

に
に
ほ
ひ
の
こ
れ
ど
、 

靜
か
な
る
、
は
た
孤
獨

ひ

と

り

、
山
間

や
ま
あ
ひ

の
霧
に
う
も
れ
て 

悔く
い

と
夜よ

の
な
げ
か
ひ
を

懇
ね
も
ご
ろ

に
通
夜

つ

や

し
見
ま
も
る
。 

 

か
か
る
間ま

も
、
底
ふ
か
く
靑あ

を

の
魚
盲め

し

ひ
あ
ぎ
と
ひ
、 

口
そ
そ
ぐ
夢
の
豹へ

う

水
の
面も

に
血
音

ち

の

と

た
て
つ
つ
、 

み
な
冷ひ

や
き
石
の
世よ

と
化な

り
ぞ
ゆ
く
、
あ
な
恐
怖

お

そ

れ

よ
り
。 

 

か
く
て
な
ほ
聲
も
な
き
秦
皮

と
ね
り
こ

よ
、
秘ひ

そ

に
火
と
も
り
、 

精
舍

し
や
う
じ
や

ま
た
水
晶
と
凝こ

ご

る
時と

き

愁
う
れ
ひ

や
ぶ
れ
て 

響
き
い
づ
、
響
き
い
づ
、
最
終

い
や
は
て

の
靈た

ま

の
梵
鐘

ぼ
ん
し
よ
う

。 

以
下
五
篇―

―

四
十
一
年
三
月 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
秦
皮

と
ね
り
こ

」「
陰
影
の
瞳
」
の
私
の
注
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

「
斑
鳩

い
か
る
が

」
ス
ズ
メ
目
ア
ト
リ
科
イ
カ
ル
属
イ
カ
ル 

E
o
p
h
o
n
a
 p

erso
n
a
ta

 

の
こ
と
で
あ
る
が
、
ウ
ィ
キ
の

「
イ
カ
ル
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
漢
字
表
記
は
正
し
く
な
い
と
し
、「
鵤
」「
桑
鳲
」
が
正
し
い
と
す
る
。
同

種
は
『
木
の
実
を
嘴
（
く
ち
ば
し
）
で
廻
し
た
り
』、『
転
が
し
た
り
す
る
た
め
』、『
古
く
は
「
マ
メ
マ
ワ

シ
」
や
「
マ
メ
コ
ロ
ガ
シ
」、
木
の
実
を
好
ん
で
食
べ
る
た
め
「
ま
め
う
ま
し
」、「
豆
割
り
」
な
ど
と
呼

ば
れ
た
。
イ
カ
ル
と
い
う
名
の
由
来
は
』、『
奈
良
県
の
斑
鳩
と
も
』、『
鳴
き
声
が
「
イ
カ
ル
コ
キ
ー
」
と

聞
こ
え
る
か
ら
と
も
言
わ
れ
る
が
、
定
か
で
は
な
い
。
ま
た
「
イ
カ
ル
ガ
（
斑
鳩
）」
と
呼
ば
れ
る
こ
と

https://onibi.cocolog-nifty.com/photos/uncategorized/kaonoinnsyou6hen.jpg
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/10/post-da6f30.html
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%82%AB%E3%83%AB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%82%AB%E3%83%AB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%82%AB%E3%83%AB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%82%AB%E3%83%AB


も
あ
る
が
』、『
厳
密
に
は
「
斑
鳩
」
の
文
字
を
使
う
の
は
誤
用
で
あ
り
、「
鵤
」
は
角
の
よ
う
に
丈
夫
な

嘴
を
持
つ
』
こ
と
『
に
由
来
す
る
』
と
あ
る
。
但
し
、
聖
徳
太
子
の
宮
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
斑
鳩
の
里

に
、
こ
の
鳥
が
多
く
い
た
こ
と
に
よ
る
古
名
と
す
る
説
は
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
「
斑
鳩
」
に
多
く
い
た
と
す

る
鳥
が
現
在
の
イ
カ
ル
で
あ
る
と
い
う
確
証
は
な
く
、
大
修
館
書
店
「
廣
漢
和
辭
典
」
で
は
「
斑
鳩
（
ハ
ン

キ
ュ
ウ
）」
を
ハ
ト
目
ハ
ト
科
キ
ジ
バ
ト
属
ジ
ュ
ズ
カ
ケ
バ
ト 

S
trep

to
p
elia

 riso
ria

 

と
し
て
あ
り
（『
い
か

る
』
と
も
記
し
て
い
る
も
の
の
、
解
説
は
明
ら
か
に
ジ
ュ
ズ
カ
ケ
バ
ト
の
も
の
で
あ
る
）、
明
の
李
時
珍
の

「
本
草
綱
目
」
の
「
禽
之
三
」
の
頭
に
「
斑
鳩
」
を
出
す
が
、
そ
の
記
載
は
、『
鳩
也
』
と
始
ま
っ
て
お

り
、「
廣
漢
和
辭
典
」
の
比
定
根
拠
と
し
て
挙
げ
て
い
る
の
も
、「
本
草
綱
目
」
で
あ
る
。
因
み
に
、
寺
島
良

安
の
「
和
漢
三
才
図
会
」
で
も
、
巻
第
四
十
三
「
林
禽
類
」
冒
頭
に
「
斑
鳩
」
と
し
て
出
す
の
は
ハ
ト
で
あ

っ
て
、
イ
カ
ル
で
は
な
い
（
リ
ン
ク
先
は
私
の
電
子
化
注
）。
良
安
は
イ
カ
ル
は
同
巻
に
「
桑
鳲
（
ま
め
ど

り
・
ま
め
う
ま
し
・
い
か
る
が
） 

（
イ
カ
ル
）」
と
し
て
出
し
て
お
り
、
そ
の
本
文
で
は
、
わ
ざ
わ
ざ
最

後
の
部
分
で
『「
倭
名
抄
」
に
『
鵤
【
伊
加
流
加
〔（
い
か
る
が
）〕。】・
斑
鳩
【
同
。】』〔
と
あ
れ
ど
〕、
共
に

誤
り
な
り
』
と
書
い
て
さ
え
い
る
。
ま
た
、
現
代
中
国
語
で
は
、「
斑
鳩
」
を
ハ
ト
目
ハ
ト
科
キ
ジ
バ
ト
属 

S
trep

to
p
elia

 

の
中
文
属
名
「
斑
鳩
属
」
と
し
て
い
る
こ
と
が
、
中
文
ウ
ィ
キ
の
こ
ち
ら
で
判
る
。
さ
れ

ば
、
や
は
り
イ
カ
ル
を
斑
鳩
に
比
定
同
定
す
る
の
甚
だ
無
理
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
私
は
思
う
。

以
下
、
ウ
ィ
キ
の
「
イ
カ
ル
」
か
ら
引
く
。『
ロ
シ
ア
東
部
の
沿
海
州
方
面
と
日
本
で
繁
殖
し
、
北
方
の

個
体
は
冬
季
に
中
国
南
部
に
渡
り
』、『
越
冬
す
る
』。『
日
本
で
は
北
海
道
、
本
州
、
四
国
、
九
州
の
山
林

で
繁
殖
す
る
が
』、『
北
日
本
の
個
体
は
冬
季
は
本
州
以
南
の
暖
地
に
移
動
す
る
』。『
全
長
は
約
』
二
十
三

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、『
太
く
て
大
き
い
黄
色
い
嘴
を
持
つ
。
額
か
ら
頭
頂
、
顔
前
部
、
風
切
羽
の
一
部

が
光
沢
の
あ
る
濃
い
紺
色
で
体
の
上
面
と
腹
は
灰
褐
色
で
下
腹
か
ら
下
尾
筒
は
白
い
。
初
列
風
切
羽
に
白

斑
が
あ
る
。
雌
雄
同
色
で
あ
る
』。『
主
に
樹
上
で
生
活
す
る
が
、
非
繁
殖
期
に
は
地
上
で
採
食
し
て
い
る

姿
も
よ
く
見
か
け
る
。
木
の
実
や
草
の
種
子
を
採
食
す
る
。
時
に
は
、
昆
虫
類
も
食
べ
て
い
る
』。『
繁
殖

期
は
つ
が
い
で
生
活
す
る
が
』、『
巣
の
周
囲
の
狭
い
範
囲
し
か
縄
張
り
と
せ
ず
、
数
つ
が
い
が
隣
接
し
て

コ
ロ
ニ
ー
状
に
営
巣
す
る
こ
と
が
多
い
。
木
の
枝
の
上
に
、
枯
れ
枝
や
草
の
蔓
を
組
み
合
わ
せ
て
椀
状
の

巣
を
作
る
。
産
卵
期
は
』
五
～
七
月
で
、
三
～
四
個
の
『
卵
を
産
む
。
抱
卵
期
間
は
約
』
十
四
『
日
。
雛

は
孵
化
し
て
か
ら
』
十
四
『
日
程
で
巣
立
つ
』。『
非
繁
殖
期
は
数
羽
か
ら
数
十
羽
の
群
れ
を
形
成
し
て
生

活
す
る
』。『
波
状
に
上
下
に
揺
れ
る
よ
う
に
飛
翔
す
る
』。
以
下
「
聞
き
な
し
」
の
項
。『
各
地
に
様
々
な

聞
き
な
し
が
伝
わ
』
り
、「
比
志
利
古
木
利
（
ひ
し
り
こ
き
り
）
」
（
こ
れ
は
白
秋
の
『
き
し
り
こ
き
り

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

』
の

オ
ノ
マ
ト
ペ
イ
ア
に
酷
似
す
る
）、「
月
日
星
（
つ
き
ひ
ほ
し
）
」
と
も
成
し
、『
月
・
日
・
星
と
囀
る
こ
と

か
ら
三
光
鳥
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
』
と
あ
る
。Y

o
u
T

u
b
e 

の
野
鳥
動
画
図
鑑W

ild
 B

ird
 Jap

an

の
「
イ
カ

ル
（1

）
さ
え
ず
り
（
戸
隠
）」
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
お
く
。］ 

       

http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/10/post-3c04.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/10/post-3c04.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/10/post-0ec5.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/10/post-0ec5.html
https://zh.wikipedia.org/wiki/%E6%96%91%E9%B8%A0%E5%B1%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%82%AB%E3%83%AB
https://www.youtube.com/watch?v=IPQYmtuQLMs
https://www.youtube.com/watch?v=IPQYmtuQLMs
https://www.youtube.com/watch?v=IPQYmtuQLMs


  
 

 
 

Ｂ 

狂 

へ 

る 

街 

 

赭あ
か

ら
め
る
暗く

ら

き
鼻
、
な
め
ら
か
に
禿は

げ
た
る
額

ひ
た
ひ

、 

痙
攣

ひ

き

つ

れ
る
唇く

ち

の
端は

し

、
光
な
く
な
や
め
る
眼

ま
な
こ 

な
に
か
見
る
、
夕
榮

ゆ
ふ
ば
え

、
の
ひ
と
み
ぎ
り
噎む

せ

ぶ
落
日

い

り

ひ

に
、 

熱
病

ね
つ
び
や
う

の
響

ひ
び
き

す
る
煉れ

ん

瓦ぐ
わ

家や

か
、
狂
へ
る
街ま

ち

か
。 

 

見
る
が
ま
に
燒
酎

せ
う
ち
う

の
泡あ

わ

し
ぶ
き
ひ
た
ぶ
る
歎な

げ

く 

そ
が
街ま

ち

よ
、
立
て
つ
づ
く
尖

と
が
り

屋
根

や

ね

血
ば
み
疲つ

か

れ
て 

雲
赤
く
も
だ
ゆ
る
日
、
惱な

や

ま
し
く
馬
車

ば

し

や

驅か

る
や
か
ら 

靈
た
ま
し
ひ

の
あ
り
か
を
ぞ
う
ち
惑ま

ど

ひ
窓ま

ど

ふ
り
あ
ふ
ぐ
。 

 

そ
の
窓ま

ど

に
盲め

し

ひ
た
る
爺を

ぢ

ひ
と
り
鈍に

ぶ

き
刄は

硏と

げ
る
。 

は
た
、
啞

お
ふ
し

朱し
ゆ

に
笑
ひ
痺し

び

れ
つ
つ
女

を
み
な

を
說と

け
る
。 

次つ
ぎ

な
る
は
聾ろ

う

し
ぬ
る
淸
き
尼あ

ま

三
味
線

し

や

み
せ

ん

彈ひ

け
る
。 

 

し
か
は
あ
れ
、
照
り
狂
ふ
街ま

ち

は
ま
た
酒
と
歌
と
に 

し
ど
ろ
な
る
舞ま

ひ

の
列れ

つ

あ
か
あ
か
と
淫た

は

れ
く
る
め
き
、 

馬
車

ば

し

や

の
あ
と
見
も
や
ら
ず
、
意
味

い

み

も
な
く
歌
ひ
倒た

ふ

る
る
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
第
一
連
三
行
目
の
「
な
に
か
見
る
、
夕
榮

ゆ
ふ
ば
え

、
の
ひ
と
み
ぎ
り
噎む

せ

ぶ
落
日

い

り

ひ

に
、」
の

「
夕
榮
」
の
後
の
読
点
は
、
音
数
律
か
ら
見
て
も
明
ら
か
に
誤
植
で
あ
る
が
、
そ
の
ま
ま
に
再
現
し
た
。

後
の
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
ア
ル
ス
版
「
白
秋
詩
集
Ⅱ
」
で
は
、
正
し
く
除
去
さ
れ
て
い
る
。 

「
ひ
と
み
ぎ
り
」
聴
い
た
こ
と
の
な
い
語
で
あ
る
。
小
学
館
「
日
本
国
語
大
辞
典
」
に
も
載
ら
な
い
。
し

か
し
、
後
に
出
る
「
浴
室
」
や
「
華
の
か
げ
」
に
も
出
現
し
、
詩
集
「
東
京
景
物
詩
及
其
他
」
の
中
の

「
靑
髯
」
の
「
畜
生
」
に
も
出
現
す
る
。
そ
れ
ら
を
並
べ
て
見
て
も
、
し
か
し
、
今
一
つ
、
意
味
が
判
然

と
し
な
い
。
個
人
的
に
は
「
砌

み
ぎ
り

」（
時
節
・
折
り
・
頃
）
に
、
不
特
定
の
一
時
期
や
大
体
の
範
囲
な
ど
を

表
わ
す
接
頭
語
の
「
ひ
と
」
が
附
い
た
も
の
で
、「
丁
度
、
そ
の
折
の
辺
り
に
」
の
意
で
あ
ろ
う
か
。］ 

         

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1145830/66


  
 

 
 

Ｃ 

醋 

の 

甕 

 

蒼あ
を

ざ
め
し
汝な

が
面

お
も
て

饐す

え
よ
ど
む
瞳

ひ
と
み

の
に
ご
り
、 

薄
暮

く
れ
が
た

に
熟
視

み

つ

め
つ
つ
撓た

わ

み
ち
る
髮
の
香か

き
け
ば―

―
 

醋す

の
甕か

め

の
ふ
た
な
ら
び
人
も
な
き
室む

ろ

に
沈
み
て
、 

ほ
の
暗く

ら

き
玻
璃

は

り

の
窓
ひ
や
や
か
に
愁う

れ

ひ
わ
な
な
く
。 

 

外
面

と

の

も

な
る
嗟
嘆

な
げ
か
ひ

よ
、
波
も
な
き
い
ん
く

ヽ

ヽ

ヽ

の
河
に 

旗
靑
き
獨
木
舟

う

つ

ろ
ぶ

ね

そ
こ
は
か
と
巡め

ぐ

り
漕
ぎ
た
み
、 

見
え
わ
か
ぬ
惱

な
や
み

よ
り
錨

い
か
り

曳ひ

き
鎖

く
さ
り

卷
か
れ
て
、 

伽
羅

き

や

ら

ま
じ
り
消
え
失う

す
る
黑
蒸
汽

く
ろ
じ
よ
う
き

笛ふ
え

ぞ
呻う

め

け
る
。 

 

吊つ
り

橋ば
し

の
灰は

ひ

白じ
ろ

よ
、
疲つ

か

れ
た
る
煉
瓦

れ
ん
ぐ
わ

の
壁か

べ

よ
、 

た
ま
た
ま
に
整

と
と
の

は
ぬ
夜よ

の
ピ
ア
ノ
淫み

だ

れ
さ
や
げ
ど
、 

ひ
と
び
と
は
聲
も
な
し
、
河
の
面お

も

を
た
だ
に
熟
視

み

つ

む
る
。 

 

は
た
、
甕か

め

の
ふ
た
な
ら
び
、
さ
こ
そ
あ
れ
夢
は
た
ゆ
た
ひ
、 

内
と
外そ

と

か
ぎ
り
な
き
懸
隔

へ
だ
た
り

に
帷

と
ば
り

墮お

つ
れ
ば
、 

あ
な
悲
し
、
あ
な
暗く

ら

し
、
醋す

の
沈
默

し

じ

ま

長
く
ひ
び
か
ふ
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
漕
ぎ
た
み
」「
た
み
」
は
「
囘
む
・
𢌞
む
」
で
「
ぐ
る
り
と
漕
ぎ
廻
る
」・「
迂
回
す

し
て
漕
ぐ
」
の
意
。 

「
伽
羅

き

や

ら

」
梵
語
の
漢
訳
。
狭
義
に
は
香
木
と
し
て
有
名
な
沈
香

じ
ん
こ
う

（
例
え
ば
ア
オ
イ
目
ジ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ
科
ジ

ン
コ
ウ
属
ア
ク
イ
ラ
リ
ア
・
ア
ガ
ロ
ー
チ
ャ 

A
q
u
ila

ria
 a

g
a
llo

ch
a
 

等
）
の
別
名
。］ 

             



  
 

 
 

Ｄ 

沈 

丁 

花 

 

な
ま
め
け
る
わ
が
女

を
み
な

、
汝な

は
彈ひ

き
ぬ
夏
の
日
の
曲

き
よ
く

、 

惱な
や

ま
し
き
眼め

の
色
に
、
髮か

う

際ぎ
は

の
紛こ

な

お
し
ろ
ひ
に
、 

緘つ
ぐ

み
た
る
色
あ
か
き

唇
く
ち
び
る

に
、
あ
る
は
い
や
し
く 

肉
し
し
む
ら

の
香か

に
倦う

め
る
猥み

だ

ら
な
る
頰ほ

ほ
ほ
ゑ
み
に
。 

 

響ひ
び

か
ふ
は
呪の

ろ

は
し
き
執し

ふ

と
欲よ

く

、
ゆ
め
も
ふ
く
ら
に 

頸
う
な
じ

卷
く
毛
の
ぬ
く
み
、
眞ま

白し
ろ

な
る
ほ
だ
し
の
環

た
ま
き 

そ
が
う
へ
に
我
ぞ
聽き

く
、
沈
丁
花

ぢ

ん

て
う

げ

た
ぎ
る
畑

は
た
け

を
、 

堪た

へ
が
た
き
夏
の
日
を
、
狂く

る

は
し
き
甘あ

ま

き
ひ
び
き
を
。 

 

し
か
は
あ
れ
、
ま
た
も
聽
く
、
そ
が
畑は

た

に
隣と

な

る
河か

岸し

側き
は

、 

色
ざ
め
し
淺
葱
幕

あ

さ

ぎ
ま

く

し
ど
け
な
く
張
り
も
つ
ら
ね
て
、 

調し
ら

ぶ
る
は
下
司

げ

す

の
う
た
、
は
し
や
げ
る
曲
馬

チ
ヤ
リ
ネ

の
囃
子

は

や

し

。 

 

そ
の
幕
の
羅ら

馬う
ま

字じ

よ
、
く
る
し
げ
に
馬
は
嘶

い
な
な

き
、 

大
喇
叭

お

ほ

ら
つ

ぱ

鄙ひ
な

び
た
る
笑

わ
ら
ひ

し
て
ま
た
も
挑い

ど

め
ば 

生な
ま

あ
つ
き
色
と
香か

と
ひ
と
さ
や
ぎ
歎な

げ

き
も
つ
る
る
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
髮か

う

際ぎ
は

」「
か
み
ぎ
は
」
の
音
変
化
で
中
世
以
降
の
古
文
に
既
に
見
ら
れ
る
。
意
味
は

無
論
、「
髪
の
生
え
際ぎ

わ

」。
現
代
仮
名
遣
は
「
こ
う
ぎ
わ
」
と
な
る
。 

「
ほ
だ
し
」「
絆
し
」。
人
の
心
や
行
動
の
自
由
を
縛
る
も
の
、
手
か
せ
・
足
か
せ
の
意
で
あ
る
が
、
こ
こ

は
愛
人
か
ら
貰
っ
た
指
輪
で
あ
ろ
う
。 

「
曲
馬

チ
ヤ
リ
ネ

」「
秋
の
瞳
」
の
「
曲
馬
師

チ

ヤ

リ
ネ

し

」
の
私
の
注
を
見
ら
れ
た
い
。］ 

            

http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/10/post-85f90e.html


  
 

 
 

Ｅ 

不 

調 

子 

 

わ
れ
は
見
る
汝な

が
不
調

ふ

て

う

、―
―

萎し
な

び
た
る
瞳
の
光
澤

つ

や

に
、 

衰
お
と
ろ
へ

の
頰ほ

に
に
ほ
ふ
お
し
ろ
ひ
の
厚
き
化
粧

け

は

ひ

に
、 

あ
は
れ
ま
た
褪あ

せ
は
て
し
髮
の
髷ま

げ

强つ
よ

き
く
ゆ
り
に
、 

肉
し
し
む
ら

の
戰
慄

わ
な
な
き

を
、
い
や
甘
き
欲よ

く

の
疲
勞

つ

か

れ

を
。 

 

は
た
思
ふ
、
晚
夏

お
そ
な
つ

の
生な

ま

あ
つ
き
に
ほ
ひ
の
な
か
に
、 

倦う

み
し
ご
と
縺も

つ

れ
入
る
い
と
冷ひ

や
き
風
の
吐
息

と

い

き

を
。 

新
開

し
ん
か
い

の
街ま

ち

は
鏽さ

び
て
、
色
赤
く
猥み

だ

る
る
屋
根
を
、 

濁
り
た
る
看
板

か
ん
ば
ん

を
、
入
り
殘
る
窓
の
落
日

い

り

ひ

を
。 

 

な
べ
て
み
な
整

と
と
の

は
ぬ
色
の
曲ふ

し…
…

た
だ
に
鋭

す
る
ど

き 

最
高
音

ソ

プ

ラ

ノ

の
入
り
雜ま

じ

り
、
埃

ほ
こ
り

た
つ
家や

な
み
の
う
へ
に
、 

色
に
ぶ
き
土
藏
家

ど

ざ

う

や

の
江
戶

え

ど

芝
居

し

ば

ゐ

ひ
と
り
古
り
た
る
。 

 

露あ
ら

は
な
る
日
の
光
、
そ
が
も
と
に
三
味

し

や

み

は
な
ま
め
き
、 

拍
子
木

へ

う

し

ぎ

の
歎

な
げ
き

ま
た
い
と
痛い

た

し
古
き
痍

い
た
で

に
、 

か
く
て
あ
な

衰
お
と
ろ
へ

の
も
の
の
い
ろ
空そ

ら

は
暮
れ
初
む
。 

                  



  
 

 
 

Ｆ 

赤
き
恐
怖 

 

わ
か
う
ど
よ
、
汝な

は
く
る
し
、
尋と

め
あ
ぐ
む
苦
悶

く

も

ん

の
瞳

ひ
と
み

、 

秀
で
た
る
眉
の
ゆ
め
、
ひ
た
か
わ
く
赤
き

唇
く
ち
び
る 

み
な
戀
の
響
な
り
、
熟
視

み

つ

む
れ
ば―

―

調
し
ら
べ

か
な
で
て 

火
の
ご
と
き
馬
ぐ
る
ま
燃も

え
過
ぐ
る
窓
の
か
な
た
を
。 

 

は
た
、
辻
の
眞
晝

ま

ひ

る

ど
き
、
白
楊

は
こ
や
な
ぎ

に
ほ
ひ
わ
な
な
き
、 

雲
浮
か
ぶ
空そ

ら

の
色
生な

ま

あ
つ
く
蒸
し
も
汗あ

せ

ば
む 

街ま
ち

よ
、
あ
な
音
も
な
し
、
鐘
は
な
ほ
鳴
り
も
わ
た
ら
ね
、 

炎
上

え
ん
じ
や
う

の
光
ま
た
眼め

に
う
つ
り
、
壁
ぞ
狂く

る

へ
る
。 

 

人
も
な
き
路
の
べ
よ
、
し
と
し
と
と
血
を
滴

し
た
た

ら
し 

膽き
も

拔ぬ

き
て
走
る
鬼
、
そ
が
あ
と
に
た
だ
に
饑う

ゑ
つ
つ 

色
赤
き
郵
便
函

ポ

ス

ト

の
み
く
る
し
げ
に
ひ
と
り
立
ち
た
る
。 

 

か
く
て
な
ほ
窓
の
内う

ち

す
ず
し
げ
に
室む

ろ

は
濡ぬ

る
れ
ど
、 

戶
外

と

の

も

に
ぞ
火
は
熾さ

か

る
、…

…
…
…
…

哀あ
は

れ
、
哀あ

は

れ
、
棚た

な

の
上へ

に
見
よ
、 

水
も
な
き
消
火
器

せ

う

く
わ

き

の
う
つ
ろ
な
る
赤
き
戰
慄

を
の
の
き

。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
第
一
連
末
の
「
火
の
ご
と
き
馬
ぐ
る
ま
燃も

え
過
ぐ
る
窓
の
か
な
た
を
」
と
い
う
の

は
、
現
実
と
し
て
は
、
軒
に
吊
る
し
た
走
馬
燈
の
目
く
る
め
く
回
転
が
そ
の
イ
メ
ー
ジ
の
も
と
に
は
あ
り

な
が
ら
、
そ
れ
が
し
か
し
、
詩
想
の
中
で
は
完
全
に
後
退
し
て
走
馬
燈
の
形
象
は
分
解
さ
れ
、
再
構
築
さ

れ
て
、
実
際
の
炎
を
上
げ
て
馬
と
馬
車
が
燃
え
つ
つ
窓
の
彼
方
を
走
り
過
ぎ
て
ゆ
く
、
と
い
う
慄
然
と
さ

せ
る
観
念
的
な
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
を
起
こ
し
て
い
る
よ
う
に
私
に
は
読
め
る
。 

「
白
楊

は
こ
や
な
ぎ

」「
下
枝
の
ゆ
ら
ぎ
」
の
私
の
「
白
楊

は
く
や
う

」
の
注
を
参
照
さ
れ
た
い
。］ 

           

http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/10/post-180f68.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/10/post-180f68.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/10/post-180f68.html


  
 

 

盲 

ひ 

し 

沼 
 

午ご

後ご

六ろ
く

時じ

、
血け

つ

紅こ
う

色
し
よ
く

の
日
の
光 

盲め
し

ひ
し
沼
に
ふ
り
そ
そ
ぎ
、
濁

に
ご
り

の
水
の 

聲
も
な
く
傷

き
ず
つ

き
眩く

ら

む
生な

ま

お
び
え
。 

鐵て
つ

の
匂

に
お
ひ

の
ひ
と
冷ひ

や

み
沁し

み
は
入
れ
ど
も
、 

影
う
つ
す
煙
草

た

ば

こ

工
場

こ

う

ば

の
煉
瓦
壁

れ
ん
ぐ
わ
か
べ

。 

眼め

も
痛い

た

ま
し
き
香か

の
け
ぶ
り
、
機
械

き

か

い

と
ど
ろ
く
。 

  

鳴
き
き
た
る
鵝
鳥

が

て

う

の
う
か
ら 

 

し
ら
し
ら
と
水
に
飛
び
入
る
。 

 

午
後
六
時
、
ま
た
噴ふ

き
な
や
む
管く

だ

の
湯
氣

ゆ

げ

、 

壁
に
凭よ

り
た
る
素す

裸
は
だ
か

の
若わ

か

者も
の

ひ
と
り 

腕
か
い
な

拭ふ

き
鐵て

つ

の
匂
に
う
ち
噎む

せ

ぶ
。 

は
た
、
あ
か
あ
か
と
蒸
氣
鑵

じ
よ
う
き
が
ま

音お
と

な
く
叫
び
、 

そ
こ
こ
こ
に
咲
き
こ
ぼ
れ
た
る
芹せ

り

の
花
、 

あ
な
や
、
し
と
ど
に
お
し
な
べ
て
日
ぞ
照
り
そ
そ
ぐ
。 

  

聲
も
な
き
鵞
鳥

が

て

う

の
う
か
ら 

 

色
み
だ
し
水
に
消
え
入
る 

 

午
後
六
時
、
鵞
鳥

が

て

う

の
見
た
る
水
底

み
な
ぞ
こ

は 

血
潮
し
た
た
る
沼ぬ

ま

の
面も

の
負
傷

て

き

ず

の
光 

か
き
濁
る
泥ど

ろ

の
臭く

さ

み
に
疲つ

か

れ
つ
つ
、 

水
死

す

ゐ

し

の
人
の
骨
の
ご
と
ち
ら
ぼ
ふ
な
か
に 

も
の
鈍に

ぶ

き
鉛
の
魚
の
め
く
る
め
き
、 

は
た
浮う

か

び
く
る
妄
念

ま
う
ね
ん

の
赤
き
わ
な
な
き
。 

  

逃に

げ
い
づ
る
鵞
鳥

が

て

う

の
う
か
ら 

 

鳴
き
さ
や
ぎ
汀

み
ぎ
は

を
走は

し

る
。 

 

午
後
六
時
、
あ
な
水
底

み

そ

こ

よ
り
浮
び
く
る 

赤
き
わ
な
な
き―
―

妄
念
の
猛た

け

る
と
見
れ
ば
、 

强
き
煙
草
に
、
鐵て

つ

の
香か

に
、
わ
か
き
男
に
、 

顏
い
だ
す
硝
子

が

ら

す

の
窓
の
少
女

を

と

め

ら
に
血
潮
し
た
た
り
、 

歡
樂

く
わ
ん
ら
く

の
極は

て

の
恐
怖

お

そ

れ

の
日
の
お
び
え
、 



顫ふ
る

ひ
高
ま
る
苦
痛

く
る
し
み

ぞ
朱あ

け

に
く
づ
る
る
。 

  

刹
那
、
ふ
と
太ふ

と

く
湯
氣

ゆ

げ

吐
き 

 

吼ほ

え
い
づ
る
休
息

や
す
ら
ひ

の
笛
。 

四
十
一
年
七
月 

                                 



  
 

 
 

靑 

き 

光 
 

哀あ
は

れ
、
み
な
惱な

や

み
入
る
、
夏
の
夜よ

の
い
と
靑
き
光
の
な
か
に
、 

ほ
の
白
き
鐵て

つ

の
橋
、
洞ほ

ら

圓ま
ろ

き
穹
窿

あ

あ

ち

の
煉
瓦

れ
ん
ぐ
わ

、 

か
げ
に
來
て
米
炊か

し

ぐ
泥
舟

ど
ろ
ぶ
ね

の
鉢は

ち

の
撫
子

な
で
し
こ

、 

そ
を
見
る
と
見
下

み

お

ろ

せ
る
人
々

ひ
と
び
と

が
倦う

み
し
面

お
も
て

も
。 

 

は
た
絕
え
ず
、
惱な

や

ま
し
の
角つ

の

光
り
電
車
す
ぎ
ゆ
く 

河
岸

か

し

な
み
の
白
き
壁
あ
は
あ
は
と
瓦
斯
も
點と

も

れ
ど
、 

う
ち
向
ふ
暗
き
葉は

柳
や
な
ぎ

震
慄

わ

な

な

き
つ
、
さ
は
震
慄

わ

な

な

き
つ
、 

後
う
し
ろ

よ
り
は
た
泣
く
は
靑
白
き
屋い

へ

の
幽
靈

い
う
れ
い

。 

 

い
と
靑
き
ソ
プ
ラ
ノ
の
沈
み
ゆ
く
光
の
な
か
に
、 

饐す

え
て
病
む
わ
か
き
日
の
薄
暮

く
れ
が
た

の
ゆ
め
。―

―
 

幽
靈
の
屋い

へ

よ
り
か
洩
れ
き
た
る
呪の

ろ

は
し
の
音ね

の 

交
響
體

ジ

ム

フ
オ

ニ

の
く
る
し
み
の
や
や
あ
り
て
交ま

じ

り
お
び
ゆ
る
。 

 

い
づ
こ
に
か
う
ち
囃は

や

す
幻げ

ん

燈と
う

の
伴
奏

あ

は

せ

の
進
行
曲

マ

ア

チ

、 

か
げ
の
ご
と
往
來

ゆ

き

き

す
る
白し

ろ

の
衣き

ぬ

う
か
び
つ
れ
つ
つ
、 

映う
つ

り
ゆ
く
繪ゑ

の
な
か
の
い
そ
が
し
さ
、
さ
は
繰
り
か
へ
す
。―

―
 

そ
の
か
げ
に
苦
痛

く
る
し
み

の
暗く

ら

き
こ
ゑ
ま
じ
り
も
だ
ゆ
る
。 

 

な
べ
て
み
な
惱な

や

み
入
る
、
夏
の
夜よ

の
い
と
靑
き
光
の
な
か
に
。―
―

 

蒸
し
暑あ

つ

き
軟な

よ

ら
風か

ぜ

も
の
甘あ

ま

き
汗あ

せ

に
搖ゆ

れ
つ
つ
、 

ほ
つ
ほ
つ
と
點と

も
れ
ゆ
く
水み

づ

の
面も

の
な
や
み
の
燈

と
も
し

、 

鹹し
ほ

か
ら
き
執し

ふ

の
譜ふ

よ…
…
…
…
…

み
空
に
は
星
ぞ
う
ま
る
る
。 

 

か
く
て
な
ほ
惱
み
顫ふ

る

ふ
わ
か
き
日
の
薄
暮

く
れ
が
た

の
ゆ
め
。―

―
 

見
よ
、
苦に

が

き
闇や

み

の
滓を

り

街
衢

ち

ま

た

に
は
淀よ

ど

み
と
ろ
げ
ど
、 

新
あ
ら
た

に
も
し
ぶ
き
い
づ
る
星
の
華は

な―
―

泡あ
わ

の
な
げ
き
に 

色
靑
き
酒
の
ご
と
空そ

ら

は
、
は
た
、
な
べ
て
澄
み
ゆ
く
。 

四
十
一
年
七
月 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
第
一
連
「
穹
窿

あ

あ

ち

」
ア
ー
チ
。A

rch

。
橋
下
の
下
部
の
そ
れ
。 

第
一
連
「
泥
舟

ど
ろ
ぶ
ね

」
泥
や
土
砂
を
積
ん
で
運
ぶ
荷
船
。
土つ

ち

船ぶ
ね

。
こ
れ
は
そ
う
し
た
舫

も
や
い

に
揺
ら
れ
る
生
業

な
り
わ
い

に
生

き
る
者
た
ち
が
、
そ
の
船
の
一
角
に
家
族
で
住
ん
で
い
る
。
炊
ぐ
の
は
妻
か
娘
か
。
小
さ
な
小
さ
な
「
撫



子
」
の
鉢
植
え
の
一
輪
の
ピ
ン
ク
だ
け
が
、
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
の
画
面
に
ぼ
ぅ
っ
と
発
色
す
る
。
一
九
八
一

年
公
開
の
小
栗
康
平
監
督
の
名
品
「
泥
の
河
」
を
髣
髴
さ
せ
る
一
行
で
あ
る
。 

第
二
連
「
惱な

や

ま
し
の
角つ

の

光
り
電
車
す
ぎ
ゆ
く
」
パ
ン
タ
グ
ラ
フ
の
ス
パ
ー
ク
。 

第
二
連
「
瓦
斯
」「
が
す
」
或
い
は
「
ガ
ス
」。
ガ
ス
灯
。
］ 

                                  



  
 

樅 

の 

ふ 

た 

も 

と 
 

う
ち
け
ぶ
る
樅も

み

の
ふ
た
も
と
。 

薄
暮

く
れ
が
た

の
山
の
半
腹

な

か

ら

の
す
す
き
原は

ら

、 

若わ
か

草
色

く
さ
い
ろ

の
夕ゆ

ふ

あ
か
り
濡
れ
に
ぞ
濡
る
る 

雨
の
日
の
も
の
の
し
ら
べ
の
微
妙

い

み

じ

さ
に
、 

な
や
み
幽か

す

け
き 

C
h
o
p
in

シ

オ

パ

ン 

の
樂が

く

の
し
た
た
り 

や
は
ら
か
に
絕
え
ず
霧
す
る
に
ほ
や
か
さ
。 

あ
あ
、
さ
は
あ
か
れ
、
嗟
嘆

な
げ
か
ひ

の
樅も

み

の
ふ
た
も
と
。 

 

は
や
に
ほ
ふ
樅も

み

の
ふ
た
も
と
。 

い
つ
し
か
に
色
に
ほ
ひ
ゆ
く
靄
の
す
そ
、 

し
み
ら
に
燃も

ゆ
る
日
の
薄う

す

黃ぎ

、
映う

つ

ら
ふ
み
ど
り
、 

ひ
そ
や
か
に
暗く

ら

き
夢
彈ひ

く
列つ

ら

並な
み

の 

遠と
ほ

の
山
々

や
ま
や
ま

お
し
な
べ
て
も
の
や
は
ら
か
に
、 

近ち
か

ほ
と
り
ほ
の
め
き
そ
む
る
歌う

た

の
曲ふ

し

。 

あ
あ
、
は
や
に
ほ
へ
、
嗟
嘆

な
げ
か
ひ

の
樅も

み

の
ふ
た
も
と
。 

 

燃
え
い
づ
る
樅も

み

の
ふ
た
も
と
。 

濡
れ
滴

し
た
る

る
柑
子

か

う

じ

の
色
の
ひ
と
つ
ら
ね
、 

深
き
靑
み
の
重

か
さ
な

り
に
ま
じ
ら
ひ
け
ぶ
る 

山
の
端は

の
縺も

つ

れ
の
な
や
み
、
あ
る
は
ま
た 

か
す
か
に
覗の

ぞ

く
空
の
ゆ
め
、
雲
の
あ
か
ら
み
、 

晚お
そ

夏な
つ

の
入
日

い

り

ひ

に
噎む

せ

ぶ
夕ゆ

ふ

な
が
め
。 

あ
あ
、
ま
た
燃も

ゆ
れ
、
嗟
嘆

な
げ
か
ひ

の
樅も

み

の
ふ
た
も
と
。 

色
う
つ
る
樅も

み

の
ふ
た
も
と
。 

し
め
や
げ
る
葬

は
ふ
り

の
曲ふ

し

の
か
な
し
み
の 

幽か
す

か
に
も
の
の
な
ま
め
き
に
搖
曳

ゆ

ら

ひ

く
な
べ
に
、 

沈し
づ

み
ゆ
く
雲
の
靑
み
の
階

調

シ
ム
フ
オ
ニ
ヤ

、 

は
た
、
さ
ま
ざ
ま
の
あ
こ
が
れ
の
吐
息

と

い

き

の
薰

く
ゆ
り

、 

薄
れ
つ
つ
う
つ
ら
ふ
き
は
の
日
の
お
び
え
。 

あ
あ
、
は
た
、
響
け
、
嗟
嘆

な
げ
か
ひ

の
樅も

み

の
ふ
た
も
と
。 

 

饐す

え
暗く

ら

む
樅
の
ふ
た
も
と
。 

燃
え
の
こ
る
想

お
も
ひ

の
う
る
み
ひ
え
び
え
と
、 

は
や
夜よ

の
沈
默

し

じ

ま

し
の
び
ね
に
彈
き
も
絕
え
入
る 

列つ
ら

並な
み

の
山
の
く
る
し
み
、
ひ
と
叢む

ら

の 



柑
子

か

う

じ

の
靄
の
お
ぼ
め
き
も
音ね

に
こ
そ
呻う

め

け
、 

お
し
な
べ
て
御
龕

み

づ

し

の
空そ

ら

ぞ
饐す

え
よ
ど
む
。 

あ
あ
、
見
よ
、
惱な

や

む
、
嗟
嘆

な
げ
か
ひ

の
樅も

み

の
ふ
た
も
と
。 

 

暮
れ
て
立
つ
樅も

み

の
ふ
た
も
と
。 

聲
も
な
き
悲
願

ひ
ぐ
わ
ん

の
通
夜

つ

や

の
す
す
り
な
き 

薄
ら
の
闇
に
深
み
ゆ
く
、
あ
は
れ
、
法
悅

は
ふ
え
つ

、 

い
つ
し
か
に
篳
篥

ひ
ち
り
き

あ
か
る
谷
の
そ
ら
、 

ほ
の
め
き
顫ふ

る

ふ
月
魄

つ
き
し
ろ

の
う
れ
ひ
沁
み
つ
つ 

夢
靑
む
忘
我

わ

れ

か

の
原
の
靄
の
色
。 

あ
あ
、
さ
は
顫ふ

る

へ
嗟
嘆

な
げ
か
ひ

の
樅も

み

の
ふ
た
も
と
。 

四
十
一
年
二
月 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
第
一
連
「C

h
o
p
in

シ

オ

パ

ン

」
後
半
生
、
主
に
フ
ラ
ン
ス
で
活
躍
し
た
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
生
ま
れ

の
前
期
ロ
マ
ン
派
音
楽
を
代
表
す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
に
し
て
名
作
曲
家
で
あ
っ
た
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
フ
ラ
ン

ソ
ワ
・
シ
ョ
パ
ン
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
：F

ry
d
ery

k
 F

ran
ciszek

 C
h
o
p

in

／
フ
ラ
ン
ス
語
：F

réd
éric F

ran
ço

is 

C
h
o
p
in 

一
八
一
〇
年
（
一
八
〇
九
年
と
も
）
～
一
八
四
九
年
）。
想
起
さ
れ
て
い
る
の
は
二
十
一
番
ま
で

あ
る
「
夜
想
曲
」（
ノ
ク
チ
ュ
ル
ヌ
：N

o
ctu

rn
e

）
群
の
内
の
孰
れ
か
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
の
「
な
や
み
幽か

す

け
き
」
と
す
れ
ば
、
短
調
の
も
の
（
十
曲
あ
る
）
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
よ
り
、
こ
の
詩
篇
全
体
が
ノ
ク
チ

ュ
ル
ヌ
群
以
下
シ
ョ
パ
ン
の
諸
楽
曲
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
進
行
し
、
後
半
の
第
四
連
以
降
か
ら
最
終
連

ま
で
は
、
特
に
主
調
を
、
か
の
「
葬
送
」「
葬
送
行
進
曲
付
き
」
の
呼
称
で
知
ら
れ
る
「
ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ

第
二
番
変
ロ
短
調
作
品
三
十
五
」（S

o
n
a
te p

o
u
r p

ia
n
o
 n

o
 2

）
に
基
づ
い
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
最

終
連
三
行
目
以
下
で
は
、
寧
ろ
、
ノ
ク
チ
ュ
ル
ヌ
の
長
調
の
楽
曲
が
響
い
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。 

第
一
連
「
あ
か
れ
」
は
「
別あ

か

れ
」。
別
れ
別
れ
に
な
っ
て
い
る
、
そ
れ
。
こ
の
樅
（
裸
子
植
物
門
マ
ツ
亜

門
マ
ツ
綱
マ
ツ
亜
綱
マ
ツ
目
マ
ツ
科
モ
ミ
属
モ
ミ 

A
b
ies firm

a

）
の
木
は
双
樹
で
あ
る
。 

第
二
連
「
濡
れ
滴し

た

る
柑
子

か

う

じ

の
色
の
ひ
と
つ
ら
ね
」
モ
ミ
の
樹
皮
は
か
な
り
茶
色
が
か
っ
て
お
り
、
伸
び
た

枝
葉
の
主
幹
部
は
朝
露
に
濡
れ
て
陽
光
に
光
っ
た
り
す
る
と
、
明
る
い
柑
子
色
に
見
え
る
。 

最
終
連
「
篳
篥

ひ
ち
り
き

あ
か
る
谷
の
そ
ら
」
谷
か
ら
覗
か
れ
る
夜
空
の
星
の
視
覚
的
な
輝
き
の
さ
ん
ざ
め
く
さ
ま

を
篳
篥
の
音ね

に
換
喩
し
た
メ
タ
フ
ァ
ー
。 

最
終
連
「
月
魄

つ
き
し
ろ

」
は
月
（
の
姿
）。］ 

        



  
 

夕
日
の
に
ほ
ひ 

 

晚
春

お
そ
は
る

の
夕
日

ゆ

ふ

ひ

の
中な

か

に
、 

順
禮

じ
ゆ
ん
れ
い

の
子
は
ひ
と
り
頰ほ

を
ふ
く
ら
ま
せ
、 

濁に
ご

り
た
る
眼め

を
あ
げ
て
管く

だ

う
ち
吹
け
る
。 

腐く
さ

れ
ゆ
く
襤
褸

つ

づ

れ

の
に
ほ
ひ
、 

酢す

と
石
油

せ

き

ゆ…
…

に
じ
む
素
足

す

あ

し

に 

落
ち
ち
れ
る
果
實

く
だ
も
の

の
皮
、
赤
く
う
す
く
、
あ
る
は
汚き

た

な
く…

…
 

 

片
手

か

た

て

に
は
嚙か

ぢ

り
の
こ
せ
し 

林
檎

り

ん

ご

を
ば
か
た
く
握に

ぎ

り
ぬ
。 

か
く
て
な
ほ
頰ほ

を
ふ
く
ら
ま
せ 

怖お
づ

お
づ
と
吹
き
い
づ
る…

…
…
…
…

珠た
ま

の
石
鹼

し
や
ぼ
ん

よ
。 

 

さ
は
あ
れ
ど
、
珠た

ま

の
い
く
つ
は 

な
や
ま
し
き
夕
暮

ゆ
ふ
ぐ
れ

の
に
ほ
ひ
の
な
か
に 

ゆ
ら
ゆ
ら
と
圓ま

ろ

み
つ
つ
、
ほ
つ
と
消き

え
た
る
。 

ゆ
め
、
に
ほ
ひ
、
そ
の
吐
息

と

い

き…
…

 

 

彼か
れ

は
ま
た
、 

怖
々

お
づ
お
づ

と
、
怖
々

お
づ
お
づ

と
、…

…
…

眩ま
ぶ

し
げ
に
頰ほ

を
ふ
く
ら
ま
せ 

蒸む

し
淀よ

ど

む
空
氣

く

う

き

に
ぞ
吹
き
も
い
で
た
る
。 

 

あ
は
れ
、
見
よ
、 

い
ろ
い
ろ
の
か
が
や
き
に
濡ぬ

れ
も
し
め
り
て 

圓ま
ろ

ら
に
も
の
ぼ
り
ゆ
く
大お

ほ

き
な
る
ひ
と
つ
の
珠た

ま

よ
。 

そ
を
い
ま
し
見
あ
げ
た
る
無
心

む

し

ん

の
瞳

ひ
と
み

。 

 

背
後

そ

び

ら

に
は
、
血
し
ほ
し
た
た
る 

拳
こ
ぶ
し

あ
げ
、 

霞か
す

め
る
街ま

ち

の
大
時
計

お

ほ

ど
け

い

睨に
ら

み
つ
め
た
る 

山
門

さ
ん
も
ん

の
仁
王

に

わ

う

の
赤あ

か

き

幻

想

イ
リ
ユ
ウ
ジ
ヨ
ン…
…

 

 

そ
の
裏う

ら

を 

ち
や
る
め
ら
の
ゆ
く…

…
 

四
十
一
年
十
二
月 

 



［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
リ
ー
ダ
数
は
一
箇
所
を
除
い
て
マ
マ
。
実
は
第
一
連
最
終
行
末
の
「
あ
る
は
汚き

た

な
く

…
…

」
の
リ
ー
ダ
は
五
点
し
か
な
い
。
し
か
し
、
後
ろ
の
二
点
は
有
意
に
右
方
向
に
曲
が
っ
て
お
り
、
恐

ら
く
は
三
点
リ
ー
ダ
の
植
字
不
全
の
ミ
ス
と
受
け
取
れ
る
こ
と
か
ら
、
特
異
的
に
推
定
で
六
点
リ
ー
ダ
と

し
た
。
五
点
リ
ー
ダ
に
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
ひ
し
ゃ
げ
た
も
の
も
再
現
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
う
た

が
、
そ
れ
は
あ
ま
り
に
も
無
体
な
こ
と
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。 

 

本
篇
は
「
邪
宗
門
」
の
中
で
も
忘
れ
難
い
一
篇
で
あ
る
。
私
は
こ
の
巡
礼
の
少
年
の
姿
に
不
思
議
に
強

い
既
視
感
（d

éjà-v
u

：
デ
ジ
ャ
ヴ
ュ
：
フ
ラ
ン
ス
語
）
を
感
ず
る
か
ら
で
あ
る
。
振
り
返
っ
た
彼
は―

―

或
い
は―

―

私
自
身―

―

な
の
か
も
知
れ
な
い…

…
…
…
…

］ 

                              



  
 

 

浴 
 

 

室 
 

水
落
つ
、
た
た

ヽ

ヽ

と…
…
…
…
…

浴
室

よ
く
し
つ

の
眞
白
き
湯ゆ

壺つ
ぼ 

大
理
石

な

め

い

し

の
苦
惱

な

や

み

に
湯
氣

ゆ

げ

ぞ
た
ち
の
ぼ
る
。 

硝
子

が

ら

す

の
外そ

と

の
濁
川

に
ご
り
が
は

、
日
に
あ
か
あ
か
と 

小
蒸
汽

こ

じ

よ
う

き

の
船
腹

ふ
な
ば
ら

光
る
ひ
と
み
ぎ
り
、
太
鼓
ぞ
鳴
れ
る
。 

 

水
落
つ
、
た
た

ヽ

ヽ

と…
…
…
…
…

灰
色

は
ひ
い
ろ

の
亞
鉛

と

た

ん

の
屋
根
の 

繫
留
所

け
い
り
う
じ
よ

、
わ
が
窓
近
き
陰い

ん

欝う
つ

に 

行
德

ぎ
や
う
と
く

ゆ
き
の
人
は
い
ま
見
つ
つ
聲
な
し
、 

川
む
か
ひ
、
黃
褐
色

わ
う
か
つ
し
よ
く

の
雲
の
も
と
、
太
皷
ぞ
鳴
れ
る
。 

 

水
落
つ
、
た
た

ヽ

ヽ

と…
…
…
…
…

兩
國

り
や
う
ご
く

の
大
吊
橋

お
ほ
つ
り
ば
し

は 

う
ち
煤す

す

け
、
上
手

か

み

て

斜
な
な
め

に
日
を
浴あ

び
て
、 

色
薄
黃き

ば
み
、
は
た
重
く
、
ち
や
る
め
ら
ま
じ
り 

忙せ
は

し
げ
に
夜よ

に
入
る
子
ら
が
身
の
運は

こ

び
、
太
皷
ぞ
鳴
れ
る
。 

 

水
落
つ
、
た
た

ヽ

ヽ

と…
…
…
…
…

も
の
甘
く
、
あ
る
ひ
は
赤
く
、 

う
ら
わ
か
き
わ
れ
の
素
肌

す

は

だ

に
沁し

み
き
た
る 

鐵て
つ

の
に
ほ
ひ
と
、
腐く

さ

れ
ゆ
く
石
鹼

し
や
ぼ
ん

の
し
ぶ
き
。 

水
面

み

の

も

に
は
荷に

足た
り

の
暮
れ
て
呼
ぶ
聲
す
、
太
皷
ぞ
鳴
れ
る
。 

 

水
落
つ
、
た
た

ヽ

ヽ

と…
…
…
…
…

た
た

ヽ

ヽ

と
あ
な
音
色

ね

い

ろ

柔や
は

ら
に
、 

大
理
石

な

め

い

し

の
苦
惱

な

や

み

に
湯
氣

ゆ

げ

は
濃こ

く
、
温ぬ

る
く
、 

鈍に
ぶ

き
ど
よ
み
と
外

光

ぐ
わ
い
く
わ
う

の
な
ま
め
く
靄
に 

疲つ
か

れ
ゆ
く
赤
き
都
會

と
く
わ
い

の
ら
う
た
げ
さ
、
太
皷
ぞ
鳴
れ
る
。 

四
十
一
年
八
月 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
本
篇
に
つ
い
て
は
、
本
庄
あ
か
ね
氏
の
論
文
『
北
原
白
秋
「
浴
室
」
の
詩
法 : 

時
の

推
移
の
表
現
を
め
ぐ
っ
て
』（『
稿
本
近
代
文
学
』（
二
〇
一
一
年
十
二
月
発
行
）
所
収
・P

D
F

）
が
優
れ

て
い
る
。
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
で
は
こ
の
範
囲
で
、「
今
昔
マ
ッ
プ
」
で
示

す
と
こ
の
範
囲
。］ 

     

https://tsukuba.repo.nii.ac.jp/?action=pages_view_main&active_action=repository_view_main_item_detail&item_id=26242&item_no=1&page_id=13&block_id=83
https://tsukuba.repo.nii.ac.jp/?action=pages_view_main&active_action=repository_view_main_item_detail&item_id=26242&item_no=1&page_id=13&block_id=83
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92272-0133+%E5%8D%83%E8%91%89%E7%9C%8C%E5%B8%82%E5%B7%9D%E5%B8%82%E8%A1%8C%E5%BE%B3%E9%A7%85%E5%89%8D/@35.6677352,139.8329719,13.75z/data=!4m5!3m4!1s0x601887678a28dd59:0x67195a2f2bf7e78a!8m2!3d35.6810345!4d139.9174708
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92272-0133+%E5%8D%83%E8%91%89%E7%9C%8C%E5%B8%82%E5%B7%9D%E5%B8%82%E8%A1%8C%E5%BE%B3%E9%A7%85%E5%89%8D/@35.6677352,139.8329719,13.75z/data=!4m5!3m4!1s0x601887678a28dd59:0x67195a2f2bf7e78a!8m2!3d35.6810345!4d139.9174708
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92272-0133+%E5%8D%83%E8%91%89%E7%9C%8C%E5%B8%82%E5%B7%9D%E5%B8%82%E8%A1%8C%E5%BE%B3%E9%A7%85%E5%89%8D/@35.6677352,139.8329719,13.75z/data=!4m5!3m4!1s0x601887678a28dd59:0x67195a2f2bf7e78a!8m2!3d35.6810345!4d139.9174708
http://ktgis.net/kjmapw/kjmapw.html?lat=35.682886&lng=139.849091&zoom=13&dataset=tokyo50&age=0&screen=2&scr1tile=k_cj4&scr2tile=k_cj4&scr3tile=k_cj4&scr4tile=k_cj4&mapOpacity=10&overGSItile=no&altitudeOpacity=2
http://ktgis.net/kjmapw/kjmapw.html?lat=35.682886&lng=139.849091&zoom=13&dataset=tokyo50&age=0&screen=2&scr1tile=k_cj4&scr2tile=k_cj4&scr3tile=k_cj4&scr4tile=k_cj4&mapOpacity=10&overGSItile=no&altitudeOpacity=2
http://ktgis.net/kjmapw/kjmapw.html?lat=35.682886&lng=139.849091&zoom=13&dataset=tokyo50&age=0&screen=2&scr1tile=k_cj4&scr2tile=k_cj4&scr3tile=k_cj4&scr4tile=k_cj4&mapOpacity=10&overGSItile=no&altitudeOpacity=2
http://ktgis.net/kjmapw/kjmapw.html?lat=35.682886&lng=139.849091&zoom=13&dataset=tokyo50&age=0&screen=2&scr1tile=k_cj4&scr2tile=k_cj4&scr3tile=k_cj4&scr4tile=k_cj4&mapOpacity=10&overGSItile=no&altitudeOpacity=2


  
 

入 

日 

の 

壁 
 

黃き

に
潤し

め

る
港
の
入
日

い

り

ひ

、 

切
支
丹

き

り

し
た

ん

邪
宗

じ
ゃ
し
ゆ
う

の
寺
の
入
口

い
り
ぐ
ち

の 

暗く
ら

め
る
ほ
と
り
、
色
古
り
し
煉
瓦

れ
ん
ぐ
わ

の
壁
に
射
か
へ
せ
ば
、 

靜
か
に
起
る
日
の
祈
禱

い

の

り

、 

『
ハ
レ
ル
ヤ
』
と
、
奧
に
は
に
ほ
ふ
讃
頌

さ
ん
し
よ
う

の
幽か

す

け
き
夢
路

ゆ

め

ぢ

。 

 

あ
か
あ
か
と
精
舍

し
や
う
じ
や

の
入
日
。―

―
 

や
や
あ
れ
ば
大
風
琴

お
ほ
オ
ル
ガ
ン

の
音ね

の
吐
息

と

い

き 

た
ゆ
ら
に
嘆な

げ

き
、
白
蠟

は
く
ら
う

の
盲し

ひ
ゆ
く
淚
。―

―
 

壁
の
な
か
に
は
埋う

づ

も
れ
て 

眩
暈

め
く
る
め

き
、
素
肌

す

は

だ

に
立
て
る
わ
か
う
ど
が
赤
き

幻
ま
ぼ
ろ
し

。 

 

た
だ
赤
き
精
舍

し
や
う
じ
や

の
壁
に
、 

妄
念

ま
う
ね
ん

は
熔と

ろ

く
る
ば
か
り
お
び
え
つ
つ 

全
身

ぜ
ん
し
ん

落
つ
る
日
を
浴あ

び
て
眞ま

夏な
つ

の
海
を
う
ち
睨に

ら

む
。 

『
聖

サ
ン
タ

マ
リ
ヤ
、
イ
エ
ス
の
御
母

み

は

は

。』 

一
齊

い
つ
せ
い

に
禮
拜

を
ろ
が
み

終を
は

る
老
若

ら
う
に
や
く

の
消
え
入
る
さ
け
び
。 

 

は
た
、
白し

ら

む
入
日
の
色
に 

し
づ
し
づ
と
白
衣

は

く

え

の
人
ら
う
ち
つ
れ
て 

濕
潤

し

め

り

も
暗
き
戶と

口ぐ
ち

よ
り
浮
び
い
で
つ
つ
、 

眩ま
ぶ

し
げ
に
數
珠

じ

ゆ

ず

ふ
り
か
ざ
し
急い

そ

げ
ど
も
、 

な
ど
知
ら
む
、
素
肌

す

は

だ

に
汗あ

せ

し
熔と

ろ

け
ゆ
く
苦
惱

く

な

う

の
思

お
も
ひ

。 

 

暮
れ
の
こ
る
邪
宗

じ
や
し
ゆ
う

の
御
寺

み

て

ら 

い
つ
し
か
に
薄う

す

ら
に
靑
く
ひ
ら
め
け
ば 

ほ
の
か
に
薰く

ゆ

る
沈ぢ

ん

の
香か

う

、
波
羅
葦
增

ハ

ラ

イ

ソ

の
ゆ
め
。 

さ
し
も
ま
た
埋う

も

れ
て
顫ふ

る

ふ
妄
念

ま
う
ね
ん

の 

血
に
染
み
し
踵

か
が
と

の
あ
た
り
、
蟋
蟀

き
り
ぎ
り
す

啼
き
も
す
ず
ろ
ぐ
。 

四
十
一
年
八
月 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
踵
」
の
「
か
が
と
」
の
ル
ビ
は
誤
り
で
は
な
い
。
古
く
は
濁
音
で
あ
っ
た
。 

「
蟋
蟀

き
り
ぎ
り
す

」
私
は
キ
リ
ギ
リ
ス
と
コ
オ
ロ
ギ
の
近
代
以
前
と
現
代
の
一
律
相
互
転
換
に
は
激
し
く
反
対
す
る

も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
映
像
設
定
とS

E

（
サ
ウ
ン
ド
・
エ
フ
ェ
ク
ト
）
か
ら
考
え
て
も
、
音
数
律
か
ら



「
き
り
ぎ
り
す
」
を
選
ん
だ
も
の
で
、
実
体
は
蟋
蟀
＝
こ
お
ろ
ぎ
＝
コ
オ
ロ
ギ
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
あ
る
ま
い
。］ 

                                    



  
 

狂 

へ 

る 

椿 
 

あ
あ
、
暮
春

ぼ
し
ゆ
ん

。 

 

な
べ
て
惱な

や

ま
し
。 

溶と
ろ

け
ゆ
く
雲
の
ま
ろ
が
り
、 

大お
ほ

ぞ
ら
の
に
ほ
ひ
も
、
ゆ
め
も
。 

 

あ
あ
、
暮
春
。 

 

大な

理め

石い
し

の
ま
ぶ
し
き
に
ほ
ひ―

―
 

幾
基

い
く
も
と

の
墓
の
日
向

ひ

な

た

に 

照
り
か
へ
し
、 

く
わ
と
入
る
光
。 

も
の
や
は
き
眩
暈

く
る
め
き

の
甘
き
恐
怖

お

そ

れ

よ
。 

あ
か
あ
か
と
狂
ひ
い
で
ぬ
る
藪や

ぶ

椿
つ
ば
き

、 

自
棄

や

け

に
熱ね

つ

病や

む
靈た

ま

か
、
見
よ
、
枝
も
た
わ
わ
に 

狂
ひ
咲
き
、 

狂
ひ
い
で
ぬ
る
赤
き
花
、 

赤
き
譃う

は

言ご
と

。 

 

そ
が
か
た
へ
な
る
崖が

け

の
上う

へ

、 

う
ち
濕し

め

り
、
熱ほ

て

り
、
ま
ぶ
し
く
、
ま
た
、
ね
ぶ
く 

大
路

お

ほ

ぢ

に
淀よ

ど

む
も
の
の
お
と
。 

人
力
車
夫

じ
ん
り
き
し
や
ふ

は 

ひ
と
つ
ら
ね
靑あ

を

白じ
ろ

の
幌ほ

ろ

を
な
ら
べ
ぬ
。 

客
を
待
つ
こ
こ
ろ
ご
こ
ろ
に
。 

 

あ
あ
、
暮
春
。 

 

さ
あ
れ
、
ま
た
、
う
ち
も
向
へ
る 

い
と
高
く
暗
き
崖が

け

に
は
、 

窓ま
ど

も
な
き
牢
獄

ひ

と

や

の
壁
の 

長
き
列つ

ら

は
て
は
閉と

ざ

せ
る 

灰
黑

は
い
ぐ
ろ

の
重
き
裏
門

う
ら
も
ん

。 

 

は
た
や
い
ま
落
つ
る
日
ひ
び
き
、 



照
り
あ
か
る
窪
地

く

ぼ

ち

の
そ
ら
の 

い
づ
こ
に
か
、 

さ
は
ひ
と
り
、 

濕し
め

り
吹
き
ゆ
く 

幼
を
さ
な

ご
こ
ろ
の
日
の
う
れ
ひ
、 

そ
の
ち
や
る
め
ら
の 

笛
の
曲ふ

し

。 

 

笛
の
曲ふ

し…
…
…
…

 

か
く
て
、
は
た
、
病や

み
ぬ
る
椿

つ
ば
き

、 

赤
く
、
赤
く
、
狂く

る

へ
る
椿

つ
ば
き

。 

四
十
一
年
六
月 

                          



  
 

吊 

橋 

の 

に 

ほ 

ひ 
 

夏
の
日
の
激は

げ

し
き
光 

噴ふ

き
い
づ
る
銀ぎ

ん

の
濃こ

雲く
も

に
照
り
う
か
び
、 

雲
は
熔と

ろ

け
て
ひ
た
お
も
て
大
河
筋

お
ほ
か
は
す
ぢ

に
射
か
へ
せ
ば
、 

見
よ
、
眩
暈

め
く
る
め

く
水
の
面お

も

、
波
も
眞
白
に 

聲
も
な
き
潮
の
さ
し
ひ
き
。 

 

そ
が
う
へ
に
懸
（
か
か
）
る
吊
橋
。 

煤す
す

け
た
る
黝

ね
ず
み

の
鐵て

つ

の
桁
構

け
た
が
ま
へ

、 

半
月
形

は
ん
げ
つ
け
い

の
幾
圓

い
く
ま
ろ

み
絕
え
つ
つ
續
く
か
げ
に
、
見
よ
、 

薄う
す

ら
に
靑
む
水
の
色
、
あ
る
は
煉
瓦

れ
ん
ぐ
わ

の 

圓
柱

ま
ろ
は
し
ら

映う
つ

ろ
ひ
、
あ
か
み
、
た
ゆ
た
ひ
ぬ
。 

 

銀
色

ぎ
ん
い
ろ

の
光
の
な
か
に
、 

そ
ろ
ひ
ゆ
く
櫂

オ
オ
ル

の
な
げ
き
し
ら
し
ら
と
、 

或
あ
る
ひ

は
仄ほ

の

の
水
鳥

み
づ
と
り

の
そ
こ
と
し
も
な
き
音ね

の
う
れ
ひ
、 

河
岸

か

し

の
氷
室

ひ

む

ろ

の
壁
も
、
は
た
、
た
だ
に
眞
晝
の 

白
蠟

は
く
ら
ふ

の
冷ひ

や

み
の
沈
默

し

じ

ま

。 

 

か
く
て
た
だ
惱な

や

む
吊つ

り

橋は
し

、 

な
べ
て
み
な
眞
白
き
水み

の
面も

、
は
た
、
光
、 

た
だ
に
た
ゆ
た
ふ
眩
暈

く
る
め
き

の
、
恐
怖

お

そ

れ

の
、
仄ほ

の

の
哀
愁

か
な
し
み

の 

銀ぎ
ん

の
眞
晝

ま

ひ

る

に
、
色
重
き
鐵て

つ

の
に
ほ
ひ
ぞ 

欝
憂

う
つ
い
う

に
吊
ら
れ
壓お

さ
る
る
。 

 

鋼
鐵

か
う
て
つ

の
に
ほ
ひ
に
噎む

せ

び
、 

絕
え
ず
ま
た
直
裸

ひ
た
は
だ
か

な
る
男
の
子 

眞ま

白し
ろ

に
光
り
、
ひ
と
な
ら
び
、
力

ち
か
ら

あ
ふ
る
る
面

お
も
て

し
て 

柵さ
く

の
上
よ
り
躍を

ど

り
入
る
、
水
の
飛
沫

し

ぶ

き

や
、 

白
金

は
つ
き
ん

に
濡ぬ

れ
て
か
が
や
く
。 

 

眞ま

白し
ろ

な
る
眞ま

夏な
つ

の
眞
晝

ま

ひ

る

。 

汗あ
せ

滴し
た

る
し
と
ど
の
熱ね

つ

に
薄
曇

う
す
く
も

り
、 

暈く
ら

み
て
歎な

げ

く
吊
橋
の
に
ほ
ひ
目
當

め

あ

て

に
た
ぎ
ち
來
る 

小
蒸
汽
船

こ
じ
よ
う
き
せ
ん

の
灰は

ひ

ば
め
る
鈍に

ぶ

き
唸

う
な
り

や
、 

日
は
光
り
、
煙
う
づ
ま
く
。 



四
十
一
年
八
月 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
或

あ
る
ひ

は
」
の
「
ひ
」
は
マ
マ
。］ 

                                   



  
 

硝 

子 

切 

る 

ひ 

と 
 

君
は
切
る
、 

色
あ
か
き
硝
子

が

ら

す

の
板い

た

を
。 

落
日

い

り

ひ

さ
す
暮
春

ぼ
し
ゆ
ん

の
窓
に
、 

い
そ
が
し
く
撰え

ら

び
い
で
つ
つ
。 

 

君
は
切
る
、 

金
剛

こ
ん
が
う

の
石
の
わ
か
さ
に
。 

 

茴
香
酒

ア

ブ

サ

ン

の
ご
と
き
ひ
と
す
ぢ 

つ
と
引
き
つ
、
切
り
つ
、
忘
れ
つ
。 

 

君
は
切
る
、 

色
あ
か
き
硝
子

が

ら

す

の
板
を
。 

 

君
は
切
る
、
君
は
切
る
。 

四
十
年
十
二
月 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
茴
香
酒

ア

ブ

サ

ン

」「
天
鵝
絨
の
に
ほ
ひ
」
の
私
の
注
を
参
照
。］ 

                 

http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/10/post-58357d.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/10/post-58357d.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/10/post-58357d.html


 
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
惡
の
窓
」
パ
ー
ト
冒
頭
見
開
き
。
右
に
パ
ー
ト
標
題
と
石
井
白
亭
の
挿
絵
。
左
ペ

ー
ジ
は
挿
入
画
で
、
こ
れ
は
、
本
詩
集
の
最
後
（
奥
附
の
前
の
前
）
に
配
さ
れ
て
あ
る
装
幀
・
挿
絵
そ
の

他
の
リ
ス
ト
に
あ
る
、『
太
田
正
雄
』（
木
下
杢
太
郎
）
の
「
私
信
『
四
十
一
年
七
月
廿
一
日
便
』」
と
す

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ご
覧
の
通
り
、
太
田
の
北
原
白
秋
宛
書
簡
（
葉
書
で
あ
ろ
う
）
を
写
真
版
に
起
こ

し
た
も
の
で
あ
る
。
奇
体
な
絵
の
四
隅
の
文
面
は
、
や
や
読
み
難
い
が
、
右
上→

左
上→

右
下→

左
下
の

順
に
（
私
が
判
読
で
き
な
か
っ
た
も
の
は
□
で
示
し
た
）、 

 
 

 

＊ 

僕
ハ
六
五
日
頃
一
た
ん
帰
岡 

し
や
う
と
思
つ
て
ゐ
る
。 

九
月
に
ど
う
い
ふ 

事
で
も
ど
つ 

て
く
る 

か
わ 

 

ら
ぬ 

也
國
の
実
□ 

と
、
我
を
以
て
家
を
建
て 

 

そ
れ
ま
で
、
一
𢌞
あ
つ
て 

ま
た
「
美
き
日
の
歌
」 

で
も
歌
は
ふ 

 

て
□
返
る
か
も
知
れ
な
い 

 
 

 

＊ 

か
。「
帰
岡
」
杢
太
郎
の
故
郷
は
静
岡
で
あ
る
。
左
上
の
二
行
目
は
「
國
の
実
兄
」
と
読
み
た
か
っ
た

が
、「
兄
」
の
崩
し
で
は
な
い
。
或
い
は
「
國
」
は
「
圓
」
で
は
な
い
か
と
も
思
っ
た
。
彼
の
次
兄
は
太

田
圓
三
（
土
木
技
師
・
鉄
道
技
師
）
と
い
う
名
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
最
終
の
左
下
も
存
外
に
読
め
な
か

っ
た
。「
て
（
で
）
も
」「
ち
（
ぢ
）
き
」
等
を
考
え
た
が
、
崩
し
が
合
わ
な
い
。
識
者
の
御
教
授
を
乞

う
。 

 

全
七
断
篇
を
纏
め
て
電
子
化
注
す
る
。
総
標
題
下
の
「
斷
篇
七
種
」
は
底
本
で
は
御
覧
の
通
り
、
右
寄

り
で
あ
る
。
各
断
篇
は
一
作
毎
に
改
ペ
ー
ジ
開
始
で
整
序
さ
れ
て
い
る
の
で
（「
五
」
と
「
六
」
は
見
開

き
左
右
に
各
篇
分
置
）、
改
ペ
ー
ジ
し
た
。］ 

     

https://onibi.cocolog-nifty.com/photos/uncategorized/akunomadomihiraki.jpg


  
 

 

惡 

の 

窓  

斷
篇
七
種 

   
 

 

一 
狂 
念 

 

あ
は
れ
、
あ
は
れ
、 

靑あ
を

白じ
ろ

き
日
の
光
西
よ
り
の
ぼ
り
、 

薄
暮

く
れ
が
た

の
燈
の
に
ほ
ひ
晝
も
ま
た
點と

も

り
か
な
し
む
。 

 

わ
が
街ま

ち

よ
、
わ
が
窓
よ
、
な
に
し
か
も
燒
酎

せ
う
ち
う

叫さ
け

び
、 

鶴
嘴

つ
る
は
し

の
ひ
と
つ
ら
ね
日
に
光
り
悶も

だ

え
ひ
ら
め
く
。 

 

汽
車

き

し

や

ぞ
來く

る
、
汽
車

き

し

や

ぞ
來く

る
、
眞
黑

ま

く

ろ

げ
に
夢
と
ど
ろ
か
し
、 

窓
も
な
き
灰
色

は
ひ
い
ろ

の
貨
物
輌

く
わ
も
つ
ば
こ

豹へ
う

ぞ
積
み
た
る
。 

 

あ
は
れ
、
は
や
、
燒
酎

せ
う
ち
う

は
醋す

と
か
は
り
、
人
は
轢し

か
れ
て
、 

盲め
し

ひ
つ
つ
血
に
叫
ぶ
豹へ

う

の
聲
遠と

ほ

に
泡あ

わ

立
つ
。 

                    



  
 

 

二 

疲 

れ 

 

あ
は
れ
、
い
ま
暴あ

ら

び
ゆ
く
接
吻

く
ち
つ
け

よ
、

肉
し
し
む
ら

の
曲

き
よ
く

。…
…

 

 

か
く
て
は
や
靑
白
く
疲つ

か

れ
た
る
獸

け
も
の

の
面

お
も
て 

今
日

け

ふ

も
ま
た
我わ

れ

見
据

み

す

ゑ
、
果
敢

は

か

な
げ
に
、
い
と
果
敢

は

か

な
げ
に
、 

色
濁に

ご

る
窓ま

ど

硝
子

が

ら

す

外
面

と

の

も

よ
り
呪の

ろ

ひ
た
め
ら
ふ
。 

 

い
づ
こ
に
か
う
ち
狂く

る

ふ
井ﾞ

オ
ロ
ン
オ
ロ
ン
よ
、
わ
が

唇
く
ち
び
る

よ
、 

身
を
も
燬や

く
べ
き
砒
素

ひ

そ

の
壁か

べ

夕
日
さ
し
そ
ふ
。 

                           



  
 

 

三 

薄 

暮 

の 

負 

傷 

 

血
潮
し
た
た
る
。 

 

薄
暮

く
れ
が
た

の
負
傷

て

き

ず

な
や
ま
し
、
か
げ
暗く

ら

き
溝み

ぞ

の
に
ほ
ひ
に
、 

は
た
、
胸
に
、
床ゆ

か

の
鉛

な
ま
り

に…
…

 

 

さ
あ
れ
、
夢
に
は
列つ

ら

な
め
て
駱
駝

ら

く

だ

ぞ
過す

ぐ
る
。 

埃
及

え
じ
ぷ
と

の
カ
イ
ロ
の
街ま

ち

の
古
煉
瓦

ふ

る

れ
ん

が 

壁
の
ひ
ま
に
は
砂
漠

さ

ば

く

な
る
オ
ア
シ
ス
う
か
ぶ
。 

そ
の
空
に
し
た
た
る
紅あ

か

き
わ
が
星
よ
。…

…
 

 

血
潮
し
た
た
る
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
古
煉
瓦

ふ

る

れ
ん

が

」
の
ル
ビ
は
マ
マ
。］ 

                      



  
 

 

四 

象 

の 

に 

ほ 

ひ 

 

日
を
ひ
と
日
。 

日
を
ひ
と
日
。 

 

日
を
ひ
と
日
、
光
な
し
、
色
も
盲め

し

ひ
て 

ふ
く
だ
め
る
、
は
た
、
病や

め
る
な
や
ま
し
き
も
の 

窻
ふ
た
ぎ
窻
ふ
た
ぎ
氣
倦

け

だ

る
げ
に
唸う

な

り
も
ぞ
す
る
。 

 

あ
は
れ
、
わ
が
幽い

う

欝う
つ

の
象ざ

う 

亞
弗
利
加

あ

ふ

り

か

の
鈍に

ぶ

き
に
ほ
ひ
に
。 

 

日
を
ひ
と
日
。 

日
を
ひ
と
日
。 

                       



  
 

 

五 

惡 

の 

そ 

び 

ら 

 

お
ど
ろ
な
す
髮
の
亞あ

麻さ

色い
ろ 

背
そ
び
ら

向
け
、
今
日

け

ふ

も
う
ご
か
ず
、 

さ
あ
れ
、
ま
た
、
絕
え
ず
ほ
つ
ほ
つ 

息
し
ぼ
り
『
死
』
に
ぞ
吹
く
め
る
、 

血
の
ご
と
き
石
鹼

し
や
ぼ
ん

の
珠た

ま

を
。 

                              



  
 

 

六 

薄 

暮 

の 

印 

象 

 

う
ま
し
接
吻

く
ち
つ
け…

…

歡
語

さ
ざ
め
ご
と…

…
 

 

さ
あ
れ
、
空
に
は
眼め

に
見
え
ぬ
血
潮

ち

し

ほ

し
た
た
り
、 

な
に
も
の
か
負
傷

て

お

ひ
く
る
し
む
叫

さ
け
び

ご
ゑ
、 

な
ど
痛い

た

む
、
あ
な
薄
暮

く
れ
が
た

の
曲

き
よ
く

の
色
、―

―

光
の
沈
默

し

じ

ま

。 

 

う
ま
し
接
吻

く
ち
つ
け…

…

歡
語

さ
ざ
め
ご
と…

…
 

                            



  
 

 

七 

う 

め 

き 

 

暮く

れ
ゆ
く
日
、
血
に
濁
る
床ゆ

か

の
上
に
ひ
と
り
や
す
ら
ふ
。 

街ま
ち

し
づ
み
、
窻
し
づ
み
、
わ
が
心
も
の
音お

と

も
な
し
。 

 

載の

せ
き
た
る
板
硝
子

い

た

が
ら

す

過す

ぐ
る
と
き
車
燬や

き
つ
つ 

落
つ
る
日
の
照
り
か
へ
し
、
そ
が
面

お
も
て

噎
び
あ
か
れ
ば 

室
内

む
ろ
ぬ
ち

の
汚
穢

け

が

れ

、
は
た
、
古
壁
に
朽
ち
し

鉞
ま
さ
か
り 

一
齊

ひ
と
と
き

に
屠は

ふ

ら
る
る
牛
の
夢
く
わ
と
ば
か
り
呻う

め

き
悶も

だ

ゆ
る
。 

 

街ま
ち

の
子
は
戱

た
は
む

れ
に
空
虛

う

つ

ろ

な
る
乳ち

の
鑵

く
わ
ん

た
た
き
、 

よ
ぼ
よ
ぼ
の
飴
賣

あ
め
う
り

は
、
あ
な
し
ば
し
、
ち
や
る
め
ら
を
吹
く
。 

 

く
わ
と
ば
か
り
、
く
わ
と
ば
か
り
、 

黃き

に
光
る
向む

か

ひ
の
煉
瓦

れ
ん
ぐ
わ 

く
わ
と
ば
か
り
、
あ
な
し
ば
し
。―

―
 

惡
の
窻
畢―

―

四
十
一
年
二
月 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
最
後
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
注
記
の
「
惡
の
窻
」
の
「
窻
」
は
マ
マ
。
冒
頭
の
パ
ー
ト
総
標

題
は
『
惡
の
窓
』
で
あ
る
。］ 

                 



  
 

 

蟻 

 

お
ほ
ら
か
に
、 

い
と
お
ほ
ら
か
に
、 

大お
ほ

き
な
る
鬱
金

う

こ

ん

の
色
の
花
の
面お

も

。 

 

日
は
眞
晝

ま

ひ

る

、 

時
は
極
熱

ご
く
ね
つ

、 

ひ
た
お
も
て
日
射

ひ

ざ

し

に
く
わ
つ

ヽ

ヽ

ヽ

と
照
り
か
へ
る
。 

 

時
に
、
わ
れ 

世よ

の
蜜み

つ

も
と
め 

雄
蕋

ゆ
う
ず
ゐ

の
林
の
底
を
さ
ま
よ
ひ
ぬ
。 

 

光
の
斑ぶ 

燬や

け
つ
、
斷ち

ぎ

れ
つ
、 

豹へ
う

の
ご
と
燃も

え
つ
つ
濕し

め
る
徑み

ち

の
隈く

ま

。 

 

風
吹
か
ず
。 

仰
ふ
げ
ば
空そ

ら

は 

烈
々

れ
つ
れ
つ

と
鬱
金

う

こ

ん

を
篩ふ

る

ふ
蕋ず

ゐ

の
花
。 

 

さ
ら
に
、
聞
く
、 

爛た
だ

れ
、
饐す

え
ば
み
、 

ふ
つ
ふ
つ
と
苦
痛

く

つ

う

を
か
も
す
蜜
の
息
。 

 

樂
欲

げ
う
よ
く

の 

極
み
か
、
甘
き 

寂
寞

じ
や
く
ま
く

の
大

光

明

だ
い
く
わ
う
み
や
う

、
に
喘あ

へ

ぐ
時
。 

 

人
界

に
ん
が
い

の 

七
谷

な
な
た
に

隔へ
だ

て
、 

丁
々

と
う
と
う

と
白
檀

び
や
く
だ
ん

を
伐う

つ
斧を

の

の
音お

と

。 

四
十
年
三
月 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
第
四
連
「
光
の
斑ぶ

」
の
「
ぶ
」
は
マ
マ
。
現
行
、
こ
こ
は
「
ふ
」
と
ル
ビ
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
原
本
を
見
て
戴
き
た
い
（
赤
い
矢
印
は
私
が
打
っ
た
）。
こ
の
ペ
ー
ジ
の
前
に
あ
る
明
ら
か

https://onibi.cocolog-nifty.com/photos/uncategorized/ari.jpg


な
ル
ビ
の
濁
音
表
記
で
あ
る
「
ご
」、「
ざ
」、「
ず
」
と
比
較
し
て
も
、
こ
の
「
ふ
」
は
印
刷
の
ス
レ
な
ど
で

は
な
い
、
正
真
正
銘
の
「
ぶ
」
と
い
う
濁
音
表
記
で
あ
る
。
勿
論
、
正
規
の
「
斑
」
と
い
漢
字
に
は
「
ブ
」

と
い
う
音
は
な
い
。
し
か
し
、「
ぶ
ち
」
と
い
う
訓
は
あ
り
、
本
詩
集
で
北
原
白
秋
は
音
数
律
か
ら
自
在
に

読
み
を
変
形
さ
せ
て
い
る
こ
と
は
既
に
見
て
き
た
通
り
で
あ
る
。
彼
が
《
光
り
の
斑
模
様
》（
ま
だ
ら
も
よ

う
）
を
「
光
の
斑
（
ぶ
ち
）」
と
表
現
し
、
韻
律
か
ら
そ
れ
を
「
ひ
か
り
の
ぶ
」
と
読
ん
だ
と
し
て
も
、
私

は
何
ら
違
和
感
を
感
じ
な
い
。
い
や
、
寧
ろ
、
こ
れ
に
違
和
感
を
覚
え
る
と
い
う
御
仁
は
、
本
詩
集
に
散
在

す
る
他
の
奇
妙
な
短
縮
音
や
清
音
・
濁
音
を
問
題
に
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
あ
な
た
方
に
は
困
っ
た
こ

と
に
、
後
発
の
白
秋
自
身
の
編
集
に
な
る
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
ア
ル
ス
刊
の
「
白
秋
詩
集
Ⅱ
」（
国

立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
当
該
詩
篇
の
画
像
）
で
は
、
悩
ま
し
く
も
こ
の
「
ふ
」
の
ル
ビ

に
カ
ス
レ
が
生
じ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
但
し
、
当
該
書
籍
の
活
字
の
様
態
か
ら
は
「
ふ
」
の
第

一
画
の
す
ぐ
右
側
に
濁
点
は
あ
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
「
ふ
」
と
執
っ
て
よ
い
と
は
思
う
。
さ
れ

ば
、
少
な
く
と
も
、
ア
ル
ス
版
で
は
白
秋
は
「
ふ
」
と
読
ま
せ
て
い
る
と
譲
っ
て
よ
い
と
思
う
も
の
の
、
そ

れ
を
以
っ
て
、
私
は
こ
の
「
ぶ
」
を
単
な
る
現
行
の
誤
記
或
い
は
植
字
工
・
校
正
者
の
誤
植
で
あ
る
と
断
ず

る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
見
た
目
を
重
視
し
、
し
か
「
ぶ
」
の
読
み
が
私
に
は
不
自
然
と
は
思
わ
れ

な
い
以
上
、
こ
こ
は
上
記
の
通
り
、「
ぶ
」
で
示
し
た
。
当
時
の
有
意
な
数
の
読
者
も
書
か
れ
た
通
り
に

「
ぶ
」
で
読
ん
だ
と
私
は
思
う
か
ら
で
あ
る
。］ 

                      

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1145830/85


  
 

 

華 

の 

か 

げ 
 

時と
き

は
夏
、
血
の
ご
と
濁に

ご

る
毒ど

く

水す
ゐ

の 

鰐わ
に

住
む
沼ぬ

ま

の
眞
晝

ま

ひ

る

時ど
き

、
夢
と
も
わ
か
ず
、 

日
に
嘆な

げ

く
無
量

む
り
や
う

の
廣ひ

ろ

葉は

か
き
わ
け
て 

ほ
の
か
に
靑
き
靑せ

い

蓮れ
ん

の
白し

ら

華は
な

咲
け
り
。 

  

こ
こ
過よ

ぎ
り
街ま

ち

に
ゆ
く
者
、―

―
 

 

婆ば

羅
門

ら

も

ん

の
苦
行

く
ぎ
や
う

の
沙し

や

門も
ん

、
あ
る
は
ま
た 

 

生
皮

な
ま
か
は

漁あ
さ

る
旃
陀

せ

ん

だ

羅ら

が
鈍に

ぶ

き
刄は

の
色
、 

 

た
ま
た
ま
に
火
の
布き

れ

卷
け
る
奴
隷

し

も

べ

ど
も 

 

石
油

せ

き

ゆ

の
鑵

く
わ
ん

を
地
に
投な

げ
て
鋭

す
る
ど

に
泣
け
ど
、 

 

こ
の
旱

ひ
で
り

何
時

い

つ

か
は
止や

ま
む
。
こ
れ
や
こ
れ
、 

 

饑う
ゑ

に
墮お

ち
た
る
天
竺

て
ん
ぢ
く

の
末
期

ま

つ

ご

の
苦
患

く

げ

ん

。 

  

見
る
か
ら
に
氣
候
風

き

こ

う
ふ

う

吹
く
空そ

ら

の
果は

て 

 

銅

色

あ
か
が
ね
い
ろ

の
う
ろ
こ
雲
濕
潤

し

め

り

に
燃も

え
て 

 

恒
河

ガ
ン
ヂ
ス

の
鰐わ

に

の
脊せ

の
ご
と
は
ら
ば
へ
ど
、 

 

日
は
爛た

だ

れ
、
大
地

た

い

ち

は
あ
は
れ
柚ゆ

ず

色い
ろ

の 

 

熱
黃
疸

ね
つ
わ
う
だ
ん

の
苦
痛

く
る
し
み

に
吐
息

と

い

き

も
得
せ
ず
。 

  

こ
の
恐
怖

お

そ

れ

何
に
類た

ぐ

へ
む
。
ひ
と
み
ぎ
り 

 

地
平

ち

へ

い

の
は
て
を
大
象

た
い
ざ
う

の
群む

れ

御ぎ
よ

し
な
が
ら 

 

槍や
り

揮ふ
る

ふ
土
人

ど

じ

ん

が
晝
の
水
か
ひ
も 

 

終を

へ
し
か
、
消
ゆ
る
後
姿

う
し
ろ
で

に
代か

は

れ
る
列れ

つ

は 

 

こ
は
如
何

い

か

に
殖
民
兵

し
よ
く
み
ん
へ
い

の
黑
奴

ニ

グ

ロ

ら
が 

 

喘あ
へ

ぎ
曳
き
來
る
眞
黑

ま

く

ろ

な
る
火
藥

く
わ
や
く

の
車
輌

く

る

ま 

 

揭か
か

ぐ
る
は
危
嶮

き

け

ん

の
旗
の
朱し

ゆ

の
光 

 

絕
え
ず
饑う

ゑ
た
る
心
臟

し
ん
ざ
う

の
呻う

め

く
に
似
た
り
。 

 

さ
は
あ
れ
ど
、
こ
こ
な
る
華は

な

と
、
圓ま

ろ

き
葉
の 

あ
は
ひ
に
う
つ
る
色
、
匂

に
ほ
ひ

、
靑
み
の
光
、 

ほ
の
ほ
の
と
沼ぬ

ま

の
水
面

み

の

も

の
毒
の
香
も 

薄う
す

ら
に
交ま

じ

り
、
晝
は
な
ほ
か
す
か
に
顫ふ

る

ふ
。 

四
十
年
十
二
月 

 



［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
旃
陀

せ

ん

だ

羅ら

」「
栴
陀
羅
」
と
も
書
く
。
梵
語
「
チ
ャ
ン
ダ
ー
ラ
」
の
漢
字
音
写
で
、
語

源
的
に
は
「
チ
ャ
ン
ダ
」（「
激
し
い
・
獰
猛
な
・
残
酷
な
」
の
意
）
か
ら
来
た
語
と
み
ら
れ
る
。
中
国
で

は
「
厳
熾
執

ご
ん
し
し
ゅ
う

」「
暴
悪
人
」「
屠
殺
者
」「
殺
者

せ
っ
し
ゃ

」
な
ど
と
訳
さ
れ
て
い
る｡

所
謂
カ
ー
ス
ト
四
姓
外
の
最
下

級
と
さ
れ
た
階
級
で
狩
猟
・
畜
な
ど
を
生
業
と
し
た
。
こ
れ
は
中
国
を
経
由
し
て
本
邦
に
も
そ
の
ま
ま
に

伝
わ
り
、
江
戸
時
代
に
は
、
こ
の
イ
ン
ド
に
起
源
を
も
つ
「
旃
陀
羅
」
と
、
そ
の
成
立
を
異
に
す
る
は
ず

の
中
国
の
「
屠
者
」
と
、
日
本
の
「
穢
多

え

た

・
非
人

ひ

に

ん

」
と
が
結
び
つ
け
ら
れ
て
差
別
の
合
理
化
が
謀
ら
れ

た
。
被
差
別
部
落
の
人
々
に
は
、
そ
の
死
後
に
「
桃
源
旃
陀
羅
男
」
な
ど
の
戒
名
を
つ
け
、
墓
石
に
き
ざ

み
つ
け
て
差
別
し
た
事
実
が
あ
る
。 

「
熱
黃
疸

ね
つ
わ
う
だ
ん

」
高
い
熱
と
、
肝
障
害
に
よ
る
黄
疸
を
呈
し
た
病
態
。
種
々
の
疾
患
で
見
ら
れ
る
。
黄
熱
病

（
事
実
、
高
熱
が
出
て
重
症
化
す
る
と
黄
疸
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
命
名
）
を
想
起
さ
れ
る
か
も
知
れ

ぬ
（
或
い
は
北
原
白
秋
は
そ
れ
を
念
頭
に
置
い
た
の
か
も
知
れ
ぬ
）
が
、
黄
熱
病
は
熱
帯
ア
フ
リ
カ
と
中

南
米
に
特
徴
的
な
風
土
病
で
イ
ン
ド
は
感
染
分
布
域
に
含
ま
れ
な
い
。］ 

                          



  
 

 

幽 
 

閉 
 

色
濁に

ご

る
ぐ
ら
す
の
戶と

も
て 

封ふ
う

じ
た
る
、
白
日

ま
ひ
る
び

の
日
の
さ
す
ひ
と
間ま

、 

そ
の
な
か
に
蠟ら

ふ

の
あ
か
り
の
す
す
り
な
き
。 

 

い
ま
し
が
た
、
蓋ふ

た

閉と
ざ

し
た
る
風
琴

オ
ル
ガ
ン

の
忍し

の

び
の
う
め
き
。 

そ
が
う
へ
に
瞳

ひ
と
み

盲し

ひ
た
る
嬰
兒

み
ど
り
ご

ぞ
戱
れ
あ
そ
ぶ
。 

あ
は
れ
、
さ
は
赤
裸

あ
か
は
だ
か

な
る
、
盲め

し

ひ
な
る
、
ひ
と
り
笑ゑ

み
つ
つ
、 

聲
た
て
て
小
さ
く
愛め

ぐ

し
き
生

う
ま
れ

の
臍ほ

ぞ

を
ま
さ
ぐ
り
ぬ
。 

 

物
病や

ま
し
さ
の
か
ぎ
り
な
る
室む

ろ

の
と
い
き
に
、 

を
り
を
り
は
忍
び
入
る
ら
む
戱お

ど

け
た
る
街
衢

ち

ま

た

の
囃
子

は

や

し

、 

あ
は
れ
、
ま
た
、
嬰
兒

み
ど
り
ご

笑
ふ
。 

 

こ
と
こ
と

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

と
、
ひ
そ
か
な
る
母
の
お
と
な
ひ 

幾
度

い
く
た
び

と
な
く
戶
を
押
せ
ど
、
は
て
は
敲た

た

け
ど
、 

色
濁
る
扉

と
び
ら

は
あ
か
ず
。 

室む
ろ

の
内う

ち

暑
く
悒
欝

い

ぶ

せ

く
、
ま
た
さ
ら
に
嬰
兒

み
ど
り
ご

笑
ふ
。 

 

か
く
て
、
は
た
、
硝
子

が

ら

す

の
な
か
の
す
す
り
な
き 

蠟ら
ふ

の
あ
か
り
の
夜よ

を
待
た
ず
盡
き
な
む
時
よ
。 

あ
は
れ
、
ま
た
母
の
愁

う
れ
ひ

の
恐
怖

お

そ

れ

と
な
ら
む
そ
の
み
ぎ
り
。 

 

あ
は
れ
、
子
は
ひ
た
に
聽
き
入
る
、 

珍め
づ

ら
な
る
い
と
も
可
笑

を

か

し
き
ち
や
る
め
ら
の
外そ

と

の
一ひ

と

節ふ
し

。 

四
十
一
年
六
月 

          



  
 

 

鉛 

の 

室 
 

い
ん
き

ヽ

ヽ

ヽ

は
赤
し
。―

―

さ
い
へ
、
見
よ
、
室む

ろ

の
腐
蝕

ふ
し
よ
く

に 

う
ち
に
じ
み
倦う

ん

じ
つ
つ
ゆ
く
わ
が
お
も
ひ
、 

暮
春

ぼ
し
ゆ
ん

の
午
後

ご

ご

を
そ
こ
は
か
と
朱し

ゆ

を
ば
引ひ

け
ど
も
。 

 

油
じ
む
末
黑

す

ぐ

ろ

の
文
字

も

じ

の
い
く
つ
ら
ね 

悲
し
と
も
な
く
誦ず

し
ゆ
け
ど
、
響ひ

び

ら
ぐ
聲こ

ゑ

は 

鏽さ

び
て
ゆ
く
鉛

な
ま
り

の
悔

く
や
み

、
し
か
す
が
に
、 

 

强つ
よ

き
薰

く
ゆ
り

の
な
や
ま
し
さ
、
鉛

な
ま
り

の
室む

ろ

は 

く
わ
と
ば
か
り
火
酒

ウ
オ
ツ
カ

の
ご
と
き
噎

む
せ
つ

び
し
て 

壁
の
濕
潤

し

め

り

を
玻
璃

は

り

に
蒸
す
光
の
痛い

た

さ
。 

 

力
ち
か
ら

な
き
活
字

く
わ
つ
じ

ひ
ろ
ひ
の
淫た

は

れ
歌う

た

、 

病や

め
る
機
械

き

か

い

の
羽は

た
た
き
に
あ
る
は
沁
み
來こ

し 

新あ
た

ら
し
き
紙
の
刷す

ら
れ
の
香か

も
消き

ゆ
る
。 

 

い
ん
き

ヽ

ヽ

ヽ

や
盡
き
む
。―

―

は
や
も
わ
が
こ
こ
ろ
の
そ
こ
に 

聽
く
は
た
だ
饐す

え
に
饐す

え
ゆ
く
匂

に
ほ
ひ

の
み
、―

―
 

は
た
、
滓を

り

よ
ど
む
壺つ

ぼ

を
見
よ
。
つ
と
こ
そ
一
人

ひ

と

り

、 

 

手
を
棚た

な

へ
延の

す
よ
り
早
く
、
と
く
と
く
と
、 

赤
き
硝
子

が

ら

す

の
い
ん
き

ヽ

ヽ

ヽ

罎び
ん

傾か
た

む
け
そ
そ
ぐ 

一い
つ

刹
那

せ

つ

な

、
壺つ

ぼ

に
あ
ふ
る
る
火
の
ゆ
ら
ぎ
。 

 

さ
と
燃も

え
あ
が
る
間ま

こ
そ
あ
れ
、
飜か

へ

る
と
見
れ
ば 

手
に
平ひ

ら

む
吸
取
紙

す
ひ
と
り
が
み

の
骸
色

か
ば
ね
い
ろ 

爛た
だ

れ
ぬ―

―

あ
な
や
、
血
は
し
と

ヽ

ヽ

、
と
卓

し
よ
く

に
滴

し
た
た

る
。 

四
十
年
九
月 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
卓

し
よ
く

」
は
現
代
仮
名
遣
「
し
ょ
く
」
で
、
こ
れ
は
唐
音
。
か
く
読
ん
だ
場
合
、
狭
義

に
は
仏
前
に
置
い
て
香
華
を
供
え
る
机
を
指
し
、
こ
れ
は
茶
の
湯
に
も
用
い
る
。
広
義
に
は
食
卓
で
、
私

は
こ
こ
は
後
者
の
「
テ
ー
ブ
ル
」
で
よ
い
と
考
え
て
い
る
。］ 

   



  
 

 

眞 
 

 

晝 
 

日
は
眞
晝

ま

ひ

る―
―

野
づ
か
さ
の
、
寂
寥

せ
き
れ
う

の
心し

ん

の
臟ざ

う

に
か
、 

た
だ
ひ
と
つ
聲
も
な
く
照
り
か
へ
す
硝
子

が

ら

す

の
破
片

く

だ

け

。 

そ
の
ほ
と
り W

H
IS

K
Y

ウ

井

ス

キ

イ 

の
匂

に
ほ
ひ

蒸む

す
銀
色

ぎ
ん
い
ろ

の
内う

ち

、 

聲
す
る
は
、
密ひ

そ

か
に
も
露
吸
ひ
あ
ぐ
る
、 

色
赤
き
、
色
赤
き
花
の
吐
息

と

い

き…
…

 

四
十
一
年
十
二
月 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
本
篇
を
以
っ
て
「
外
光
と
印
象
」
パ
ー
ト
は
終
わ
っ
て
い
る
。］ 

                           



 
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
天
草
雅
歌
」
パ
ー
ト
の
解
説
付
き
（
解
説
は
実
際
に
は
ポ
イ
ン
ト
落
ち
）
標
題
ペ

ー
ジ
。
活
字
ポ
イ
ン
ト
の
違
い
を
判
っ
て
戴
く
た
め
に
前
の
「
外
光
と
印
象
」
パ
ー
ト
最
後
の
「
眞
晝
」

と
の
見
開
き
画
像
で
示
し
た
。
絵
は
石
井
柏
亭
の
タ
ッ
チ
で
あ
る
か
ら
、
白
秋
が
ス
ケ
ッ
チ
し
て
き
た
も

の
を
も
と
に
石
井
氏
が
描
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。］ 

 

こ
の
さ
ん
た
く
る
す
は
三
百
年
ま
へ
よ
り
大
江
村
の
切
支 

丹
の
う
ち
に
忍
び
か
く
し
て
守
り
つ
た
へ
た
る
た
つ
と
き 

み
く
る
す
な
り
。
こ
れ
は
野
中
に
見
い
で
た
り
。 

天
草
島
大
江
村
天
主
堂
秘
藏 

 
 

   
 

 

天
草
雅
歌 

  

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
は
、
上
記
パ
ー
ト
標
題
ペ
ー
ジ
の
裏
に
記
さ
れ
て
あ
る
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
（
実
際

に
は
画
像
の
通
り
、
二
行
書
き
の
辞
の
後
に
凡
そ
四
行
分
の
行
空
け
が
あ
る
）
も
含
め
て
、
底
本
で
は
有

意
に
ポ
イ
ン
ト
が
小
さ
い
。
そ
の
左
ペ
ー
ジ
の
挿
絵
と
パ
ー
ト
標
題
再
表
示
と
、
そ
の
上
に
石
井
柏
亭
の

挿
絵
が
あ
り
、
第
一
篇
「
角
を
吹
け
」
が
始
ま
る
。
両
開
き
の
画
像
。］ 

    

四
十
年
八
月
、
新
詩
社
の
諸
友
と
と
も
に
遠
く 

 

天
草
島
に
遊
ぶ
。
こ
は
そ
の
紀
念
作
な
り
。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
四
十
年
十
月
作
」 

 
 

 
 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
上
の
明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）
年
八
月
の
旅
に
つ
い
て
は
、
既
に
詩
集
巻
頭
の

「
邪
宗
門
扉
銘
」
で
引
用
し
た
吉
田
精
一
氏
の
解
説
に
出
る
が
、
こ
こ
で
は
個
人
サ
イ
ト
「
天
草
探
見
」

の
「
五
足
の
靴
文
学
碑
」
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
お
く
。
こ
の
旅
を
記
念
し
た
各
種
文
学
碑
の
画
像
と
説
明
板

が
電
子
化
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
木
下
杢
太
郎
歌
碑
の
記
載
が
詳
し
く
、
杢
太
郎
が
『
東
京
帝
大
医
学
部

一
年
の
』
時
、
明
治
四
十
年
八
月
、『
新
詩
社
主
幹
の
与
謝
野
寛
、
北
原
白
秋
（
早
稲
田
大
文
科
一

年
）』、『
吉
井
勇
（
早
稲
田
大
文
科
一
年
）
』、『
平
野
万
里
』（
ば
ん
り 

明
治
一
八
（
一
八
八
五
）
年
～

昭
和
二
二
（
一
九
四
七
）
年
：
化
学
者
・
官
僚
で
歌
人
・
詩
人
。
農
商
務
省
・
商
工
省
に
勤
め
た
。
大
正

一
〇
（
一
九
二
一
）
年
に
第
二
次
『
明
星
』
創
刊
に
参
画
し
て
後
、
与
謝
野
夫
妻
が
没
す
る
ま
で
協
力

し
、
作
品
を
発
表
し
た
。
大
正
一
二
（
一
九
二
三
）
年
に
は
「
鷗
外
全
集
」
の
編
集
も
務
め
た
）『（
東
大

工
学
部
一
年
）
の
五
人
が
九
州
の
キ
リ
シ
タ
ン
遺
跡
探
訪
の
旅
を
し
た
』。『
約
一
ヶ
月
ほ
ど
の
日
程
で
、

一
行
が
天
草
の
土
を
踏
ん
だ
の
は
』
八
月
八
日
、『
長
崎
県
茂
木
港
か
ら
天
草
下
島
の
富
岡
港
に
上
陸
し

https://onibi.cocolog-nifty.com/photos/uncategorized/mahiru-amakusagaka.jpg
https://onibi.cocolog-nifty.com/photos/uncategorized/mahiru-amakusagaka.jpg
https://onibi.cocolog-nifty.com/photos/uncategorized/amakusagakaji-tunowohukeboutou.jpg
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/10/post-066e09.html
http://www.amakusatanken.net/gosoku_bungakuhi.html
http://www.amakusatanken.net/gosoku_bungakuhi.html


て
一
泊
し
』、
翌
九
日
に
は
『
天
草
町
大
江
ま
で
』、『
炎
天
下
』
三
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
『
険
阻
な
山

道
を
歩
い
た
。
其
の
夜
は
海
岸
近
く
の
木
賃
宿
に
一
泊
』
し
、
翌
十
日
、『
大
江
教
会
で
』
フ
ラ
ン
ス

『
人
司
祭
の
ガ
ル
ニ
エ
神
父
か
ら
話
を
聞
き
』、『
深
い
感
銘
を
受
け
た
。
こ
の
ガ
ル
ニ
エ
神
父
と
の
会
見

が
旅
の
中
核
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
九
州
旅
行
の
後
、
五
人
の
文
芸
活
動
は
噴
出
し
、
異
国
情
緒
の
漂
っ

た
南
蛮
文
学
が
展
開
し
た
』
と
あ
る
。
与
謝
野
寛
が
こ
の
旅
を
紀
行
記
録
「
五
足
の
靴
」
と
し
て
、
少
し

遅
れ
る
形
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
風
の
記
事
と
し
て
同
年
八
月
七
日
か
ら
九
月
十
日
に
か
け
て
『
東
京
二
六

新
聞
』
紙
上
に
連
載
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
旅
を
「
五
足
の
靴
」
と
呼
ぶ
。
こ
の
旅
を
特
集
し
た
旅
行
サ

イ
ト
の
こ
ち
ら
の
「
五
足
の
靴
」
文
学
碑
の
説
明
板
に
よ
っ
て
、
旅
自
体
は
同
年
七
月
三
十
一
日
か
ら
八

月
十
七
日
ま
で
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
。］ 

                             

https://www.travel.co.jp/guide/article/16994/
https://www.travel.co.jp/guide/article/16994/
https://www.travel.co.jp/guide/article/16994/
https://www.travel.co.jp/guide/article/16994/
https://www.travel.co.jp/guide/article/16994/
https://www.travel.co.jp/guide/article/16994/


  
 

 

天
艸
雅
歌 

  
 

角 
を 
吹 

け 
 

わ
が
佳
耦

と

も

よ
、
い
ざ
と
も
に
野
に
い
で
て 

歌
は
ま
し
、
水
牛

す
ゐ
ぎ
う

の
角つ

の

を
吹
け
。 

視
よ
、
す
で
に
美
果
實

み

く

だ
も

の

あ
か
ら
み
て 

田
に
は
ま
た
足
穗

た

り

ほ

垂
れ
、
風
の
ま
に 

山
鳩
の
こ
ゑ
き
こ
ゆ
、
角つ

の

を
吹
け
。 

い
ざ
さ
ら
ば
馬
鈴
薯

ば

れ

い
し

よ

の
畑は

た

を
越
え 

瓜
哇

ジ

ヤ

ワ

び
と
が
園
に
入
り
、
か
の
岡
に 

鐘
や
み
て
蠟ら

ふ

の
火
の
消
ゆ
る
ま
で 

無
花
果

い

ち

じ
ゆ

く

の
乳ち

を
す
す
り
、
ほ
の
ぼ
の
と 

歌
は
ま
し
、
汝な

が
頸く

び

の
角つ

の

を
吹
け
。 

わ
が
佳
耦

と

も

よ
、
鐘
き
こ
ゆ
、
野
に
下
り
て 

葡
萄
樹じ

ゆ

の
汁つ

ゆ

滴し
た

る
邑む

ら

を
過
ぎ
、 

い
ざ
さ
ら
ば
、
パ
ア
テ
ル
の
黑
き
袈
裟

け

さ 

は
や
朝
の
看
經

つ

と

め

は
て
、
し
づ
し
づ
と 

見
え
が
く
れ
棕
櫚

し

ゆ

ろ

の
葉
に
消
ゆ
る
ま
で
、 

無
花
果

い

ち

じ
ゆ

く

の
乳ち

を
す
す
り
、
ほ
の
ぼ
の
と 

歌
は
ま
し
、
い
ざ
と
も
に
角つ

の

を
吹
け
、 

わ
が
佳
耦

と

も

よ
、
起
き
來
れ
、
野
に
い
で
て 

歌
は
ま
し
、
水
牛

す
ゐ
ぎ
う

の
角つ

の

を
吹
け
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
詩
篇
は
一
行
字
数
を
か
な
り
意
識
し
て
合
わ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
こ
と
が
判

る
。 

「
佳
耦

と

も

」「
耦
」
（
音
「
グ
ウ
」
）
は
「
二
人
が
な
ら
ぶ
こ
と
・
向
き
あ
う
こ
と
・
類た

ぐ

い
・
連
れ
合
い
」
の

意
が
あ
る
。 

「
パ
ア
テ
ル
」
先
の
注
の
旅
行
サ
イ
ト
の
こ
ち
ら
に
よ
れ
ば
、
大
江
天
主
堂
に
到
着
し
た
五
人
は
『
大
江

教
会
で
、
地
元
信
者
か
ら
「
パ
ア
テ
ル
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
る
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
ガ
ル
ニ
エ
神
父
に
対
面

し
』
た
と
あ
る
。「
パ
ア
テ
ル
」
は
ラ
テ
ン
語
「p

ater

」
で
「
父
・
神
父
」
の
意
で
あ
る
。
彼
の
ウ
ィ
キ

他
に
よ
れ
ば
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
所
属
の
フ
ラ
ン
ス
人
カ
ト
リ
ッ
ク
司
祭
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ル
イ
・
ガ
ル

ニ
エ
（F

red
eric L

o
u
is G

arn
ier 

一
八
六
〇
年
～
昭
和
一
六
（
一
九
四
一
）
年
：
な
お
、
彼
は
フ
ラ
ン
ス

か
ら
送
ら
れ
て
く
る
一
時
帰
国
費
用
も
蓄
え
、
全
て
の
財
産
を
大
江
天
主
堂
の
建
設
に
投
じ
、
こ
の
地
で

亡
く
な
っ
た
）
は
オ
ー
ト
＝
ロ
ワ
ー
ル
県
ル
・
ピ
ュ
イ
＝
ア
ン
＝
ヴ
レ
市
出
身
。
明
治
一
三
（
一
八
八

五
）
年
十
二
月
、
二
十
四
歳
の
時
に
来
日
、
京
都
で
の
日
本
語
修
得
を
経
て
明
治
一
九
（
一
八
八
六
）
年

長
崎
県
伊
王
島
の
大
明
寺
教
会
、
二
年
後
に
は
上
五
島
の
魚
の
目
教
会
、
明
治
二
五
（
一
八
九
二
）
年
に

https://www.travel.co.jp/guide/article/16994/
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%83%AC%E3%83%87%E3%83%AA%E3%83%83%E3%82%AF%E3%83%BB%E3%82%AC%E3%83%AB%E3%83%8B%E3%82%A8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%83%AC%E3%83%87%E3%83%AA%E3%83%83%E3%82%AF%E3%83%BB%E3%82%AC%E3%83%AB%E3%83%8B%E3%82%A8


天
草
の
こ
の
大
江
教
会
に
司
祭
と
し
て
赴
任
し
た
（
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
ま
で
崎
津
教
会
司
祭
を
兼

任
）。
以
来
、
同
地
に
没
す
る
ま
で
の
四
十
九
年
間
、
質
素
な
生
活
を
送
り
な
が
ら
、
天
草
島
民
へ
の
布

教
に
従
事
し
た
。
こ
の
間
、
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
に
は
私
費
を
投
じ
て
大
江
教
会
の
現
会
堂
（
通
称

「
大
江
天
主
堂
」）
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。
ロ
マ
ネ
ス
ク
様
式
の
同
会
堂
は
、
ガ
ル
ニ
エ
司
祭
の
布
教
に

捧
げ
た
生
涯
の
記
念
碑
で
あ
る
と
同
時
に
、
日
本
の
大
工
職
人
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
教
会
建
築
の
技
術
を
摂

取
し
て
明
治
か
ら
昭
和
期
の
日
本
各
地
に
建
て
た
、
い
わ
ゆ
る
「
天
主
堂
」
の
作
例
と
し
て
、
近
代
建
築

史
上
で
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
］ 

                               



  
 

ほ
の
か
な
る
蠟
の
火
に 

 

い
で
や
子
ら
、
日
は
高
し
、
風
た
ち
て 

棕
櫚

し

ゆ

ろ

の
葉
の
う
ち
戰そ

よ

ぎ
冷ひ

ゆ
る
ま
で
、 

ほ
の
か
な
る
蠟ら

ふ

の
火
に
羽は

を
そ
ろ
へ 

鴿は
と

の
ご
と
歌
は
ま
し
、
汝な

が
母
も
。 

好よ

き
日
な
り
、
媼

お
う
な

た
ち
、
さ
ら
ば
ま
づ 

禱い
の

ら
ま
し
讃
美
歌

さ

ん

び

か

の
十
五
番

じ

ふ

ご
ば

ん

、 

い
ざ
さ
ら
ば
風
琴

オ
ル
ガ
ン

を
子
ら
は
彈
け
、 

あ
は
れ
、
ま
た
わ
が
爺お

ぢ

よ
、
な
に
す
と
か
、 

老
眼
鏡

お

い

め
が

ね

こ
こ
に
こ
そ
、
座ざ

は
あ
き
ぬ
、 

い
ざ
と
も
に
禱い

の

ら
ま
し
、
ひ
と
び
と
よ
、 

さ
ん
た
・
ま
り
や
。
さ
ん
た
・
ま
り
や
。
さ
ん
た
・
ま
り
や
。 

拜
を
ろ
が

め
ば
香
爐

か

う

ろ

の
火
身
に
燃
え
て 

百
合
の
ご
と
わ
が
靈た

ま

の
う
ち
ふ
る
ふ
。 

あ
な
か
し
こ
、
鴿は

と

の
子
ら
羽は

を
あ
げ
て 

御
龕

み

づ

し

な
る
蠟ら

ふ

の
火
を
あ
ら
た
め
よ
。 

黑く
ろ

船ふ
ね

の
笛
き
こ
ゆ
い
ざ
さ
ら
ば 

ほ
ど
も
な
く
パ
ア
テ
ル
は
見
え
ま
さ
む
、 

さ
ら
に
ま
た
他た

の
燭そ

く

を
た
て
ま
つ
れ
。 

あ
な
ゆ
か
し
、
ロ
レ
ン
ゾ
か
、
鐘
鳴
ら
し
、 

ま
め
や
か
に
安
息

あ
ん
そ
く

の
日
を
祝ほ

ぐ
は
、 

あ
な
樂
し
、
眞ま

白し
ろ

な
る
羽
を
そ
ろ
へ 

鴿は
と

の
ご
と
歌
は
ま
し
、
わ
が
子
ら
よ
。 

あ
は
れ
な
ほ
日
は
高
し
、
風
た
ち
て 

棕
櫚

し

ゆ

ろ

の
葉
の
う
ち
戰そ

よ

ぎ
冷ひ

ゆ
る
ま
で
、 

ほ
の
か
な
る
蠟ら

ふ

の
火
に
羽
を
そ
ろ
へ 

鴿は
と

の
ご
と
歌
は
ま
し
、
は
ら
か
ら
よ
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：Y

o
u
T

u
b
e 

のy
u
0
0
0
0
0
0
0
0

氏
の
『
讃
美
歌1

5

番
「
わ
れ
ら
の
み
神
は
」（
パ
イ
プ

オ
ル
ガ
ン
）H

y
m

n
:T

h
e L

o
rd

 is k
in

g
! lift u

p
 th

y
 v

o
ice(p

ip
e o

rg
an

)

』
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
お
く
。
普
通
の

信
徒
の
合
唱
付
き
を
探
し
た
が
、
い
い
も
の
が
見
出
せ
な
か
っ
た
。
歌
詞
は
画
像
に
出
る
。 

「
パ
ア
テ
ル
」「
角
を
吹
け
」
の
私
の
注
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

「
ロ
レ
ン
ゾ
」
イ
タ
リ
ア
語
圏
の
男
性
名
ロ
レ
ン
ツ
ォ
（L

o
ren

zo

）
で
知
ら
れ
る
が
、
元
は
ラ
ウ
レ
ン
テ

ィ
ウ
ス
（L

au
ren

tiu
s

）
で
、
ラ
テ
ン
語
の
男
性
名
「
ロ
ー
マ
を
含
む
イ
タ
リ
ア
中
央
西
部
地
方
に
位
置
し

て
い
た
ラ
テ
ィ
ウ
ム
地
方
出
身
の
男
」
の
意
。
こ
こ
は
邦
人
に
与
え
ら
れ
た
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ネ
ー
ム
。

よ
く
知
ら
れ
た
聖
人
で
総
て
の
宗
派
か
ら
崇
め
ら
れ
る
人
物
と
し
て
は
「
ロ
ー
マ
の
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ

https://www.youtube.com/watch?v=hPpYRMOByUY
https://www.youtube.com/watch?v=hPpYRMOByUY
https://www.youtube.com/watch?v=hPpYRMOByUY
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/10/post-15acfc.html


ス
」（
聖
ラ
ウ
レ
ン
チ
オ
助
祭
殉
教
者
：S

t. L
au

ren
tiu

s M
arty

r

／
イ
タ
リ
ア
語
：S

an
 L

o
ren

zo
 m

artire 
二
二
五
年
～
二
五
八
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
彼
は
生
き
な
が
ら
熱
し
た
鉄
格
子
の
上
で
火
炙
り
に
さ
れ
て

殉
教
（
切
支
丹
用
語
「
ま
る
ち
り
」）
し
た
。
因
み
に
、
私
の
偏
愛
す
る
芥
川
龍
之
介
の
「
奉
教
人
の

死
」（
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
九
月
発
行
『
三
田
文
学
』
初
出
）
の
「
ろ
お
れ
ん
ぞ
」
が
登
場
す
る
に

は
、
ま
だ
、
十
一
年
、
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
（
私
は
因
み
に
、
奉
教
人
の
死
〔
岩
波
旧
全
集
版
〕・
作
品
集

『
傀
儡
師
』
版
「
奉
教
人
の
死
」、
及
び
芥
川
自
身
に
よ
っ
て
隠
蔽
さ
れ
た
原
拠
で
あ
る
斯
定
筌

（ 
M

ich
a
el S

teich
en

 1
8
5
7

-1
9
2
9
 

）
著
「
聖
人
伝
」
よ
り
「
聖
マ
リ
ナ
」
の
他
（
以
上
は
サ
イ
ト
版
）、

芥
川
龍
之
介
「
奉
教
人
の
死
」（
自
筆
原
稿
復
元
版
）
ブ
ロ
グ
版
と
、
同
前
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注 

ブ
ロ
グ
版
を

作
成
済
み
で
あ
る
）。
］ 

                             

http://yab.o.oo7.jp/houkyounin.html
http://yab.o.oo7.jp/KKGho.html
http://yab.o.oo7.jp/KKGho.html
http://yab.o.oo7.jp/seimarina.html
http://yab.o.oo7.jp/seimarina.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2016/06/post-13d8.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2016/06/post-e871.html


  
艣
を
拔
け
よ 

 

は
や
も
聽
け
、
鐘
鳴
り
ぬ
、
わ
が
子
ら
よ
、 

御
堂

み

だ

う

に
は
は
や
夕よ

べ

の
歌
き
こ
え
、 

蠟ら
ふ

の
火
も
と
も
る
ら
し
、
艣ろ

を
拔ぬ

け
よ
。 

も
ろ
も
ろ
の
美
果
實

み

く

だ
も

の

籠こ

に
盛
り
て
、 

汝な

が
鴿は

と

ら
畑は

た

に
下
り
、
し
ら
し
ら
と 

歸
る
ら
し
夕ゆ

ふ

づ
つ
の
か
げ
を
見
よ
。 

わ
れ
ら
い
ま
、
空
色

そ
ら
い
ろ

の
帆ほ

の
や
み
に 

新
あ
ら
た

な
る
大
海

お
ほ
う
み

の
香
爐

か

う

ろ

採と

り 

籠こ

に
炷た

き
ぬ
、
ひ
る
が
へ
る
魚
を
見
よ
。 

さ
る
ほ
ど
に
、
跪
き
、
ひ
と
び
と
は 

目ま

見み

靑
き
上
人

し
や
う
に
ん

と
夜よ

に
禱い

の

り
、 

捧
げ
ま
す
御み

く
る
す
の
香か

に
や
醉
ふ
、 

う
ら
う
ら
と
咽
ぶ
ら
し
、
歌
を
き
け
。 

わ
れ
ら
ま
た
祖
先

み

お

や

ら
が
血
に
よ
り
て 

洗
禮

そ

そ

が
れ
し
假
名
文

か

な

ぶ

み

の
御
經

み
き
や
う

に
ぞ 

主
し
ゆ
う

よ
永
久

と

は

に
惠
み
あ
れ
、
わ
れ
ら
も
、
と 

鴿は
と

率ゐ

つ
つ
禱
ら
ま
し
、
帆
を
し
ぼ
れ
。 

は
や
も
聽
け
、
鐘
鳴
り
ぬ
、
わ
が
子
ら
よ
、 

御
堂

み

だ

う

に
は
は
や
夕よ

べ

の
歌
き
こ
え
、 

蠟ら
ふ

の
火
も
く
ゆ
る
ら
し
、
艣ろ

を
拔
け
よ
、 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
最
終
行
を
読
点
で
終
わ
る
の
は
、
本
詩
集
の
中
で
も
特
異
点
で
あ
る
。 

「
艣
」「
櫓
・
艪
」
に
同
じ
。
舟
を
漕
ぐ
そ
れ
で
あ
る
。］ 

            



  
汝
に
さ
さ
ぐ 

 

女
子

を
み
な
ご

よ
、 

汝な

に
捧さ

さ

ぐ
、 

た
だ
ひ
と
つ
。 

然し
か

は
あ
れ
、
汝な

も
知
ら
む
。 

こ
の
さ
ん
た
・
く
る
す
は
、
か
な
た 

檳
榔
樹

び

ろ

う
じ

ゆ

の
實み

の
落
つ
る
國
、 

夕
日

ゆ

ふ

ひ

さ
す
白
琺
瑯

は
く
は
ふ
ら
う

の
石
の
階は

し 

そ
の
そ
こ
の
心
の
心
、―

―
 

え
め
ら
る
ど
、
あ
る
は
紅
玉

こ
う
ぎ
よ
く

、 

褐く
り

の
埴は

に

八
千

や

ち

層さ
か

敷
け
る
眞
底

ま

そ

こ

よ
り
、 

汝な

が
愛
を
讃た

た

へ
む
が
た
め
、 

ま
た
、
淸
き
接
吻

く
ち
つ
け

の
た
め
、 

水
晶
の
柄え

を
す
げ
し
白
銀

し
ろ
か
ね

の
鍬
を
も
て
、 

七
つ
ほ
ど
先さ

き

の
世よ

ゆ
世
を
繼つ

ぎ
て 

ひ
た
ぶ
る
に
、
わ
れ
と
わ
が 

採と

り
い
で
し
型か

た

、 

そ
の
型か

た

を 

汝な

に
捧さ

さ

ぐ
、 

女
子

を
み
な
ご

よ
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
檳
榔
樹

び

ろ

う
じ

ゆ

」
単
子
葉
植
物
綱
ヤ
シ
目
ヤ
シ
科
ビ
ン
ロ
ウ
属
ビ
ン
ロ
ウ 

A
reca

 

ca
tech

u

。
本
邦
の
南
日
本
に
植
生
す
る
同
じ
ヤ
シ
科
ビ
ロ
ウ
属
ビ
ロ
ウ 

L
ivisto

n
a
 ch

in
en

sis 

と
は
異
な

る
植
物
な
の
で
注
意
が
必
要
（
同
じ
「
檳
榔
」
と
漢
字
表
記
す
る
が
別
種
で
あ
る
）。 

「
白
琺
瑯

は
く
は
ふ
ら
う

」
白
い
琺
瑯

ほ
う
ろ
う

引
き
の
（
琺
瑯
を
焼
き
付
け
た
）
石
段
。
琺
瑯
は
鉄
や
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
な
ど
の
金

属
材
料
表
面
に
シ
リ
カ
（
二
酸
化
ケ
イ
素
）
を
主
成
分
と
す
る
ガ
ラ
ス
質
の
釉
薬
を
高
温
で
焼
き
付
け
た

も
の
。
英
語
で
は
「E

n
am

el

」（
エ
ナ
メ
ル
）。「
琺
」
は
「
釉
薬
」
の
、「
瑯
」
は
「
金
属
や
玉
が
触
れ
合

う
音
」
或
い
は
「
美
し
い
石
」
の
意
で
あ
る
。
金
属
材
由
来
の
機
械
的
耐
久
性
と
、
ガ
ラ
ス
質
由
来
の
化

学
的
耐
久
性
を
併
せ
持
ち
、
食
器
・
調
理
器
具
・
浴
槽
な
ど
の
家
庭
用
品
・
屋
外
広
告
看
板
・
道
路
標

識
・
鉄
道
設
備
用
品
・
化
学
反
応
容
器
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
。
工
芸
品
の
琺
瑯
は
「
七
宝
」
或
い
は
「
七

宝
焼
き
」
と
呼
ば
れ
、
工
芸
品
と
し
て
の
そ
れ
ら
の
素
地
に
は
主
に
銅
・
銀
・
金
が
使
わ
れ
る
。
そ
の
歴

史
は
古
く
、
紀
元
前
一
四
二
五
年
頃
に
製
作
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
世
界
最
古
の
琺
瑯
製
品
と
お
ぼ
し
き

加
工
品
が
、
エ
ー
ゲ
海
中
部
の
キ
ク
ラ
デ
ス
諸
島
に
属
す
る
ギ
リ
シ
ャ
領
の
ミ
コ
ノ
ス
島
で
発
見
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
後
、
こ
の
技
術
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
方
面
と
ア
ジ
ア
方
面
に
伝
播
し
、
十
六
世
紀
頃
に
は
朝
鮮

半
島
に
流
れ
、
そ
こ
を
経
て
、
日
本
へ
と
渡
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ツ
タ
ン
カ
ー
メ
ン



の
黄
金
の
マ
ス
ク
の
表
面
に
は
琺
瑯
加
工
が
施
さ
れ
て
あ
っ
た
（
以
上
は
ウ
ィ
キ
の
「
琺
瑯
」
に
拠
っ

た
）。 

「
紅
玉

こ
う
ぎ
よ
く

」
ル
ビ
ー
（
英
語
：R

u
b
y

）
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
に
次
ぐ
硬
度
を
持
つ
。 

「
褐く

り

の
埴は

に

」
肌
理

き

め

の
細
か
い
黄
赤
色
の
粘
土
で
作
っ
た
褐
色
の
瓦
或
い
は
陶
板
。 

「
八
千

や

ち

層さ
か

」
贅
沢
に
何
層
に
も
積
み
重
ね
た
。 

「
世よ

ゆ
」
の
「
ゆ
」
は
上
代
の
格
助
詞
で
、
動
作
の
起
点
を
示
す
「
～
か
ら
・
～
以
来
」、
或
い
は
経
由

点
を
示
す
「
～
を
通
っ
て
」。
上
代
の
歌
語
で
、
本
詩
集
の
使
用
の
特
異
点
。
類
義
語
に
「
ゆ
り
」「
よ
」

「
よ
り
」
が
あ
っ
た
が
、
中
古
に
入
り
、「
よ
り
」
に
統
一
さ
れ
、
歌
語
の
み
で
辛
う
じ
て
生
き
残
っ

た
。］ 

                             

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%90%BA%E7%91%AF


  
 

た
だ
秘
め
よ 

 

曰い

ひ
け
る
は
、 

あ
な
、
わ
が
少
女

を

と

め

、 

天
艸

あ
ま
く
さ

の
蜜み

つ

の
少
女

を

と

め

よ
。 

汝な

が
髮
は
烏

か
ら
す

の
ご
と
く
、 

汝な

が
唇く

ち

は
木こ

の
實み

の
紅あ

け

に
沒
藥

も
つ
や
く

の
汁し

ゆ

滴
し
た
た

ら
す
。 

わ
が
鴿は

と

よ
、
わ
が
友
よ
、
い
ざ
と
も
に
擁い

だ

か
ま
し
。 

薰
く
ゆ
り

濃こ

き
葡
萄
の
酒
は 

玻
璃

ぎ
や
ま
ん

の
壺つ

ぼ

に
盛も

る
べ
く
、 

も
た
ら
し
し
麝
香

じ
や
か
う

の
臍ほ

ぞ

は 

汝な

が
肌
の
百
合
に
染
め
て
む
。 

よ
し
、
さ
あ
れ
、
汝な

が
父
に
、 

よ
し
、
さ
あ
れ
、
汝な

が
母
に
、 

た
だ
秘ひ

め
よ
、
た
だ
守
れ
、
齋い

つ

き
死
ぬ
ま
で
、 

虐
し
ひ
た
げ

の
罪
の
鞭

し
も
と

は
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
、 

あ
あ
た
だ
秘ひ

め
よ
、
御み

く
る
す

ヽ

ヽ

ヽ

の
愛あ

い

の
徵

し
る
し

を
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
沒
藥

も
つ
や
く

」
ム
ク
ロ
ジ
目
カ
ン
ラ
ン
科
カ
ン
ラ
ン
科 

B
u
rseraceae 

の
コ
ン
ミ
フ
ォ
ラ

（
ミ
ル
ラ
ノ
キ
）
属 

C
o
m

m
ip

h
o
ra

 

の
樹
木
か
ら
分
泌
さ
れ
る
赤
褐
色
の
植
物
性
ゴ
ム
樹
脂
を
指
す
。
ウ

ィ
キ
の
「
没
薬
」
に
よ
れ
ば
、『
ス
ー
ダ
ン
、
ソ
マ
リ
ア
、
南
ア
フ
リ
カ
、
紅
海
沿
岸
の
乾
燥
し
た
高
地

に
自
生
』
し
、『
起
源
に
つ
い
て
は
ア
フ
リ
カ
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
と
さ
れ
る
』。『
古
く
か
ら
香

と
し
て
焚
い
て
使
用
さ
れ
て
い
た
記
録
が
残
さ
れ
』、『
ま
た
殺
菌
作
用
を
持
つ
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、

鎮
静
薬
、
鎮
痛
薬
と
し
て
も
使
用
さ
れ
て
い
た
。
古
代
エ
ジ
プ
ト
に
お
い
て
日
没
の
際
に
焚
か
れ
て
い
た

香
で
あ
る
キ
フ
ィ
の
調
合
に
は
没
薬
が
使
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

ま
た
ミ
イ
ラ
作
り
に
遺

体
の
防
腐
処
理
の
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
た
。
ミ
イ
ラ
の
語
源
は
ミ
ル
ラ
か
ら
来
て
い
る
と
い
う
説
が
あ

る
』
と
あ
る
。 

「
汁し

ゆ

」
小
学
館
「
日
本
国
語
大
辞
典
」
の
「
汁
」
の
方
言
欄
に
『
島
原
方
言
』
と
し
て
「
シ
ュ
ル
」
を
載

せ
る
。
こ
れ
は
直
に
発
音
を
聴
か
な
い
と
判
ら
ぬ
が
、「
し
ゅ
る
」
の
摩
擦
音
「
し
ゅ
」
の
後
の
「
る
」

は
脱
落
表
記
さ
れ
て
も
、
強
ち
、
不
自
然
で
は
な
い
。］ 

       

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B2%A1%E8%96%AC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B2%A1%E8%96%AC


  
さ
な
ら
ず
ば 

 

わ
が
家い

へ

の 

わ
が
家い

へ

の
の
可
愛

か

あ

ゆ
き
鴿は

と

を 

そ
の
雛ひ

な

を 

汝な
れ

せ
ち
に
戀
ふ
と
し
な
ら
ば
、 

い
で
や
子
よ
、 

逃の
が

れ
よ
、
早
も
邪
宗
門

じ
や
し
ゆ
う
も
ん

外
道

げ

だ

う

の
敎

を
し
へ 

か
く
て
ま
た
遠
き
祖お

や

よ
り
傳つ

た

ヘ
こ
し
秘
密

ひ

み

つ

の
聖
磔

く

る

す 

と
く
柱
よ
り
取
り
い
で
よ
。
も
し
、
さ
な
ら
ず
ば 

も
ろ
も
ろ
の
麝
香

じ
や
か
う

の
ふ
く
ろ
、 

桂け
い

枝し

、
は
た
、
沒
藥

も
つ
や
く

、
蘆
薈

ろ
く
わ
い 

お
よ
び
乳ち

ち

、
島
の
無
花
果

い

ち

じ
ゆ

く

、 

如
何
に
世
の
に
ほ
ひ
を
積
む
も
、―

―
 

さ
な
ら
ず
ば
、 

も
し
さ
な
ら
ず
ば―

―
 

汝な
れ

い
か
に
陳ち

ん

じ
泣
く
と
も
、
あ
る
は
、
ま
た 

護
摩

ご

ま

炷た

き
修
し
、
伴
天
連

ば

て

れ

ん

の
救

す
く
ひ

よ
ぶ
と
も
、 

あ
あ
遂
に
詮せ

ん

業す
べ

な
け
む
。
い
ざ
さ
ら
ば 

接
吻

く
ち
つ
け

の
妙た

へ

な
る
蜜み

つ

に
、 

女
子

を
み
な
ご

の
葡
萄
の
息い

き

に
、 

い
で
『
こ
ろ
べ
』
い
ざ
歌
へ
、
わ
か
う
ど
よ
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
個
人
的
に
は
最
終
行
は
「
い
で
、『
こ
ろ
べ
』、
い
ざ
、
歌
へ
、
わ
か
う
ど
よ
。
」
と

あ
る
べ
き
と
思
う
。 

「
沒
藥

も
つ
や
く

」
前
の
詩
篇
の
私
の
注
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

「
蘆
薈
」
現
代
仮
名
遣
「
ろ
か
い
」。
単
子
葉
植
物
綱
キ
ジ
カ
ク
シ
目
ス
ス
キ
ノ
キ
科
ツ
ル
ボ
ラ
ン
亜
科

ア
ロ
エ
属 

A
lo

e 

の
ア
ロ
エ
の
こ
と
。］ 

         

http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/10/post-291771.html


  
 

嗅 

煙 

艸 
 

『
あ
は
れ
、
あ
は
れ
、
深
江

ふ

か

え

の
媼お

ば

よ
。 

 

髮
も
頰ほ

も
煙
艸

た

ば

こ

色い
ろ

な
る
、 

 

棕
櫚

し

ゆ

ろ

の
根
に
蹲

う
づ
く

む
媼お

ば

よ
。 

 

汝な

が
持
て
る
象
牙

ざ

う

げ

の
壺つ

ぼ

は 

 

ま
た
薰く

ゆ

る
褐く

り

な
る
粉こ

な

は 

 

何
ぞ
。
ま
た
、
せ
ち
に
鼻
つ
け 

 

淚
垂
れ
、
あ
か
き
眼め

擦す

る
は
。』 

 

こ
の
と
き
に
渡

わ
た
り

の
媼

お
う
な 

 

呻に
よ

ぶ
ら
く
。『
わ
が
葡
萄
牙

ほ

る

と
が

る

、 

 

こ
を
嗅か

ぎ
て
わ
か
き
は
思
ふ
。』 

『
さ
ら
ば
、
汝な

は
。』『
責せ

め
そ
、
さ
な
、
さ
な
、 

 

養
生

や
し
な
ひ

を
骸か

ら

は
た
だ
欲ほ

れ
。 

 

さ
れ
ば
こ
そ
、
こ
の
嗅
煙
艸

か

ぎ

た
ば

こ

。』 

                      



  
鵠 

 

わ
か
う
ど
な
ゆ
め
近
よ
り
そ
、 

か
の
ゆ
く
は
邪
宗

じ
や
し
ゆ
う

の
鵠

く
ぐ
ひ

、 

日
の
う
ち
に
七
度
八
度

な
な
た
び
や
た
び 

潮
う
し
ほ

あ
び
化
粧

け

は

ひ

す
と
い
ふ 

伴
天
連

ば

て

れ

ん

の
秘ひ

そ

の
少
女

を

と

め

ぞ
。 

地
に
な
び
く
髮
に
は
蘆
薈

ろ
く
わ
い

、 

嘴は
し

に
ま
た
あ
か
き
實み

を
塗ぬ

る 

淫み
だ

ら
な
る
鳥
に
し
あ
れ
ば
、 

絕
え
ず
、
そ
の
眞
白
羽

ま

し

ろ

は

ひ
ろ
げ 

乳
香

に
ふ
か
う

の
水
し
た
た
ら
す
。 

さ
れ
ば
、
子
な
ゆ
め
近
よ
り
そ
。 

視
よ
、
持
つ
は
炎

ほ
の
ほ

か
、
華は

な

か
、 

さ
な
ら
ず
ば
實み

の
無
花
果

い

ち

じ
ゆ

く

か
、 

兎と

に
も
あ
れ
、
か
れ
こ
そ
邪
法

じ
や
は
ふ

。 

わ
か
う
ど
な
ゆ
め
近
よ
り
そ
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
鵠
」「
鵠

く
ぐ
ひ

」（
現
代
仮
名
遣
「
く
ぐ
い
」）
は
広
義
の
「
白
鳥
」（
鳥
綱
カ
モ
目
カ
モ

科
ハ
ク
チ
ョ
ウ
属 

C
yg

n
u
s 

或
い
は
そ
れ
に
類
似
し
た
中
・
大
型
の
白
い
鳥
）
上
古
よ
り
古
名
で
あ
る

が
、
辞
書
に
よ
っ
て
は
、
ハ
ク
チ
ョ
ウ
属
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
亜
種
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ 

C
yg

n
u
s co

lu
m

b
ia

n
u
s 

b
ew

ickii 

に
比
定
す
る
。
個
人
的
に
は
私
も
協
議
の
そ
れ
を
採
る
が
、
こ
こ
は
た
だ
広
義
の
「
白
鳥
」
一

般
で
よ
か
ろ
う
。
私
の
「
和
漢
三
才
圖
會
第
四
十
一 

水
禽
類 

鵠
（
く
ぐ
ひ
） 

（
コ
ハ
ク
チ
ョ

ウ
）」
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
お
く
。 

「
蘆
薈

ろ
く
わ
い

」
先
行
す
る
「
さ
な
ら
ず
ば
」
の
私
の
注
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

「
乳
香

に
ふ
か
う

」
イ
ン
ド
・
イ
ラ
ン
な
ど
に
産
す
る
樹
の
脂や

に

の
一
種
で
、
盛
夏
に
砂
上
に
流
れ
出
で
て
固
ま
り
、

石
の
よ
う
に
な
っ
た
も
の
を
指
し
、
香
料
・
薬
用
と
す
る
「
薫
陸
香
」（
く
ん
り
く
こ
う
：
呉
音
で
「
く

ん
ろ
く
（
っ
）
こ
う
」
と
も
読
み
、「
く
ろ
く
」「
な
ん
ば
ん
ま
つ
や
に
」
な
ど
と
も
呼
ば
れ
る
。
そ
の
中

で
乳
頭
状
の
形
状
を
有
す
る
も
の
を
特
に
「
乳
香
」
と
称
し
、
狭
義
に
は
ム
ク
ロ
ジ
目
カ
ン
ラ
ン
科
ボ
ス

ウ
ェ
リ
ア
属 

B
o
sw

ellia

の
常
緑
高
木
か
ら
採
取
さ
れ
る
そ
れ
を
指
す
と
さ
れ
る
。］ 

       

http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/07/post-d6e4.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/07/post-d6e4.html


  
日
ご
と
に 

 

日
ご
と
に
わ
か
き
姿
（
す
が
た
）
し
て 

日
ご
と
に
歌
ふ
わ
が
族
（
ぞ
う
）
よ
、 

日
ご
と
に
紅
（
あ
か
）
き
實
（
み
）
の
乳
房
（
ち
ぶ
さ
） 

日
ご
と
に
す
て
て
漁
（
あ
さ
）
り
ゆ
く
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
族
（
ぞ
う
）」
「
ぞ
く
」
の
音
変
化
で
「
一
族
・
子
孫
」
の
意
。］ 

                             



  
 

黃
金
向
日
葵 

 

あ
は
れ
、
あ
は
れ
、
黃
金
向
日
葵

こ

が

ね

ひ

ぐ

る

ま 

汝
み
ま
し

ま
た
太
陽

ひ

に
も
倦あ

き
し
か
、 

南
國

な
ん
ご
く

の
空
の
眞
晝

ま

ひ

る

を 

か
な
し
げ
に
疲つ

か

れ
て
見
ゆ
る
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
黃
金
向
日
葵
」「
黃
金
向
日
葵

こ

が

ね

ひ

ぐ

る

ま

」
キ
ク
目
キ
ク
科
キ
ク
亜
科 

ヒ
マ
ワ
リ
属
ヒ
マ
ワ

リ 
H

elia
n
th

u
s a

n
n
u
u
s 

の
こ
と
。］ 

                            



  
一 

 

炷 
 

香
爐

か

う

ろ

い
ま 

一
炷

い

つ

す

の
か
を
り
。 

 

あ
は
れ
、
火
は
こ
こ
ろ
の
そ
こ
に
。 

 

さ
あ
れ
、
そ
の 

一
炷

い

つ

す

の
け
む
り
、 

 

か
の
空そ

ら

の
靑
き
龕

み
づ
し

に
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
一
炷
」「
一
炷

い

つ

す

」
香
を
一
炷

ひ

と

た

き
薫く

ゆ

ら
す
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
一ひ

と

薫く
ゆ

り
。
読
み
は
「
い

つ
し
ゆ
（
い
っ
し
ゅ
）」「
い
つ
ち
ゆ
う
（
い
っ
ち
ゅ
う
）」
だ
が
、
拗
音
を
嫌
っ
て
か
く
し
た
も
の
の
よ

う
で
、
前
者
が
発
音
上
、
か
く
変
化
す
る
こ
と
は
特
に
不
審
と
は
思
わ
れ
な
い
。 

 

本
篇
を
以
っ
て
「
天
艸
雅
歌
」
パ
ー
ト
は
終
わ
っ
て
い
る
。］ 

                       



 
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
パ
ー
ト
標
題
と
石
井
柏
亭
の
挿
絵
。］ 

  
 

靑 
き 
花 

  

南
紀
旅
行
の
紀
念
と
し
て
、
且
は
わ
が
羅
曼
底 

時
代
の
あ
え
か
な
る
思
出
の
た
め
に
、
こ
の
幼 

き
一
章
を
過
ぎ
し
日
の
友
に
さ
さ
ぐ
。 

  

「
四
十
年
二
、
三
兩
月
中
作
」 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
上
は
、
パ
ー
ト
標
題
ペ
ー
ジ
の
裏
（
右
ペ
ー
ジ
中
央
に
ご
く
ポ
イ
ン
ト
落
ち
で
示

さ
れ
て
あ
る
辞
。
底
本
で
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
と
の
間
は
辞
の
三
行
分
ほ
ど
の
行
空
け
が
施
さ
れ
て
あ
る
。
こ

の
「
南
紀
旅
行
」
と
い
う
の
は
、
年
譜
に
よ
れ
ば
、
作
詩
さ
れ
た
前
年
の
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
十

月
に
、
與
謝
野
鉄
幹
・
吉
井
勇
・
茅
野
蕭
々
（
明
治
一
六
（
一
八
八
三
）
年
～
昭
和
二
一
（
一
九
四
六
）

年
：
ド
イ
ツ
文
学
者
で
歌
人
。
長
野
生
ま
れ
。
本
名
は
儀
太
郎
。
東
京
帝
大
卒
。「
明
星
派
」
の
新
進
歌

人
と
し
て
注
目
さ
れ
、『
明
星
』
廃
刊
後
は
白
秋
・
啄
木
ら
と
『
ス
バ
ル
』
に
作
品
を
発
表
し
た
。
後
、

三
高
・
慶
大
・
日
本
女
子
大
の
教
授
を
務
め
た
。
著
作
に
「
ゲ
ョ
エ
テ
研
究
」・「
独
逸
浪
漫
主
義
」
が
、

訳
書
に
「
リ
ル
ケ
詩
抄
」
な
ど
が
あ
る
。
私
は
カ
テ
ゴ
リ
「
詩
歌
俳
諧
俳
句
」
で
彼
の
リ
ル
ケ
の
訳
詩
を

幾
つ
か
ラ
ン
ダ
ム
に
電
子
化
し
て
い
る
）
ら
と
と
も
に
伊
勢
及
び
京
都
方
面
を
歴
遊
し
て
い
る
の
で
、
そ

の
時
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。 

「
羅
曼
底
」
恐
ら
く
は
「
ろ
ま
ん
ち
つ
く
」（
歴
史
的
仮
名
遣
）
或
い
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
原
音
に
近
づ
け

る
な
ら
ば
、「
ロ
マ
ン
テ
イ
ク
（
ロ
マ
ン
テ
ィ
ク
）」
と
読
ん
で
い
る
。
英
語
な
ら
「ro

m
an

tic

」
で
あ
る

が
、
こ
こ
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
「ro

m
an

tiq
u
e

」
と
と
り
た
い
。
こ
こ
は
、
空
想
好
き
な
、
夢
見
が
ち
な
、

「
靑
」
く
さ
い
、
若
き
日
の
放
浪
の
「
旅
」
の
時
代
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
但
し
、
後
に
出
る
詩

篇
「
羅
曼
底
の
瞳
」
で
は
高
い
確
率
で
「
ロ
マ
ン
チ
ツ
ク
」
と
読
ん
で
い
る
。 

「
過
ぎ
し
日
の
友
」
個
人
的
に
は
「
天
鵝
絨
の
に
ほ
ひ
」
の
注
で
記
し
た
、
白
秋
の
親
友
で
彼
が
愛
し
、

自
死
し
て
果
て
た
中
島
鎭
夫
（
な
か
じ
ま
し
ず
お
（
し
づ
を
） 

明
治
一
九
（
一
八
八
六
）
年
五
月
九
日

～
明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
二
月
十
三
日
：
ペ
ン
・
ネ
ー
ム
は
白
雨

は

く

う

。
享
年
十
九
（
満
十
七
歳
））
を

指
し
て
い
る
も
の
と
私
は
読
む
。
］ 

      

https://onibi.cocolog-nifty.com/photos/uncategorized/aokihana.jpg
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat3999197/index.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat3999197/index.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat3999197/index.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2020/10/post-58357d.html


  
靑 

き 

花 
 

そ
は
暗く

ら

き
み
ど
り
の
空
に 

む
か
し
見
し

幻
ま
ぼ
ろ
し

な
り
き
。 

靑
き
花 

か
く
て
た
づ
ね
て
、 

日
も
知
ら
ず
、
ま
た
、
夜よ

も
知
ら
ず
、 

國
あ
ま
た
巡め

ぐ

り
あ
り
き
し 

そ
の
か
み
の 

わ
れ
や
、
わ
か
う
ど
。 

 

そ
の
の
ち
も
人
と
う
ま
れ
て
、 

微
妙

い

み

じ

く
も
奇く

し
き

幻
ま
ぼ
ろ
し 

ゆ
め
、
う
つ
つ
、 

香か

こ
そ
忘
れ
ね
、 

か
の
靑
き
花
を
た
づ
ね
て
、 

あ
あ
、
ま
た
も
わ
れ
は
あ
え
か
に 

人ひ
と

の
世よ

の 

旅
路

た

び

ぢ

に
迷
ふ
。 

                  



  
君 

 

か
か
る
野
に 

何
時

い

つ

か
あ
り
け
む
。 

佛
手
柑

ぶ

し

ゆ
か

ん

の
靑
む
南
國

な
ん
ご
く 

薰か
を

る
日
の
光
な
よ
ら
に 

身
を
め
ぐ
り
ほ
め
く
物
の
香か

、 

鳥
う
た
ひ
、 

天そ
ら

も
ゆ
め
み
ぬ
。 

 

何
時

い

つ

の
世
か 

君
と
識し

り
け
む
。 

黃
金

こ

が

ね

な
す
髮
も
た
わ
た
わ
、 

み
か
へ
る
か
、
あ
は
れ
、
つ
か
の
ま 

ち
ら
と
見
ぬ
、
わ
か
き
瞳

ひ
と
み

に 

に
ほ
ひ
ぬ
る 

か
の
靑
き
花
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
佛
手
柑

ぶ

し

ゆ
か

ん

」
ム
ク
ロ
ジ
目
ミ
カ
ン
科
ミ
カ
ン
属
シ
ト
ロ
ン
変
種
ブ
ッ
シ
ュ
カ
ン 

C
itru

s m
ed

ica
 v

ar. sa
rco

d
a
ctylis

。
但
し
、
北
原
白
秋
は
後
の
「
抒
情
小
曲
集 

お
も
ひ
で
」
の
冒
頭
の

「
わ
が
生
ひ
た
ち
」
の
「
６
」
の
冒
頭
で
、「
靜
か
な
晝
の
お
葬
式
に
、
あ
の
取
澄
ま
し
た
納
所
坊
主
の

折
々
ぐ
わ
ら
ら
ん
と
鳴
ら
す
鐃
鈸

ね
う
ば
ち

の
音
を
聽
い
た
ば
か
り
で
も
笑
ひ
轉こ

ろ

げ
、
單
に
佛
手
柑
の
實
が
酸す

ゆ
か

つ
た
と
い
つ
て
は
世
の
中
を
つ
く
づ
く
果
敢

は

か

な
む
だ
頃
の 

T
o
n
k
a Jo

h
n
 

の
心
は
今
思
ふ
て
も
罪
の
な
い

鷹
揚
な
も
の
で
あ
つ
た
。
さ
う
し
て
そ
の
恐
ろ
し
く
我
儘
な
氣
分
の
な
か
に
も
既
に
し
を
ら
し
い
初
戀
の

芽
は
萠
え
て
ゐ
た
」
と
幼
少
期
の
柳
川
の
記
憶
の
中
に
記
し
て
い
る
か
ら
、
果
肉
の
少
な
い
ブ
ッ
シ
ュ
カ

ン
で
は
な
く
、
変
種
で
な
い
、
も
と
の
被
子
植
物
門
双
子
葉
植
物
綱
ム
ク
ロ
ジ
目
ミ
カ
ン
科
ミ
カ
ン
属
シ

ト
ロ
ン 

C
itru

s m
ed

ica
 

で
、
和
名
「
丸
仏
手
柑

マ
ル
ブ
シ
ュ
カ
ン

」
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
ウ

ィ
キ
の
「
シ
ト
ロ
ン
」
に
よ
れ
ば
、『
漢
名
は
枸
櫞
（
く
え
ん
）。
レ
モ
ン
』（
ミ
カ
ン
属
レ
モ
ン 

C
itru

s 

lim
o
n

）『
と
類
縁
関
係
に
あ
る
』。『
原
産
は
イ
ン
ド
東
部
、
ガ
ン
ジ
ス
川
上
流
の
高
地
。
し
か
し
紀
元
前

に
は
す
で
に
ロ
ー
マ
や
中
国
に
伝
来
し
て
い
た
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
は
コ
ロ
ン
ブ
ス
に
よ
る
到
達
以

降
に
伝
わ
っ
た
。
日
本
で
は
「
本
草
図
譜
」（
』
文
政
一
一
（
一
八
二
八
）
年
成
立
『
）
に
記
載
さ
れ
て

い
る
の
で
、
江
戸
時
代
以
前
に
伝
わ
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
』。『
枝
に
は
と
げ
が
多
い
。
葉
は
淡
黄
緑

色
、
細
長
い
楕
円
形
で
縁
に
細
か
い
ぎ
ざ
ぎ
ざ
（
鋸
歯
）
が
あ
る
。
新
芽
や
花
は
淡
紫
色
を
帯
び
て
い
る

品
種
が
多
く
、
花
弁
は
細
長
い
』。『
熟
し
た
果
実
の
表
面
は
黄
色
く
、
形
状
は
品
種
に
よ
り
様
々
だ
が
、

一
般
に
紡
錘
形
で
重
さ
は
』
百
五
十
～
二
百
グ
ラ
ム
で
、『
頂
部
に
乳
頭
が
発
達
し
て
い
る
。
果
皮
は
や

わ
ら
か
い
が
分
厚
く
、
果
肉
が
少
な
く
、
果
汁
も
少
な
い
。
ま
た
』、『
果
肉
が
か
な
り
す
っ
ぱ
い
品
種
と

そ
う
で
な
い
品
種
が
あ
る
』。『
ユ
ダ
ヤ
教
で
は
一
部
の
品
種
の
果
実
を
エ
ト
ロ
グ
』『
と
呼
び
、「
仮
庵
の

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B7%E3%83%88%E3%83%AD%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B7%E3%83%88%E3%83%AD%E3%83%B3


祭
り
」
で
新
年
初
め
て
の
降
雨
を
祈
願
す
る
儀
式
に
用
い
る
四
種
の
植
物
の
』
一
『
つ
と
す
る
』。
現
代

『
フ
ラ
ン
ス
語
で
シ
ト
ロ
ン
（C

itro
n

）
と
言
っ
た
場
合
は
』、『
本
種
で
は
な
く
』、『
レ
モ
ン
を
指
す
。

現
在
の
フ
ラ
ン
ス
語
で
シ
ト
ロ
ン
を
示
す
場
合
は
セ
ド
ラ
（C

éd
rat

）
と
呼
ぶ
』
と
あ
る
。］ 

                                   



  
 

桑 
 

 

名 
 

夜よ

と
な
り
ぬ
、
神か

み

世よ

に
通
ふ
や
す
ら
ひ
に 

早
や
門か

ど

鎖と
ざ

す
古ふ

る

伊い

勢せ

の
桑
名

く

わ

な

の
街ま

ち

は 

路み
ち

も
狹せ

に
高
き
屋や

づ
く
り
音お

と

も
な
く
、 

陰
森

い
ん
し
ん

と
し
て
物
の
隈く

ま

ひ
ろ
ご
る
に
ほ
ひ
。 

お
ほ
ら
か
に
零
落

れ
い
ら
く

の
戶
を
瞰
下

み

お

ろ

し
て 

愁
ふ
る
が
ご
と
月
光

げ
つ
く
わ
う

は
靑
に
照
せ
り
。 

 

參
宮

さ
ん
ぐ
う

の
衆

し
ゆ
う

に
か
あ
ら
む
、
旅た

び

び
と
の 

二
人
三
人

ふ

た

り

み

た

り

は
さ
き
の
ほ
ど
ひ
そ
か
に
過す

ぎ
ぬ
。 

貸
旅
籠

か

し

は
た

ご

札ふ
だ

の
み
白
き
壁
つ
づ
き 

ほ
と
ほ
と
遠
く
、
物
ご
ゑ
の
夜
風

よ

か

ぜ

に
消
え
て
、 

今
は
は
た
數か

ず

添そ

は
り
ゆ
く
星
く
づ
の 

天そ
ら

な
る
調

し
ら
べ

や
は
ら
か
に
、
地
は
闌ふ

け
ま
さ
る
。 

 

時
に
な
ほ
街ま

ち

は
づ
れ
な
る
老
舖

し

に

せ

の
戶 

少
し
明あ

か

り
て
火
は
路み

ち

へ
ひ
と
す
ぢ
射さ

し
ぬ
。 

行
燈

あ
ん
ど
う

の
か
げ
に
は
淸
き
女め

の
童

わ
ら
は

物も
の

縫ぬ

ふ
け
は
ひ
、 

そ
が
な
か
に
た
わ
や
の
一
人

ひ

と

り

髮
あ
げ
て 

戶
外

と

の

も

す
か
し
ぬ
。―

―

事
も
な
き
夜よ

の
し
づ
け
さ
に
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
た
わ
や
」
「
手
弱
女

た

わ

や

め

」（「
た
わ
や
」
は
「
撓た

わ 

」
に
親
し
み
を
示
す
接
尾
語
「
や
」

の
付
い
た
も
の
。「
手
弱
」
は
当
て
字
）
の
白
秋
に
よ
る
縮
約
（
但
し
、「
た
わ
や
か
」
を
「
た
わ
や
」
と

略
す
場
合
が
古
く
か
ら
あ
る
の
で
問
題
は
な
か
ろ
う
）
で
、「
な
よ
な
よ
と
し
た
女
性
・
た
お
や
め
」
の

こ
と
。］ 

           



  
 

朝 
 

 
 

 
 

 
―
―

汽
車
の
な
か
に
て―

―
 

わ
が
友
よ
、
は
や
眼め

を
さ
ま
せ
。 

玻
璃

は

り

の
戶
に
の
こ
る
灯ひ

ゆ
ら
ぎ
、 

夜よ

は
わ
か
き
う
れ
ひ
に
明
け
ぬ
。 

順
禮
は
つ
と
に
め
ざ
め
て 

あ
え
か
な
る
友
を
か
お
も
ふ
。 

淸す
ず

し
げ
の
髮
の
そ
よ
ぎ
に 

笈
お
ひ
づ
る

の
い
ろ
も
ほ
の
ぼ
の
。 

 

わ
が
友
よ
、
は
や
眼め

を
さ
ま
せ
。 

か
な
た
、
い
ま
白し

ら

む
野
の
そ
ら
、 

薔
薇

さ

う

び

に
は
ほ
の
か
に
薄う

す

く 

菫
よ
り
や
や
濃こ

き
あ
は
ひ
、 

か
の
わ
か
き
瞳

ひ
と
み

さ
な
が
ら 

あ
け
ぼ
の
の
夢
よ
り
醒さ

め
て 

わ
だ
つ
み
は
か
す
か
に
顫ふ

る

ふ
。 

                    



  
紅 

 
 

玉 
 

か
か
る
と
き
、 

海
ゆ
く
船
に 

ま
ど
は
し
の
人
魚

に
ん
ぎ
よ

か
蹤つ

け
る
。 

美
く
し
き
術

じ
ゆ
つ

の
夕

ゆ
ふ
べ

に
、 

ま
ど
ろ
み
の
香
油

か

う

ゆ

し
た
た
り
、 

こ
こ
ろ
ま
た 

け
ぶ
る
と
も
な
く
、 

幻
ま
ぼ
ろ
し

の
黑
髮
き
た
り
、 

夜よ

の
ご
と
も 

わ
が
眼め

蔽お
ほ

へ
り
。 

 

そ
こ
と
な
く 

お
ほ
く
の
ひ
と
の 

あ
え
か
な
る
か
た
ら
ひ
お
ぼ
え
、 

わ
れ
は
た
だ
ひ
し

ヽ

ヽ

と
凝み

視つ

め
ぬ
。 

夢
ふ
か
き
黑
髮
の
奧お

く 

朱し
ゆ

に
喘
ぐ 

紅
玉

こ
う
ぎ
よ
く

ひ
と
つ
、 

こ
れ
や
、
わ
が
胸
よ
り
落
つ
る 

わ
か
き
血
の 

燃も
ゆ

る

滴
し
た
た
り

。 

              



  
 

海
邊
の
墓 

 

わ
れ
は
見
き
、 

い
つ
と
は
知
ら
ね
、 

薄う
す

あ
か
る
に
ほ
ひ
の
な
か
に 

夢
な
ら
ず
わ
か
れ
し
一
人

ひ

と

り

、 

も
の
み
な
は
淚
の
い
ろ
に 

消
え
ぬ
と
も
。 

あ
あ
、
え
や
忘
る
。 

か
の
わ
か
き
黑
髮
の
な
か
、 

星
の
ご
と
濡
れ
て
に
ほ
ひ
し 

天
色

そ
ら
い
ろ

の
勾
玉

ま
が
た
ま

七
つ
。 

 

わ
れ
は
見
ぬ
、 

漂
浪

さ

す

ら

ひ
な
が
ら
、 

見
も
な
れ
ぬ
海
邊
の
墓
に 

う
つ
つ
に
も
眠
れ
る
一
人

ひ

と

り 

そ
こ
と
な
き
髮
の
に
ほ
ひ
の 

ほ
の
め
き
も
、 

あ
あ
、
え
や
忘
る
。 

い
ま
寒
き
夕
闇

ゆ
ふ
や
み

の
そ
こ
、 

星
の
ご
と
濡
れ
て
に
ほ
へ
る 

天そ
ら

色い
ろ

の
露
草

つ
ゆ
く
さ

七
つ
。 

              



  
渚
の
薔
薇 

 

紀き

の
南

み
な
み

、
白
良

し

ら

ら

の
渚

な
ぎ
さ

、 

荒
き
灘な

だ

高
く
碎く

だ

け
て 

天そ
ら

暗く
ら

う
轟

と
ど
ろ

く
ほ
と
り
、 

ひ
と
な
ら
び
夕
陽

ゆ

ふ

ひ

を
う
け
て 

面お
も

ほ
て
り
、
む
ら
が
り
咲
け
る 

色
紅あ

か

き
薔
薇

さ

う

び

の
族ぞ

う

よ
。 

 
 

瞬
ま
た
た

く
間ま

、
間
近

ま

ぢ

か

に
寄
せ
て 

 
 

崩な
だ

れ
う
つ
浪
の
穗
を
見
よ
。 

今
し
さヽ

と
滴

し
た
た

る
ば
か
り 

激
瀾

お
ほ
な
み

の
飛
沫

し

ぶ

き

に
濡
れ
て
、 

彌い
や

さ
ら
に
匂
ひ
閃ひ

ら

め
く 

火
の
ご
と
き
少
女

を

と

め

の
む
れ
よ
。 

 
 

寄
せ
返
し
、
遠
く
消
え
ゆ
く 

 
 

鹽
漚

し
ほ
な
わ

暗
き
音ね

を
聽
け
。 

あ
あ
薔
薇

さ

う

び

、
汝な

れ

に
む
か
へ
ば 

わ
か
き
日
の
ほ
こ
り
ぞ
躍
る
。 

薔
薇

さ

う

び

、
薔
薇

さ

う

び

、
あ
て
な
る
薔
薇

さ

う

び

。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
白
良

し

ら

ら

」
和
歌
山
県
西
牟
婁
郡
白
浜
町
に
あ
る
砂
浜
海
岸
で
あ
る
白
良
浜
（
し
ら
ら

は
ま
：
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）。
私
も
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。 

「
族ぞ

う

」「
ぞ
く
」
の
音
変
化
で
「
一
族
・
子
孫
」
の
意
。 

「
鹽
漚

し
ほ
な
わ

」
打
ち
寄
せ
る
泡
立
つ
波
の
こ
と
。］ 

             

https://www.google.com/maps/place/%E7%99%BD%E8%89%AF%E6%B5%9C/@33.6840593,135.3490517,12.25z/data=!4m5!3m4!1s0x6007a102efd950e3:0xd985d4dd8d99fb3a!8m2!3d33.6820459!4d135.3446048


  
紐 

 

海
の
霧
に
ほ
や
か
な
る
に 

灯ひ

も
見
ゆ
る
夕
暮
の
ほ
ど
、 

ほ
の
か
な
る
旅
籠

は

た

ご

の
窓
に 

在あ

る
と
な
く
暮く

れ
も
な
や
め
ば
、 

や
は
ら
か
き
私
語

さ
さ
や
き

ま
じ
り 

咽む
せ

び
き
ぬ
、
そ
こ
は
か
と
な
く
、 

火
に
燒
く
る
薔
薇

さ

う

び

の
に
ほ
ひ
。 

 

あ
あ
、
薔
薇

さ

う

び

、
暮
れ
ゆ
く
今
日

け

ふ

を 

そ
ぞ
ろ
な
り
、
わ
か
き
喘

あ
へ
ぎ

に 

圖は
か

ら
ず
も
思
ひ
ぞ
い
づ
る
。 

そ
は
熱あ

つ

き
夏
の
渚
邊

な
ぎ
さ
べ

、 

濡
髮

ぬ
れ
が
み

の
な
ま
め
か
し
さ
に
、 

女
を
み
な

つ
と
寢ね

が
へ
り
な
が
ら
、 

み
だ
ら
な
る
手
し
て
結
び
し 

色
紅あ

か

き

韈
く
つ
し
た

の
紐ひ

も

。 

                   



  
晝 

 

蜜
柑

み

か

ん

船ぶ
ね

凪な
ぎ

に
う
か
び
て 

壁
白
き
濱
の
か
な
た
は 

あ
た
た
か
に
物
賣
る
聲
す
。 

波
も
な
き
港
の
眞
晝

ま

ひ

る

、 

白
銀

し
ろ
が
ね

の
挿
櫛

さ
し
ぐ
し

撓た
は

み 

い
ま
遠
く
二
つ
ら
三
つ
ら 

水
の
上へ

を
す
べ
る
と
見
つ
れ
。 

波
も
な
き
港
の
眞
晝
、 

ま
た
近
く
、
二
つ
ら
三
つ
ら 

飛と
び

の
魚
す
べ
り
て
安や

す

し
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
飛と

び

の
魚
」「
波
も
な
き
港
の
眞
晝

ま

ひ

る

」
に
「
白
銀

し
ろ
が
ね

の
挿
櫛

さ
し
ぐ
し

」
を
「
撓た

は

」
ま
せ
て
、「
い

ま
」、「
遠
く
二
つ
ら
」、「
三
つ
ら
」、「
水
の
上へ

を
す
べ
る
と
見
」
た
。
ま
た
、「
波
も
な
き
港
の
眞
晝
」
に

「
ま
た
近
く
、
二
つ
ら
」、「
三
つ
ら
」、「
飛と

び

の
魚
」
が
「
す
べ
り
て
安や

す

し
」（
如
何
に
も
気
持
ち
よ
さ
そ
う

に
飛
ぶ
）
と
い
う
の
で
あ
る
。
大
方
の
読
者
は
こ
れ
を
文
字
通
り
の
「
飛
び
魚
」「
と
び
う
を
」（
本
邦
産
代

表
種
で
あ
り
、
南
紀
に
分
布
す
る
条
鰭
綱
新
鰭
亜
綱
棘
鰭
上
目
ダ
ツ
目
ト
ビ
ウ
オ
科
ハ
マ
ト
ビ
ウ
オ
属
ト
ビ

ウ
オ 

C
yp

selu
ru

s a
g
o
o
 a

g
o
o 

を
挙
げ
て
お
く
）
と
し
て
読
む
と
思
う
。
確
か
に
紀
州
で
は
本
種
を
「
と
び

の
う
を
」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
が
、
宇
井
縫
藏
著
「
紀
州
魚
譜
」（
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
淀
屋
書
店
出

版
部
・
近
代
文
芸
社
刊
）
の
ト
ビ
ウ
オ
の
項
標
題
に
添
え
て
「
ト
ビ
ノ
ウ
ヲ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
ト
ビ

ウ
オ
を
「
飛と

び

の
魚
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
異
論
は
な
い
。
し
か
し
私
は
、「
波
も
な
い
す
っ
か
り
凪
い
だ
港
か

ら
、
十
月
（
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
）
と
い
う
時
期
に
、
ト
ビ
ウ
オ
が
港
の
近
く
や
相
対
的
に
少
し
離

れ
た
近
位
置
（
そ
こ
も
凪
い
で
い
る
の
で
な
く
て
は
と
て
も
現
認
は
出
来
な
い
）、
あ
ち
こ
ち
で
胸
鰭
を
撓

ま
せ
て
何
匹
も
飛
ぶ
だ
ろ
う
か
？
」
と
い
う
強
い
疑
問
を
持
つ
。
そ
も
そ
も
が
、
ト
ビ
ウ
オ
全
体
が
沖
合
・

外
洋
（
遠
洋
）
性
の
魚
類
で
あ
る
。
飛
翔
に
は
エ
ネ
ル
ギ
を
使
う
の
で
、
主
に
何
ら
か
の
天
敵
そ
の
他
か
ら

の
逃
走
手
段
と
し
て
飛
ぶ
の
で
あ
っ
て
、
年
柄
年
中
、
飛
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
宇
井
氏
も
述
べ
て
お

ら
れ
る
が
、
確
か
に
沿
岸
に
寄
っ
て
来
る
時
期
は
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
初
夏
の
産
卵
期
で
あ
る
。
ま

た
、
ト
ビ
ウ
オ
は
別
名
を
「
春
飛
び
」
と
も
呼
び
、
春
告
魚
と
さ
れ
る
の
だ
が
、
こ
の
南
紀
旅
行
と
ト
ビ
ウ

オ
は
時
期
の
附
合
が
甚
だ
悪
い
の
で
あ
る
。「
じ
ゃ
あ
、
何
だ
？
」
と
言
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
私
は
一
読
、
直

ち
に
思
い
浮
か
べ
た
映
像
は
、
ボ
ラ
目
ボ
ラ
科
ボ
ラ
属
ボ
ラ 

M
u

g
il cep

h
a
lu

s 

の
群
れ
の
ジ
ャ
ン
プ
で
あ

る
。
彼
ら
は
し
ば
し
ば
、
海
面
上
に
ジ
ャ
ン
プ
し
、
時
に
は
体
長
の
二
倍
か
ら
三
倍
も
の
高
さ
ま
で
跳
躍
す

る
（
ウ
ィ
キ
の
「
ボ
ラ
」
に
よ
れ
ば
、『
跳
び
あ
が
る
理
由
は
周
囲
の
物
の
動
き
や
音
に
驚
い
た
り
、
水
中

の
酸
素
欠
乏
や
ジ
ャ
ン
プ
の
衝
撃
で
寄
生
虫
を
落
と
す
た
め
な
ど
諸
説
あ
る
が
、
ま
だ
解
明
に
は
至
っ
て
い

な
い
』
と
あ
る
）。
ボ
ラ
は
体
側
か
ら
腹
側
が
銀
白
色
で
、
ジ
ャ
ン
プ
す
る
と
非
常
に
目
立
ち
（
そ
れ
を

「
白
銀

し
ろ
が
ね

の
挿
櫛

さ
し
ぐ
し

撓た
は

み
」
と
形
容
し
た
と
し
て
も
、
私
は
、
は
な
は
だ
腑
に
落
ち
る
）、
大
型
（
最
大
八
十
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
（「
ト
ド
」
と
呼
ぶ
）
で
標
準
成
体
は
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後
）
個
体
の
場
合
は
正

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1903890/57
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1903890/57
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9C%E3%83%A9


直
、
吃
驚
す
る
ほ
ど
で
あ
る
。
時
に
ジ
ャ
ン
プ
を
数
匹
で
何
度
も
行
う
こ
と
も
あ
る
。
私
は
南
の
海
沿
い
で

暮
ら
し
た
こ
と
が
な
い
か
ら
、
ト
ビ
ウ
オ
の
飛
翔
を
実
際
に
見
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
。
し
か
し
、
ボ
ラ
の

ジ
ャ
ン
ピ
ン
グ
は
六
年
間
い
た
富
山
県
高
岡
市
伏
木
の
港
内
で
、
何
度
も
見
た
。
た
だ
、
白
秋
の
詩
語
の

内
、「
白
銀

し
ろ
が
ね

の
挿
櫛

さ
し
ぐ
し

撓た
は

み
」
と
い
う
部
分
は
、
ボ
ラ
の
体
側
下
部
の
輝
き
よ
り
も
、
ト
ビ
ウ
オ
の
開
い
た
胸

鰭
に
相
応
し
い
、
詩
語
か
ら
現
実
に
フ
ィ
ー
ド
・
バ
ッ
ク
さ
せ
る
点
で
は
ト
ビ
ウ
オ
に
軍
配
が
挙
が
る
と
は

思
う
（
ト
ビ
ウ
オ
は
ま
た
南
洋
的
な
本
詩
集
の
持
つ
異
国
情
緒
幻
想
に
も
適
合
は
す
る
）。
さ
て
も
、
こ
れ

が
間
違
い
な
く
ト
ビ
ウ
オ
で
あ
る
と
い
う
断
定
は
、
南
紀
の
現
地
の
人
に
し
か
判
ら
ぬ
。
識
者
の
御
教
授
を

乞
う
も
の
で
あ
る
。］ 

                              



  
夕 

 

あ
た
た
か
に
海
は
笑わ

ら

ひ
ぬ
。 

花
あ
か
き
夕
日
の
窓
に
、 

手
を
の
べ
て
聽
く
と
し
も
な
く 

薔
薇

さ

う

び

摘つ

み
、
ほ
の
か
に
愁う

れ

ふ
。 

い
ま
聽
く
は
市い

ち

の
遠
音

と

ほ

ね

か
、 

波
の
音ね

か
、
過
ぎ
し
昨
日

き

の

ふ

か
、 

は
た
、
淡あ

は

き
今
日

け

ふ

の
う
れ
ひ
か
。 

 

あ
た
た
か
に
海
は
笑
ひ
ぬ
。 

ふ
と
思
ふ
、
か
か
る
夕
日

ゆ

ふ

ひ

に 

白
銀

し
ろ
が
ね

の
絹
衣

す

ず

し

ゆ
る
が
せ
、 

い
ま
あ
て
に
花
摘つ

み
な
が
ら 

か
く
愁う

れ

ひ
、
か
く
や
聽き

く
ら
む
、 

紅
く
れ
な
ゐ

の
南な

ん

極
き
よ
く

星せ
い

下か 

わ
れ
を
思
ふ
人
の
ひ
と
り
も
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
標
題
「
夕
」
は
「
ゆ
ふ
べ
」
と
読
ん
で
お
く
。 

「
南
極
星
」
北
極
星
に
対
応
す
る
よ
う
な
南
極
星
（
明
る
い
星
）
は
存
在
し
な
い
（
石
坂
千
春
氏
の
サ
イ

ト
内
の
「
南
天
の
星
空 

～
天
の
南
極
の
さ
が
し
方
～
」
を
参
照
さ
れ
た
い
）。
個
人
的
に
は
「

紅
く
れ
な
ゐ

の
」

と
形
容
し
た
と
こ
ろ
で
、
天
の
南
極
の
近
く
の
本
邦
か
ら
辛
う
じ
て
見
え
る
カ
ノ
ー
プ
ス
（C

an
o
p
u
s

）

を
想
起
す
る
。
或
い
は
本
邦
か
ら
は
見
え
な
い
南
十
字
星
も
近
い
か
ら
、
白
秋
の
文
字
通
り
、
南
蛮
趣
味

に
色
染
め
さ
れ
た
「
邪
宗
門
」
の
「
サ
ザ
ン
・
ク
ロ
ス
」
と
赤
い
「
カ
ノ
ー
プ
ス
」
の
交
点
の
幻
し
の
星

と
で
も
と
っ
て
お
こ
う
。
］ 

            

http://www.sci-museum.kita.osaka.jp/~ishizaka/southpole.html
http://www.sci-museum.kita.osaka.jp/~ishizaka/southpole.html


  
 

 

羅
曼
底
の
瞳 

こ
の
少
女
は
わ
が
稚
き
ロ
マ
ン
チ
ツ
ク
の
幻
象
也
、
假
に
ソ
フ
ィ
ヤ
と
呼
び
ま
ゐ
ら
す
。 

美う
つ

く
し
き
ソ
フ
ィ
ヤ
の
君き

み

。 

悲か
な

し
く
も
戀こ

ひ

し
く
も
見
え
給
ふ
わ
が
わ
か
き
ソ
フ
ィ
ヤ
の
君き

み

。 

な
に
な
れ
ば
日
も
す
が
ら
今
日

け

ふ

は
か
く
瞑
目

め

つ

ぶ

り
給
ふ
。 

美う
つ

く
し
き
ソ
フ
ィ
ヤ
の
君き

み

、 

わ
れ
泣
け
ば
、
朝
な
夕ゆ

ふ

な
に
、 

悲か
な

し
く
も
靜し

づ

か
に
も
見
ひ
ら
き
給
ふ
靑
き
華は

な―
―

少
女

を

と

め

の
瞳

ひ
と
み

。 

ソ
フ
ィ
ヤ
の
君き

み

。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
羅
曼
底
」
添
え
辞
か
ら
「
ロ
マ
ン
チ
ツ
ク
」
と
読
ん
で
い
る
と
読
む
べ
き
で
あ
ろ

う
。 

「
ソ
フ
ィ
ヤ
」
女
性
名
ソ
フ
ィ
ア
（S

o
p
h
ia

・S
o
fia

・S
o
fij

）
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
語
で
「
智
慧
」「
叡
智
」

を
意
味
す
る
「
ソ
ピ
ア
ー
」
由
来
。 

 

本
篇
を
以
っ
て
パ
ー
ト
「
靑
い
花
」
は
終
わ
っ
て
い
る
。］ 

                      



  
 

 
古 

 

酒 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
パ
ー
ト
標
題
と
石
井
柏
亭
の
挿
絵
。
亀
の
形
を
模
し
た
吹
き
出
し
を
持
っ
た
手
水
鉢

の
よ
う
で
あ
る
。「
古
酒
」
は
迷
っ
た
が
、
以
下
の
辞
を
読
む
に
、
こ
れ
の
み
「
ふ
る
ざ
け
」
と
読
む
の

は
お
か
し
い
と
感
じ
た
の
で
、「
こ
し
ゆ
」
と
読
ん
で
お
く
。］ 

  

こ
は
邪
宗
門
の
古
酒
な
り
。
近
代
白
耳
義
の
所
謂
フ
ア
ン
ド
シ
エ
ク
ル
の
神
經
に
は
柑
桂
酒
の
酸
味
に
竪

笛
の
音
色
を
思
ひ
浮
か
べ
梅
酒
に
喇
叭
を
嗅
ぎ
、
甘
く
し
て
辛
き
茴
香
酒
に
フ
ル
ウ
ト
の
鋭
さ
を
た
づ

ね
、
あ
る
は
ま
た
ウ
井
ス
キ
イ
を
ト
ロ
ム
ボ
オ
ン
に
、
キ
ユ
ム
メ
ル
、
ブ
ラ
ン
デ
イ
を
嚠
喨
と
し
て
鼻
音

を
交
へ
た
る
オ
ボ
イ
の
響
に
配
し
て
、
そ
れ
そ
れ
匂
强
き
味
覺
の
合
奏
に
耽
溺
す
と
云
へ
ど
、
こ
は
さ
る

驕
り
た
る
類
に
も
あ
ら
ず
。
黴
く
さ
き
穴
倉
の
隅
、
曇
り
た
る
色
硝
子
の
窻
よ
り
洩
れ
き
た
る
外
光
の
不

可
思
議
に
お
ぼ
め
き
な
が
ら
煤
び
た
る
フ
ラ
ス
コ
の
ひ
と
つ
に
湛
ゆ
る
は
火
酒
か
、
阿
刺
吉
か
、
又
は
か

の
紅
毛
の
珍
酡
の
酒
か
、
え
も
わ
か
ね
ど
、
わ
れ
は
た
だ
和
蘭
わ
た
り
の
び
い
ど
ろ
の
深
き
古
色
を
ゆ
か

し
み
て
、
か
の
わ
か
き
日
の
は
じ
め
に
秘
め
置
き
に
た
る
樣
々
の
夢
と
匂
と
に
執
す
る
の
み
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
上
は
「
古
酒
」
の
パ
ー
ト
表
題
の
裏
、
見
開
き
右
ペ
ー
ジ
に
ご
く
ポ
イ
ン
ト
落
ち

で
印
刷
さ
れ
た
辞
。 

「
白
耳
義
」
ベ
ル
ギ
ー
（
オ
ラ
ン
ダ
語
：B

elg
ië

／
フ
ラ
ン
ス
語
：B

elg
iq

u
e

）。 

「
フ
ア
ン
ド
シ
エ
ク
ル
」
フ
ラ
ン
ス
語
の
「fin

 d
e siècle

」（
フ
ァ
ン
・
ダ
ァ
・
シ
ィ
エ
ク
ル
）
フ
ラ
ン
ス

な
ど
で
文
芸
方
面
に
於
い
て
退
廃
的
傾
向
が
強
く
現
わ
れ
た
「
世
紀
末
」
の
意
。 

「
柑
桂
酒
」
音
で
読
め
ば
「
か
ん
け
い
し
ゆ
」
で
あ
る
が
、
前
に
徴
す
れ
ば
、
白
秋
高
い
確
率
で
「
キ
ユ

ラ
ソ
オ
」
と
読
ん
で
い
る
。「C

u
raçao

」（
フ
ラ
ン
ス
語
）
で
リ
キ
ュ
ー
ル
の
一
種
。
古
く
か
ら
オ
ラ
ン
ダ

が
主
産
地
で
、
現
在
も
オ
ラ
ン
ダ
自
治
領
で
あ
る
カ
リ
ブ
海
の
ク
ラ
サ
オ
（
キ
ュ
ラ
ソ
ー
）
島
特
産
の
ビ

タ
ー
・
オ
レ
ン
ジ
の
未
熟
果
の
果
皮
を
乾
燥
さ
せ
、
基
酒
で
あ
る
ラ
ム
に
浸
出
し
た
も
の
。
フ
ラ
ン
ス
産

キ
ュ
ラ
ソ
ー
は
ブ
ラ
ン
デ
ー
を
基
酒
と
す
る
。
オ
レ
ン
ジ
色
の
オ
レ
ン
ジ
・
キ
ュ
ラ
ソ
ー
や
無
色
の
ホ
ワ

イ
ト
・
キ
ュ
ラ
ソ
ー
な
ど
が
あ
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
約
四
十
度
と
高
く
、
カ
ク
テ
ル
に
よ
く
用
い
ら
れ

る
。
ブ
ル
ー
・
キ
ュ
ラ
ソ
ー
の
色
が
よ
く
知
ら
れ
る
が
、
オ
レ
ン
ジ
・
キ
ュ
ラ
ソ
ー
を
樽
熟
成
さ
せ
た
も

の
は
褐
色
を
帯
び
る
。
こ
こ
で
出
た
二
箇
所
の
そ
れ
は
、
後
者
は
そ
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
前
者
は
、
そ
の

色
を
想
像
の
航
海
す
る
帆
船
の
色
に
転
じ
た
も
の
で
あ
る
。 

「
喇
叭
」「
ら
つ
ぱ
」（
ラ
ッ
パ
）。 

「
茴
香
酒
」
そ
の
ま
ま
読
む
な
ら
、「
う
い
き
や
い
し
ゆ
（
う
い
き
ょ
う
し
ゅ
）」
で
あ
る
が
、
前
に
徴
す

れ
ば
、
白
秋
高
い
確
率
で
「
ア
ブ
サ
ン
」
と
読
ん
で
い
る
。「ab

sin
th

e

」（
フ
ラ
ン
ス
語
）。
音
写
す
る
な

ら
「
ア
プ
サ
ァ
ン
ト
」。
古
く
か
ら
フ
ラ
ン
ス
・
ス
イ
ス
・
チ
ェ
コ
・
ス
ペ
イ
ン
な
ど
を
中
心
に
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
各
国
で
ニ
ガ
ヨ
モ
ギ
（
双
子
葉
植
物
綱
キ
ク
亜
綱
キ
ク
目
キ
ク
科
キ
ク
亜
科
ヨ
モ
ギ
属
ニ
ガ
ヨ
モ
ギ 

A
rtem

isia
 a

b
sin

th
iu

m

）・
ア
ニ
ス
（
英
語 

an
ise

。
双
子
葉
植
物
綱
セ
リ
目
セ
リ
科
ミ
ツ
バ
グ
サ
属
ア
ニ

ス 
P

im
p
in

ella
 a

n
isu

m

）・
ウ
イ
キ
ョ
ウ
（
セ
リ
科
ウ
イ
キ
ョ
ウ
属
ウ
イ
キ
ョ
ウ 

F
o

en
icu

lu
m

 vu
lg

a
re

）

https://onibi.cocolog-nifty.com/photos/uncategorized/kosiyu.jpg


な
ど
を
中
心
に
複
数
の
ハ
ー
ブ
や
ス
パ
イ
ス
を
主
成
分
と
し
て
作
ら
れ
て
き
た
ア
ル
コ
ー
ル
度
の
高
い

（
四
十
～
八
十
九%

）
薬
草
系
リ
キ
ュ
ー
ル
の
一
つ
。
元
は
ギ
リ
シ
ア
語
の
「
ヨ
モ
ギ
」
を
意
味
す
る

「
ア
プ
シ
ン
シ
オ
ン
」
に
由
来
す
る
。 

「
キ
ユ
ム
メ
ル
」
キ
ュ
ン
メ
ル
。「K

ü
m

m
el

」（
ド
イ
ツ
語
）。
リ
キ
ュ
ー
ル
の
一
種
。
名
称
は
ヒ
メ
ウ
イ

キ
ョ
ウ
（
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
：caraw

ay

）
の
ド
イ
ツ
語
。
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
の
香
り
が
強
い
無
色
の
酒
で
、
他

に
コ
リ
ア
ン
ダ
ー
・
ア
ニ
ス
・
レ
モ
ン
な
ど
の
香
味
を
精
製
ア
ル
コ
ー
ル
に
配
合
し
て
あ
る
。
初
め
、
バ

ル
ト
海
岸
の
リ
ガ
で
造
ら
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
・
フ
ラ
ン
ス
・
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
と
普
及
し
た
。
香
り
の
強
さ

や
ア
ル
コ
ー
ル
分
・
糖
分
の
含
有
量
に
よ
っ
て
三
タ
イ
プ
が
あ
る
。
糖
分
十
～
二
十
％
、
ア
ル
コ
ー
ル
度

数
四
十
度
。 

「
嚠
喨
」「
り
う
り
や
う
（
り
ゅ
う
り
ょ
う
）」
と
読
む
。
楽
器
・
音
声
が
冴
え
て
よ
く
響
く
さ
ま
。 

「
類
」「
た
ぐ
ひ
」
と
読
ん
で
お
く
。 

「
火
酒
」「
く
わ
し
ゆ
（
か
し
ゅ
）」
で
あ
る
が
、「
ウ
オ
ツ
カ
」
或
い
は
「
ウ
オ
ト
カ
」（
ロ
シ
ア
語
：

v
o
d
k
a

）
と
読
み
た
い
気
は
す
る
。 

「
阿
刺
吉
」「
あ
ら
き
」（
オ
ラ
ン
ダ
語
：A

rak

：
ア
ラ
ッ
ク
）
で
、
オ
ラ
ン
ダ
の
火
酒
の
一
種
。 

「
珍
酡
」「
ち
ん
た
」（
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
：V

in
h
o
-tin

to

：
ヴ
ィ
ー
ニ
ョ
・
テ
ィ
ン
ト
：「V

in
h
o

」
が
「
ワ

イ
ン
」、「tin

to

」
は
「
赤
」
の
意
）
で
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
産
の
赤
葡
萄
酒
の
名
。 

「
和
蘭
」
オ
ラ
ン
ダ
。］ 

                     



  
戀
慕
な
が
し 

 

春
ゆ
く
市い

ち

の
ゆ
ふ
ぐ
れ
、 

角か
く

な
る
地
下
室

セ

ラ

の
玻
璃

は

り

透
き 

う
つ
ら
ふ
色
と
に
ほ
ひ
と 

見
惚

み

ほ

れ
ぬ
。―

―

潤う

る
む
笛
の
音ね

。 

 

し
ば
し
は
雲
の
縹

は
な
だ

と
、 

灯ひ

う
つ
る
路み

ち

の
濡ぬ

れ

色い
ろ

、 

ま
た
行
く
素
足

す

あ

し

し
ら
し
ら
、―

―
 

あ
か
り
ぬ
、
笛
の
音
色

ね

い

ろ

も
。 

 

古
き
醋す

甕が
め

と
街
衢

ち

ま

た

の 

物
燒
く
薰

く
ゆ
り

い
つ
し
か 

薄
ら
ひ
饐す

ゆ
れ
。―

―

澄
み
ゆ
く 

紅あ
か

き
音
色

ね

い

ろ

の
搖
曳

ゆ
ら
び
き

。 

 

こ
の
と
き
、
玻
璃

は

り

も
眞
黑

ま

く

ろ

に 

四
輪
車

し

り

ん
し

や

軋き
し

る
は
た
め
き
、 

獸
け
も
の

の
温ぬ

る

き
肌は

だ

の
香か 

過よ

ぎ
り
ぬ
。―

―

濁に
ご

る
夜よ

の
色
。 

 

あ
あ
眼め

に
ま
ど
ふ
音
色

ね

い

ろ

の 

は
や
も
見
わ
か
ぬ
か
な
し
さ
。 

れ
ん
ほ
、
れ
れ
つ
れ
、
消
え
ぬ
る 

戀
慕

れ

ん

ぼ

な
が
し
の
一
曲

ひ
と
ふ
し

。 

四
十
年
二
月 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
戀
慕
な
が
し
」「
戀
慕
流
し
」
で
、「
鈴
慕
流

れ

い

ぼ
な

が

し
」
の
別
名
。
こ
れ
は
、
虚
無
僧
が

尺
八
曲
「
鈴
慕
」
を
吹
き
な
が
ら
托
鉢
し
て
歩
く
こ
と
、
或
い
は
、
そ
の
虚
無
僧
や
曲
を
言
う
。
曲
は

Y
o
u
T

u
b
e 

の 
y
ao

ib
o
i9

2
 B

-sid
es 

氏
の
西
村
虚
空
氏
の
「
鈴
慕
」
で
聴
く
こ
と
が
出
来
る
。 

「
地
下
室

セ

ラ

」「cellar

」（
英
語
）・「cav

e

」（
フ
ラ
ン
ス
語
：
カ
ー
ヴ
：
フ
ラ
ン
ス
語
で
は
「
人
工
的
な
地

下
室
」
の
意
）
で
、
語
源
は
「
地
下
の
食
料
庫
・
酒
庫
」
を
意
味
す
る
ラ
テ
ン
語
「cellariu

m

」（
ケ
ラ
リ

ウ
ム
）。
老
婆
心
乍
ら
、「
角か

く

な
る
」
は
「
地
下
室

セ

ラ

」
で
は
な
く
、「
玻
璃

は

り

」
の
窓
を
修
飾
す
る
。 

「
縹

は
な
だ

」
空
の
縹

は
な
だ

色い
ろ

。
明
度
が
高
い
薄
青
色
の
こ
と
。「
雲
の
」
と
す
る
こ
と
で
、
そ
の
白
さ
が
暮
れ
行
く

空
の
最
後
の
青
さ
を
引
き
立
て
て
い
る
。 

「
れ
ん
ほ
、
れ
れ
つ
れ
、」
曲
調
と
そ
の
曲
の
別
名
か
ら
引
き
出
し
た
オ
ノ
マ
ト
ペ
イ
ア
。］ 

https://www.youtube.com/watch?v=ZfV9hsH_za0
https://www.youtube.com/watch?v=ZfV9hsH_za0


   

煙 
 

 

草 
 

黃き

の
ほ
て
り
、
夢
の
す
が
が
き
、 

さ
は
あ
ま
き
う
れ
ひ
の
華は

な

よ
。 

ほ
の
に
汝な

を
嗅か

ぎ
ゆ
く
こ
こ
ち
、 

Q
U

R
A

C
IO

キ

ユ

ラ

ソ

オ

の
酒
も
お
よ
ば
じ
。 

 

い
つ
は
あ
れ
、
も
の
う
き
胸
に 

痛
い
た
み

知
る
さ
さ
や
き
な
が
ら
、 

わ
か
き
火
の
に
ほ
ひ
に
む
せ
て 

は
ば
た
き
ぬ
、
快
樂

け

ら

く

の
う
た
は
。 

 

そ
の
う
た
を
誰
か
は
解と

か
む
。 

あ
え
か
な
る
罪
の
ま
ぼ
ろ
し
、―

―
 

濃こ

き
華
の
褐く

り

に
沁
み
ゆ
く 

愛
欲

あ
い
よ
く

の
千
々

ち

ぢ

の
う
れ
ひ
を
。 

 

向
日
葵

ひ

ぐ

る

ま

の
日
に
蒸
す
に
ほ
ひ
、 

か
は
た
れ
の
か
な
し
き
怨
言

か

ご

と 

ゆ
る
や
か
に
く
ゆ
り
ぬ
、
い
ま
も 

絕
間

た

え

ま

な
き
火
の
さ
さ
や
き
に
。 

 

か
く
て
わ
が
こ
こ
ろ
ひ
ね
も
す 

傷い
た

む
と
も
な
く
て
く
ゆ
り
ぬ
、 

あ
な
、
あ
は
れ
、
汝な

が
香か

の
小
鳥 

そ
ら
い
ろ
の
も
や
の
つ
ば
さ
に
。 

四
十
年
九
月 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
す
が
が
き
」「
淸
搔
」。
二
度
、
既
出
既
注
で
あ
る
が
、
再
掲
す
る
。
幾
つ
か
の
意

味
が
あ
る
が
、
原
義
を
当
て
る
。
和
琴

わ

ご

ん

の
手
法
の
一
つ
で
、
全
部
の
弦
を
一
度
に
弾
い
て
、
手
前
か
ら
三

番
目
又
は
四
番
目
の
弦
の
余
韻
だ
け
を
残
す
よ
う
に
、
他
の
弦
を
左
指
で
押
さ
え
る
も
の
。 

「Q
U

R
A

C
IO

キ

ユ

ラ

ソ

オ

」
こ
の
綴
り
は
何
語
を
も
と
に
し
て
い
る
の
か
不
審
。
リ
キ
ュ
ー
ル
の
一
種
で
あ
る 

C
u
raçao

（
フ
ラ
ン
ス
語
）
で
あ
る
こ
と
は
疑
問
の
余
地
は
な
い
。
や
は
り
複
数
回
既
出
既
注
で
あ
る
が
、

再
掲
し
て
お
く
。
古
く
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
が
主
産
地
で
、
現
在
も
オ
ラ
ン
ダ
自
治
領
で
あ
る
カ
リ
ブ
海
の
ク

ラ
サ
オ
（
キ
ュ
ラ
ソ
ー
）
島
特
産
の
ビ
タ
ー
・
オ
レ
ン
ジ
の
未
熟
果
の
果
皮
を
乾
燥
さ
せ
、
基
酒
で
あ
る

ラ
ム
に
浸
出
し
た
も
の
。
フ
ラ
ン
ス
産
キ
ュ
ラ
ソ
ー
は
ブ
ラ
ン
デ
ー
を
基
酒
と
す
る
。
オ
レ
ン
ジ
色
の
オ



レ
ン
ジ
・
キ
ュ
ラ
ソ
ー
や
無
色
の
ホ
ワ
イ
ト
・
キ
ュ
ラ
ソ
ー
な
ど
が
あ
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
約
四
十
度
と

高
く
、
カ
ク
テ
ル
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
。
ブ
ル
ー
・
キ
ュ
ラ
ソ
ー
の
色
が
よ
く
知
ら
れ
る
が
、
オ
レ
ン

ジ
・
キ
ュ
ラ
ソ
ー
を
樽
熟
成
さ
せ
た
も
の
は
褐
色
を
帯
び
る
。 

「
怨
言

か

ご

と

」「
託
言

か

ご

と

」。
複
数
回
既
出
既
注
。
古
語
で
「
不
平
・
愚
痴
・
恨
み
ご
と
」
の
意
が
あ
る
。］ 

                                  



  
 

舖 
 

 

石 
 

夏
の
夜よ

あ
け
の
す
ず
し
さ
、 

氷
載
せ
ゆ
く
車
の 

い
づ
ち
と
も
な
き
軋

き
し
り

に
、 

潤う
る

み
て
消
ゆ
る
瓦
斯

が

す

の
火
。 

 

海
へ
か
、
路
次

ろ

じ

ゆ
み
だ
れ
て 

大
族

お
ほ
う
か
ら

な
す
鵞が

の
鳥 

鳴
き
つ
れ
、
霧
の
ま
が
ひ
に 

わ
た
り
ぬ―

―

し
ら
む
舖
石

し
き
い
し

。 

 

人
み
え
そ
め
ぬ
。
煙
草

た

ば

こ

の 

た
だ
よ
ひ
濕し

め

る
た
ま
ゆ
ら
、 

辻
な
る
窻
の
繪
硝
子

ゑ

が

ら

す 

あ
が
り
ぬ―

―

ひ
び
く
舖
石

し
き
い
し

。 

 

見
よ
、
女め

が
髮
の
た
わ
め
き 

濡
れ
こ
そ
か
か
れ
、
こ
の
と
き 

つ
と
寄よ

り
、
男
、
み
だ
ら
の 

接
吻

く
ち
つ
け―

―

に
ほ
ふ
舖
石

し
き
い
し

。 

 

ほ
ど
經
て
窻
を
閉さ

す
音お

と

。 

枝
垂
柳

し
だ
れ
や
な
ぎ

の
し
げ
み
を
、 

赤
き
港
の
自
働
車

じ

ど

う
し

や 

け
た
た
ま
し
く
も
過す

ぎ
ぬ
る
。 

 

や
や
あ
り
、
ほ
の
に
緋ひ

の
帶
、 

水
色
う
つ
り
過す

ぐ
れ
ば
、 

縺も
つ

れ
ぬ
、
は
や
も
、
か
ら
こ
ろ
、 

か
ろ
き
木
履

き

ぐ

つ

の
す
が
が
き
。 

四
十
年
九
月 

     



  
 

驟 

雨 

前 
 

長
月

な
が
つ
き

の
鎭
守

ち
ん
じ
ゆ

の 

か
ら
う
じ
て
ど
よ
も
し
な
が
ら
、 

雨あ
め

も
よ
ひ
、
夜よ

も
ふ
け
ゆ
け
ば
、 

蒸
し
な
や
む
濃こ

き
雲
の
あ
し 

を
り
を
り
に
赤あ

か

く
た
だ
れ
て
、 

月
あ
か
り
、
稻
妻

い
な
づ
ま

す
な
る
。 

 

こ
の
あ
た
り
、
だ
ら
だ
ら
の
坂さ

か

、 

赤
楊

は

ん

高
き
小
學
校
の 

柵さ
く

盡
き
て
、
下し

た

は
黍き

び

畑ば
た 

こ
ほ
ろ
ぎ
ぞ
闇
に
鳴
く
な
る
。 

い
づ
こ
ぞ
や
女
聲

を
み
な
ご
ゑ

し
て 

重
た
げ
に
雨
戶

あ

ま

ど

繰く

る
音お

と

。 

 

わ
か
れ
路み

ち

、
辻つ

じ

の
濃
霧

こ

き

り

は 

馬
や
ど
の
の
こ
る
あ
か
り
に 

幻げ
ん

燈と
う

の
ぼ
か
し
の
ご
と
も 

蒸
し
靑あ

を

み
、
破や

れ
し
土
馬
車

つ

ち

ば
し

や 

ふ
た
つ
み
つ
泥ど

ろ

に
ま
み
れ
て 

ひ
そ
や
か
に
影
を
落お

と

し
ぬ
。 

 

泥
濘

ぬ
か
る
み

の
物
の
汗あ

せ

ば
み 

生な
ま

ぬ
る
く
、
重
き
空
氣

く

う

き

に 

新
し
き
木
犀

も
く
せ
い

ま
じ
り
、 

馬
槽

う
ま
ぶ
ね

の
臭
氣

く

さ

み

ふ
け
つ
つ
、 

懶も
の

う
げ
の
さ
や
ぎ
は
た
は
た 

暑あ
つ

き
夜よ

の
な
や
み
を
刻き

ざ

む
。 

 

足
音

あ
し
お
と

す
、
生
血

な

ま

ち

の
滴し

た

り 

し
と
し
と
と
ま
へ
を
人
か
げ
、 

お
ち
う
ど
か
、
は
た
や
、
六
部

ろ

く

ぶ

か
、 

背せ

に
高
き
龕

み
づ
し

を
に
な
ひ
、 

靑
き
火
の
消
え
ゆ
く
ご
と
く 

呻う
め

き
つ
つ
闇
に
ま
ぎ
れ
ぬ
。 

 



生
騷

な
ま
さ
や

ぎ
野
を
ひ
と
わ
た
り
。 

と
あ
る
枝え

に
蟬
は
寢ね

お
び
れ
、 

ぢ
と
嘆な

げ

き
、
鳴
き
も
落
つ
れ
ば 

洞ほ
ら

圓ま
ろ

き
橋
臺

は
し
だ
い

の
を
ち
、 

は
つ
か
に
も
斷き

れ
し
雲
間

く

も

ま

に 

月
黃き

ば
み
、
病
め
る
笑わ

ら

ひ
す
。 

 

夜よ

の
汽
車
の
重
き
と
ど
ろ
き
。 

凄
ま
じ
き
驟
雨

し
ゆ
う
う

の
ま
へ
を
、 

黑
烟

く
ろ
け
ぶ
り

深ふ
か

き
峽

は
ざ
ま

は 

一
面

い
ち
め
ん

に
血
潮
な
が
れ
て
、 

い
ま
赤
く
人
轢し

く
け
し
き
。 

稻
妻
す
。―

―

嗚
呼
夜よ

は
一
時

い

ち

じ

。 

三
十
九
年
九
月 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
本
篇
は
あ
る
意
味
で
、
本
詩
集
の
中
で
は
非
常
に
珍
し
い
、
凄
絶
な
シ
ー
ク
エ
ン
ス

を
波
状
的
に
畳
み
上
げ
た
ホ
ラ
ー
詩
篇
と
称
し
て
よ
い
、
素
敵
に
慄
っ
と
す
る
一
篇
で
あ
る
。 

「
赤
楊

は

ん

」
ブ
ナ
目
カ
バ
ノ
キ
科
ハ
ン
ノ
キ
属
ハ
ン
ノ
キ 

A
ln

u
s ja

p
o
n
ica

。
古
名
は
「
榛は

り

」。「
楊

や
な
ぎ

」
に
似

て
い
る
と
は
私
は
思
わ
な
い
が
、「
赤
」
は
樹
皮
が
紫
褐
色
か
ら
暗
灰
褐
色
を
呈
す
る
こ
と
、
冬
の
十
一

月
か
ら
四
月
頃
に
、
葉
に
先
だ
っ
て
単
性
花
を
つ
け
る
が
、
同
種
は
雌
雄
同
株
で
、
雄
花
穂
は
枝
先
に
一

～
五
個
つ
き
、
黒
褐
色
の
円
柱
形
で
、
尾
状
に
垂
れ
下
が
る
。
一
方
、
雌
花
穂
は
楕
円
形
で
紅
紫
色
を
帯

び
、
雄
花
穂
の
下
部
の
葉
腋
に
、
同
じ
く
一
～
五
個
を
つ
け
る
（
但
し
、
花
は
あ
ま
り
目
立
た
な
い
）
こ

と
、
そ
の
樹
皮
や
果
実
が
昔
か
ら
褐
色
の
染
料
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
腑
に
落
ち
る
。
湿
気

に
非
常
に
強
く
、
湿
原
の
よ
う
な
過
湿
地
に
あ
っ
て
も
森
林
を
形
成
す
る
数
少
な
い
樹
木
で
あ
る
（
以
上

は
ウ
ィ
キ
の
「
ハ
ン
ノ
キ
」
を
参
考
に
し
た
）。 

「
六
部

ろ

く

ぶ

」
六
十
六
部
の
略
。「
法
華
経
」
を
六
十
六
回
書
写
し
て
、
一
部
ず
つ
を
日
本
の
全
六
十
六
ヶ
所

の
霊
場
（
当
初
は
各
国
の
国
分
寺
。
但
し
、
後
は
六
十
六
国
の
内
訳
を
知
り
た
け
れ
ば
、
ブ
ロ
グ
「
礫
川

全
次
の
コ
ラ
ム
と
名
言
」
の
「
日
本
六
十
六
か
国
と
そ
の
唐
名
・
そ
の
２
」
を
見
ら
れ
た
い
。
こ
の
礫

こ
い
し

川か
わ

全
次

ぜ

ん

じ

氏
に
は
、
三
十
代
の
初
め
、
著
作
読
者
カ
ー
ド
で
詳
細
な
賛
同
を
書
い
た
と
こ
ろ
、
直
筆
の
葉
書
で

「
歴
史
民
俗
学
研
究
会
」
へ
の
入
会
の
お
誘
い
を
受
け
た
。
妻
が
手
術
を
受
け
た
頃
で
、
結
構
、
や
ん
ち

ゃ
な
連
中
の
多
い
学
校
に
勤
め
て
い
た
の
で
、
丁
重
に
辞
退
し
た
が
、
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
る
）
の
霊

場
に
納
め
て
歩
い
た
行
脚
僧
・
巡
礼
者
。
室
町
時
代
に
は
あ
っ
た
こ
と
が
判
っ
て
い
る
の
で
、
そ
こ
ら
が

始
ま
り
ら
し
い
。
江
戸
時
代
に
は
、
白
か
鼠
木
綿
の
着
物
に
、
同
色
の
股
引
・
手
甲
・
甲こ

う

掛が
け

（
草
鞋

わ

ら

じ

を
履

く
際
に
は
甲
に
紐
を
巻
き
付
け
る
た
め
、
旅
な
ど
で
長
時
間
履
き
続
け
る
と
、
甲
や
側
面
に
擦
過
傷
が
生

じ
る
。
主
に
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
の
履
き
物
で
、
足
袋
に
よ
く
似
て
い
る
が
、
底
が
な
い
。
材
料
は
や
は
り

木
綿
で
、
強
度
を
増
す
た
め
に
刺
子

さ

し

こ

に
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
）・
脚
絆
を
つ
け
、
天
蓋
と
仏
像
を
入
れ

た
厨
子
を
背
負
っ
て
、
帯
の
前
に
出
し
た
小
さ
な
畳
に
つ
け
た
鉦か

ね

を
鳴
ら
し
、
鈴
を
振
り
、
読
経
し
な
が

ら
、
家
々
を
回
っ
て
米べ

い

銭せ
ん

を
報
謝
と
し
て
乞
う
て
回
国
し
て
歩
く
単
な
る
回
国
聖
・
遊
行
聖
と
な
っ
て
し

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8F%E3%83%B3%E3%83%8E%E3%82%AD
https://blog.goo.ne.jp/514303/e/fad8bdc056e4c81b2f237e545d84bb90
https://blog.goo.ne.jp/514303/e/fad8bdc056e4c81b2f237e545d84bb90
https://blog.goo.ne.jp/514303/e/fad8bdc056e4c81b2f237e545d84bb90
https://blog.goo.ne.jp/514303/e/fad8bdc056e4c81b2f237e545d84bb90


ま
っ
た
が
（
男
だ
け
で
な
く
女
も
い
た
）、
こ
の
呼
称
は
生
き
残
っ
た
。
中
に
は
江
戸
か
ら
出
な
い
偽
者

の
乞
食
が
お
り
、「
仲
間
六
部
」
と
呼
ば
れ
た
（
以
上
は
主
に
三
谷
一
馬
氏
の
「
江
戸
商
売
図
絵
」（
一
九

九
五
年
中
公
文
庫
刊
の
「
六
十
六
部
」
の
解
説
を
参
考
に
し
た
）。
一
般
に
は
怪
談
落
語
の
傑
作
「
も
う

半
分
」
で
知
ら
れ
る
、
所
謂
「
六
部
殺
し
」
と
い
う
怪
奇
譚
群
が
頭
に
上
り
や
す
く
、
白
秋
自
身
、
そ
れ

を
意
識
に
昇
ら
せ
る
た
め
の
確
信
犯
の
用
語
で
あ
る
よ
う
に
も
私
に
は
見
え
る
。 

「
橋
臺

は
し
だ
い

」
橋
梁
の
両
端
を
支
え
る
部
分
を
指
す
。］ 

                                



  
 

 

解 
 

 

纜 
 

解
纜

か
い
ら
ん

す
、
大
船

た
い
せ
ん

あ
ま
た
。―

―
 

こ
こ
肥
前

ひ

ぜ

ん

長
崎
港

な
が
さ
き
か
う

の
た
だ
な
か
は 

長
雨

な
が
あ
め

ぞ
ら
の
幽
闇

い
う
あ
ん

に
海う

な

づ
ら
鈍に

ぶ

み
、 

悶
々

も
ん
も
ん

と

檣
ほ
ば
し
ら

け
ぶ
る
た
た
ず
ま
ひ
、 

鎖
く
さ
り

の
む
せ
び
、
帆
の
う
な
り
、
傳て

ん

馬ま

の
さ
け
び
、 

あ
る
は
ま
た
阿
蘭
船

お

ら

ん
せ

ん

な
る
黑く

ろ

奴ん
ぼ

が 

氣き

も
狂く

る

ほ
し
き
諸
ご
ゑ
に
、
硝
子

が

ら

す

切
る
音お

と

、 

う
ち
濕し

め

り―
―

嗚
呼

あ

あ

午
後

ご

ご

七
時 ―

 

ひ
と
し
き
り
、
落お

ち

居ゐ

ぬ
騷
擾

さ

や

ぎ

。 

 

解
纜

か
い
ら
ん

す
、
大
船
あ
ま
た
。 

あ
か
あ
か
と
日
暮

に

ち

ぼ

の
街ま

ち

に
吐
血

と

け

つ

し
て 

落
日

ら
く
じ
つ

喘あ
へ

ぐ
寂
寥

せ
き
れ
う

に
鐘
鳴
り
わ
た
り
、 

陰
々

い
ん
い
ん

と
、
灰
色

は
い
い
ろ

重
き
曇

く
も
り

日び

を 

死
を
告つ

げ
知
ら
す
せ
は
し
さ
に
、
響
は
絕た

え
ず 

天
主

て
ん
し
ゆ

よ
り
。―

―

闇
澹

あ
ん
た
ん

と
し
て
二
列

ふ
た
な
ら
び

、 

海
波

か

い

は

の
鳴
咽

お

え

つ

、
赤あ

か

の
浮
標

う

き

、
な
か
に
黃き

ば
め
る 

帆
は
瘧

ぎ
や
く

に―
―

嗚
呼

あ

あ

午
後
七
時―

―

わ
な
わ
な
と
は
た
め
く
恐
怖

お

そ

れ

。 

 

解
纜

か
い
ら
ん

す
、
大
船
あ
ま
た
。―

―
 

黃
髮

わ
う
は
つ

の
伴
天
連

ば

て

れ

ん

信
徒

し

ん

と

蹌
踉

さ
う
ら
う

と 

闇あ
ん

穴け
つ

道だ
う

を
磔

は
り
き

負
ひ
驅か

ら
れ
ゆ
く
ご
と 

生な
ま

ぬ
る
き
悔

く
や
み

の
唸

う
な
り

順
々

つ
ぎ
つ
ぎ

に
、 

流
る
る
血
し
ほ
黑く

ろ

煙け
ぶ

り
動
搖

ど
う
え
う

し
つ
つ
、 

印
度
、
は
た
、
南
蠻

な
ん
ば
ん

、
羅
馬
、
目
的

め

ど

は
あ
れ
、 

た
だ
生
涯

し
や
う
が
い

の
船
が
か
り
、
い
づ
れ
は
黃
泉

よ

み

へ 

消
え
ゆ
く
や
、―

―

嗚
呼

あ

あ

午
後
七
時―

―

欝
憂

う
つ
い
う

の
心
の
海
に
。 

三
十
九
年
七
月 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
第
一
連
最
終
行
「
う
ち
濕し

め

り―
―

嗚
呼

あ

あ

午
後

ご

ご

七
時 ―

 

ひ
と
し
き
り
、
落お

ち

居ゐ

ぬ

騷
擾

さ

や

ぎ

。」
の
後
の
ダ
ッ
シ
ュ
一
字
分
は
マ
マ
。
他
の
ダ
ッ
シ
ュ
に
比
し
て
も
明
ら
か
に
前
後
に
半
角
の
空

隙
が
あ
る
。
一
篇
中
の
対
句
か
ら
見
て
も
、
単
な
る
誤
植
の
可
能
性
が
高
く
、
後
発
の
白
秋
自
身
の
編
集

に
な
る
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
ア
ル
ス
刊
の
「
白
秋
詩
集
Ⅱ
」（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
当
該
詩
篇
の
画
像
）
で
は
通
常
の
「―

―

」
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
は
あ
く
ま
で
見
た
目
上
の

再
現
を
優
先
し
た
。「
灰
色

は
い
い
ろ

」
の
ル
ビ
は
マ
マ
。 

「
蹌
踉

さ
う
ら
う

と
」
足
も
と
が
し
っ
か
り
せ
ず
、
よ
ろ
め
く
さ
ま
。 

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1145830/113
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1145830/113


「
闇あ

ん

穴け
つ

道だ
う

」
唐
の
玄
宗
の
護
持
僧
で
あ
っ
た
一
行
阿
闍
梨

い
ち
ぎ
ょ
う
あ
じ
ゃ
り

が
楊
貴
妃
と
の
仲
を
疑
わ
れ
、
果か

羅ら

の
国
（
未

詳
。「
大
唐
西
域
記
」
巻
一
の
覩
貨
邏

と

か

ら

国
の
略
称
か
。
重
罪
の
者
が
流
さ
れ
る
国
と
い
う
。
現
在
の
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
北
部
の
ア
ム
河
上
流
に
あ
っ
た
と
も
さ
れ
る
）
に
送
ら
れ
た
時
に
通
っ
た
と
さ
れ
る
重
罪
の

咎
人
を
送
る
に
通
さ
せ
た
難
道
の
名
。「
平
家
物
語
」
の
巻
第
二
の
「
一
行
阿
闍
梨
」
に
は
、『
件

く
だ
ん

の
國
に

は
三
つ
の
道
あ
り
。「
輪
池
道

り

ん

ち
だ

う

」
と
て
御
幸

ご

か

う

の
道
、「
幽
地
道

い

う

ち
だ

う

」
と
て
雜ざ

ふ

人に
ん

の
通
ふ
道
、「
闇
穴
道
」
と
て

重
科

ぢ
ゆ
う
く
わ

の
者
を
遣
は
す
道
な
り
。
こ
の
暗
穴
道
と
申
す
は
、
七
日
七
夜
、
月
日
の
光
も
見
ず
し
て
行
く
所
な

り
。
し
か
れ
ば
、
一
行

い
ち
ぎ
や
う

は
重
科
の
人
と
て
、
件
の
闇
穴
道
へ
遣
は
さ
る
。
冥

々

み
や
う
み
や
う

と
し
て
人
も
な
く
、

行
步

ぎ
や
う
ぶ

に
前
途
迷
ひ
、
森
々
と
し
て
、
山
、
深
し
。
た
だ
、
澗
谷

か
ん
こ
く

に
鳥
の
一
聲

ひ
と
こ
ゑ

ば
か
り
に
て
、
苔
の
濡
れ

衣ぎ
ぬ

、
干
し
あ
へ
ず
。
無
實
の
罪
に
よ
つ
て
遠
流

を

ん

る

の
重
科
を
被
ぶ
る
こ
と
を
、
天
道

て
ん
だ
う

、
哀
れ
み
給
ひ
て
、

九
曜

く

え

う

の
形
を
現
じ
つ
つ
、
一
行
阿
闍
梨
を
守
り
給
ふ
。
と
き
に
、
一
行
、
右
の
指
を
食
ひ
切
り
て
、
左
の

袖
に
九
曜
の
形
を
寫
さ
れ
け
り
。
和
漢

わ

か

ん

兩
朝

り
や
う
て
う

に
、
眞
言
の
本
尊
た
る
「
九
曜
の
曼
荼
羅
」、
こ
れ
な
り
』

と
あ
る
。「
九
曜

く

え

う

」
と
は
大
き
な
丸
の
回
り
を
八
つ
の
小
さ
な
丸
が
取
り
巻
く
九
曜
紋
で
、
古
代
イ
ン
ド

以
来
の
九
曜
星
信
仰
と
い
う
日
・
月
・
火
・
水
・
木
・
金
・
土
の
七
曜
に
羅
睺
（
ら
ご
／
ら
ご
う
：
も
と

は
日
月
を
蔽
っ
て
蝕
を
起
こ
す
と
さ
れ
た
悪
魔
星
で
、
仏
教
で
は
阿
修
羅
を
当
て
、
青
牛
に
乗
り
、
ま
た

犬
の
形
象
を
持
っ
て
描
か
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
）
と
計
都
（
け
つ
：
日
月
を
両
手
に
捧
げ
、
青
龍
に
乗
っ

て
憤
怒
の
形
相
を
し
た
神
像
で
表
わ
さ
れ
る
。
彗
星
の
こ
と
と
も
さ
れ
る
）
の
二
星
を
加
え
た
も
の
で
、

仏
教
で
は
天
地
四
方
を
守
護
す
る
仏
神
と
し
て
の
信
仰
と
、
妙
見
信
仰
の
星
辰
崇
拝
と
の
関
わ
り
か
ら
、

土
星
を
中
央
に
、
水
と
火
、
日
と
月
、
木
と
金
、
羅
と
計
が
対
称
に
配
さ
れ
、
仏
教
で
は
羅
睺
を
不
動
明

王
・
土
曜
を
聖
観
音
・
水
曜
を
弥
勒
・
金
曜
を
阿
弥
陀
・
日
曜
を
千
手
観
音
・
火
曜
を
虚
空
蔵
、
計
都
を

釈
迦
、
月
曜
を
勢
至
、
木
曜
を
薬
師
と
し
、
こ
れ
を
図
像
化
し
た
も
の
を
「
九
曜
曼
陀
羅
」
と
称
し
、
平

安
時
代
に
は
真
言
の
本
尊
と
し
て
崇
拝
さ
れ
た
。
特
に
道
祖
神
的
な
信
仰
と
し
て
好
ま
れ
、
公
家
の
牛
車

な
ど
の
多
く
に
こ
れ
が
描
か
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
但
し
、
玄
宗
の
護
持
僧
一
行
が
生
き
た
の
は
貴
妃
が

入
内
す
る
前
で
、
彼
が
流
罪
と
な
っ
た
事
実
も
全
く
な
く
、
こ
れ
は
後
世
に
で
っ
ち
上
げ
ら
れ
た
俗
説
に

過
ぎ
な
い
。 

 

本
詩
篇
は
「
一
八
四
」
ペ
ー
ジ
（
右
ペ
ー
ジ
）
で
終
わ
り
、
見
開
き
の
左
側
に
は
、
石
井
白
亭
の
挿
絵

「
硝
子
吹
く
家
」（
本
詩
集
最
終
ペ
ー
ジ
に
あ
る
挿
絵
等
の
リ
ス
ト
に
こ
の
名
で
出
る
）
が
あ
る
。
］ 
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日
ざ
か
り 

 

嗚
呼

あ

あ

、
今い

ま

し
午
砲

ご

は

う

の
ひ
び
き 

お
ほ
ど
か
に
と
ど
ろ
き
わ
た
り
、 

遠
近

を
ち
こ
ち

の
汽
笛

き

て

き

し
ば
ら
く 

饑う

う
る
ご
と
呻う

め

き
を
は
れ
ば
、 

柳
原

や
な
ぎ
は
ら

熱あ
つ

き
街
衢

ち

ま

た

は 

ま
た
、
も
と
の
沈
默

し

じ

ま

に
か
へ
る
。 

 

河
岸

か

し

な
み
は
赤
き
煉
瓦
家

れ

ん

ぐ
わ

や

。 

牢
獄

ひ

と

や

め
く
工
場

こ

う

ば

の
奧
ゆ 

印
刷

い
ん
さ
つ

の
響

ひ
び
き

た
ま
た
ま 

薄
鐵
葉

ブ

リ

キ

切
る
鋏

は
さ
み

の
音お

と

と
、 

柩
ひ
つ
ぎ

う
つ
槌
と
、
鑢

や
す
り

と
、 

懶も
の

う
げ
に
ま
じ
り
き
こ
え
ぬ
。 

 

片
側

か
た
か
は

の
古
衣
屋

ふ

る

ぎ

や

つ
づ
き
、 

衣
紋

え

も

ん

掛か
け

重
き
恐
怖

お

そ

れ

に 

肺は
ひ

や
み
の

咳
し
は
ぶ
き

洩も

れ
て
、 

饐す

え
て
ゆ
く
物
の
い
き
れ
に
、 

陰
濕

い
ん
し
つ

の
に
ほ
ひ
つ
め
た
く 

照
り
白し

ら

み
、
人
は
默
坐

も

く

ざ

す
。 

 

ゆ
き
か
へ
り
、
や
を
ら
、
電
氣
車

で

ん

き
し

や 

鉛
な
ま
り

だ
つ
體た

い

を
と
ど
め
て 

ぐ
ど
ぐ
ど
と
か
た
み
に
語
り
、 

欝
憂

う
つ
い
う

の
唸

う
な
り

重
げ
に 

ま
た
軋き

し

る
、
熱あ

つ

く
垂
れ
た
る 

ひ
た
赤あ

か

き
滿ま

ん

員ゐ
ん

の
札ふ

だ

。 

 

恐
ろ
し
き
沈
默

し

じ

ま

ふ
た
た
び 

酷
熱

こ
く
ね
つ

の
日
ざ
し
に
た
だ
れ
、 

ぺ
ん
き
塗ぬ

り

褪さ

め
し
看
板

か
ん
ば
ん 

毒ど
く

滴た

ら
し
、
河
岸

か

し

の
あ
ち
こ
ち 

ち
ぢ
れ
毛げ

の
瘦や

せ

犬い
ぬ

見
え
て 

苦く
る

し
げ
に
肉に

く

を
求
食

あ

さ

り
ぬ
。 

 



油
あ
ぶ
ら

う
く
線
路

レ

エ

ル

の
正
面

ま

と

も

、 
鐵て

つ

重お
も

き
橋
の
構

か
ま
へ

に 

雲
ひ
と
つ
ま
ろ
が
り
い
で
て 

く
ら
く
ら
と
か
が
や
く
眞
晝

ま

ひ

る

、 

汗あ
せ

な
が
し
、
車
曳ひ

き
つ
つ 

匍
匐

は

ふ
が
ご
と
撒
水
夫

み

づ

ま

き

き
た
る
。 

三
十
九
年
九
月 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
れ
は
ま
さ
に
映
像
に
し
て
み
た
い
強
い
欲
求
に
駆
ら
れ
る
。
各
連
の
ア
ッ
プ
の
対

象
と
そ
の
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
、
視
聴
嗅
覚
の
総
て
が
否
応
な
し
に
動
員
さ
れ
る
カ
ッ
ト
・
バ
ッ
ク―

―

こ
れ

は
他
の
追
従
を
許
さ
ぬ
、
一
見
、
強
烈
な
リ
ア
リ
ズ
ム
を
持
っ
た
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
映
像
と
言
っ

て
も
よ
い
よ
う
に
私
は
感
ず
る
。］ 

                          



  
 

軟 
 

 

風 
 

ゆ
る
び
ぬ
、
潤う

る

む
罌
粟

け

し

の
火
は 

わ
か
き
瞳
の
濡ぬ

れ

色い
ろ

に
。 

熟
視

み

つ

め
よ
、
ゆ
る
る
麥
の
穗
の 

た
ゆ
ら
の
色
の
つ
ぶ
や
き
を
。 

 

た
わ
や
に
な
び
く
黑
髮
の 

君
の
水
脈

み

を

こ
そ
身
に
翻あ

ふ

れ
。―

―
 

う
か
び
ぬ
、
消
え
ぬ
、
火
の
雫

し
づ
く 

匂
の
海
の
た
ゆ
た
ひ
に
。 

 

ふ
と
し
も
歎な

げ

く
蝶
の
む
れ 

こ
ろ
り
ん
こ
ろ
と…

…

頰ほ

の
ほ
め
き
、 

觸ふ

る
る
吐
息

と

い

き

に
縺も

つ

る
れ
ば
、 

色
も
、
に
ほ
ひ
も
、
つ
ぶ
や
き
も
、 

 

同
じ
音
色

ね

い

ろ

の
搖
曳

ゆ
ら
び
き

に 

倦う
ん

じ
ぬ
、
か
く
て
君
が
目
も
。―

―
 

あ
は
れ
、
皐
月

さ

つ

き

の
軟
風

な
よ
か
ぜ

に 

ゆ
ら
れ
て
ゆ
め
む
わ
が
お
も
ひ
。 

四
十
年
六
月 

               



  
大 

 
 

寺 
 

大
寺

お
ほ
で
ら

の
庫
裏

く

り

の
う
し
ろ
は
、 

枇
杷
あ
ま
た
黃
金

こ

が

ね

た
わ
わ
に
、 

六
月
の
天そ

ら

い
ろ
洩
る
る 

路
次

ろ

じ

の
隅
、
竿さ

を

か
け
わ
た
し 

皮
交
り
、
襁
褓

む

つ

き

を
乾ほ

せ
り
。 

そ
の
か
げ
に
穢む

さ

き
姿な

り

し
て 

面
子

め

ん

こ

う
ち
、
子
ら
は
た
は
ぶ
れ
、 

裏
店

う
ら
だ
な

の
洗
流

な

が

し

の
日
か
げ
、 

顏
靑
き
野
師

や

し

の
女
房
ら 

首
い
だ
し
、
煙
草
吸
ひ
つ
つ
、 

鈍に
ぶ

き
目
に
甍

い
ら
か

あ
ふ
ぎ
て
、 

は
て
も
な
う
罵
り
か
は
す
。 

凋し
を

れ
た
る
も
の
の
に
ほ
ひ
は 

溝
板

ど
ぶ
い
た

の
臭
氣

く

さ

み

ま
じ
り
に 

蒸
し
暑あ

つ

く
、
い
づ
こ
と
も
な
く
。 

赤
黑
き
肉
屋
の
旗
は 

屋
根
越
に
垂
れ
て
動
か
ず
。 

は
や
十
時
、
街ま

ち

の
沈
默

し

じ

ま

を 

し
め
や
か
に
沈ぢ

ん

の
香
し
づ
み
、 

し
ら
じ
ら
と
日
は
高
ま
り
ぬ
。 

三
十
九
年
八
月 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
野
師

や

し

」
は
香
具
師

や

し

・
的
屋

て

き

や

に
同
じ
。
盛
り
場
や
寺
社
の
縁
日
・
祭
礼
な
ど
に
露
店

を
出
し
て
商
売
を
し
た
り
、
見
世
物
な
ど
の
興
行
を
し
た
り
す
る
人
。 

「
し
め
や
か
に
沈ぢ

ん

の
香
し
づ
み
、」
の
「
沈ぢ

ん

の
香
」
は
、
言
わ
ず
も
が
な
で
あ
る
が
、
表
面
的
に
は
そ
の

大
寺
院
か
ら
漂
っ
て
く
る
抹
香
の
香
り
を
「
ぢ
ん
の
か
」（
実
際
の
高
級
な
沈
香

じ
ん
こ
う

で
は
な
い
）
と
言
っ
た

も
の
で
、
そ
れ
よ
り
も
、
遙
か
に
感
覚
的
な
詩
語
と
し
て
の
装
飾
音
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
と
私
は
思

う
。
則
ち
、
前
行
の
午
前
十
時
の
「
ま
ち
」
の
「
し
じ
ま
」
の
持
つ
「
チ
」「
シ
」「
ジ
」
音
が
、「
し
め

や
か
に
ぢ
ん
の
し
づ
み
」
の
「
シ
」「
ヂ
」「
シ
ヅ
」
へ
と
、
さ
ら
に
最
終
行
の
「
し
ら
じ
ら
と
」
の

「
シ
」「
ジ
」
音
へ
と
、
そ
れ
ら
の
音
が
、
水
面
の
波
紋
の
よ
う
に
不
思
議
に
広
が
っ
て
、
ハ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
起
こ
し
な
が
ら
、
テ
ィ
ル
ト
・
ア
ッ
プ
し
て
太
陽
を
捉
え
、
画
像
が
ホ
ワ
イ
ト
・
ア
ウ
ト
し
て
ゆ
く

仕
掛
け
と
な
っ
て
い
る
の
だ
と
思
う
。］ 

   



  
ひ
ら
め
き 

 

十
月

じ
ふ
ぐ
わ
つ

の
と
あ
る
夜よ

の
空
。 

北
國

ほ
つ
こ
く

の
郊か

う

野や

の
林
檎 

實み

は
赤
く
梢

こ
ず
ゑ

に
の
こ
れ
、 

は
や
、
里
の
果
物
採

く
だ
も
の
と
り

は 

影
絕
え
ぬ
、
遠
く
灯ひ

つ
け
て 

た
だ
軋き

し

る
耕
作

か
う
さ
く

ぐ
る
ま
。 

欝
憂

う
つ
い
う

に
海
は
鈍に

ば

み
て 

闇
澹

あ
ん
た
ん

と
氷
雨

ひ

さ

め

や
す
ら
し
。 

灰
濁

は

ひ

だ

め
る
暮ぼ

雲う
ん

の
か
な
た 

血け
つ

紅こ
う

の
火
花

ひ

ば

な

ひ
ら
め
き 

燦さ
ん

と
し
て
音お

と

な
く
消
え
ぬ
。 

沈
痛

ち
ん
つ
う

の
呻
吟

う

め

き

こ
の
時
、 

闇
重
き
夜
色

や
し
よ
く

の
な
か
に 

蓬
髮

ほ
う
は
つ

の
男
蹌
踉

よ

ろ

め

き 

落
淚

ら
く
る
ゐ

す
、
蒼
白

あ
を
じ
ろ

き
頰ほ

に
。 

三
十
九
年
八
月 

                   



  
 

立 
 

 

秋 
 

憂
愁

い
う
し
う

の
こ
れ
や
野
の
國
、 

柑
子

か

う

じ

だ
つ
灰
色
の
す
ゑ 

夕
汽
車

ゆ

ふ

ぎ
し

や

の
遠
音

と

ほ

ね

も
し
づ
み
、 

信
號
柱

シ

グ

ナ

ル

の
ち
さ
き

燈
と
も
し
び 

淡
々

あ
は
あ
は

と
み
ど
り
に
う
る
む
。 

 

ひ
と
し
き
り
、
小
野

を

の

に
細ほ

そ

雲ぐ
も

。 

南
瓜
畑

か
ぼ
ち
や
ば
た

北
へ
練ね

り
ゆ
く 

旗
赤
き
異
形

ゐ
ぎ
や
う

の
列れ

つ

は 

戱お
ど

け
た
る
廣
告

ひ

ろ

め

の
囃
子

は

や

し 

賑に
ぎ

や
か
に
遠
く
ま
ぎ
れ
ぬ
。 

 

う
ら
が
な
し
、
落
日

い

り

ひ

の
黃
金

こ

が

ね 

片
岡

か
た
お
か

の

槐
ゑ
ん
じ
ゆ

に
あ
か
り
、 

鳴
き
し
き
る

蜩
か
な
か
な

、
あ
は
れ 

誰た
れ

葬は
ふ

る
ゆ
ふ
べ
な
る
ら
む
。 

三
十
九
年
八
月 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
異
形

ゐ
ぎ
や
う

」
の
ル
ビ
は
マ
マ
。 

「
片
岡

か
た
お
か

」
の
ル
ビ
は
マ
マ
。］ 

               



  
 

玻 

璃 

罎 
 

う
す
ぐ
ら
き

窖
あ
な
ぐ
ら

の
な
か
、 

瓢
狀

ひ
さ
ご
な
り

、
な
に
か
湛た

た

へ
て
、 

十と
を

あ
ま
り
圓ま

ろ

う
な
ら
べ
る 

夢ゆ
め

い
ろ
の
薄う

す

ら
玻は

璃り

罎び
ん

。 

 

靜し
づ

け
さ
や
、
靄も

や

の
古ふ

る

び
を 

黃
蠟

わ
う
ら
ふ

は
燻く

ゆ

り
ま
ど
か
に 

照
り
あ
か
る
。
吐
息

と

い

き

そ
こ
、
こ
こ
、 

哀
樂

あ
い
ら
く

の
つ
め
た
き
に
ほ
ひ
。 

 

今い
ま

し
こ
そ
、
ゆ
め
の
歡
樂

く
わ
ん
ら
く 

降ふ

り
そ
そ
げ
。
生
命

い

の

ち

の
脈な

み

は 

ゆ
ら
ぎ
、
か
つ
、
壁
に
ち
ら
ほ
ら 

玻
璃

は

り

透す

き
ぬ
、
赤あ

か

き
火
の
色
。 

三
十
九
年
八
月 

                    



  
 

微 
 

 

笑 
 

朧ろ
う

月げ
つ

か
、
眩ま

ば

ゆ
き
ば
か
り 

髮
む
す
び
紅あ

か

き
帶
し
て 

あ
ら
は
れ
ぬ
、
春

し
ゆ
ん

夜や

の
納
屋

な

や

に 

い
そ
い
そ
と
、
あ
は
れ
、
女
子

を
み
な
ご

。 

 

あ
か
あ
か
と
据す

ゑ
し
蠟
燭

ら
ふ
そ
く 

薔
薇

さ

う

び

潮さ

す
片
頰

か

た

ほ

に
ほ
て
り
、 

す
ず
ろ
け
ば
夜
霧

よ

ぎ

り

火
の
ご
と
、 

い
づ
こ
に
か
林
檎

り

ん

ご

の
あ
へ
ぎ
。 

 

嗚
呼

あ

あ

愉
樂

ゆ

ら

く

、
朱
塗

し
ゆ
ぬ
り

の
樽た

る

の 

差
口

だ

ぶ

す

拔
き
、
酒
つ
ぐ
わ
か
さ
、 

玻
璃
器

ぎ

や

ま

ん

に
古
酒

こ

し

ゆ

の
薰

か
を
り

香か 

な
み
な
み
と…

…

遠
く
人
ご
ゑ
。 

 

や
や
暫
時

し

ば

し

、
瞳
か
が
や
き
、 

髮
か
し
げ
、
微
笑

ほ

ほ

ゑ

み
な
が
ら 

な
に
紅あ

か

む
、
わ
か
き
女
子

を
み
な
ご

。 

母
屋

も

や

に
ま
た
、
お
こ
る
歡
語

さ
ざ
め
き…

…
 

三
十
九
年
八
月 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
本
パ
ー
ト
標
題
「
古
酒
」
は
本
詩
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。 

「
朧ろ

う

月げ
つ

」
朧お

ぼ

ろ
月づ

き

。 

「
差
口

だ

ぶ

す

」
酒
樽

さ
か
だ
る

の
栓
。
小
学
館
「
日
本
国
語
大
辞
典
」
に
、「
だ
ぶ
そ
」
で
見
出
し
し
、
方
言
と
し
て
、

最
初
に
「
樽
の
栓
」
を
挙
げ
て
、
用
例
と
し
て
『
だ
ぶ
そ
を
抜
く
』
と
し
て
、
採
取
地
を
山
口
県
大
島
・

高
知
県
を
示
し
、「
だ
ぶ
し
」
と
し
て
対
馬
を
、「
だ
ぶ
す
」
と
し
て
高
知
県
を
例
示
し
て
い
る
。］ 

         



  
 

砂 
 

 

道 
 

日
の
眞
晝

ま

ひ

る

、
ひ
と
り
、
懶

も
の
う

く 

眞
白
な
る
砂さ

道だ
う

を
步
む
。 

市い
ち

遠
く
赤
き
旗
見
ゆ
、 

風
も
な
し
。
荒
蕪
地

か

う

ぶ

ち

つ
づ
き
、 

廢す
た

れ
立
つ

礎
い
し
ず
ゑ

燃も

え
て 

烈
々

れ
つ
れ
つ

と
煉
瓦

れ
ん
ぐ
わ

の
火
氣

く

わ

き

に 

爛た
だ

れ
た
る
果く

わ

實じ
つ

の
に
ほ
ひ 

そ
こ
と
な
く
漂

た
だ
よ

ひ
濕し

め

る
。 

 

數
百
步
、
娑
婆

し

や

ば

に
音
な
し
。 

 

ふ
と
、
空
に
苦
熱

く

ね

つ

の
う
な
り
、 

見
あ
ぐ
れ
ば
、
名
し
ら
ぬ
大
樹

た
い
じ
ゆ 

千
萬

ち
よ
ろ
づ

の
羽
音

は

お

と

に
糜し

ら

け
、 

鈴
狀

す
ず
な
り

に
熟う

る
る
火
の
粒 

潤し
め

や
か
に
甘
き
乳ち

し
ぶ
く
。 

樂げ
う

欲よ
く

の
渴

か
わ
き

た
ち
ま
ち 

か
の
わ
か
き
接
吻

く
ち
つ
け

思
ひ
、 

目
ぞ
暈く

ら

む
。 

  
 

 
 

 

眞
夏
の
原
に 

眞ま

白し
ろ

な
る
砂さ

道だ
う

と
ぎ
れ
て 

ま
た
續
く
恐
怖

お

そ

れ

の
日
な
か
、 

寂せ
き

と
し
て
過よ

ぎ
る
人
な
し
。 

三
十
九
年
八
月 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
最
終
連
は
文
字
列
が
下
で
並
ん
で
、
視
覚
上
で
も
コ
ー
ダ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判

る
。］ 

       



  
凋 

 
 

落 
 

寂
光
土

じ
や
く
く
わ
う
ど

、
は
た
や
、
墳
塋

お
く
つ
き

、 

夕
暮

ゆ
ふ
ぐ
れ

の
古
き
牧
場

ま

き

ば

は 

な
ご
や
か
に
光
黃
ば
み
て 

う
つ
ら
ち
る
楡に

れ

の
落
葉

ら
く
え
ふ

、 

そ
こ
、
か
し
こ
。―

―

暮
秋

ぼ

し

う

の
大
日

お

ほ

ひ 

あ
か
あ
か
と
海
に
沈
め
ば
、 

凋
落

て
う
ら
く

の
市い

ち

に
鐘
鳴
り
、 

絡
繹

ら
く
え
き

と
寺
門

じ

も

ん

を
い
づ
る 

老
若

ら
う
に
や
く

の
力

ち
か
ら

な
き
顏
、 

あ
る
は
み
な
靑
き
旗
垂
れ 

灰は
ひ

濁だ

め
る
水
路

す

ゐ

ろ

の
靄
に 

寂
寞

じ
や
く
ま
く

と
繫か

か

る
猪
木
舟

ち

よ

き
ぶ

ね

、 

店
々
の
裝
飾

か

ざ

り

ま
ば
ら
に
、 

甃
石

い
し
だ
た
み

ち
ら
ほ
ら
軋
る 

空か
ら

ぐ
る
ま
、
寒
き
石
橋
。―

―
 

鈍に
ぶ

き
眼め

に
頭

か
し
ら

も
た
げ
て 

黃
牛

あ
め
う
し

よ
、
汝な

は
な
に
お
も
ふ
。 

三
十
九
年
八
月 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
絡
繹

ら
く
え
き

と
」
人
馬
の
往
来
な
ど
が
、
絶
え
間
な
く
続
く
さ
ま
。 

「
猪
木
舟

ち

よ

き
ぶ

ね

」
現
代
仮
名
遣
「
ち
ょ
き
ぶ
ね
」
の
「
ち
ょ
き
」
は
「
猪
牙
」
と
書
く
の
が
一
般
的
。
舳
先
が

細
長
く
尖
っ
て
、
猪
の
牙
の
よ
う
に
見
え
る
、
屋
根
無
し
の
小
さ
な
舟
の
名
称
。
主
に
江
戸
市
中
の
河
川

で
盛
ん
に
使
わ
れ
た
が
、
浅
草
山
谷

さ

ん

や

に
あ
っ
た
吉
原
遊
廓
に
通
う
遊
客
が
、
こ
れ
を
よ
く
使
っ
た
た
め
、

「
山
谷
舟
」
と
も
呼
ば
れ
た
。
長
さ
が
約
三
十
尺
（
九
・
〇
九
メ
ー
ト
ル
）、
幅
四
尺
六
寸
（
一
・
三
九

メ
ー
ト
ル
）
と
細
長
く
、
ま
た
、
船
底
を
絞
っ
て
あ
る
た
め
、
左
右
に
揺
れ
や
す
い
欠
点
が
あ
る
が
、
逆

に
櫓
で
漕
ぐ
際
の
推
進
力
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
、
速
度
が
速
く
、
狭
い
河
川
で
も
動
き
易
く
、
特
に
小
回

り
が
利
い
た
。
参
考
に
し
た
ウ
ィ
キ
の
「
猪
牙
舟
」
に
よ
れ
ば
、『
語
源
は
、
明
暦
年
間
に
押
送
船
の
船

頭
・
長
吉
が
考
案
し
た
「
長
吉
船
」
と
い
う
名
前
に
、
形
が
猪
の
牙
に
似
て
い
る
こ
と
と
を
か
け
て
猪
牙

と
書
く
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
説
』『
と
、
小
早
い
こ
と
を
チ
ョ
ロ
・
チ
ョ
キ
と
い
う
こ
と
か
ら
つ
け
ら

れ
た
と
す
る
説
』
の
二
つ
が
あ
る
、
と
あ
る
。 

「
黃
牛

あ
め
う
し

」「
あ
め
う
じ
」
と
も
呼
ん
だ
。
飴
色
或
い
は
黄
色
の
毛
色
の
牛
で
、
古
く
は
神
聖
に
し
て
立
派

な
牛
と
し
て
貴
ば
れ
た
と
い
う
の
が
辞
書
的
解
説
で
あ
る
が
、
飴
色
の
「
あ
め
」
と
は
「
雨
」
で
、
大
陸

で
は
雨
乞
い
の
際
、
天
空
の
神
に
神
聖
な
黄
色
の
牛
を
生
贄
と
し
て
捧
げ
た
こ
と
に
由
来
す
る
よ
う
で
あ

る
。］ 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%8C%AA%E7%89%99%E8%88%9F


  
 

晚 
 

 

秋 
 

神
無
月
、
下
浣

す

ゑ

の
七
日

し
ち
に
ち

、 

病や

ま
し
げ
に
落
日

い

り

ひ

黃
ば
み
て 

晚
秋

ば
ん
し
う

の
乾
風

か
ら
か
ぜ

光
り
、 

百
舌

も

ず

啼
か
ず
、
木
の
葉
沈
ま
ず
、 

空
高
き
柿
の
上
枝

ほ

づ

え

を 

實
は
ひ
と
つ
赤
く
落
ち
た
り
。 

刹
那

せ

つ

な

、
野
を
北
へ
人
靈

ひ
と
だ
ま

、 

鉦か
ね

う
ち
ぬ
、
遠
く
死
の
歌
。 

君
死
に
き
、
か
か
る
夕

ゆ
ふ
べ

に
。 

三
十
九
年
五
月 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
一
行
目
は
、「
下
浣
」
は
「
か
く
わ
ん
（
か
か
ん
）」（「
げ
か
ん
」
と
も
読
む
）
で

「
下
澣
」
と
も
書
き
、
毎
月
の
二
十
日
以
後
の
当
該
月
の
下
旬
を
指
す
。
従
っ
て
、
こ
れ
は
十
月
二
十
七

日
を
指
示
す
る
。
但
し
、
こ
れ
は
最
後
に
登
場
す
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
「
か
か
る
夕
」
べ
「
に
」

「
死
」
ん
だ
「
君
」
と
い
う
具
体
な
特
定
の
誰
か
を
指
す
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
（
当
時
ま
で
の
白

秋
の
関
係
者
に
こ
の
忌
日
を
確
認
出
来
な
い
）。
則
ち
、
こ
の
導
入
の
一
行
自
体
が
「
晩
秋
」
と
い
う
絵

に
最
初
の
放
た
れ
た
一
筆
で
あ
っ
て
、「
神
無
月
」（
神
の
い
な
い
月
）「
下
浣

す

ゑ

」（
末
世
）「
の
七
日
」（
終

末
期
・
仏
教
の
地
獄
の
審
判
の
「
七
」
を
含
む
月
の
最
後
）
と
い
う
心
理
的
に
閉
塞
さ
れ
た
条
件
が
成
形

さ
れ
た
と
言
っ
て
も
よ
い
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
観
点
か
ら
見
る
と
、
こ
の
一
篇
は
一
行
読
み
進
め
る
ご

と
に
驚
く
べ
き
重
層
性
で
我
々
を
晩
秋
の
奈
落
に
引
き
ず
り
込
ん
で
ゆ
く
の
で
あ
る
。］ 

               



  
あ
か
き
木
の
實 

 

暗く
ら

き
こ
こ
ろ
の
あ
さ
あ
け
に
、 

あ
か
き
木こ

の
實み

ぞ
ほ
の
見
ゆ
る
。 

し
か
は
あ
れ
ど
も
、
晝
は
ま
た 

君
と
い
ふ
日
に
わ
す
れ
し
か
。 

暗く
ら

き
こ
こ
ろ
の
ゆ
ふ
ぐ
れ
に
、 

あ
か
き
木こ

の
實み

ぞ
ほ
の
見
ゆ
る
。 

四
十
年
十
月 

                            



  
か
へ
り
み 

 

み
か
へ
り
ぬ
、
ふ
た
た
び
、
み
た
び
、 

暮
れ
て
ゆ
く
幼

を
さ
な

の
步

あ
ゆ
み 

な
に
惜を

し

み
さ
し
も
た
ゆ
た
ふ
。 

あ
は
れ
、
ま
た
、
野
邊

の

べ

の
番
紅
花

さ

ふ

ら

ん 

は
や
あ
か
き
に
ほ
ひ
に
滿
つ
を
。 

四
十
年
十
二
月 

                             



  
な
わ
す
れ
ぐ
さ 

 

面
帕

お
も
ぎ
ぬ

の
に
ほ
ひ
に
洩も

れ
て
、 

そ
の
眸

ひ
と
み

す
す
り
泣
く
と
も
、―

―
 

空そ
ら

い
ろ
に
透す

き
て
、
葉
か
げ
に 

今
日

け

ふ

も
咲
く
、
な
わ
す
れ
の
花
。 

四
十
一
年
五
月 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
な
わ
す
れ
ぐ
さ
」
シ
ソ
目
ム
ラ
サ
キ
科
ワ
ス
レ
ナ
グ
サ
属 

M
yo

so
tis 

の
総
称
。
和

名
「
勿
忘
草
」「
忘
れ
な
草
」
は
シ
ン
ワ
ス
レ
ナ
グ
サ
（
真
勿
忘
草
）M

yo
so

tis sco
rp

io
id

es 

に
与
え
ら
れ

て
い
る
も
の
の
、
園
芸
界
で
「
ワ
ス
レ
ナ
グ
サ
」
と
し
て
流
通
し
て
い
る
種
は
、
ノ
ハ
ラ
ワ
ス
レ
ナ
グ
サ 

M
yo

so
tis a

lp
estris

・
エ
ゾ
ム
ラ
サ
キ 

M
yo

so
tis sylva

tica

、
或
い
は
そ
れ
ら
の
種
間
交
配
種
で
あ
る
。 

「
面
帕

お
も
ぎ
ぬ

」「
顔
面
」
と
も
書
き
、
通
常
は
「
か
ほ
か
け
（
か
お
か
け
）」
と
読
む
。
婦
人
や
貴
人
が
頭
か
ら

か
け
る
薄
い
絹
な
ど
の
布
。
婦
人
が
帽
子
に
取
り
付
け
て
顔
を
覆
う
網
や
紗し

ゃ

の
布
で
、「
ベ
ー
ル
」

（v
eil

）
の
こ
と
。］ 

                      



  
わ
か
き
日
の
夢 

 

水み
づ

透す

け
る
玻
璃

は

り

の
う
つ
は
に
、 

果み

の
ひ
と
つ
み
づ
け
る
ご
と
く
、 

わ
が
夢
は
燃も

え
て
ひ
そ
み
ぬ
。 

ひ
や
や
か
に
、
き
よ
く
、
か
な
し
く
。 

四
十
一
年
五
月 

                              



  
よ
ひ
や
み 

 

う
ら
わ
か
き
う
た
び
と
の
き
み
、 

よ
ひ
や
み
の
う
れ
ひ
き
み
に
も 

ほ
の
沁
む
や
、
靑
み
や
つ
れ
て 

木
の
も
と
に
、
み
れ
ば
を
み
な
も
。 

な
怨
み
そ
。
わ
れ
は
も
く
せ
い
、 

ほ
の
か
な
る
花
の
さ
だ
め
に
、 

目ま

見み

し
ら
み
、
う
す
ら
な
や
め
ば 

あ
ま
き
香か

も
つ
ゆ
に
し
め
り
ぬ
。 

さ
あ
れ
、
き
み
、
こ
ひ
の
う
れ
ひ
は 

よ
ひ
の
く
ち
、
そ
れ
も
ひ
と
と
き
、 

か
な
し
み
て
あ
ら
ば
あ
り
な
む
、 

わ
れ
も
ま
た
。―

―

月
は
の
ぼ
れ
り
。 

三
十
九
年
四
月 

                      



  
一 

 
 

瞥 
 

大
月

た
い
げ
つ

は
赤
く
の
ぼ
れ
り
。 

あ
ら
、
靑
む
最
愛

さ
い
あ
い

び
と
よ
。 

へ
だ
て
な
き
戀
の
怨
言

か

ご

と

は 

見
る
が
間ま

に
朽
ち
て
く
だ
け
ぬ
。 

こ
は
人
か
、 

何
ら
の
色い

ろ

ぞ
、 

凋
落

て
う
ら
く

の
鵠

く
ぐ
ひ

か
、
鷭ば

ん

か
。 

後
し
り
へ

よ
り
、 

冷
笑

れ
い
せ
う

す
、
あ
は
れ
、
一
瞥

い
ち
べ
つ

。 

我わ
れ

、
こ
こ
ろ
君
を
殺こ

ろ

し
き
。 

三
十
九
年
七
月 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
最
終
行
は
私
は
「
こ
こ
ろ
」
の
後
に
読
点
を
打
つ
か
、
字
空
け
を
施
し
た
い
く
は
な

る
。 

「
鵠

く
ぐ
ひ

」
白
鳥
の
古
名
。
カ
モ
目
カ
モ
科A

n
serin

ae 

亜
科
に
属
す
る
広
義
の
ハ
ク
チ
ョ
ウ
類
を
指
す
。
同

亜
科
は
ハ
ク
チ
ョ
ウ
属C

yg
n
u
s

・
カ
モ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
属 

C
o
sco

ro
b
a
 

の
二
属
に
分
か
れ
、
ハ
ク
チ
ョ
ウ

属
に
コ
ブ
ハ
ク
チ
ョ
ウC

yg
n
u
s o

lo
r

・
コ
ク
チ
ョ
ウC

yg
n
u
s a

tra
tu

s

（
和
名
の
通
り
、
ハ
ク
チ
ョ
ウ
属

で
あ
る
が
、
成
長
す
る
に
つ
れ
て
黒
く
な
る
）・
ク
ロ
エ
リ
ハ
ク
チ
ョ
ウC

yg
n
u
s m

ela
n
co

ryp
h
u
s

・
オ
オ

ハ
ク
チ
ョ
ウC

yg
n
u
s cyg

n
u
s

・
ナ
キ
ハ
ク
チ
ョ
ウC

yg
n
u
s b

u
ccin

a
to

r

・
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウC

yg
n
u
s 

co
lu

m
b
ia

n
u
s 

が
、
カ
モ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
属
に
カ
モ
ハ
ク
チ
ョ
ウ 

C
o
sco

ro
b
a
 co

sco
ro

b
a

 

が
い
る
が
、
本

来
、
古
来
か
ら
本
邦
に
自
然
に
飛
来
し
て
来
る
種
は
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ 

C
yg

n
u
s C

yg
n
u
s 

と
コ
ハ
ク
チ
ョ

ウ 
C

yg
n
u
s co

lu
m

b
ia

n
u
s 

の
二
種
の
み
で
あ
っ
た
。
博
物
誌
は
私
の
「
和
漢
三
才
圖
會
第
四
十
一 
水
禽

類 

天
鳶
（
は
く
ち
や
う
）〔
ハ
ク
チ
ョ
ウ
〕」
を
見
ら
れ
た
い
。 

「
鷭ば

ん

」
ツ
ル
目
ク
イ
ナ
科 

G
a
llin

u
la

属
バ
ン 

G
a
llin

u
la

 ch
lo

ro
p
u
s

。
成
鳥
は
黒
い
羽
毛
に
蔽
わ
れ
る

が
、
背
中
の
羽
毛
は
多
少
、
緑
色
を
帯
び
る
。
上
記
最
後
の
そ
れ
か
ら
は
、
成
鳥
の
場
合
は
バ
ン
と
二
種

を
見
間
違
え
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
が
、
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
も
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
も
幼
鳥
は
灰
色
を
帯
び
る

か
ら
、
実
際
の
そ
れ
ら
を
遠
目
で
見
た
な
ら
ば
（
こ
こ
は
実
際
の
鳥
で
は
な
い
の
だ
が
）、
バ
ン
と
識
別

出
来
な
い
可
能
性
は
な
い
と
は
言
え
な
い
。
博
物
誌
は
私
の
『
和
漢
三
才
圖
會
第
四
十
一 

水
禽
類 

鷭 

（
バ
ン
） 

附 

志
賀
直
哉
「
鷭
」
梗
概
』
を
見
ら
れ
た
い
。
］ 

      

http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/11/post-8d43.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/11/post-8d43.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/04/post-9a59.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/04/post-9a59.html


  
旅 

 
 

情 
 

 
 

 
 

 
 
―
―

さ
す
ら
へ
る
ミ
ラ
ノ
ひ
と
の
う
た
。 

零
落

れ
い
ら
く

の
宿
泊

や

ど

り

は
や
す
し
。 

海
ち
か
き
下
層

し

た

の
小
部
屋

こ

べ

や

は
、 

も
の
と
な
き
鹹し

ほ

の
汚よ

ご
れ
に
、 

煤す
す

け
つ
つ
匂に

ほ

ふ
壁
紙

か
べ
が
み

。 

廣ひ
ろ

重し
げ

の
名
を
も
思

お
も
ひ

出
づ
。 

 

ほ
ど
ち
か
き
庖
厨

く

り

や

の
ほ
て
り
、 

繪
草
子

ゑ

ざ

う

し

の
匂

に
ほ
ひ

に
ま
じ
り 

物も
の

あ
ぶ
る
騷さ

や

ぎ
こ
も
ご
も
、 

燒
酎

せ
う
ち
う

の
す
る
ど
き
吐
息

と

い

き 

針は
り

の
ご
と
肌は

だ

刺さ

す
夕

ゆ
ふ
べ

。 

 

な
が
む
れ
ば
葉は

柳
や
な
ぎ

つ
づ
き
、 

色い
ろ

硝
子

が

ら

す

濡ぬ

る
る
巷

こ
う
ぢ

を
、 

橫
濱

は

ま

の
子
が
智
慧

ち

ゑ

の
は
や
さ
よ
、 

支
那

し

な

料
理

れ

う

り

、
よ
ひ
の
灯
影

ほ

か

げ

に 

み
だ
ら
う
た
あ
は
れ
に
歌う

た

ふ
。 

 

や
や
あ
り
て
月
は
の
ぼ
り
ぬ
、 

淸
ら
な
る
出
窓

で

ま

ど

の
し
た
を 

か
ら
こ
ろ
と
軋き

し

む
櫓ろ

の
音お

と

。 

鐵
格
子

て

つ

か
う

し

ひ
し
と
す
が
り
て 

黃
金
髮

こ

が

ね
が

み

わ
か
き
を
お
も
ふ
。 

 

數か
ず

お
ほ
き
罪
に
古ふ

り
ぬ
る 

初
戀

は
つ
こ
ひ

の
う
ら
は
か
な
さ
は 

か
か
る
夜よ

の
黑く

ろ

き
波
間

な

み

ま

を 

舟ふ
な

か
せ
ぎ
、
わ
た
り
さ
す
ら
ふ 

わ
か
う
ど
が
歌う

た

に
こ
そ
き
け
。 

 

色い
ろ

ふ
か
き
、
ミ
ラ
ノ
の
そ
ら
は 

日
本

ひ
の
も
と

の
そ
れ
と
似に

た
れ
ど
、 

こ
こ
に
し
て
摘つ

む
に
よ
し
な
き 

素

馨

ジ
エ
ル
ソ
ミ
ノ

、
海
の
あ
な
た
に 

接
吻

く
ち
つ
け

の
か
な
し
き
も
あ
り
。 



 
國
を
去
り
、
昨き

そ

に
わ
か
れ
て 

逃の
が

れ
來
し
身
に
は
あ
れ
ど
も
、 

な
ほ
遠
く
君
を
し
ぬ
べ
ば
、 

ほ
う
ほ
う…

…
と
笛
は
う
る
み
て
、 

い
づ
ら
へ
か
、
黑く

ろ

船ふ
ね

き
ゆ
る
。 

 

廊
下

ら

う

か

ゆ
く
重
き
足
音

あ
し
お
と

。 

み
か
へ
れ
ば
暗く

ら

き
ひ
と
間ま

に 

殘の
こ

る
火
は
血
の
ご
と
赤
く
、 

腐く
さ

れ
た
る
林
檎

り

ん

ご

の
に
ほ
ひ
、 

そ
こ
と
な
く
淚
を
さ
そ
ふ
。 

三
十
九
年
九
月 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
素

馨

ジ
エ
ル
ソ
ミ
ノ

」
イ
タ
リ
ア
語
「g

elso
m

in
o

」（
ジ
ェ
ル
ソ
ミ
ー
ノ
）
で
、
ジ
ャ
ス
ミ
ン

（
英
語
：jasm

in
e

）、
シ
ソ
目
モ
ク
セ
イ
科 

Jasm
in

eae 

連
ソ
ケ
イ
属 

Ja
sm

in
u

m

（
タ
イ
プ
種
は
ソ
ケ
イ 

Ja
sm

in
u
m

 o
fficin

a
le

）
の
香
料
を
採
る
ジ
ャ
ス
ミ
ン
の
総
称
。
ソ
ケ
イ
属
は
世
界
で
約
三
百
種
が
あ
る
。

こ
れ
は
思
う
に
、
森
鷗
外
の
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
翻
訳
「
卽
興
詩
人
」（
イ
タ
リ
ア
を
舞
台
と
し
た
恋
物

語
。
明
治
二
十
五
年
か
ら
三
十
四
年
（
一
八
九
二
年
～
一
九
〇
一
年
）
の
約
十
を
か
け
て
ド
イ
ツ
語
版
か

ら
重
訳
し
て
断
続
的
に
雑
誌
『
し
が
ら
み
草
紙
』
な
ど
に
発
表
、
初
刊
版
「
即
興
詩
人
」
は
明
治
三
五

（
一
九
〇
二
）
年
に
春
陽
堂
か
ら
刊
行
さ
れ
た
）
の
中
の
「
花
祭
」
の
パ
ー
ト
で
、
カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ
を
歌

う
シ
ー
ン
の
歌
詞
の
訳
中
に
（
岩
波
文
庫
版
を
持
っ
て
い
る
は
ず
な
の
だ
が
、
見
当
た
ら
ぬ
の
で
、
国
立

国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
大
正
三
（
一
九
一
四
）
春
陽
堂
刊
の
画
像
（
こ
こ
）
を
視
認
し

た
）、 

 
 

 

＊ 

„―
A

h
 ro

ssi, ro
ssi flo

ri, 

U
n
 m

azzo
 d

i v
io

li! 

U
n
 g

elso
m

in
 d

'am
o
re―

” 

あ
は
れ
、
赤
き
、
赤
き
花
よ
。 

菫
す
み
れ

の
束た

ば

よ
。 

戀
の
し
る
し
の
素そ

馨け
い

〔
ジ
エ
ル
ソ
ミ
ノ
〕
の
花
よ
。） 

こ
の
時
あ
や
し
く
咳
枯
し
は
が
れ
た
る
聲
に
て
、
歌
ひ
つ
ぐ
人
あ
り
。 

„―
P

er d
ar al m

io
 b

en
e!

” 

（
摘
み
て
取
ら
せ
む
そ
の
人
に
。） 

 
 

 

＊ 

と
あ
る
の
を
イ
ン
ス
パ
イ
ア
し
た
も
の
と
推
測
す
る
。］ 

  

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/925800/31


  
 

 

柑 
 

 

子 
 

蕭し
め

や
か
に
こ
の
日
も
暮く

れ
ぬ
、
北
國

き
た
ぐ
に

の
古
き
旅
籠
屋

は

た

ご

や

。 

物も
の

焙あ

ぶ
る
爐

ゐ
ろ
り

の
ほ
と
り
頸

う
な
じ

垂
れ
愁う

れ

ひ
し
づ
め
ば 

漂
浪

さ
す
ら
ひ

の
暗く

ら

き
山
川

や
ま
か
は

そ
こ
は
か
と
。―

―

さ
あ
れ
、
密ひ

そ

か
に 

物
ゆ
か
し
、
わ
か
き
匂

に
ほ
ひ

の
い
づ
こ
に
か
濡
れ
て
す
ず
ろ
ぐ
。 

 

女め

あ
る
じ
は
柴し

ば

折
り
燻く

す

べ
、
自
在

じ

ざ

い

鍵か
ぎ

低ひ
く

く
す
べ
ら
し
、 

鍋
か
け
ぬ
。
赤
ら
顏
し
て
旅た

び

語
る
商
人

あ
き
う
ど

ふ
た
り
。 

傍
か
た
へ

よ
り
、
笑ゑ

み
て
靜
か
に
籠

か
た
み

な
る
木
の
實
撰え

り
つ
つ
、 

家い
へ

の
子
は
卓

し
よ
く

に
な
ら
べ
ぬ
。
そ
の
な
か
に
柑
子

か

う

じ

の
匂

に
ほ
ひ

。 

 

あ
あ
、
柑
子

か

う

じ

、
黃
金

こ

が

ね

の
熱
味

ほ

て

り

嗅か

ぎ
つ
つ
も
思
ひ
ぞ
い
づ
る
。 

晚お
そ

秋あ
き

の
空
ゆ
く
黃
雲

き

ぐ

も

、
畑は

た

の
い
ろ
、
見
る
眼め

の
ど
か
に 

夕
凪

ゆ
ふ
な
ぎ

の
沖
に
帆
あ
ぐ
る
蜜
柑

み

か

ん

ぶ
ね
、
暮
れ
て
入
る
汽
笛

ふ

え

。 

温
か
き
南
の
島
の
幼
子

を
さ
な
ご

が
夢
の
か
ず
か
ず
。 

 

ま
た
思
ふ
、
柑
子

か

う

じ

の
店た

な

の
愛
想

あ

い

そ

よ
き
肥
滿

こ

え

た
る
主
婦

あ

る

じ

、 

あ
る
は
ま
た
顏
も
か
な
し
き
亭
主

つ
れ
あ
ひ

の
流な

が

す
新
内

し
ん
な
い

、 

暮く

れ
ゆ
け
ば
紅あ

か

き
夜よ

の
灯ひ

に
蒸む

し
薰く

ゆ
る
物
の
香か

の
な
か
、 

夕
餉
時

ゆ

ふ

げ
ど

き

、
街ま

ち

に
入
り
來く

る
旅
人
が
わ
か
き
步
み
を
。 

 

さ
て
は
、
わ
れ
、
岡
の
木こ

か
げ
に
夢
心
地

ゆ

め

こ
こ

ち

、
在あ

り
し
靜
け
さ 

忍
ば
れ
ぬ
。
目め

籠
が
た
み

擁か
か

へ
、
黃
金

こ

が

ね

摘つ

み
、
袖
も
ち
ら
ほ
ら 

鳥
の
ご
と
歌
ひ
さ
ま
よ
ふ
君
き
き
て
泣
き
に
し
日
を
も
。―
―

 

あ
あ
、
耳
に
鈴す

ず

の
淸す

ず

し
き
、
鳴
り
ひ
び
く
沈
默

し

じ

ま

の
聲
音

い

ろ

ね

。 

 

柴し
ば

は
ま
た
音お

と

し
て
爆は

ぜ
ぬ
、
燃も

え
あ
が
る
炎

ほ
の
ほ

の
わ
か
さ
。 

ふ
と
見
れ
ば
、
鍋
の
湯
け
ぶ
り
照
り
白
ら
む
薰

か
を
り

の
な
か
に
、 

箸
と
り
て
笑ゑ

ら
ぐ
赤
ら
頰ほ

、
夕
餉

ゆ

ふ

げ

盛も

る
主
婦

あ

る

じ

、
家
の
子
、 

皆
、
古
き
喜
劇

き

げ

き

の
な
か
の
姿

す
が
た

な
り
。
淚
な
が
る
る
。 

三
十
九
年
五
月 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
籠

か
た
み

」
同
じ
読
み
で
「
筐
」、
或
い
は
「
堅
間

か

た

ま

」「
勝
間

か

つ

ま

」
な
ど
と
表
記
・
呼
称
し
、

目
を
細
か
く
編
ん
だ
竹た

け

籠か
ご

を
言
う
。
後
の
「
目め

籠
が
た
み

」
も
目
の
粗
い
竹
籠
の
こ
と
。 

「
卓

し
よ
く

」「
シ
ョ
ク
」
は
「
卓
」
の
唐
音
。
本
来
は
仏
前
に
置
い
て
香
華
を
供
え
る
机
で
茶
の
湯
に
も
用
い

る
が
、
こ
こ
は
無
論
、
普
通
の
食
卓
の
意
。 



「
新
内

し
ん
な
い

」
新
内

し
ん
な
い

節ぶ
し

。
浄
瑠
璃
の
流
派
の
一
つ
。
延
享
二
（
一
七
四
五
）
年
に
宮
古
路
加
賀
太
夫
が
豊
後
節

か
ら
脱
退
し
、
富
士

ふ

じ

松ま
つ

薩
摩

さ

つ

ま

を
名
の
っ
た
の
が
遠
祖
。
こ
の
富
士
松
節
か
ら
出
た
鶴
賀
若
狭
掾

つ
る
が
わ
か
さ
じ
ょ
う

が
鶴
賀
節

を
立
て
、
幕
府
御
家
人
で
あ
っ
た
初
代
鶴
賀
新
内
（
延
享
四
（
一
七
四
七
）
年
～
文
化
七
（
一
八
一
〇
）

年
を
継
い
だ
二
世
鶴
賀
新
内
が
文
化
年
間
（
一
八
〇
四
年
～
一
八
一
八
年
）
に
人
気
を
博
し
て
以
来
、
新

内
節
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
早
く
か
ら
劇
場
を
離
れ
、
座
敷
浄
瑠
璃
と
し
て
発
展
、
花
街
な
ど
の
門
付

芸
「
新
内
流
し
」
て
発
展
し
て
行
っ
た
。
哀
調
の
あ
る
節
に
の
せ
て
哀
し
い
女
性
の
人
生
を
歌
い
あ
げ

て
、
遊
里
の
女
た
ち
に
大
い
に
受
け
、
隆
盛
を
極
め
た
。
こ
こ
は
そ
の
夫
婦
の
「
流
し
」
の
情
景
。
二
人

一
組
で
、
二
挺
の
三
味
線
を
弾
き
合
わ
せ
な
が
ら
街
頭
を
歩
き
、
客
の
求
め
に
応
じ
て
新
内
節
を
語
っ
て

聞
か
せ
た
。］ 

                             



  
 

 

内 
 

 

陣 
  

 

ほ
の
か
な
る
香
爐

か

う

ろ

の
く
ゆ
り
、 

 
 

日
の
に
ほ
ひ
、
燈
明

み
あ
か
し

の
か
げ
、―

―
 

 

文
月

ふ

づ

き

の
ゆ
ふ
べ
、
蒸
し
薰く

ゆ

る
三
十
三
間
堂

さ
ん
じ
ふ
さ
ん
げ
ん
だ
う

の
奧お

く 

空
色

そ
ら
い
ろ

し
づ
む
内
陣

な
い
ぢ
ん

の
闇
ほ
の
ぐ
ら
き
靜
寂

せ
い
じ
や
く

に
、 

千
一
體

せ
ん
い
つ
た
い

の
觀
世
音

く
わ
ん
ぜ
お
ん

か
さ
な
り
立
た
す
香か

の
古ふ

る

び 

い
と
蕭し

め

や
か
に
後
背

こ
う
は
い

の
に
ぶ
き
列

つ
ら
ね

ぞ
白し

ら

み
た
る
。 

  
 

い
づ
ち
と
も
、
い
つ
と
も
知
ら
に
、 

 
 

か
す
か
な
る
素
足

す

あ

し

の
し
め
り
。 

  
 

そ
と
軋き

し

む
ゆ
め
の
ゆ
か
い
た 

 
 

な
よ
ら
か
に
、
は
た
、
う
す
ら
か
に
。 

  
 

ほ
の
め
く
は
髮
の
な
よ
び
か
、 

 
 

衣き
ぬ

の
香か

か
、
え
こ
そ
わ
か
た
ね
。 

  
 

女
子

を
み
な
ご

の
片
頰

か

た

ほ

の
し
ら
み 

 
 

忍
び
か
の
息い

き

の
香か

ぞ
す
る
。 

  
 

舞
ご
ろ
も
近
づ
く
な
べ
に
、 

 
 

う
つ
ら
か
に
あ
か
る
薄
闇

う
す
や
み

。 

  
 

初
戀
の
燃も

ゆ
る
た
め
い
き
、 

 
 

帶
の
色
、
身
内

み

う

ち

の
ほ
て
り
。 

 

だ
ら
り

ヽ

ヽ

ヽ

の
姿

す
が
た

お
ぼ
ろ
か
に
な
ま
め
き
薰く

ゆ
る
舞
姬

ま
ひ
ひ
め

の 

ほ
の
か
に
今い

ま

し
た
た
ず
め
ば
、
本
尊
佛

ほ
ん
ぞ
ん
ぶ
つ

の
う
す
あ
か
り 

靜し
づ

か
な
る
こ
と
水
の
ご
と
沈し

づ

み
て
匂
ふ
香か

の
そ
ら
に
、 

仰あ
ふ

ぐ
と
も
な
き
目ま

見み

の
ゆ
め
、
や
は
ら
に
淚
さ
そ
ふ
時と

き

。 

  
 

甍
い
ら
か

よ
り
鴿は

と

か
立
ち
け
む
、 

 
 

は
た
は
た
と
ゆ
く
り
な
き
音ね

に
。 

  
 

ふ
と
ゆ
れ
ぬ
、
長た

け

の
振
袖

ふ
り
そ
で 



 
 

か
ろ
き
緋ひ

の
ひ
る
が
へ
り
に
ぞ
、 

  
 

ほ
の
か
な
る
香
爐

か

う

ろ

の
く
ゆ
り
、 

 
 

日
の
に
ほ
ひ
、
燈
明

み
あ
か
し

の
か
げ
、―

―
 

  
 

も
ろ
も
ろ
の
光
は
も
つ
れ
、 

 
 

あ
な
、
し
ば
し
、
闇
に
ち
ら
ぼ
ふ
。 

四
十
年
七
月 

                              



  
 

 

懶 

き 

島 
 

明
け
ぬ
れ
ど
も
の
う
し
。
温ぬ

る

き
土つ

ち

の
香
を 

軟
風

な
よ
か
ぜ

ゆ
た
に
た
だ
懈た

ゆ

く
搖ゆ

り
吹
く
な
べ
に
、 

あ
か
が
ね
の
淫

た
は
れ

の
夢
ゆ
の
ろ
の
ろ
と 

寢
恍

ね

ほ

れ
て
醒さ

む
る
さ
ざ
め
言ご

と

、
起た

つ
も
も
の
う
し
。 

 

眺
む
れ
ど
も
の
う
し
、
の
ぼ
る
日
の
か
げ
も
、 

大
海
原

お
ほ
う
な
ば
ら

の
空
燃も

え
て
、
今
日

け

ふ

も
緩ゆ

る

ゆ
る 

縱た
て

に
の
み
湧わ

く
な
る
雲
の
火
の
は
し
ら 

重お
も

げ
に
色
も
か
は
ら
ね
ば
見
る
も
も
の
う
し
。 

 

行
き
ぬ
れ
ど
も
の
う
し
、
波
の
の
た
く
り
も
、 

懈た
ゆ

た
き
砂
も
わ
が
惱

な
や
み

も
の
う
け
れ
ば
ぞ
、 

信
天
翁

あ

は

う
ど

り

も
そ
ろ
も
そ
ろ
の
吐
息

と

い

き

し
て 

終
日

ひ
ね
も
す

う
た
ふ
挽
歌

も
が
り
う
た

き
く
も
も
の
う
し
。 

 

寢ね

そ
べ
れ
ど
も
の
う
し
、
圓ま

ろ

に
屯

た
む
ろ

し
て 

正
覺
坊

し
や
う
が
く
ば
う

の
痴し

れ

ご
こ
ち
、
日
を
嗅か

ぎ
な
が
ら 

女
ら
と
な
す
こ
と
も
な
き
た
は
れ
ご
と
、 

か
く
て
抱
け
ど
、
飽あ

き
ぬ
れ
ば
吸
ふ
も
も
の
う
し
。 

 

貪
む
さ
ぼ

れ
ど
も
の
う
し
、
椰
子

や

し

の
實み

の
酒
も
、 

あ
か
裸

は
だ
か

な
る
身
の
倦た

る
さ
、
酌く

め
ど
も
、
あ
は
れ
、 

懶
怠

を
こ
た
り

の
心
の
欲よ

く

の
も
の
う
げ
さ
。 

遠

雷

と
ほ
い
か
づ
ち

の
と
ど
ろ
き
も
晝
は
も
の
う
し
。 

 

暮
れ
ぬ
れ
ど
も
の
う
し
、
甘
き
髮
の
香か

も
、 

益え
う

な
し
、
あ
る
は
木
を
擦す

り
て
火
と
も
す
わ
ざ
も
。 

空
腹

ひ
だ
る
げ

の
心
は
暗く

ら

き
あ
な
ぐ
ら
に 

蝮は
み

の
う
ね
り
の
に
ほ
ひ
な
し
、
入
れ
ど
も
の
う
し
。 

 

あ
あ
、
な
べ
て
も
の
う
し
、
夜よ

る

は
く
ら
や
み
の 

濁
れ
る
空
に
、
熟う

み
つ
は
り
落
つ
る
實
の
ご
と 

流
星

す
ば
る
ぼ
し

血
を
引
き
消
ゆ
る
な
や
ま
し
さ
。 

一
人

ひ

と

り

な
ら
ね
ど
、
と
ろ
に
と
ろ
、
寢ね

れ
ど
も
の
う
し
。 

四
十
年
十
二
月 



 
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
正
覺
坊

し
や
う
が
く
ば
う

」「
大
酒
呑
み
」
を
言
う
隠
語
。
カ
メ
目
ウ
ミ
ガ
メ
科
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
亜
科

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
属
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ 

C
h
elo

n
ia

 m
yd

a
s 

の
異
名
で
も
あ
り
、
俗
に
「
靑
海
龜
」
は
、
酒
が
好

き
で
、
与
え
る
と
、
多
い
に
飲
む
こ
と
か
ら
出
る
な
ど
と
言
わ
れ
る
が
、
元
は
酒
好
き
の
破
戒
僧
を
揶
揄

す
る
語
か
ら
転
じ
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

「
益え

う

」
こ
の
読
み
は
当
て
字
。「
益
」
に
は
「
エ
キ
・
ヤ
ク
」
し
か
な
い
。
類
似
語
意
を
持
つ
「
要
」
の

字
音
の
歴
史
的
仮
名
遣
「
エ
ウ
」
を
当
て
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

「
流
星

す
ば
る
ぼ
し

」
小
学
館
「
日
本
国
語
大
辞
典
」
は
「
す
ば
る
ぼ
し
」
に
昴

す
ば
る

、
則
ち
、
プ
レ
ア
デ
ス
星
団
と
同
義

と
し
て
、
ま
さ
に
本
詩
篇
の
こ
の
詩
句
を
使
用
例
と
し
て
引
い
て
い
る
が
、
こ
の
用
例
指
示
は
誤
り
で
あ

る
。「
濁
れ
る
空
に
」「
血
を
引
き
消
ゆ
る
な
や
ま
し
さ
」
を
持
つ
「
流
星
」
で
あ
る
か
ら
に
は
、
こ
れ
は
固

定
し
た
星
群
で
は
な
く
、
流
れ
星
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。「
す
ば
る
」
は
「
集
ま
っ
て
一
つ
に
な

る
」
の
意
の
「
統す

ば
る
」
の
意
で
、「
星
団
」
の
意
と
し
て
腑
に
落
ち
る
が
、
白
秋
は
そ
の
派
生
語
で
あ
る

「
統
べ
る
」（
多
く
の
物
を
一
つ
に
纏
め
る
）
の
「
す
べ
る
」
を
「
滑す

べ

る
・
辷す

べ

る
」
の
意
に
恣
意
的
に
転
訛

し
て
使
用
し
た
も
の
と
私
は
採
る
。
プ
レ
ア
デ
ス
星
団
を
貫
く
流
星
な
ど
と
い
う
牽
強
付
会
（
空
は
濁
っ
て

い
る
の
だ
）
に
は
私
は
、
到
底
、
組
み
出
来
な
い
。］ 

                       



  
 

 

灰
色
の
壁 

 

灰
色

は
ひ
い
ろ

の
暗く

ら

き
壁
、
見
る
は
た
だ 

恐
ろ
し
き
一
面

い
ち
め
ん

の
壁
の
色い

ろ

。 

臘
月

ら
ふ
げ
つ

の
十
九
日

じ

ふ

く
に

ち

、 

丑
滿

う
し
み
つ

の
夜よ

の
館

や
か
た

。 

龕
み
づ
し

め
く
唐か

ら

銅か
ね

の
櫃ひ

つ

の
上う

へ

、 

燭
し
よ
く

靑
う
ま
じ
ろ
が
ず
ひ
と
つ
照て

る
。 

時
に
わ
れ
、
朦
朧

も
う
ろ
う

と
黑こ

く

衣え

し
て 

天
鵝
絨

び

ろ

う

ど

の
も
の
鈍に

ぶ

き
床ゆ

か

に
立
ち
、 

ひ
た
と
身
は
鐵て

つ

の
屑く

ず 

磁
石

じ
し
や
く

に
か
吸
は
れ
よ
る
。 

足
は
い
ま
釘く

ぎ

つ
け
に
痺し

び

れ
、
か
の 

黃
泉

よ

み

の
扉と

は
ま
の
あ
た
り
額ぬ

か

を
壓お

す
。 

 

灰
色

は
ひ
い
ろ

の
暗く

ら

き
壁
、
見
る
は
た
だ 

恐
ろ
し
き
一
面

い
ち
め
ん

の
壁
の
色い

ろ

。 

暗
澹

あ
ん
た
ん

と
燐り

ん

の
火
し 

奈
落

な

ら

く

へ
か
虛

う
つ
ろ

す
る
。 

表
面

う

は

べ

た
だ
古
地
圖

ふ

る

ち

づ

に
似
て
煤す

す

け
、 

縱
橫

た
て
よ
こ

に
か
ず
知
れ
ず
走
る
罅ひ

び 

靑
や
か
に
火
光

あ

か

り

吸
ひ
、
じ
め
じ
め
と 

陰
濕

い
ん
し
つ

の
汗あ

せ

う
る
み
冷ひ

ゆ
る
時
、 

鐵て
つ

の
氣き

は
う
し
ろ
よ
り 

さ
か
し
ま
に
髮
を
梳す

く
。 

は
と
竦す

く

む
節ふ

し

々ふ
し

の
凍こ

ほ

る
音お

と

。 

生
き
た
る
は
黑
漆

こ
く
し
つ

の
瞳
の
み
。 

 

灰
色

は
ひ
い
ろ

の
暗く

ら

き
壁
、
見
る
は
た
だ 

恐
ろ
し
き
一
面

い
ち
め
ん

の
壁
の
色い

ろ

。 

熟
視

み

つ

む
、
い
ま
、
あ
る
か
な
き 

一
點

い
つ
て
ん

の
血
の
雫

し
づ
く

。 

朱し
ゆ

の
鈍に

ば

み
星
の
ご
と
潤
味

う

る

み

帶お

び 

光
る
。
聞
く
、
こ
の
暗
き
壁
ぶ
か
に 

く
れ
な
ゐ
の
皷

つ
づ
み

う
つ
心し

ん

の
臟ざ

う 

刻
々

こ
く
こ
く

に
あ
き
ら
か
に
熱ほ

て

り
來く

れ
。 

血
け
ぶ
り
。
刹
那

せ

つ

な

ほ
と 



か
す
か
な
る
人
の
息い

き

。 
み
る
が
ま
に
罅ひ

び

は
み
な
つ
や
つ
や
と 

金
髮

き
ん
ぱ
つ

の
千
筋

ち

す

ぢ

な
し
、
さ
と
亂み

だ

る
。 

 

灰
色
の
暗
き
壁
、
見
る
は
た
だ 

恐
ろ
し
き
一
面

い
ち
め
ん

の
壁
の
色
。 

な
ほ
熟
視

み

つ

む
。…

…

髣
髴

は
う
ふ
つ

と 

浮
び
い
づ
、
女
の
頰ほ 

大
理
石

な

め

い

し

の
ご
と
腐く

さ

れ
、
仰
向

あ

ふ

の

く
や 

鼻は
な

冷ひ

え
て
ほ
の
笑わ

ら

ふ
ち
ひ
さ
き
齒 

し
ら
し
ら
と
薄
玻
璃

う

す

は

り

の
音ね

を
立
つ
る
。 

眼め

を
ひ
ら
く
。
絕ぜ

つ

望ま
う

の
く
る
し
み
に 

手
は
か
た
く
十
字

じ

ふ

じ

拱く

み
、 

み
だ
ら
な
る
媚こ

び

の
色 

き
と
ば
か
り
。
燭

し
よ
く

の
火
の
靑
み
射さ

し
、 

銀
色

ぎ
ん
い
ろ

の
夜よ

の
絹
衣

す

ず

し

ひ
る
が
へ
る
。 

 

灰
色

は
ひ
い
ろ

の
暗く

ら

き
壁
、
見
る
は
た
だ 

恐お
そ

し
き
一
面

い
ち
め
ん

の
壁
の
色い

ろ

。 

『
彼
。』
と
わ
が
憎
惡
心

ぞ

う

を
し

ん 

む
ら
む
ら
と
う
ち
ふ
る
ふ
。 

一
齊

い
つ
せ
い

に
冷
血

れ
い
け
つ

の
わ
な
な
き
は 

釘く
ぎ

つ
け
の
身
を
逆さ

か

に
ゑ
ぐ
り
刺さ

す
。 

ぎ
く

ヽ

ヽ

と
手
は
音お

と

刻き
ざ

み
、
節ふ

し

ご
と
に 

機
械

か
ら
く
り

の
ご
と
動う

ご

く
。
い
ま
怪あ

や

し
、 

お
ぼ
え
あ
る
く
ら
が
り
に 

落
ち
ち
れ
る
埴は

に

と
鏝こ

て

。 

つヽ

と
取
る
や
、
ひ
と
つ
當あ

て
、
左

ひ
だ
り

よ
り 

額ぬ
か

を
ま
づ
ひ
し
ひ
し
と
塗ぬ

り
つ
ぶ
す
。 

 

灰
色

は
ひ
い
ろ

の
暗
き
壁
、
見
る
は
た
だ 

恐
ろ
し
き
一
面

い
ち
め
ん

の
壁
の
色
。 

朱し
ゆ

の
ご
と
き
怨
念

を
ん
ね
ん

は 

燃も

え
、
わ
れ
を
凍こ

ほ

ら
し
む
。 

刹
那

せ

つ

な

、
か
の
驕お

ご

り
た
る
眼
鼻

め

は

な

ど
も 

胸
か
け
て
、
生な

ま

ぬ
る
き
埴は

に

の
色 

ひ
と
息
に
鏝こ

て

の
手
に
葬

は
う
む

ら
れ 

生い

き
な
が
ら
苦く

る

し
む
か
、
ひ
く
ひ
く
と 



う
ち
皺
む
壁
の
罅ひ

び

、 
今
、
暗
き
他
界

た

か

い

よ
り 

凄
き
ま
で
面お

も

變か
は

り
、
人
と
世
を 

呪の
ろ

ふ
に
か
、
す
す
り
な
き
、
う
め
き
ご
ゑ
。 

 

灰
色

は
ひ
い
ろ

の
暗く

ら

き
壁
、
見
る
は
た
だ 

恐
ろ
し
き
一
面

い
ち
め
ん

の
壁
の
色
。 

惡
業

あ
く
ご
ふ

の
終を

は

り
た
る 

時
に
、
ふ
と
わ
れ
の
手
は 

物
握に

ぎ

る
か
た
ち
し
て
見
出

み

い

だ

さ
る
。 

な
が
む
れ
ば
埴は

に

あ
ら
ず
、
鏝こ

て

も
な
し
。 

た
だ
暗
き
壁
の
面お

も

冷
々

ひ
え
び
え

と
、 

う
は
濕し

め

り
、
一
點

い
つ
て
ん

の
血
ぞ
光
る
。 

前さ
き

の
世
の
戀
か
、
な
ほ 

骨
髓

こ
つ
ず
ゐ

に
沁
み
わ
た
る 

こ
の
怨
恨

う

ら

み

、
こ
の
呪
咀

の

ろ

ひ

、
ま
ざ
ま
ざ
と 

人
ひ
と
り
幻
影

ま
ぼ
ろ
し

に
殺
し
た
る
。 

 

灰
色

は
ひ
い
ろ

の
暗く

ら

き
壁
、
見
る
は
た
だ 

恐
ろ
し
き
一
面

い
ち
め
ん

の
壁
の
色い

ろ

。 

臘
月

ら
ふ
げ
つ

の
十
九
日

じ

ふ

く
に

ち

、 

丑
滿

う
し
み
つ

の
夜よ

の
館

や
か
た

。 

龕
み
づ
し

め
く
唐か

ら

銅か
ね

の
櫃ひ

つ

の
上う

へ

、 

燭
し
よ
く

靑あ
を

う
ま
じ
ろ
が
ず
ひ
と
つ
照て

る
。 

時
に
な
ほ
、
朦
朧

も
う
ろ
う

と
黑こ

く

衣え

し
て 

天
鵝
絨

び

ろ

う

ど

の
も
の
に
ぶ
き
床ゆ

か

に
立
ち
、 

わ
な
わ
な
と
壁
熟
視

み

つ

め
、 

ひ
と
り
、
ま
た
戰
慄

せ
ん
り
つ

す
。 

掌て

ひ
ら
け
ば
汗あ

せ

は
あ
な
生な

ま

な
ま
と 

さ
な
が
ら
に
人
間

に
ん
げ
ん

の
血
の
に
ほ
ひ
。 

三
十
九
年
十
二
月 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
屑く

ず

」
の
ル
ビ
は
マ
マ
。 

「
臘
月

ら
ふ
げ
つ

」
陰
暦
十
二
月
の
異
称
。
中
国
で
、
冬
至
（
陰
暦
十
一
月
中
）
の
後
の
第
三
の
戌い

ぬ

の
日
に
、
猟
の

獲
物
の
獣
肉
を
供
え
て
先
祖
百
神
を
祀
る
祭
り
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
現
行
で
は
そ
の
旧
年
と
新
年
を

「
繋
ぎ
合
わ
せ
る
月
」
の
原
義
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。］ 

  



  
 

 

失
く
し
つ
る 

 

失
（
な
）
く
し
つ
る
。 

さ
は
あ
る
べ
く
も
お
も
は
れ
ね
。 

ま
た
あ
る
日
に
は
、 

探
（
さ
が
）
し
な
ば
、
な
ほ
あ
る
ご
と
も
お
も
は
る
る
。 

色
靑
き
眞
珠
（
し
ん
じ
ゆ
）
の
た
ま
よ
。 

四
十
一
年
七
月 

             

畢 

               



 
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
、「
目
次
」
で
あ
る
が
、
ペ
ー
ジ
数
と
リ
ー
ダ
は
必
要
性
が
な
い
の
で
省
略
し

た
。「
国
文
学
研
究
資
料
館
電
子
資
料
館
」
の
「
近
代
文
献
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
「
ポ
ー
タ
ル
近
代

書
誌
・
近
代
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
原
本
（
実
物
）
画
像
を
見
て
戴
き
た
い
が
、
各
詩
篇
標
題
は
原
本

で
は
有
意
な
字
下
げ
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
見
か
け
上
は
合
う
よ
う
に
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。
但

し
、
詩
篇
標
題
の
均
等
割
付
は
無
視
し
た
。］ 
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の
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き
僧
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W
H
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K
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天
鵝
絨
の
に
ほ
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濃
霧 

 
 

 
 

赤
き
花
の
魔
睡 

 
 

 
 

麥
の
香 

 
 

 
 

曇
日 

 
 

 
 

秋
の
瞳 

 
 

 
 

空
に
真
赤
な 

 
 

 
 

秋
の
を
は
り 

 
 

 
 

十
月
の
顔 

 
 

 
 

接
吻
の
時 

 
 

 
 

濁
江
の
空 

 
 

 
 

魔
國
の
た
そ
が
れ 

 
 

 
 

蜜
の
室 

 
 

 
 

酒
と
煙
草
に 

 
 

 
 

鈴
の
音 

 
 

 
 

夢
の
奥 

 
 

 
 

窓 

 
 

 
 

昨
日
と
今
日
と 

 
 

 
 

わ
か
き
日 

 
 

 
 

 
 

朱
の
伴
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謀
叛 

 
 

 
 

こ
ほ
ろ
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納
曾
利 
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ほ
の
か
に
ひ
と
つ 

 
 

 
 

耽
溺 

 
 

 
 

と
い
き 

 
 

 
 

黑
船 

 
 

 
 

地
平 

 
 

 
 

ふ
え
の
ね 

 
 

 
 

下
枝
の
ゆ
ら
ぎ 

 
 

 
 

雨
の
日
ぐ
ら
し 

 
 

 
 

狂
人
の
音
樂 

 
 

 
 

風
の
あ
と 

 
 

 
 

月
の
出 

 
 

 
 

 
 

外
光
と
印
象 

 
 

 
 

冷
め
が
た
の
印
象 

 
 

 
 

赤
子 

 
 

 
 

暮
春 

 
 

 
 

噴
水
の
印
象 

 
 

 
 

顏
の
印
象 

 
 

 
 

 

Ａ 

精
舍 

 
 

 
 

 

Ｂ 

狂
へ
る
街 

 
 

 
 

 

Ｃ 

醋
の
甕 

 
 

 
 

 

Ｄ 

沈
丁
花 

 
 

 
 

 

Ｅ 

不
調
子 

 
 

 
 

 

Ｆ 

赤
き
恐
怖 

 
 

 
 

盲
ひ
し
沼 

 
 

 
 

靑
き
光 

 
 

 
 

樅
の
ふ
た
も
と 

 
 

 
 

夕
日
の
に
ほ
ひ 

 
 

 
 

浴
室 

 
 

 
 

入
日
の
壁 

 
 

 
 

狂
へ
る
椿 

 
 

 
 

吊
橋
の
に
ほ
ひ 

 
 

 
 

硝
子
切
る
ひ
と 

 
 

 
 

悪
の
窻 

 
 

 
 

 
 

一 

狂
念 

 
 

 
 

 
 

二 

疲
れ 

 
 

 
 

 
 

三 

薄
暮
の
負
傷 

 
 

 
 

 
 

四 

象
の
に
ほ
ひ 

 
 

 
 

 
 

五 

惡
の
そ
び
ら 



 
 

 
 

 
 

六 

薄
暮
の
印
象 

 
 

 
 

 
 

七 

う
め
き 

 
 

 
 

蟻 

 
 

 
 

華
の
か
げ 

 
 

 
 

幽
閉 

 
 

 
 

鉛
の
室 

 
 

 
 

眞
晝 

 
 

 
 

 
 

天
草
雅
歌 

 
 

 
 

天
草
雅
歌 

 
 

 
 

角
を
吹
け 

 
 

 
 

ほ
の
か
な
る
蠟
の
火
に 

 
 

 
 

艫
を
拔
け
よ 

 
 

 
 

汝
に
さ
さ
ぐ 

 
 

 
 

た
だ
秘
め
よ 

 
 

 
 

さ
な
ら
ず
ば 

 
 

 
 

嗅
煙
艸 

 
 

 
 

鵠 

 
 

 
 

日
ご
と
に 

 
 

 
 

黃
金
向
日
葵 

 
 

 
 

一
炷 

 
 

 
 

 
 

靑 

き 

花 

 
 

 
 

靑
き
花 

 
 

 
 

君 

 
 

 
 

桑
名 

 
 

 
 

朝 

 
 

 
 

紅
玉 

 
 

 
 

海
邊
の
墓 

 
 

 
 

渚
の
薔
薇 

 
 

 
 

紐 

 
 

 
 

晝 

 
 

 
 

夕 

 
 

 
 

羅
曼
底
の
瞳 

 
 

 
 

 
 

古 
 

酒 

 
 

 
 

戀
慕
な
が
し 

 
 

 
 

煙
草 

 
 

 
 

舗
石 

 
 

 
 

驟
雨
前 

 
 

 
 

解
纜 



 
 

 
 

日
ざ
か
り 

 
 

 
 

軟
風 

 
 

 
 

大
寺 

 
 

 
 

ひ
ら
め
き 

 
 

 
 

立
秋 

 
 

 
 

玻
璃
罎 

 
 

 
 

微
笑 

 
 

 
 

砂
道 

 
 

 
 

凋
落 

 
 

 
 

晩
秋 

 
 

 
 

あ
か
き
木
の
實 

 
 

 
 

か
へ
り
み 

 
 

 
 

な
わ
す
れ
ぐ
さ 

 
 

 
 

わ
か
き
日
の
夢 

 
 

 
 

よ
ひ
や
み 

 
 

 
 

一
瞥 

 
 

 
 

旅
情 

 
 

 
 

柑
子 

 
 

 
 

内
陣 

 
 

 
 

懶
き
島 

 
 

 
 

灰
色
の
壁 

 
 

 
 

失
く
し
つ
る 

  

邪
宗
門
目
次
終 

             



 
裝
愼…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

石
井
柏
亭 

 
 

「
エ
ツ
キ
ス
リ
プ
リ
ス
」
及
「
幼
兒
磔
殺
」…

…
…
…
…

石
井
柏
亭 

插
畫
『
澆
季
』…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

石
井
柏
亭 

插
畫
『
眞
晝
』…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

山
本 

鼎 

私
信
『
四
十
一
年
七
月
廿
一
日
便
』…

…
…
…

太
田
正
雄 

插
畫
『
硝
子
吹
く
家
』…

…
…
…
…
…
…
…
…

石
井
柏
亭 

 

扉
繪
及
欄
畫
十
葉…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

石
井
柏
亭 

彫
版…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

山
本 

鼎 
 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
上
の
装
幀
そ
の
他
の
リ
ス
ト
は
字
の
ポ
イ
ン
ト
が
変
え
て
あ
る
。
な
る
べ
く
似
た

よ
う
な
感
じ
に
な
る
よ
う
に
は
し
た
。
「
国
文
学
研
究
資
料
館
電
子
資
料
館
」
の
「
近
代
文
献
情
報
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
」
の
「
ポ
ー
タ
ル
近
代
書
誌
・
近
代
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
原
本
（
実
物
）
画
像
の
以
上
の

ペ
ー
ジ
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
お
く
。
な
お
、
リ
ン
ク
画
像
の
左
下
に
あ
る
「
一
三
」
と
は
、
先
の
「
目
次
」

に
始
ま
る
ペ
ー
ジ
の
通
し
番
号
で
あ
る
（
右
ペ
ー
ジ
は
白
紙
で
ノ
ン
ブ
ル
表
示
が
な
い
が
、
十
二
ペ
ー
ジ

目
と
し
て
数
え
て
は
い
る
）。 

「
裝
愼
」
は
マ
マ
。「
裝
幀
」
の
誤
植
。
リ
ー
ダ
数
は
ブ
ラ
ウ
ザ
で
の
不
具
合
を
考
え
て
再
現
し
て
い
な

い
。
例
え
ば
、
最
初
の
「
裝
愼
」
の
後
に
は
実
際
に
は
六
十
六
の
リ
ー
ダ
が
打
た
れ
て
お
り
、
下
部
（
本

電
子
化
で
は
右
端
部
分
）
が
綺
麗
に
揃
っ
て
い
る
。
技
術
上
、
そ
れ
を
や
る
と
微
妙
に
実
物
と
異
な
っ
て

し
ま
う
の
で
、
右
イ
ン
デ
ン
ト
を
施
し
て
い
な
い
。 

 

以
下
、
奥
附
。
上
記
の
リ
ン
ク
先
で
示
す
の
で
、
字
配
・
ポ
イ
ン
ト
は
適
当
に
見
た
目
に
合
わ
せ
た
だ

け
で
あ
る
。「
不
許
複
製
」
は
実
際
に
は
飾
り
罫
で
囲
わ
れ
て
い
る
。
］ 

  
 

 
 

明
治
四
十
二
年
三
月 

十
日
印
刷 

 
 

 
 

邪
宗
門
奥
附 

 

明
治
四
十
二
年
三
月
十
五
日
發
行 

 
 

 
 

 

定
価
壹
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東
京
麹
町
區
飯
田
町
六
町
目
廿
四
番
地 

 
 

 
 

 
 

 
 

不 

許 
 

 
 

發 

行 

者 
 

 

西 
 

本 
 

波 
 

太 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

東
京
小
石
川
區
久
堅
町
百
八
番
地 

 
 

 
 

 
 

 
 

複 

製 
 

 
 

印 

刷 

者 
 

 

山 
 

田 
 

英 
 

二 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

東
京
小
石
川
區
久
堅
町
百
八
番
地 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

印 

刷 

所 
 

 

博 

文 

館 

印 

刷 

所 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

東
京
麹
町
區
飯
田
町
六
町
目
廿
四
番
地 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

發 

行 

所 
 

 
 

 

易 
 

 

風 
 

 

社 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

振 

替 

一 

二 
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三 

四 
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原
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